
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Opening：ビッグ・フィッシュ




　この物語は、噓フイクシヨンということになっている。

　数ある宇宙の中心の、過去と未来が交わる虚構都市──統とう京きよう。

　その男は満月の下、蒼あおい夜の化粧で彩いろどられた街を、摩天楼の頂点から見下ろしていた。

　蛍の光のようなネオンライトを宿し、人工の建造物が夜空で明滅を繰り返す。林立する摩天楼の群れは、文明が夜の天蓋へと触手を伸ばしているようだった。

　夜景を肴さかなに煙草たばこに火を点つけ、青年──レイは紫煙を燻くゆらせる。

　高所に吹き付ける風に、夜に溶けた黒髪としなやかな肢体を包むスーツが靡なびく。

　しかし、夜明け空のような蒼あおい光を宿した双そう眸ぼうは、一点を見据えて揺らがない。

　淡い燐りん光こうを放ち、統とう京きようの中央に立つ一ひと際きわ巨大な天然のクリスタル。

　人の手では決して届かぬそれが、妖しく夜の叢そう雲うんを突き破り、月に向かって伸びていた。

　時代に合わせた携帯電話で、始まりの番号をコールする。街の主はすぐに応えた。

『こちら統トウ京キヨウ劇シネ場マズ。シアターへようこそ、お客様。ご予約はお済みですか？』

「ああ。レイトショー、大人一枚。チケットコードはJPN」

『端末認証、生体認証、暗号認証承認Accept。今こ宵よいの演目をどうぞ』

「Mission://Rip_Van_Winkle」

『承認Accept。上映開始まで60秒。クランクインをどうぞ。いってらっしゃいませ、お客様』

　頷き、電話の電源を落とす。上映前のマナーのように。

　濃密な夜に煙草を投げ捨て、腕時計で時刻を確認。開演まではあと僅か。

　スーツのポケットから鍵を取り出し、キーホルダーを左右に揺らす。

　すると子ども騙しのその飾りは蒼い光を帯び、実寸大の日本刀へと変わった。

　手首の上で秒針が歩く。

　静寂を促すように人差し指を立てると、統とう京きようの夜景からふっと光が消えていく。

「カウントダウン」

　──変えてやる。その未来。

　広がる夜の帳が、上映前のスクリーンのように男の笑みを映し出す。

　三、二、一────。

　零の男は宙返り、夜空の中へと落ちて行き。

　日出づる国の刀を抜いて、永劫続く夜を断つ──。




「──統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン、上映開始」





〈A.D. 2020/02/29(Sat) 00:14:02 未来都市「神しん宿じゆく」西エリア　摩天楼街〉






　蒼い閃光が、縦横無尽に夜を縫う。

　刀の一いつ閃せんが次々と、ビルに隠れる射手と小隊を葬ほうむり去さる。そして次のビルへと跳んだ。

　レイの両人差し指のレーザーリングから蒼あおい光が伸び、伸縮自在に建物の一部や壁に吸着、固定、収縮──着地して一閃。蒼く無慈悲な曳えい光こうは夜の統とう京きようを乱反射し、敵を光速で斬り続けた。

「What the devil was that!?」

「Japanese Sword……!? No way!! As if you damn Samurai came from the future!?」

　言葉を一切聞き届けず、レイは立体機動する修羅となる。首を刎はね急所を突き強く薙なぎ、同時に何人も片付ける。

　しかし、血ち飛沫しぶきは彼の肉体を染め上げない。

　斬った者から皆等しく、綺麗な金の粒子と化し、服や武器だけ残して散っていく。

　瞬またたく間まに指定エリアの掃討を終え、無人の車道に一時着地し、レイは鞘さやへと刀を納めた。

「──クリア。作戦を続行する」

　運命の夜が、滞とどこおりなく進んでいく。




「──こちら暗コー号ドネ名ーム：零ゼロ。作戦通り西エリアのクリアを完了。残りは？」

　掃除をあらかた終えて、レイは再び近隣で一番高いビルの頂上に降り立つ。

　腕時計に呼びかけると、イヤリングを付けた眼鏡の女性のホログラフが投影された。

『こちら暗コー号ドネ名ーム：千チ歳トセ。周囲に反応なし。〈レムリア〉は撤退に入っている模様です』

「東エリアの戦況は？」

『〈アガルタ〉も手痛い打撃を受け撤退中。おそらく、『二刀』に打撃を受けたものと』

「そうか。引ひき際ぎわだな」

『はい。両陣営の精鋭に大打撃。……大成功、です』

　作戦の完了を告げると、彼女は前触れもなく、はらはらと涙を流し始めた。

「お、おい……作戦中だぞ。どうした？」

『……まだ、…………信じられなくて……』

「……夢じゃない。あれだけ片付けて俺が信じられないなら、もう少し無茶するが？」

　この夜の捲けん土ど重ちよう来らいに、彼女には特別感じ入るものがあるだろう。

　あやすように微ほほ笑えみかけると、彼女は涙を拭って首を振り、初めて微ほほ笑えんだ。

『私はここであなたと出会うために、生まれてきたような気がします。私の、主』

「……主は止めてくれ。大袈裟だ。……それじゃあ、帰投──」

　突如──彼女の映像が、磁気嵐を浴びたように乱れる。

　レイの肌もびりびりと総毛立つ。

　弾はじかれたように、映像から目を離した。

　遠くには、未来都市『神しん宿じゆく』のシンボルである巨大なツインクロックタワーが建っている。レイはその中央──双塔を繫つなぐブリッジの辺りに、視線を奪われ動けなくなった。

「……なんだ……あれ、は……」

　唇が乾く。

　その一点から生まれ出る何かを見ると、鼓動が早回しになる。

　空間を捻ねじ曲まげるような圧迫感と共に、虚こ空くうから生まれ出てきたのは紅の球体だった。

　遠くの空に見る星のように小さな点だったそれは、徐々に膨張していく。周囲に紫電を撒まき散ちらし、拍動のような震えを空間に伝え──やがて、静止する。

『──……イ、様……、レイ……ま……えますか!?　あ……れ──』

　育った紅玉は、やがて瞳孔が開くようなヒビが入り、無数の破片になって砕け散った。

　通信機は完全に沈黙している。電子機器の類は全て麻ま痺ひしてしまっていた。

　あの現象に、一つだけ心当たりがある。

　もしも《特異点》ならば──即、撤退すべきだ。

　しかしどうしてもそちらへ向かえと、本能に強く命じられた。

　タワーに向かって、レイは蒼あおい認識阻害の迷彩光を再び纏まとって街を跳んでいく。

　その先で、信じられないものを見た。

「な……」

　紅の風が、閃せん光こうを放ってビルの中を駆け抜けている。

　そうとしか見えなかった。それが人であると認識するまで、幾度かの瞬まばたきを要した。

　その人影は紅のマフラーをはためかせ、風のような速さでビルを真横に駆けていた。

　側面から側面へ移動して銃弾を躱かわしたかと思えば、今度は蛇行するような曲線軌道を描いてビルの外壁を駆け上がる。天地無用──何の器具もなく音もなく、ビルからビルへと宙返りで飛び移る。両手に持った何かで紫の閃せん光こう弾だんを四発放ち、敵を一発一殺で塵ちりにした。

　あの閃光──電シヨ撃ツク銃ガンか。

　周囲の敵を全て片付けたその人影が、近くのビルの頂上に立ち、周囲を見回している。

　黒い出いで立たちに狐きつねの面を着けている奴やつと、仮面越しに眼めが合ったのが分かった。

　──逃げられない。

　歴戦の殺気を漂わせてビルの壁を伝い、奴やつは風となり蛇行して駆け下りてくる。

　レイは物陰を離れ、指輪からレーザーを伸ばして跳ぶ。立っていた場所が、即座に二発の閃光に撃ち抜かれていた。

　信号から信号を伝って跳び、風を切り、クロックタワー広場前の交差点へと移動する。

　──ここなら。

　逃げも隠れもしないとレイが刀を構えると、ビルを伝って追ってきた影も地上に降りる。

　奴やつは風のような速さで、アスファルトをジグザグに疾走してきた。

　レイの眼球はその特殊な回避行動を上下左右に追い続けるも、刀と構えは動かさない。

　彼我の距離、十メートル──奴やつはついに一条、紫の閃せん光こう弾だんを放ってきた。

　瞬間、蒼あおい眼めを見開いたレイの時間は徐々に、徐々に──引き延ばされいき。

　やがて、世界は完全に停止した。

「──はあッ！」

　右水平に刀を払う。弾丸は真っ二つに斬れて消滅、眼めを閉じると時は再び動き出す。

　奴やつが、驚きよう愕がくしたのか減速する。しかしその脚は決して止まらない。

　銃が効かないとすぐに見切ると、銃をレイに向かって投げつける。

　囮おとり──レイもすぐに看破し、右手と左手の間──刀の柄つかで受けて落とした。

　風となった敵が迫る。もう一つ、奴やつが何かの金属を脚へと投げてくる。

　その投とう擲てき物ぶつと同時に襲い来るように、奴やつは本命の武器を抜いた。

　それは背中に差していた、定寸より短い日本刀。

　レイが捌さばくべき攻撃は二つ。対して敵はこの太刀一つ。決着の瞬間が──、

　交錯！

　高い金属の咬こう合ごう音おんが、二つ同時に響いて火花を散らす。

　二人は互い違いに前へと刀を払い、背中を見せ合って静止────やがて。

　ぴしり、と。

　ひびの入る音を響かせて、乾いたアスファルトに仮面が落ちた。

「──冥めい府ふでも、月は美しゅうござるなあ……」

　玲れい瓏ろうとした美しい声が、夜に響く。

　抗あらがいようもなく惹ひかれて、振り返った。

　真っ二つに裂けた狐きつねの仮面と、手裏剣の残骸が彼女の身分を物語る。

　くノ一は、折れた己の刃を見つめて儚はかなく笑い、背中の鞘さやに潔く納めた。

　雲に隠れていた満月が現れ、彼女の容姿を照らす。

「強き、武もの士のふ殿。……どうか最さい期ごに情けを一つ、聞き届けてはくれぬであろうか」

　一つに纏まとめた、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪。忍び装束に身を包んだ、百六十もない小柄な体たい軀く。

　濡ぬれた紅玉のように綺き麗れいな瞳を収めた顔立ちは、どんな映画で観みた女優よりも美しかった。

「……ああ……」

　無礼のないように、迷彩光を切って素顔を晒さらす。

　すると彼女は一瞬、息を吞のんで固まったあと、深々と頭を下げて願った。

「…………どうか、名を。……明かしては、くれぬであろうか……？」

「……レイ。俺の名は、レイだ。……君は、何者だ？」

「……紅くれない忍にん軍ぐん、朧おぼろ衆しゆう。忍び名は『暁アカツキ』。真名など、無い」

　顔を上げた彼女は消え入るように微ほほ笑えんで、紅のマフラーを引っ張って見せつける。

　そこに──決して絶えない光を示すような、太陽を模した紋章の刺し繡しゆうが入っていた。

「この腕一つが、拙者の銘にござる」

　彼女の姿に、夜明けを見た心地がした。

　斬り結びは、時と言語を越えた語り合い。その果てに、あえて言葉を贈るのならば。

「見事」

　ただ、至上──その一言に尽きた。

「……かたじけ、ない……」

　彼女は震えて微ほほ笑えみ、紅の瞳から静かに涙を流す。

　そしてそれ以上は望まぬと言うように、彼女は半身になって構えた。

　レイも呼応して納刀し、居合いの構えを取る。この蒼あおの瞳は、ただ彼女だけを見た。

　静寂。そして、刹那──。

「……どうか。拙者に、夜明けを」

　彼女は笑った。

　彼は首肯した。

　弾はじけて叫んで駆け合って、二対の存在は武器を抜き合い、一点で収束──────。

　共に紙一重で時を止め、眼めと眼めを合わせて同時に告げた。




「──なぜ、撃たない」

「──なにゆえ、斬らぬ」




　蒼あおと紅。

　刀と銃。

　過去と未来が交錯する統とう京きようで、共に命を預け合う二人が初めて出で逢あうとき。

　ここに現い在ま、時空を越えた運命のお伽とぎ噺ばなしが始まる──。



















Chapter1：がっこうぐらし？





〈A.D. 2020/04/03(Fri) 07:25:11 未来都市「神しん宿じゆく」外れ　雨あま宮みや家〉



　お芝居の開演を告げるように、雨あま宮みや澪みおの携帯アラームがぴぴぴと鳴った。

「むっ!?　まずい！」

　澪みおは読んでいたホンを鞄かばんに突っ込み、慌てて着替えを開始する。

『【Confidential!】脚本：Mission://Rip_Van_Winkle　制作：統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン』

　読んでいたホンの表紙にはそう書かれていた。

　まだ、覚えられていないことが多い。時間があれば外でも勉強しよう──なんて思いつつ、着替えを終える。立てかけた姿見で制服姿の自分を確認した。

「うん。ばっちり！」

　肩まで伸ばした髪に紅あかい猫耳のキャスケットをぎゅむっと被かぶり、澪みおは部屋を飛び出す。

　リビングは無人。置いてある書き置きと鍵を取って、靴を履きながら読み流した。

『先に出ます。鍵は向こうで返してください。　兄』

「了解。……では、ゆくぞ。夢見る上京したてのきらきらＪＫ、いざ──」




「出陣んぬぎゅぁあああ────っ!?　無理無理無理無理！　もう入らないって──っ!?」

『──池いけ囊ぶくろ。池いけ囊ぶくろです。駆け込み乗車はご遠慮ください』

　通勤ラッシュ時の川かわ手のて線せんが、やかましいわと森羅万象を押し潰す。

　澪みおは次々と乗り込んでくる人々に流され、扉の窓ガラスに顔を押しつけられた。

　無理矢理扉が閉まる。電車がゆったりと、現代社会の悲しき奴隷たちを運んでいく。

　統とう京きようは狂った街だ。こんなのマトモじゃない。

　窓の外を池いけ囊ぶくろの中華風の街並みが流れていくのを見ると、よりそう思う。

　数駅前までは東南アジア圏の建築で溢あふれていたのが夢のよう。この中華都市の街並みだって、じき区を跨またげばまた様変わりしてしまうだろう。

　日本がニンジャやサムライの国だなんて言われていたのは、もう何百年も遠い昔の話だ。

　時は西暦二〇二〇年。

　ここは国際連合特別統治区『東京国』──通称、統とう京きよう。

　国連預かりの三大都市以外は、基本的に分割統治時代にその区域を支配していた国の知事による統治が行われている。従って建築も文化も当然世界各国の特色が出る。

　区を一つ跨またげば実質異国が広がり、共存している統とう京きようは『地球国家』──現代の理想郷とされていた。

『──駒こま籠ごめ。駒こま籠ごめです。学園都市「文ぶん教きよう」へようこそ。皆様、行ってらっしゃいませ』

「ああっ、降ります！　降りまーす！」




　学園都市の街並みは、自然が多く、十字の形に交通路も整理されていて景観がいい。統とう京きようの学術の粋が集まることから、文ぶん教きようは神しん宿じゆく、千ち夜よ田だと並んで三大都市と称されている。

　そしてそんな三大都市の中心に、統とう京きようの元凶たるそれはある。

「……いつ見ても、大きいな」

　統とう京きよう名物──神バ雷ベ石ル。

　透明な結晶塔はどんな摩天楼よりも高く、大きく、早朝の空にうっすらと浮かぶ白い月を突かんばかりに伸びて、この街に巨大な影を落としていた。

「──おはよう。……はいおはよう。……うん、おはよう。はっはっ、眠そうだねえ！」

　道を急ぐと、立派な校門の傍で挨拶する白髪の男が見えてきた。

　杖つえを突いているが、背筋は綺き麗れいに伸びている。あの片眼鏡は間違いない。

「おはようございます！　シルバー教頭っ！」

　大人には愛あい想そ良く。それもお仕事の一環である。

　東京国立竜りゆう宮ぐう学園教頭シルバー・ナイトレイは狙い通り、節穴な目を細めて微ほほ笑えんだ。

「おお、雨あま宮みやくん。おはよう。今日も元気だねえ。そんなに急がなくとも遅刻ではないよ」

「知ってますよー！　澪みおがシルバー教頭と早くお話したいからです！」

「はっはっはっ。君はいつもお上手だねえ！　……彼女も、君ほど愛想が良いと嬉しいが」

　そう言って、シルバーが腕時計を見る。そろそろ、姫君のお成りの時間だ。

　澪みおが深呼吸すると、リムジンは定刻通りに優雅な運転で現れ、校門の前に止まった。

「──ご苦労さま。下がって良いわ」

　細くて長い、白い肢体の美少女が、後部座席から優雅に降りてくる。

　目を瞑つむった彼女が、腰の辺りまで伸びた綺き麗れいな銀髪を払う。周囲の人々が息を吞のんだ。

「アレクサンドラ・クドリャフカさんだ」「東西の架け橋だ」「本物初めて見た……！」

　声を聞き、閉じた二ふた重え瞼まぶたがすうっと開く。

　ルビーを埋め込んだような紅あかい瞳はしかし、有象無象を見下すかのように冷たかった。

「おはよう、クドリャフカくん。調子はどうかな？」

　隣に居たシルバーが微ほほ笑えんで問いかけるも、彼女の冷めた表情は変わらない。

「……特に、何もありませんけど」

　塩対応すぎる。自分ほど媚こびろとは言わないが、もう少し頑張ってはいかがなものか。

　とはいえ、ここは級友として、彼女を庇かばってやるのが良いと見た。

「ごめんなさい、シルバー教頭！　クドリャフカさんって実はすっごく朝が弱くてー！」

　こんな感じでお一ついかがでしょうか、と彼女の表情を窺うかがってみる。

「……ちっ」

　露骨な不機嫌顔と舌打ちにお出迎えされて、澪みおの一日は始まった。




「チャオー！　アーシャちゃん！」「ニーハオ、アーシャ」

「ええ。おはよう、ジノくん。杏シン花フア」

「おっ、おはよう！　アーシャ！　ねえ、おはよう！」

　圧倒的、無視──。

　一つ前の席に座る銀髪美少女は、振り返ってくれる気配を一切見せない。

　三年Ｆ組教室の窓まど際ぎわ最後列の自席で、何が地雷だったのかと澪みおが頭を抱えていると、

「──ヘイヘイヘイヘイ！　澪みおちゃん！　集合！　オレキトク、スグカエレ！」

　元気の塊に、教室扉側の隅に攫さらわれた。

　おしゃれに着崩した制服に、異性の手を摑つかんでも何とも思わぬ彼は陽キャの極致だ。

「何、何やらかしたんだよー!?　姫様超不機嫌じゃん。おれの人生に影響しちゃうよ？」

　ジノ・ヴァレンティーノが、ポケットに差した緑のペンをくるくる回してから澪みおを指した。

「おはようジノくん。なんかもう、動きがうるさい」

「だろ!?　超勤勉！　統とう京きようのコンビニかおれかみたいな所あるよね！　二十四時間営業中！」

　閉まれ。頼むから。

　でも便利なことには変わりないので、利用してみることにする。
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「さっきシルバー教頭の前で一緒に挨拶したら、急に機嫌が悪くなったの……」

「え？　挨拶？　だけ？　もうちょい詳細に教えてくんないとさー」

「『ごめんなさい、シルバー教頭！　クドリャフカさんって実はすっごく朝が弱くてー！』」

「もうコピペの再現率じゃん。あ、でもおれ分かったよ。アーシャちゃんは──」

「──名前、ダヨ。……あの子、家の名前、嫌うノ」

　立ち話をする二人のすぐ前の席から、ぼそっと小さな声が上がる。

　いつも教室の隅で誰とも話さず、スマホゲームをしている少女が地味な眼鏡を光らせる。

「ミオ、早くご機嫌取れヨ。推しが不機嫌、ワタシも超下がル」

　劉ラウ杏シン花フアは、無造作に伸ばした髪を撫で、ため息をつく。目が、濁っていた。

「おはよう杏シン花フア。そんな地雷が……って、何でサングラスかけたの？」

「地雷解除したカラ」

　お前は何を言っているんだ。澪みおはいつもそう言いたくなる。

「澪みお、おたく語よく分かんない。ていうかそんなの買うぐらいなら、もっと着飾れば？」

「これ、初期装備。オタク、オシャレ金ナイ。課金スル。オレ、満足」

　杏シン花フアは益ます々ますアヤシイ片言になり、おでこと紫の弓形の髪留めを隠す。

　それから近くにいるジノを睨むと、露骨に手打ちした。

「早く、ジノ連れてケ。邪魔」

「……おっやー？　この辺朝から湿度高いねえ！　除湿機買ってあげようか、杏シン花フアちゃん？」

「その金で頭診てもらえヨ。去死吧」

「あっ、今死ねっつったろ!?　可哀想かわいそうになあ、普段言う友達いないからはしゃいじゃった？」

「ハァ!?　調子乗んなヨこのクソ猿陽キャ！　屋上ッ！」

「はいはい出た出た、オタクは屋上大好きだねぇー？　青春コンプレックスかー？」

　今日も起こった紛争から、澪みおはしれっと逃れて自席に帰る。

　あの二人は水と油で、顔を合わせればいつも喧けん嘩かだ。もっと上う手まくやればいいのに。

　今からお手本を演やるから、よく見ているといい。

「ねえ、ごめんアーシャ。……アレクサンドラさん。もう呼ばないからぁ……」

　はい、謝罪。悪くなくても謝れるのが、オトナの女ってやつである。

　アーシャはとうとう身体からだごとこっちの席を向き、くすんだ顔で大きなため息をついた。

「アレクサンドラさんも駄目。私は、アーシャ。クドリャフカ家は関係ない。お分かり？」

「……わがままぁ。もう全身逆げき鱗りんじゃん」

「何か言ったかしら？」

「いいえっ！　すみません、まだ時間あるのでやり直させて下さいっ！」

「そう。なら早くして頂戴」

　彼女が、満月を模した高級そうな腕時計をとんとん叩く。

「……おはよう、アーシャ」

　面倒な子だ。澪みおは疲れてしまって、つい素で愛あい想そなく挨拶をする。

　すると今度は、アーシャが太陽のように眩しい笑みを浮かべた。

「おはよう、澪みお。今日も素晴らしい一日になりそうね！」

「もー……びっくりしたよ。警告したいなら素直に言ってよ。悪質な噓うそすぎない？」

「これぐらいの噓うそで騒がないの。結構上手でしょう？　私も来世は女優さんやろうかしら」

「いやもう十分女優でしょ。何あの車降りた後の『私偉いお姫さまですけど』みたいな感じ」

「メ、メディア向きに色々あるのよっ。クドリャフカ家の娘として相応の振る舞いが」

「はっはー。結局家柄気にしてるぅー。一流良家のお姫さまは辛つろうござるなー？」

「……そうね。実績ゼロのＣ級女優さまほどではないわ。楽しい？　ニンジャの役は」

　人間、我慢できることとできないことがある。

　澪みおは鞄かばんから部外秘の台本を取り出し、ばんばん叩たたいた。

「それ言ったら、戦争だから！　ていうか、主演！　澪みおは本物なの！」

「本当かしらー？　ちゃんと完成物で見せてくれないと、こんな本いくらでも偽にせ物ものが──」

　そろそろ終わりなさい、と言うように予鈴が鳴る。

「あっ……！」

　アーシャはすぐに自分とのじゃれあいを打ち切り、前を向く。

　手鏡を見て髪を整えたりなんかし始めて、露骨に浮かれている。

　よく見ると、他の級友の女子たちも同じような感じだった。

「──おはようございます、みなさん」

　ほどなくしてその青年は片手を胸に当て、折り目正しく礼をして教室に入ってくる。

　彼は顔を上げると、少しズレた蒼あおい眼鏡を右手の中指と親指で上げて優しく微ほほ笑えんだ。

「今週も今日で終わりです。一緒に頑張っていきましょう」

　フォーマルな服装と丁寧な口調、それから細身で高身長。自称二十五歳と若い。

　それから烏からすの濡ぬれ羽ば色いろと称するのが正しい黒髪と、あの二ふた重え瞼まぶたの顔が良い。

　優しい賢い顔がいい、全部盛りで最高じゃん──とは級友たちの言だけれど。

「……ふん。あの顔の、どこが良いのか」

　澪みおはそういった意見に流されないで、頰ほお杖づえをついて窓の外を見た。

「おはよう、雨あま宮みや先生」「はわゆー、レイせんせー！」「お兄ちゃん先生！　おはよ！」

「……あの、まあ私のことは好きに呼んでくれていいとは言いましたけれど。どうか、お兄ちゃん先生だけは止めて下さい。とてもやりづらいので……」

「じゃあ、雨あま宮みや零レイ先生ー」

「構わないですが、絶対途中で面倒になって飽きると思いますよ。フルネーム」

　学生には慣れてきたけれど、どうにも他の肩書きには落ち着かない。

　そもそもどうしてこの人が、自分の担任教師になんかなることに？

「それじゃあ少し早いですが、出席を取っておきましょう」

　レイが、席順で名前を呼んでいく。少し低くて甘い声は、名な残ごりがあって嫌いじゃない。

「──次。アーシャさん」「はいっ！」

　でもこっちが踏んだ地雷を簡単に避けるのは、やっぱりむかつく。

「最後。雨あま宮みや澪みおさん」「……ぁい」

　塩対応。だって兄に媚こびろだなんて、仕事の中に入ってない。

「それでは、授業を始めましょうか」

　──早く、放課後になれ。

　この退屈な昼間が終われば、ついに待ち望んだ時がやって来る──。










Chapter2：トゥルーマン・ショー





〈A.D. 2020/04/03(Fri) 17:20:42 竜りゆう宮ぐう学園　屋外喫煙所〉



　お芝居の終演を告げるように、雨あま宮みやレイの職場のチャイムが寂しく夕空に鳴る。

　時刻はもう放課後。しかしすぐに帰れる訳はなく、教師にはまだ仕事が残っている。

　片付ける前に一服しようと、のんびりと外でひとり紫煙を燻くゆらせていた、のに。

「──澪みおったら、あの塩対応はないと思うの。もう少し愛あい想そ良くすべきだとは思いません？」

　怒りのアーシャが喫煙所のベンチで出待ちしていた。

　彼女に煙が届かないように風下に行って、苦笑しつつ諫いさめることにする。

「まあ、仕方ないですよ。私も気持ちとしては理解できますから。……いきなり義理の兄なんてものができて、しかも一緒に住めなんて言われたら、普通」

「受け入れるに決まってるじゃないですかっ！　何言ってるんですか！」

「ええ……」

「お兄ちゃんで先生なんて、少女漫画みたいで素敵。しかもこんなに格好良い……！」

　変に褒められているが別に嬉うれしくない。兄としては喜ぶべきなのか？

　曖昧に笑っていると、彼女はまだ言い足りないのかふくれっ面つらのままだった。

「大体、あの子は何が不満なのかしら？　前の劣悪な事務所から飛び出して、ツテも何もない澪みおを今の事務所に紹介してくれて？　離婚した両親の再婚相手の子どもって遠縁も遠縁なのに、身柄を受けて上京を応援してくれる？　もう、全部盛りのお兄ちゃんじゃない！　ずるい！」

「ま、待ったアーシャさん。そのぐらいで。反応に困りますから」

「でもっ」

「本当にストップ。クドリャフカ家の娘さんに煙草たばこの匂いが付いてたら、私の首が飛ぶ」

　ぐいぐい来る彼女を差し止める。変な噂うわさが立つのは、絶対に御免だ。

「……ふーん。私に、壁を作るんですか？」

「脅しても引きませんよ。私は教師、あなたは生徒。この距離感が当たり前なんです」

「……つまらないの。別にお父様もお母様も、そんなこと気にする人じゃないのに」

　今でこそ『地球国家』の統とう京きようだが、昔、国連領になる前は大壁で二つに分かれていた。

　東西大国主導の、新冷戦の影響だ。

　世界二つに分かれての戦争はチキンレースの様相を呈し、あわや核戦争で星が滅びる手前までいったのだが──一つの慶事で雪解けムードとなり、最悪の事態は避けられ、壁は壊れた。

　それこそが東の英雄ウラディミル・クドリャフカと、西の天才エマ・グリーンの結婚だ。

　文字通り障壁を越えて結ばれた二人がいたからこそ、この統とう京きようの礎いしずえは作られた。

「澪みおが帰ってしまったから、つまんないわ」

　そしてその息女であるアーシャは、平和の象徴『東西の架け橋』なんて呼ばれている。

「話が逸それちゃいましたね。それで先生、澪みおと家ではどんな感じなの？」

「いやあ……全然駄目ですね。もはや、一緒にご飯も食べてくれなくて──」

　吐く息が煙草たばこ以上に重たくなり、レイは頭を抱えながら話す。

　一ヶ月前から一緒に住むことになったが、澪みおは天あまの岩いわ戸との如ごとくずっと部屋から出ないのだ。

　レッスンに出て帰ってくるタイミングを狙い、娯楽にも色々誘ったが、これも駄目──。

「お兄ちゃん進捗率、ゼロですね」

「むしろマイナスです。今日の朝、珍しく居間で寝てたので起こしたら」

「羨ましい……！」

「『触るな！』って手裏剣投げられました。そのまま部屋ごもりで、ずっと台本読みですよ」

「……や、役作りに熱心、ということで。でもホームコメディみたいで羨ましいわ」

「完全ドキュメンタリーのＤＶですが……。それにしても、嫌われたものですよ」

「ふふ。……でも私、改めて考えるとレイ先生にも悪いところがあると思うわ」

「私に、ですか？　どこでしょう？」

「自分の正体を話さないところです。それは澪みおも警戒するんじゃないですか？」

「ん……？　正体？　見ての通り、その辺にいる社会科の新任教師ですけど」

「噓うそよ。昔俳優をされていた新任教師さんなんて、中々いないわ」

　だから学業も頑張れとか、契約面でもついうるさくなっちゃうんでしょう──？

　そう続ける彼女に、レイは煙草たばこを備え付けの灰皿に落として大きく息を吐いた。

「誰から、それを聞いたんですか？　昔の仕事のことは、話していないはずですが」

「シゼル先生からです。レイ先生、会った日から親友同士みたいに仲良しなんだもの」

　奴やつには、後でクレームを付けておかなければならない。

　微妙な顔をしていると、アーシャが首から提げたロザリオを弄いじりつつ、聞いてきた。

「どうして、話さないんですか？　そうしたら、澪みおの見る目も変わると思うのに」

「……それは私の勝手な事情だから。私の過去なんて、あの子が慮おもんぱかる必要はないんです」

　少し食い気味に答える。

　思わず、手袋の下に隠しているものを押さえた。

「しがらみなく、色んなものを見て欲しい。学校辞めて女優に専念したいという気持ちも分かるけれど、まずは見聞を広げるべきだ。可能性を絞るのは、後からでもできるので」

「……大丈夫ですよ、レイ先生。他でもない私がついていますから」

　だから安心して下さい、と呟つぶやいて、彼女が高級そうな腕時計に視線を落とす。

「兄きよう妹だいも、姉妹も。……絶対、仲良しじゃないとダメなの……」

　機き械かい仕じ掛かけの満月を模したそれが、炸さく裂れつ前の時限爆弾のように、時を刻み続けていた。




「──フフフ、そっか。あの子が、そんなことをね……」

　オレンジの空が夜の紫と溶け合って、夜になる前の黄たそ昏がれ時。

　普段立っている教壇と、今座っている澪みおの席では見える景色が違う。

　自分の前──アーシャの席に座っている相手も、違う。

「去年ボクが担任だった頃は、そういう踏み込んだ話はしてくれなかったのになあ」

　物理教師、シゼル・ヴィースラーがレイの机に頰ほお杖づえを突き、特徴的な女顔を膨れさせていた。

「信頼ないんじゃないか？　すぐ人に喋しやべるから」

「だからごめんって、怒らないでよ。ボクらは勉強以外だと、共通の話題なんてキミのことしかないんだよ」

　生徒たちからは『ミステリアス』と称される美形のシゼルだが、同い年──二十五歳の同級生なんだよと言って懐なついてこられたレイにとっては、ただの同僚で友人でしかない。

　詰めると膨れる姿は、先程のアーシャにそっくりだった。

「今日はアーシャさんと勉強しなかったのか？　喫煙所で出待ちされたんだが」

「フフ、懐なつかれていて羨ましい限りだね。……ボクとの勉強会は、今年で打ち切りになったんだよ。もっと澪みおちゃんたちと、話していたいからって」

「そう、か」

　紫の闇に飲まれていく教室の窓から、統とう京きようの街の光が差し込んでくる。

　その中でも一ひと際きわ神秘的──あるいは不気味な淡い光を纏まとう神バ雷ベ石ルに、二人して目を奪われた。

「当たり前だけど、去年度までのアーシャさんを、レイくんは知らないんだよね？」

「……ああ。話に聞く程度だ。未いまだに信じられないな」

　かち、かち、と教室の掛け時計が秒針を刻む音が、静かな教室によく響く。

「本当に彼女は、かつて心を壊して、人間不信で殆ほとんど話さない状態……だったのか？」

「うん。……妹さんを、亡なくしてね。入学前までは、自室も出られなかったんだって」

　シゼルの細い指が、現在の統とう京きようが出来上がった元凶を指差す。

「──八年前の『神雷崩落バベルダウン』が残した爪痕は、大きいよ」

　かつて大壁で二つに分かれていた史実が示すように、『東京』は新冷戦のうち、最も争いが表面化した場所だった。クドリャフカ家の結婚を契機とし、融和ムードが流れて壁が取り払われた後も、中々それは変わらなかった。

　そんな人類に神が業を煮やしたかの如く、神バ雷ベ石ルは現れ、未曾有の大災害をもたらした。

　落ちてきた、ではなく、突然現れた、という表現がまさに正しいのだという。

　地盤ではなく空間を揺らす震動を余震として発生させ、そして裁きのような白い光を放つと、数分間時間を消し飛ばし、今の統とう京きよう一帯を瓦が礫れきの山にした──と考えられている。

　被害は甚じん大だい。しかし爆弾のように人を吹き飛ばした訳ではないのが不幸中の幸いだった。

　崩落による衝撃は無機物の破壊までに留まり、死傷者は二次災害によってのみ発生した。

　アーシャが失ったものも、その中に入る。

「……外から来た俺からしたら、担かつがれてる気分になるけどな。避難用の地下シェルターを見るまで信じられなかった」

「フフ。高度に発達した街の過去は噓うそと見分けがつかない、なんてね。ボクは被災後もずっと住んでるけど、文字通り昼夜なく復興が進んでったからね。早回し映像みたいだったよ」

　崩落の前に、クドリャフカ家の結婚があったことが大きかった。

　あまりに酷ひどい災厄を前にして、人類は喧けん嘩かしている場合じゃないと目を覚ました。

　両大国主導で、地球が一丸となりこの地域の復興に尽力した。分担したり力を合わせたり、最後はどこか一国が強くなるのは良くないと、国連預かりの中立領にした。

　そうして出来上がったのがこの理想郷──統とう京きようということになる。

「……アーシャさんは、今、本当に楽しそうだよ。キミたちが来てくれたお陰だね」

　シゼルの真剣な声音に、レイは丸つけの手を止める。

　優しい微ほほ笑えみを浮かべるシゼルの目には、うっすらと涙すら浮かんでいた。

「出会ってからの時間なんて、関係ないんだね。これが運命の出会いってやつなのかな？」

「……そこまで目をかけてあげてるとは思わなかった。担任が俺で申し訳ない気持ちだ」

「フフ、いいんだよ。これはボクの勝手な気持ちだから。……歳としの離れた妹と、重なるんだ。ちょうど生きてたらあれぐらいでね？　顔つきも似ててさ。幸せぐらい、願いたいじゃない」

　その気持ちは、同じような過去を持つ身として深く共感できた。

「俺も君とは、初めて会ったような気がしないけどな。………………と。よし、終わり」

　四月一日に実施した、抜き打ちテストの採点を終える。

　噂うわさしていたアレクサンドラ・クドリャフカの名前が書かれた答案が最後だった。

　流石さすが飛び級の天才、と言うべきか。文句の付けようのない満点で、悔しさすら感じない。

　一方の澪みおは──四十点。平均点だ。

「……天才だな」

　つい、本音が混じる。学業面の課題は、これでクリアされてしまったことになる。

　あとは帰って現場に行って問題が無ければ、あの条件で契約が結ばれてしまう──。

「レイくん」

「あ。わ、悪い。ぼうっとしてた。何だ？」

「……キミも、運命だと思ってくれていたんだね……」

　つつ、とレイの腕を、萌もえ袖そでで隠れたシゼルの細い指がなぞってくる。

　正体不明の悪お寒かんが走った。「シ、シゼル？　どうした？」

「そろそろこの退屈な一日を終わらせる、どんでん返しをキミにあげようと思って」

「えっ？」

　つつー、と忍び寄る魔手が、レイの太ふと腿ももを撫なでていった。





〈A.D. 2020/04/03(Fri) 19:57:42 雨あま宮みや家〉






『──実はボク、男性が好きなんだよね……』

　誰にだって、表にできない一面がある。

　何が本当で何が噓うそか、日常で疑いながら生きる者はまずいない。

　だから他人から向けられた言葉や人格が、観測する側にとってはそのまま真実となるのだが。

「……まあ、人の自由だな。何でもありの時代だし」

　本当のところ、心中ではどう思っているのか。その両眼に、統とう京きようがどう映っているのか。

　そんなものは主観という、他者から観測不可能の黒箱を開けて見なければ分からない。

　澪みおから返して貰もらった鍵で、レイは雨あま宮みや家──５０５号室の扉を開いた。

「ただいま」

　靴を脱いで、リビングの扉を開けたまま中に入る。

　電気は点つけっぱなし。制服姿の澪みおが、帽子を被ったまますやすやとソファで寝ていた。

　レイは中指と親指で眼鏡を挟んで上げ、深呼吸をして心の準備をする。

　そして手袋を付けた右手で、おっかなびっくり、眠る澪みおにそっと触れてみた。

『──触れるなァッ！』

　今度はそんな風に、手裏剣を投げつけられることはなかった。




「──何してるの？」




　澪みおの声が、背後からかかる。

　すやすやと目の前で眠っている澪みおの具合を確かめてから、レイは振り返った。

　髪を括くくって、忍びスーツに袖を通した澪みおがいる。雨あま宮みや澪みおが、二人同時に存在していた。

「分身の術か？」

「『はあ……？　現実に、そんな忍術とかないから！』」

　駆け出しJK女優、『雨あま宮みや澪みお』が芝居っ気たっぷりに寝ている方の澪を指で突く。

　すると偽物──〈空蟬人形デコイドール〉がしゅるしゅると萎んでいき、レイはがっくりと肩を落とした。

「本物が夢を壊すなよ。噓うそでも変化の術ぐらい余裕でござるって言ってくれ」

　まあ──化けるぐらいなら、自分にも造作のないことだが。

　レイはブルーの眼鏡とネクタイを外し、そして両眼のカラコンもすっと外した。

「家に仕事を持ち込まないでくれよ。そろそろそっちも、切り替えてくれ」

　レイは己の蒼あおい瞳を晒さらして苦笑し、戦闘装束姿の澪みおの黒目を指差す。

「……おっと。いつも忘れてしまう」

　そう言って澪みおも、目元に手を滑らせてにやりと笑う。




「──では、茶番はこれにて仕舞いでござるな？」




　一ヶ月前、自分と斬り結んだ紅の瞳は変わらず輝いて、現実に自分を見つめている。

　全てが終わって、いつか誰かに語ることがあるなら、この枕まくら詞ことばを付けないといけない。

　──この物語は、虚構フイクシヨンということになっている。

「長い竜宮の夢にござるな。……早く、時が過ぎれば良いものを」

　紅忍軍朧おぼろ衆しゆう、忍び名は暁アカツキ。役の名前は雨あま宮みや澪みお。

　紅玉のような瞳に、黄たそ昏がれの闇を宿して。

　そのくスノパ一イは、五百年前の過去からやって来た──。





〈A.D. 2020/04/03(Fri) 23:53:21 伝統都市「千ち夜よ田だ」　改造車『シリウス』車内〉






「こちら暗コー号ドネ名ーム：零ゼロ。暁と共に走行中。予定通り手配を頼む」

『こちら暗コー号ドネ名ーム：千チ歳トセ。了解。〈第三機関〉へ『統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン』をコールします。これより一帯で起こったことは全て『映画の撮影』として処理されます。気兼ねなく遂行を。マスター』

「だから、呼び方を変えても『主』は許容しないって。それじゃあ一旦切るぞ」

　彼女が了解と応えると、レイの腕時計からふっと光が消える。運転中だからホログラフの起動はナシ。少しだけ下げていた音楽の音量を戻して、ぐんとアクセルを進める。

　車窓の外を、闇夜に輝く都市の光が流れていく。昼間とはまるで雰囲気が違った。

　統とう京きようは、国一つがまるごと噓フイクシヨンで出来ている。

　一致団結して創り上げられたなんて噓うそ。

　戦争のない最高の理想郷だなんてのも噓うそ。

　何もかもが裏返し。崩落が起きたから統とう京きようが出来たのではなく、崩落が起きるからこの街は創られた。統とう京きようには、あらゆる場所からやって来た魑ち魅み魍もう魎りようが住まう。

「～♪」

　例えば、助手席でオールディーズなギターリフを聞いてノリノリに揺れるくノ一とか。

　ちなみにこの車は雷とかプルトニウムの力があっても過去に戻れたりはしない。

「楽しそうだな。車、好きなのか？」

　堪えきれなくて少し笑うと、澪みおはぴたっと止まってそっぽを向いてしまった。

　かわいらしいな、と不覚にも思う。この表情の豊かさは、〈空蟬人形デコイドール〉には出せない。

「……拙者の時代にはござらぬので珍しいだけです。あの空うつ蟬せみとやらは、不気味でござるが」

「あれはまあ、念のためな。『そう言えばあのニンジャとサムライが出てくるときは、雨あま宮みや兄きよう妹だいが家にいないな』なんて思われたら困るだろ？」

『撮影』はもう終わったことになっている。けれど任務はこれからだ。備えはあっていい。

　あの人形は熱源感知にも対応している。組み込めば簡単な会話ぐらいもできるようだ。

「しかし、自分が二人いるとは、奇妙な心地がするものでござるが……」

「一応『自分が二人』は理論上あり得るよ。異時間同位体は同時間軸上に存在できるし、親殺しのパラドックスも恐竜のパラドックスも起きない。この世界は主キーに連番を持つからな」

「……む？」

「あ、悪い。まだそこまで進んでないのか。澪みおが優秀すぎるから、ついな」

「べ、別に、忍びが昼の顔を演じるくらい、造作もな──とと」

　嚙かみつく澪みおを諫いさめるように、手元のスマホがぴこんと通知音を鳴らした。

「はっ、既読を付けてしまった！　むむ、この時代、便利は良いが息苦しすぎませぬ……？」

　西暦二〇二〇年のくノ一は、フリック入力で友達とラインして諜ちよう報ほう活かつ動どうをする。

　未いまだに信じられない。まだ過去から流れてきた閏うるう日びから、一ヶ月しか経たっていないなんて。

「千チ歳トセからはどこまで教育を受けた？　この一月、統とう京きようを巡って『台本』で勉強していたが」

「まさに現在に至るまで。しかし組織を取り巻く現状や、戦の話は聞いておりませぬ。ここから先の話をするのは、レイ殿が適任であると」

「……適任、な。了解。なら詳細に把握したい。最後の講義では、何を教えて貰もらった？」

「拙者の時代でいう宝具──小コ宇ス宙モ兵ギ器アのことを」

　異宇宙の物理法則を宿し、不可能を可能にする超常兵器のことをそう呼ぶ。

　神雷崩落バベルダウンと同じく、この世界で未いまだ仕組みが解明されていない黒箱ブラツクボツクスの一つだ。

　ギアは特殊な眼めを持つ観測者と呼ばれる存在が、瞳を通じて強い精神的ゆらぎを物体に投射することで生まれる。元の物体の確定した可能性がゆらぎでほどけ、代わりに無限に存在する平行宇宙の中から、観測者が『観みたい』と願う物理法則が存在する異宇宙の可能性を観測──、物体の中に固定しているのではないか、と言われている。

「要は、観測によって超常兵器に変質したモノを纏めてコスモギアと呼んでいる訳だが……澪みお。俺たち〈日本〉が追う史上最凶のコスモギア──〈永劫〉の正体は理解しているか？」

「──『ええ、レイ先生。私が観測するんでしょう？』」

　隣からアーシャの声がする。目を丸くして振り向くと、澪みおが喉に手を当て笑んでいた。

　忍びの技だろう。振るえることが心底嬉しそうに、澪みおは作った声のまま続ける。

「『《紅の瞳の観測者》、アレクサンドラ・クドリャフカ。それが私たちの監視対象で、ギアを見出すモノの正体は……あ、レイ先生。前見て下さい、危ないですよ？』」

　ハンドルを握る手に澪みおが触れ、前を向けと指差す。言われた通りにしながら笑った。

「俺の腕時計なら盗れないぞ？」

「……むぅ。まだ、何もしておらぬではないですか」

「──『今朝方、拙者に「触れるな」と叫んだ者としては、筋が通らぬ行動ゆえにな？』」

　澪みおの声で返してやると、今度は彼女が目を丸くする。悪いた戯ずらは成功らしい。

　レイは変声ネクタイから手を離し、ついでに手首を返して時刻を確認した。

　この道具──腕時計こそが、彼女が〈永劫〉を見出す物体だ。

「絶対に満月の夜まで、ターゲットに〈永劫〉を観測させてはならない。今みたいな行為はくれぐれも禁止だぞ？　彼女の心を平穏に保ち、精神的ゆらぎを発生させないことだ」

「……学園での任務は承知しておりますが。実際、観測が起きればどうなるのでござる？」

「これは詳細を省くが、結論だけ言うと、最悪時空もろともこの世界が吹っ飛ぶ」

「じ、時空……？　それは拙者がこの時代に流れてきたことと、何か関係が？」

「いや、《特異点》は全く別物の現象だ。とはいえ、澪みおが五百年前から流れてここにいる事実には変わらないわけだが……このことは、またいつか話そう。

　とにかく、〈永えい劫ごう〉は凶悪な兵器だ。だから水面下ではそれを巡って争いが起きてる。新冷戦は終わってなんかない。それこそ永久に、世界が終わるまで続いていた」

　現在、澪みおに話していい背景はここまでだろう。次は、実務面を固めたい。

　レイは車を目的地までの自動運転モードに切り替えると、目を丸くする澪みおの方を向いた。

「現在の戦況を整理する。まず大前提として、〈永えい劫ごう〉を狙う二つの秘密組織が存在する。

　東──連邦の〈アガルタ〉と、西──合衆国の〈レムリア〉だ。他の国家は中立を保つ」

「拙者たち〈日本〉は、どちらかに寄っているのでござるか？」

「いや、完全なる第三極だ。俺たちは〈永えい劫ごう〉を回収し、宇宙改変の阻止を目的とする。……そしてここからは、澪みおにも近づいた話になってくる。

　──あの、『二刀』の男を覚えているか？」

「……しかと。あの出逢いの夜に、奴さえいなければ……っ」

　これから向かう任務は二大組織に関係しない遺産の回収任務だが、終わればそのうち奴やつの対策について本腰を入れて考えないといけなくなるだろう。

「奴やつは西側。〈レムリア〉だ。信じられないが、この男の存在で裏の趨すう勢せいはがらりと変わった。〈アガルタ〉のエースも奴やつに狩られ、そして俺たち〈日本〉も奴やつの部隊に襲撃を受けた」

「……そう言えば、今から夜討ちだというのに、拙者たちだけでござるか？」

「……千ち歳とせはまだ、話していなかったのか？　……いや。話したくなかった、のか」

「む？」

「〈日本〉は、西暦二〇二〇年二月十四日より壊滅状態にある。原因は今言った通り、『二刀』率いる〈レムリア〉の襲撃だ。……あの日に、戦闘員は千ち歳とせを除いて全滅してしまった」

　ハンドルを握る手に、つい力が入る。助けに来た自分を見るなり、泣き崩れてしまった千ち歳とせの姿が今も脳裏をよぎった。……もう少し、早ければ。

　己の業に重ねて、そう悔やむ。しかし、変わらぬ現実は受け止めねばならない。

「では、後方支援の千ち歳とせを除けば、今や〈日本〉は拙者とレイ殿の二人きりなのですな」

「ああ、そうなる。……しかし、何だ。あまり驚かないんだな」

「薄々悟っておりましたゆえ。……それに、気にかけたところで何とします」

　助手席の肘置きで頰杖を突いた、澪みおの暗い笑顔が車窓に映る。

「夢の仔し細さいなど、拙者の望みに関わらぬ。……この日の本が沈もうと、別に構いませぬ」

　こうして言葉を交わすと分かる。澪みおの中ではまだ、この世界が現実ではないらしい。

「まだ、〈日本〉は終わってないよ」

　ならば、虚構には虚構なりに夢があってしかるべきだろう。

「どこからともなく閏うるう日びに反撃してきた、ニンジャとサムライの兄妹が──」

「拙者がこの力で、必ずあの夜の分を、返しましょう」

　おどけるレイの言葉は、無用だと言わんばかりに拒絶される。「だから」

　レイに執心の紅の瞳は、初めて会った夜から変わらず、深い闇に染まったままだった。

「契約を結び、果たした際には、どうか──」「澪みおッ！　出ろッ！」

　危機を察知してレイは叫ぶ。その声から数秒も経たたないうちに、ガラスと轟ごう音おんが散った。

　作戦区域に入った途端、対向車線から無人の軽トラックが突っ込んできた。

　そして、閃せん光こう──赤黒い爆炎が無慈悲に炸さく裂れつして。

　雨あま宮みや兄きよう妹だいを乗せた車は、統とう京きようの闇に飲まれて藻も屑くずとなった。










Chapter3：ミッドナイト・ラン





〈A.D. 2020/04/03(Fri) 00:02:59 伝統都市「千ち夜よ田だ」　御お茶ちや乃の水みず　音楽通り〉



　突如街中で爆発が起こっても、野次馬も報道機関も公共機関も寄ってこない。

　統トウ京キヨウ作戦フイクシヨンの『Keep Out!』や『Now Shooting!』のテープで地区がシャットアウトされている限り、それは『映画の撮影』なのだ。今こ宵よいはエクストラの手配も特にしていない。

　だからビルの陰からぞろぞろと出てくるいかにも悪そうな奴やつらは、確実に関係者だ。

「へへ……やってやったぜぇえええ──ッ！」

「あ、兄貴！　大丈夫なのかよ！　こんな派手にやらかしてよォ！」

「心配要りませんよ。今日は全てクライアント持ちだ。派手にやった方が良いい」

　首謀者らしい大中小の三人組が陰から姿を現すと、他の建物からもわらわらと、十数名ほどのごろつきが出てきた。

「へえ、統トウ京キヨウ劇シネ場マズに……。ちなみに今回の依頼主ってどこなんです？」

　その中でも一ひと際きわ弱そうな下したっ端ぱが、幹部の一人に尋ねていた。「おう。それがな……」

「──そんなところで何をしているのでござる？　零ゼロ殿」

　上手くいきそうなので、堪えきれずに澪みおが暗コー号ドネ名ームを呼んだ。

　出版社の広告がでかでかと載った五階建てほどの雑居ビルの頂上に、一斉に視線が向く。

　夜空にマフラーを靡なびかせる澪みおは腕を組みつつ、じとっと地上を見下ろした。

「本物がみっともない。忍びの真ま似ね事ごとなどせず、武もの士のふは腕にて訊くものでござる」

　聞き込みしていた平凡な男が澪みおに指差され、きょとんと首を傾かしげる。

「兄貴、あのコスプレ忍者何言ってんすかね？　あんなの来るって依頼主に聞いたんスか？」

「ん？　いや、特に獲物については……って誰だおめぇは!?」

「えぇ、酷ひどくないすか兄貴!?　もしかして記憶を──」

「ボケが、そいつは偽にせ物ものですッ！」「撃て！　殺せぇええ──ッ！」

　十数名の黒服たちが懐ふところから拳銃を抜いて次々撃つ。てつはうも凄すごく小さく便利になった。

　しかし──そんなものは、不朽の腕には通じない。

　迸ほとばしるような金属音が発砲音と同時に数多重なり、撃たれていたはずの男が消える。

　ずっと眼めをこらしていた澪みおでさえ、その動きを視認することは敵かなわなかった。

「──ああ、もう。折角喋しやべりそうだったのに」

　澪みおが立つビルの向かいに突然現れた男が、スーツの上着片手に日本刀を肩にかけている。

　納刀して右手を空けると、レイはバリッと顔を外した。

「また顔作んなきゃ……。邪魔することないだろ。生け捕りにして吐かすの面倒なんだぞ！」

「そういうのは拙者みたいな忍びがやれば良いのです！　武士が何を細こまいことを！」

「だから、俺はそもそも侍じゃないって言ってるだろ!?」「では何者だというのです!?」

「……それは──」

「ごちゃごちゃ何言ってやがる、てめぇらぁあああ──ッ！」

　かちゃりと、澪みおたちに銃口が揃そろって向いてくる。

「うむ、丁度良い。一月、勉学ばかりで鈍っておったのだ。新しい忍具を試してくれる」

「お、おい。無茶はするなよ？　安全にな？　大事なのは情報の確保と、本命の任務だぞ？」

「……ッ。そのようなこと、言われずとも分かります！　いつもいつも、拙者を童扱いして！　あれだけ腕を示したのに、まだ拙者を信じられぬのでござるか!?」

「い、いや、待てそうじゃない！　万が一があるだろ!?　まだ、時代のギャップが──」

「もうよいっ!!　口よりも腕で語るまでっ！」

「やっちまえッ！」「殺せぇええ──ッ！」

　銃声を開戦の号砲に、澪みおはくるんと宙返りしてビルからビルを跳び、銃弾を避ける。

　その間に懐ふところから出した第一の忍具を、適当に夜空に一つぶん投げる。まずはこれだ。

　手裏剣──しかし、軌道が違う。それはまるで生きているように夜空を動き回り、逃げていく男を自動追尾。踵に刺さって──そして、

　どかん!!　と小気味よく爆発し、標的を包んだ。

　これが〈未来忍具シノビデバイス〉──ホーミング手裏剣！

「あっ、こら暁アカツキ！　それ危ないから禁止！　殺しちゃったらどうするんだ!?」

「すっ、すみませぬ。ここまでのものとは、拙者思っておらず……」

「っ──、今のでビビった奴やつらが二人いる！　逃がさず捕まえてくれ！」

　指令を伝えて、レイは敵の群れの中に突っ込んでいく。

　無茶だ。二十はいる。これは早々に片付けて来て、助太刀で腕を見せるのが良い。

　即座にそう断じて、澪みおはビルの頂上から投身自殺のように一歩前へと踏み出した。

　すると、視界が九十度回転する。

　紅のマフラー──宝具〈回天〉は、己に働く重力の向きを変える。

　ビルの壁面が瞬またたく間まに地面となり、ガラス窓を蹴って、逃げる二人を上から追い越す。

　壁から宙返りで一回転、二人の前に立ちはだかると、一人は逃げて一人は構えた。

　多段式に伸びる黒い棒を振り回し接近してくる敵の前で、澪みおは両手にクナイを構える。お尻の部分を親指で叩たたくと、クナイは周囲に緑の光の刃をぎゅいんと纏まとった。

「はあァっ！」

〈未来忍具シノビデバイス〉──ビームクナイは長さの調節も、物体の切断も思いのまま。特殊警棒の打撃を片方で受けると、もう片方の斬撃ですぱりと警棒を切断してしまった。「げえぇっ!?」

　男が背中を向けて逃げたので、右手のクナイを咥くわえて親指を鳴らした。

「ぎゃぁああああ──っ!?」

　ビルを走りながら撒まいていた電磁まきびしが青い稲妻を迸ほとばしらせ、敵を気絶させる。

　残りは逃げた一匹のみ。「──逃がさぬ」

　両手のクナイから、最後の武器に入れ替える。腰の防具に付けた銃のキーホルダーを二つ、左右の指にひっかけて、特定動作でタッチする。二丁の電シヨ撃ツク銃ガンはすぐに大きく膨らみ、光のラインが銃身に通った。

　狙いを付ける時間は刹那。両人差し指で引き金を引くと、紫の閃せん光こう弾だんが迸って背中に命中──倒れた。

　なんと造作もない。これが未来の武具の力か！

「おおお……。銃とは、まこと便利でござるなあ……！」

　電圧設定を下げておけば、こうして気絶させて生け捕りも思いのままだ。

　なんだ大したことないではないか、と澪みおは鼻を鳴らす。

「見ろ。だからこの一月も、夜の任務に回せと言ったのに」

　教育ばかりで現場に出してもらえない期間は、ただ歯がゆかった。

　あの出逢った夜に終われていれば、こんな無駄な時間なんて──。

「……はっ。いかん、レイ殿の所にっ」

　自分の五倍以上の敵に囲まれていたことを思い出し、澪みおはすぐにビルを駆け上がって跳ぶ。

　この腕は、五百年を経ても通じる。力になることができる。

　それを示すことができるこの時が、待ち遠しくて仕方なかった。……そのはずなのに。

「……な……っ」

　駆け出した広告塔のビルに戻ると、眼下に広がる壮絶な光景に息を吞のむ。

　二十はいた刺客の山は、一人の例外も無く、全員地に倒れ伏していた。

「──答えろ。お前らは何者だ？　〈レムリア〉か？　〈アガルタ〉か？」

「……ち、がう……。……オレたちは悪あ達だち区、の…………金で、雇われ……」

「依頼主は誰だ。どこから俺たちを知った？」

「……わか、んね…………顔、隠して…………何も、知らない……」

　蒼あおい炎が揺れるライターをレイが消すと、胸ぐらを摑つかまれていた男が気絶した。

「くそっ、こいつもか。悪あ達だち区の奴やつらめ……。統とう京きようの暗黒街とは聞いていたが」

『焦あせらず次を尋問しましょう、レイ様。いくら澪みおでも、あの程度は片付けるはずです』

　戻りました、と口にすることができなかった。

　自分が三人倒す間に、レイはその五倍六倍もの敵を、峰打ちで加減しながら捌さばく。

　それだけでなく、冷静に千ち歳とせに連絡をしつつ、何人も尋問を済ませてみせるのだ。

「……澪みお！　良かった、無事か。もう少しだけ待っててくれ。今、尋問を済ませるから」

　澪みおの存在に気付いたレイが、彼が授けた方の名前で呼ぶ。

　学園で皆に見せるものと同じ、ありふれた微ほほ笑えみが自分を見た。

「例の場所には、一緒に行こう。必ず守るから。……な？」

　もう出で逢あった夜のように、あの鋭くも美しい表か情おで見つめてくれない。

　杭くいを打ち込まれたみたいに、胸の奥が切なくなった。

『──見事』

　あの至上の瞬と間きは、夢だったのだろうか。

『──斬れない。……俺は、君を斬りたくない』

　どうして、醒さませた。

『──逃、げろ………！　俺は、いい…………早くっ！』

　どうして、この命を救われた？

『──駄目だ。一ヶ月ちゃんと考え直してくれ。契約はそれまで、結べない』

　拙者が必要だと嘯うそぶくのなら、なにゆえ貴方あなたのために死なせてくれぬ？

　──レイ殿は、噓うそ吐つきだ。本当は拙者など必要ないくせに！

「……仕留めた者たちを、連れてきます」

　心が、制御不能に暴れ出す。ビルを跳び、足は打ち倒した三人がいる場所を飛び越える。

　そして任務の本来の目的地へ、勝手に向かった。

　命令無視の独断専行。愚かしすぎる。分かってる。でも──止まれない。

　澪みおは刀を抜いて、目的地──楽器店のビルのシャッターを、忍び刀で正方形に斬りつける。そして蹴飛ばし、無理矢理開いた。

　警報の音が鳴り響き、暗い店内に輝く無機質な目が一斉に澪みおを促とらえた。

「──迎撃システム、起動。侵入者ヲ、排除シマス」

「……この腕、示してやるっ。今まで、独りでやって来たのだから！」

　うわずる声は、どこか悲鳴に似ている。

　優しくされる『妹』という身分を、過去と共に振り払うように。

「今更、甘えるなど……っ！」

　澪みおは贈られた紅のマフラーで顔を覆い、走馬灯と共に戦場を駆けていった──。





〈Main Actress' Making：ライフイズビューティフル〉






『──暁アカツキ。任務だ』

　明けない夜の中にいた。

　戦火の中で拾われて、皮肉な忍び名を与えられ、他に生き方など選べなかった。

　闇の中、盗んで壊した。陰に潜んで殺した。信じてくれと欺いて、騙だまして背後を突き刺した。

『……ぐ、……あ……！　忍び……この、……畜生が。……恥を、し、れ……』

　光の下で誉れと誇りに生きる武士たちは、影に生きる我らを蛇だ蝎かつの如ごとく嫌う。

　仕方が無い。時代が悪い。これは、一命を尽くして仕える主のため。

『──ご苦労。では、金を持って疾とく失うせよ』

　そんな清く正しい忍びは、後世の作り噺ばなしだ。現実は汚く、夢見ることもできやしない。

　闇の忍びの紅忍軍は傭よう兵へい集団で、金にたかる忠節なき野の良ら犬いぬだった。

　契約が全てで、終われば切れる。次から次へと主を変えて、危険な任務に送られる。

　組織に抗うことなど許されず、心身は擦り減るのみだった。

『──貴様ら、は、……人では、ない……っ』

　前の任務で信じた者が、雇われる場所が変われば敵となる。もう、情など抱かない。

『──ご苦労。では貴様は用済みだ。……であえッ！』

　信じて下げ駄たを預けてみれば、返す刀で襲われる。もう、誰も信じない。契約だけを守ろう。

『──あやつは、死んだ。暁アカツキ、お前が穴を埋めよ』

　同じ身分の友はいない。みんな死ぬ。己も死ぬ。いつか死ぬ。

　その『いつか』すら自分で選べぬように、外せぬ首輪が付けられた。

『あ、姉上……！　よくぞ、ご無事で……っ、ごほ、……ごほ……』

　妹がいた。同じく紅忍軍が拾ってきた衣い舞ぶは、身体からだが弱い。

　代わりに宝具を生み出しうる、黒目の姉とは異なる特殊な紅の瞳を持っていた。

『おかえりなさいませ、姉上。愛しておりますっ』

『……うん。ただいま、衣い舞ぶ。……さあ、また拙者に、絵巻を見せておくれ』

　この子を捨てては、逃げられない。抱きしめて、いつも醜い自分の顔を隠した。

『姉上、見てくだされっ。また新しい噺はなしができたのです！』

　狭い寝室だけが世界の全てであった妹は、お伽とぎ噺ばなしを創るのが好きだった。

　太陽を模した印は、衣い舞ぶが創ったという証あかし。その物語を聞くのが──辛つらかった。

　お伽とぎ噺ばなしが嫌いだ。決して現実を救わぬ夢想が、胸を切なく諦めるから。

『うむ。まさしく忍びとはこのように、主のためならどんな場所へも駆けるのだぞ？』

　それでも、笑顔で騙かたった。妹だけはこの夜に、決して吞のませてなるものかと。

『衣い舞ぶ。……拙者は、もう、行く。次の任務が、待っている』

　この子は守る。必ず守る。だって自分は『姉』だから。……でも。

　──それでは拙者のことは、一体誰が救ってくれるのだ？

『──行ってらっしゃいませ、姉上。愛しておりますっ』

　苦しい。苦しい。苦しい──誰か、助けて。

　誰ぞ救いの主よ。どこからともなく現れて、この明けない夜を終わらせて。

　もうこれ以上拙者は、ひとりで戦い続けたくないのです──。
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「──はあっ、はっ、は……っ、……う……っ」

　戦場でよぎる走馬灯は、一瞬か、それとも長い時間だったのか。澪みおには判然としない。

　銃は二つとも落とされた。額から血を流して、震える両手でクナイを構える。

　狭い地下の一室──ヴィンテージエリアが遺産の隠し場所だと聞いていた。

　だから守護をする絡から繰くりの群れも、強さが桁違いに跳ね上がるのだろう。

　──歯が、立たぬ……っ。

　レイが戦場に立たせなかった訳を、ようやく悟る。

　経過した五百年で進化したのは、技術や武具だけではない。それを扱う、敵の強さもなのだ。

　逃げるべきだ、と身体からだが叫ぶ。けれど折れた心が、慟どう哭こくしていて動けない。

　──一体、どこへ逃げられる。あんなに願った救いの手を、自分で払ってしまったのに。

　膝が笑い、その場で屈する。冷徹な機械の瞳が数多あまた、澪みおを見て銃を構えた。

　──ああ。死ぬ。こんなにもあっけなく、自分は散るのだ。

『──かたじけ、ない……』

　夢を見たのに。

　明けない夜の果てに辿たどり着ついたこの場所で、ようやく理想の終わりに出会えたのに。

「……嫌、だ……」

　死にたくない。こんな結末は嫌だ。……死ぬなら、絶対にあそこがいい。

『──レイ。俺の名は、レイだ』

　──拙者の最さい期ごは絶対、あの方の腕の中がいい！

「……たす、けて…………」

　瞑めい目もくする。助けを呼ぶ小さな声と一粒の涙が、銃弾の嵐に飲み込まれて散っていく──。




「──了解。たまには兄貴に甘えてくれ」




　けれどどこからともなくやって来た、救いの声に目を開く。

　まるで光のように時を跳び、音を置き去りにして、不朽の銀の刃が全てを斬り払う。

　名乗りのような金属音を轟とどろかせ、大きな背中が澪みおを守った。

「……レイ、どの……っ！」

　首だけ振り向いたレイが片目を瞑つむる。刀を持っていない方の手で人差し指を立て、唇の前に立てた。それは何だか、奇跡を起こす忍術の印のようにも思えたし、

　──ゆっくり見てろ。

　紡つむぐ唇と重ねて見れば、芝居を観るときはそうしてろと、優しく諭されたようにも思えた。

　しばし澪みおは、絶世の剣舞に時を忘れる。

　理屈は分からなかった。けれど彼に銃弾が飛べば、音を残して時が飛ぶ。

　部屋を乱反射する閃せん光こうが不可視であるように、その軌道は目には映らない。

　背後に現れては断って消え、振るって刺してはまた消える。その傾向を即座に学習した人型機械たちは、今度はレーザー光を纏まとう太刀のようなものを出し、レイに斬りかかる。

　瞬殺、という言葉の権ごん化げを見た。

　レイは最小限の動きで敵の刃を躱かわし、一振りで三体を一度に斬る。斬る動きはそのまま防御へと繫つながっていて、また薙なげば同時に二体を叩たたき斬きる。

　レイの剣の閃せん光こうは、まるで未来から攻撃を逆算したかのように無駄がなかった。

　光のように速く、そして美しく、瞬またたく間まに全ての敵を蹴散らしてしまう。

　残骸は骸とならず、金の粒子に変わって、暗闇の部屋の中で舞い上がる。

　その中でレイはふうと息を吐くと、スーツに付けた鞘さやに悠然と刀を戻した。

　あまりに綺き麗れいで呆ほうけてしまって、澪みおは腰が砕けたまま動けない。そんな自分の前にレイは歩いてきて、片膝を突き、蒼あおく綺き麗れいな眼めを細めた。

「……はぁ。……良かった。今度は、間に合った……」

「レ、レイ、殿……っ」

「少しの間動くなよ。手裏剣も禁止。悪いけど、これは命令だ」

　グレーの手袋を嵌はめたレイの右手が、澪みおの頭に伸びてくる。

　叩たたかれる、と身体からだは蓄積された記憶に震えて、目を瞑つむった。

「……無茶をする。ボロボロじゃないか」

　壊さないように優しく、どこか斬れていないか、レイの手が頭を撫なでていく。

　医療行為だからか。他意がないと担保されているからか。

　──心地良い。

　手袋越しだけれどレイの掌てのひらは気持ち良く、撫なでられた犬のように目を細めて頭を預けた。

　途中、切れた額に触れられてびくっと身体からだが震える。「っと、悪い」

「……ぁ……」

　手が、離れていく。しょぼんと沈みながら顔を上げると、レイが苦笑していた。

「額を切ったな。まあこのぐらいなら、土日で治せるだろ。……よく無事だったな」

「……怒らぬ、ので？」

「怒って何になるんだよ。悪いって自分で分かってるんだろ？」

　こくり、と頷うなずく。レイも合わせて頷うなずいた。

「なら次やらなきゃいい。澪みおは賢いから、一回やればすぐに学ぶよ」

　離れたレイの手が、最後に目の下を拭う。……不思議だ。

「──ひとりで、よく頑張ったな。……お疲れ様。大したもんだ」

　拭われた目頭が、また熱くなっていく。

　ずっと欲しかった言葉をこの方がくれたのは、きっと偶然。

　それでも叶かなった小さな奇跡に、後ろを向いて顔を拭わずにはいられなかった。

「この階以外はいなかったけど、他はどうした？　配備されてなかったか？」

「……ひとりで、何とか、潰しましたが。…………この、有あり様さまにござる……」

　惨さん憺たんたる結果だ。忠言を受け入れて、もう認めるしかないのだろう。

　自分は錆さび付ついた浦島太郎で、半人前以下で、役立たずの存在でしかないのだと。

「……澪みおって、本当は今何歳なんだっけ？」

「よ、齢よわいでござるか？　十六に、なりますが」

　学園では十八歳ということになっているけれど、そういえば真の年齢はいくつだろう。

　五百十六歳という、老婆になってしまうのだろうか。それは何だか、つらい。

「凄すごいな。何百年差があると思ってるんだよ。……これを十六で、ひとりでか」

「……レイ殿？」

　あまり褒めると怒られるんだが、と彼はなぜか自分のことのように嬉うれしそうだ。

　それがなぜだかは、分からない。

「良いものは、不朽なんだな。……流石さすが、本物の忍びだ」

　分からないけれど、目を細めて上機嫌な彼は、初めて自分の前で本当に笑っているような気がした。

　やがて任務の終わりを告げるように、レイの時計が通信を受信する。

『──こちら暗コー号ドネ名ーム：千チ歳トセ。応答せよ。状況を報告願います』

「こちら暗コー号ドネ名ーム：零ゼロ。双方無事。任務完了。これより眠れる遺産の回収に入る」

『了解。統トウ京キヨウ劇シネ場マズに連絡し、事後処理に入ります。……それから。

　暗コー号ドネ名ーム：暁アカツキの試験結果について、今ここで聞かせて下さいますか』

　心臓が口から出そうになる。自分がレイなら、間違いなく結果は──。

「……うん。学業面・仕事面ともに申し分ない。何よりもう彼女抜きでは、標的との接近任務は成り立たなくなってしまった」

『……では？』

　千ち歳とせの問いかけと一緒に、澪みおは振り返る。不本意そうにレイは渋面で頭を搔かいていた。

「ああ。……言ったことは、言ったことだ。提示された条件で、契約を結ぶよ」

『承知しました。では、お疲れ様でした』

　雨あま宮みや兄きよう妹だいに幸運を、と、珍しく跳ねた調子の声で、千ち歳とせが通信を切る。

　音のなくなった部屋で気まずく目を合わせると、レイは苦笑した。

「まあ、その件は任務を終わらせてからにしよう。……それじゃあ、行くか」

「え。ど、どちらに？　ここが目当ての場所ではないのでござるか？」

「この部屋は入り口にすぎない。遺産と言っても、モノじゃないからな」

〈日本〉の捲けん土ど重ちよう来らいの秘密とやらを、レイはこう呼んだ。

「──『統ジ京パ幻ン想グ』へようこそ。澪みお」
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「こ……これは……」

　澪みおはその光景に息を吞のむ。まさか部屋ごと動いて地下に沈んでいくとは思わなかったが、到着した場所ではそれ以上の驚きがあった。

　天井に蒼あおい燐りん光こうを放つ星のような光が点在していて、広大な地下空間を照らす。

　見たこともない機械の数々が、悠久の時を経ても錆さび付つかぬ鉱石のように、びっしりと配置されている。部屋の中心に安置されている巨大な円筒の中身は、その中でも一ひと際きわ異質だった。

「……小さな、神バ雷ベ石ル……？」

　筒の中で浮かぶそれは、三大都市の中央に立つ神バ雷ベ石ルの欠片かけらのようだった。円筒にはケーブル類がいくつも繫つながっていて、この部屋の動力であることが直感的に分かった。

「………こんなに、……綺き麗れい、だったのか…………」

　レイはまるで涅ね槃はんでも見たように、地下空間の風景に心を打たれていた。

　なぜ、と尋ねることすら憚はばかられていると、彼が急に駆け出す。そして地下空間の最さい奥おうにある両開きの扉を開いて、中に入った。澪みおも後を追い、中に入ってみる。

　段差のある半円状に広がった紅あかい座席と、広大で真っ白なスクリーンが二人を迎える。

　静せい謐ひつな天井の光に照らされて待っていたのは──小さな、映画館だった。

「……ああ。……本当に、あっ、た…………」

　濡ぬれた声を漏らして、レイはその場に膝を突く。

　綺き麗れいな真紅の絨じゆう毯たんを、まるで慈いつくしむように撫なぜて微ほほ笑えんだ。

「……ここから、……繫つながってたんだ。……あそこまで…………」

　彼の両目から、静かに涙はあふれ出していく。その姿から、澪みおは目が離せなかった。

　──レイ殿が。

　あんなに強くて、格好良い大人で、いつも微ほほ笑えみかけてくれる彼がこうして涙を流す。

　その理由は何だろう。その秘密に──この方の、大事なものに。

　拙者も近づきたいと願うことは、許されるだろうか。

「悪い、澪みお。……千ち歳とせに鍵を貰もらって、先に帰ってて欲しい」

「ぎょ、御意に。元より、呼ばれておりますゆえ」

「……ありがとう。今夜は少し、独りにしてほしいと、ついでに伝えておいてくれ」

　沸き上がる気持ちを口にできぬまま、黙して去る──振りをする。

　気配を消して、少しだけ澪みおは留まっていた。

　何か喋しやべらないだろうかと、知れることはないだろうかと期待してのことだった。

「──ただいま、兄貴。……ここまで、来たよ……」

　色んな謎が深まる夜は更ふけて、夜明けに向かって進んでいく。

　いつもは退屈で仕方がない教育を、早く受けにいきたくて澪みおは走った。

　まだ何も知らないこの世界のことと、彼のことをもっと知りたいと、身体だけはいつも正直だった。
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　呼びつけられた場所へ、澪みおは降り立つ。

　マンションの屋上は静かで、月下に良い風が吹く。約束の相手は春物のコートを靡なびかせて、ピンクゴールドの腕時計で時刻を確認していた。特徴的な花の香水が、彼女から香る。

「定刻通りですね」

　エージェント：千チ歳トセが、レイの変装時と全く同じ蒼あおい眼鏡を上げて振り返る。

　曰いわく、あの眼鏡には組織の技術の粋が凝らされていて、見聞きしたものを特定の記憶媒体にそのまま記録できるのだという。

　身につけているものや無表情、それに平へい坦たんな声音が、隙の無い女という印象を抱かせた。

「……お主はいつも、時間にうるさいな」

「ええ。時間通りに忠実に動き、あの方を陰からお守りすることが私の使命」

　そう言って、彼女は口くちの端はだけを吊り上げて微ほほ笑えむ。

「──それでは、最後の任務と参りましょうか。雨あま宮みや澪みお？」

　こうして教育を受けるのも、きっと今宵が最後になるだろう。

　千チ歳トセには漂流してからの一ヶ月間、みっちりと教育を付けてもらっていた。

　まず統とう京きようの各地に隠された「ゆーえすびー」とやらを任務形式で見つけ、現地を知る。

　そして中身を映画として再生し、台本片手に講義を受ける。そして最後は彼女に習った内容を教え返して出力、定着させる。

　そういう教練があったから、今、自分は『雨あま宮みや澪みお』をやれている。

「契約成立のお祝いとして、私からあなたに贈り物です」

　千ち歳とせが、その金属片を握らせる。

　それは物欲のない澪みおが、今、二番目に欲しいものだった。

「これが、雨あま宮みや家を守る大切な鍵です。絶対に無くさないように、守り通すこと」

「……御意」

「全うできるかどうか、私は常に見張っていますので。……では、任務は以上です」

　千ち歳とせは胸ポケットから煙草たばこを取り出し、クールに火を点つける。

「げほっ、ごほっ！　うえ……にがい……！」

　二秒でむせていた。

　澪みおの中でがらがらとデキる女の印象が崩れ、こけそうになってしまう。

「くう……。こんな身体からだに悪いものを、どうして？　これは意地でも止めさせませんと……」

　涙目になって、甲か斐い甲が斐いしい妻のようだ。

　終始動画講義だったのは、ボロが出てしまうからなのかもしれない。

「お主、レイ殿に入れ込みすぎではないのか？　その銘柄もレイ殿と揃そろいであろう」

「……同どう族ぞく嫌けん悪おですか？　一目でそれが分かるほど、あなたも気になっているくせに」

「な……っ」

「入れ込むのは当然ですよ。愛していますから」

　呼吸をするように自然に、衣い舞ぶの口からしか聞いたことのない言葉を千チ歳トセは使う。

　見ているとむずむずする彼女は、がっくりと肩を落として息を吐いた。

「あなたにだったらいくらでも言えるのに……。ままなりませんね」

「……お主は、どうしてレイ殿にそこまで拘こだわる？」

「それはレイ様から聞いているのでは？　……私は、独りきりの絶望の淵ふちにいたところを、あの方に救って頂いた。だから己が全てを捧ささげて尽くしたい。当然だと思いますが？」

「……当然、か」

「あなたもにもいつか、この気持ちが分かる日がやって来ますよ」

　オモテの身分と設定を作り込む上で、千ち歳とせには昔のことを全て話してある。

　気持ちが通じる部分は確かにある。自分だって、ある意味レイに救われた身だ。……しかし。

「飲み込めぬ。どうあっても、不自然であろう？」

　今こ宵よいも、この目で確かめたから間違いない。

　レイの強さは鬼神のそれだ。なら、千チ歳トセが救われるなんて状況がそもそもおかしい。

「レイ殿がいて、なぜ組織が傾きかける？　あの二刀の男にも……どのような手て練だれにも、決して好きにはさせぬはずだ」

「……襲撃を受けたとき、レイ様はまだこの時代にいなかったのですよ」

「………………待て。この時代、だと？」

「ああ、まだ貴方は、知る前でしたか」

　そんな馬鹿な、と言いかけて口をつぐむ。

　ありえない、なんて言葉はありえないのだ。自分がこの場にいる限り。

「兄きよう妹だいという関係は、我ながら名案でしたね。あなたたちは真に似た者同士なのですから」

　仮契約の立会人を請け負って、その関係性を組織加入の条件に付けた主犯が微ほほ笑えむ。

「もっとも逆転している上に、歳としの差はそれこそ桁違いですけれど」

　煽あおるように彼女が興味を惹ひいてきて、澪みおは忍びの鉄則を、己の暗い過去を思い出す。

　踏み込みすぎた者から死んでいく。玉手箱は、絶対に開けないに限るのだ。

「……千チ歳トセよ。………………レイ殿とは、一体何者なのだ？」

　それでも人は、禁断の箱を開けてしまう。元よりあの夜に潰ついえた命だ。

　何を知ったところで、悔やむことなんてあるはずもない。そんな思いで耳を傾けると。

「自分で調べるのですね。年経ても腐らぬ、忍びなのでしょう？」

「……うむ。然りだ」

　この世界は、竜宮の夢などではない。あの終わりと始まりの満月から続く、現実ならば。

「この認めて頂いた腕で、最後の主に訊いてみよう」

　──拙者はついに、巡り会えたと思って良いのか？　……衣い舞ぶよ。





〈Main Actress' Crank-In：愛と青春の旅だち〉






『──こ、これは……。何事だ……っ!?』

　永えい劫ごうの夜の終わりは、閏うるう日び。満月の夜。

　任務から帰投すると、紅忍軍の隠れ里は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていた。

『──殺せ。紅の血は一匹も逃すな。影に巣くう野の良ら犬いぬはここで焼き捨て、日の本を正せ』

　どうぞ頼む、と謎の軍勢に願いたいぐらいだった。こんな組識など絶えてしまえ。

『──里の奥にも隠れ家がある。全て滅せよ』

　しかし全てを潰えども、あの子を巻き込むことだけは、血が拒んだ。

『衣い舞ぶ……衣い舞ぶ────っ！　どけ……貴様ら、そこをどけぇッ！』

　血の嵐となって駆けた。里の奥へ。奥へ。唯一の宝物の元へ。

『……あね、……うえ…………』

『衣い舞ぶっ！　……ああ、…………ああ………』

　紅あかく染まった床の上でうずくまる衣い舞ぶの背には、矢が刺さっていた。

　傷を見れば分かった。

　助かってしまう、と。まだ姉であらねばならぬと、そう思ってしまった。

　もう、疲れた。せめて格好の良い姉で終わろうと、取り囲む軍勢に忍具を構える。

『姉上。……お逃げ、下さい。衣い舞ぶは……』

『何を言う。決して、ひとりにはせぬ。……共に、逝ゆこう』

　恵まれた終わりだった。忍びというものの虚むなしさを思えば、及第点の終わりだろう。

『──姉上。……その願いは、聞けませぬ』

　けれどまだそのときではないと、衣い舞ぶは笑った。

　自分を見つめる衣い舞ぶの紅の瞳が、閃せん光こうのような瞬またたきを放つ。

　眩まばゆい光に思わず目を閉じ、そして開くと、周囲に紅の円の力場が広がっている。

　澪みおは、紅色の玻は璃りが張ったような等身大の球体の中に、気付けば閉じ込められていた。

『な……なんだ、これは!?　衣い舞ぶ、拙者に何をしたっ!?』

『ふふ。……やはり、秘伝は、正しかった。……姉上。衣い舞ぶは己が、誇らしゅうございます』

『何をしようとしている、衣い舞ぶ！　この術は何だ!?　出せ……っ、止めろ！　早く解くのだ！　お主は、お主だけは、拙者が守ると決めたのにっ！』

『姉上。衣い舞ぶはもう、守って頂きました。これ以上ない、果報者にございます。……あなたの、噓うそが。愛が。あなたを苦しめると分かっていても、わたしには、嬉うれしかった……』

　衣い舞ぶは、気付いていたのだ。この世の中が汚いものであることに。

『たくさん、与えてくれてありがとう。今度はわたしが、あなたにとくと夢を捧ささぐ番！』

『待て、衣い舞ぶっ──！』

『生きて、姉上！　どうかこの衣い舞ぶの代わりに、お伽とぎ噺ばなしの続きを紡つむいで見せて！』

　光が閉じていく。特異点が、収束していく──。

　消えゆく視界の中、いつものように人差し指を唇の前で立てて、愛いとしい妹は最後に言った。

『──いってらっしゃいませ、姉上。愛しています！』
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「……愛しているなど。生涯、噓でも言えぬであろうな……」

　じき、夜明けになる。

　疲れているが頭は冴さえていて、何より本契約の儀を放って眠れる訳などなくて。

　澪みおは忍び装束の上に春物のコートを羽織って止め、レイが帰るまで夜の散歩をしていた。

　流れ着いた先のこの世は夜の闇がなく、すっかり様変わりしている。……けれど。

「馴染めて当然なのだと告げてしまえば、レイ殿は落胆するのであろうか……」

　不思議なことに、この五百年後の世界は、衣い舞ぶが絵巻の中に創った噺はなしの世界とそっくりなのだ。

　衣い舞ぶになぜそんなことができたのか。今何が起こっているのか。全く分からないけれど。

　だからこそ、理想の世界に流れ付けたとき、最初はここをあの世だと思ったのだ。

　いきなり襲ってきた敵から銃を奪った。冥府に来てまで戦なのかと嘆いた。

　けれどもし──ここが、衣い舞ぶが死にゆく自分に最期、見せてくれた夢だとするならば。

　──理想の主よ、現れろ。

　特盛りの我わが儘ままを乗せてやるから、最高の終わりを届けに来てくれ。そう願った。

　条件は厳しい。まず美丈夫で、絶世の剣の使い手なのは当然だ。

　道具を使って小細工みたいなのは忍びに任せて、あらゆる敵を刀一本でねじ伏せて欲しい。

　ついでに頭が良いといい。背が高いといい。優しくてちょっと不器用だともっといい。

　年上で、大人で。自分のことを一人の人間として見て、甘えさせてくれる人がいい──。

　今際いまわの際に、今までついてきたどんな噓うそより荒唐無稽な願いを、姫君のように願った。

　そうしたら──。

「──澪みお。ここにいるよ」

　明けない夜の終わりを告げるように、彼は美しい刀を携えて現れた。

　マンションの屋上で煙草たばこを狼煙のろしのように上げて、レイは手を振って待っている。

　散歩帰りの澪みおは頷うなずき、主の元へ馳はせ参さんじる架空の忍びの如ごとく、レイに向かって駆ける。

　マンションの壁に一歩を踏み出して、夜空に浮かぶ欠けた月へと壁を走り、宙返りした。

　春物のコートが月下を舞う。あるがままの忍び姿の自分が、レイの側で片膝を突いた。

「では、誓いの儀を。どうか、お受け頂きたい」

　理想の終わりは取り上げられた。ならば、自分の手で取り戻すまでのこと。

　元より働かずに得たものを、厚顔無恥に頂ける性分でもない。

「今このときより拙者は、正式にレイ殿の忍びであり……妹にござる」

　細々と、内容を諳そらんじる。一度持ちかけた内容に、変更はないし許されない。

　任務は、アーシャが見み出いだしうる最凶のコスモギア──〈永えい劫ごう〉の回収と、破壊。

　刻限は、満月の夜。四月二十二日の夜零時。残り三週間もない。

　自分はレイのあらゆる命令に従う。その代わり任務を終えた、そのあかつきには。

「拙者に、褒ほう美びを。あの夜の続きを──拙者に終わりを与えて下され」

　あの日に折れた刀を持って来て、両手で捧ささげて、頭を垂れてレイを待つ。

　ここは、あの世に渡るまでの仮住まい。逝ゆき遅おくれた浦島太郎が見る、竜りゆう宮ぐうの夢。

　至高の瞬間で終われなかった、ただの蛇足──。

　ほんの先程まで、そう思っていたけれど。

「分かった。でも、まずは頭を上げてくれ」

「……え？」

「見知らぬ男なんかに跪ひざまずくなよ。忍びなんだろ？　……そういうのは一生にただ一人きり。大事な主あるじに捧げるもの。忍びって、そういうもんだろう？」

　跪ひざまずくに向かって、レイは手袋を嵌めた右手を差し出している。

　その手は、捧げた澪みおの刀を握らなかった。

「立って、澪みおが握ってくれ。未来の契約はこうやって、平等な立場で結ぶんだ」

　嫌な相手に頭を下げなくていい。やりたくない仕事はやらなくていい。

　自由や、平等──それは五百年を経たこの世で、最も寿ぐべき進歩なのだと思う。

　なのになぜだろう。彼の手を握ったそのときに、口実を失ったと感じてしまったのは。

「……では見知った後に次があるなら、そのときはこの刀、受けて頂きますからなっ」

「はは。いいよ、もしも二度目があるならな。……それじゃあ、契約成立だ」

　屁理屈を付け、レイの手を握って立ち上がる。

　第一希望とは離れたけれど、この形での締結も、落とし所としては悪くない。……が。

「澪みお？　もう、離していいんだぞ」

「……レイ殿は、一体何者なので？」

　一歩踏み出すと、彼が目を丸くする。引こうとしても、強く握って放してやらない。

「レイ殿は一体、いつの世から流れてきたのでござる？」

　今まで鉄火で鍛えてきたのは、ここで出逢うことになる彼を、摑つかんで放さないため。

　そう思うとあの過去も、少しだけ悪くないと──今は、肯定できる気がした。

「『も、もう、他人同士じゃないんだから……それぐらい、教えてよっ』」

　かくして澪みおは、忍びの腕を振るう。現代風に、甘えるように。「『おにい……』」

　しかしこんな付け焼き刃では絶対刺さらぬと、途中で悟ってしまったから。

「──あ、兄上っ！」

　最後は素に戻って自分らしく。そんな口実を付け、甘えたい憧れをこっそり叶えた。

「…………俺が、兄貴、か」

　忍びの理想は、彼に刺さる。想定内の結果だが、しかしその反応は想定外だった。

　彼が小声で呟いた言葉を、澪みおは自慢の耳で聞き取り繰り返す。

「いいのかな、とは？」

「……いや、何でもない。矛盾が気になっただけだ」

　明けない夜の終わりを告げるように、東の空から太陽が昇る。

　光が眩まぶしく、澪みおは一瞬目を瞑る。笑いかけてくれる前の彼の表情を、澪みおは見落とした。

「現実は、時に不思議だな。先に生まれた方が妹で、後から生まれた方が兄なんて」

　蒼そう穹きゆうのような瞳に、夜明けの光を宿して。




「──歳の差、千年だな。妹？」




　その改ス変パ者イは、五百年後の未来からやって来た──。










Chapter4：バック・トゥ・ザ・ティーチャー





〈A.D. 2020/02/29(Sat) 00:30:00 ツインクロックタワー前交差点〉



　記憶の彼方かなたで、兄が謳うたう。

『──この結末を変えてこい』

　どう変えるかも全部、お前が好きに決めてこい。兄は最さい期ごまで、蒼あおい目を細めて笑っていた。

　──ああ。必ず成し遂げてみせる。

　その意志と共に継いだ蒼あおい目を見開いて、レイは己の為なすべきことを現い在まに見み出いだす。

　閏うるう日び。満月の下──運命の夜。

　これは語られなかった噺はなしの続き。

　兄から授かった光の刃は、守るべき者を斬ることなく、ぴたりと時を止めていた。

「──なにゆえ、斬らぬ」

　あの夜、同じく暁アカツキ──澪みおは銃を撃つことなく止め、そう言った。

　初めから撃つ気はなかったのだろう。怒り、あるいは悲しみで銃は震え、彼女は涙を流した。

「なにゆえ、終わらせてくれぬ……っ」

　刀を下ろして首を振る。伝える言葉は決まっていた。

「斬れない。……俺は、君を斬りたくない」

　それだけはできない。たとえ使命で定まっていたとしても、その命令は聞けない。

「……拙者が、忍びだからか？」

　そんな思いは、しかし伝わらなかった。彼女は辱はずかしめられたとばかりに牙を剝むく。

　月光で明らかになった顔は、羞しゆう恥ちに煮立っていた。

「薄汚い野の良ら犬いぬを斬っては刀が汚れると、そう言いたいかぁッ!?」

「違う！　……これは、俺の……」

　言葉が、解けていく。口だけでは決して伝わらない。

　レイは静かに決意すると、刀を落とし、無防備に手を挙げた。

「俺は、絶対に手を出さない。撃つも斬るも、好きにしてくれ」

「な……」

「だから頼む。その前に一度、信じて話を聞いてくれないか？」

　真まっ直すぐに、彼女のルビーのような瞳を見据える。皮肉なことに、既視感があった。

　彼女の年齢は十六から十八ぐらいか。そこまで同じなら、きっと返事はこうだろう。

「ふざけるなぁっ！　戦場の甘言など、誰が信用するものかッ！　……なぜだ……。なぜ……。……叶かなわぬ夢なら……なぜ見せた…………っ」

　──やはり、何も聞き届けてはくれないか。

　涙と一緒に、彼女の手から銃が落ちる。膝から力が抜けてその場にへたり込む彼女に、理解を得られる『証拠』を見せようか、僅かな逡しゆん巡じゆんが生じたとき、

　──ぞくり、と背筋が粟あわ立だつ。反射で刀を拾い、最速の剣技である突きを放った。

　瞠どう目もくする澪みおの眼めが、諦念に閉じていく。騙だまされたと誹そしられても文句は言えない。

　──がぎん！

　共にこの場から、生きて帰れたら。

　甲高い金属の嘶いななきが耳を劈つんざき、澪みおの動脈から数センチの位置で刀が交わる。

　澪みおの背後に、墨汁を一点に垂らし続けたような漆黒の円が突然現れ、鉄甲付きの片腕が這はい出でている。黒い両刃の小刀で、澪みおの喉を搔かききろうとしていた。

　交差した刀を迫らせながら、レイは空いた片手で澪みおを引ひっ摑つかみ、遠く背後へとぶん投げる。眼めを開いて全てを把握した彼女が、空中で逆さになりながら銃で光弾を放った。

　しかし、弾は黒円に音も無く吸い込まれていく。空間の破れを感じさせる程に重い穴から、もう片方の腕が、足が、仮面が──全身が現れた。

　大刀、小刀を揃えて構える奴の姿に、妖気の如く殺気が漂う。

　この尋じん常じようならざる圧。正しく異次元の存在感。

　──こいつが、〈レムリア〉最強の『二刀』！

「逃げろッ！　敵かなう相手じゃない！」

　それ以上、澪みおに構う余裕は無かった。『二刀』が交差する短剣とは別に、逆手の長剣をレイに振り下ろす。

　余りに速い。首を捻ひねったところで残した身体からだの両断は免まぬがれず、刀で守りに行けば迫せっている短剣が最短距離で首を突く。脱出不可の二択がレイに選択を迫る。

　刹那に看破し、刀から左手を抜く。腰に回して鞘さやを抜き、瞬まばたき一つほどの間で長剣を迎え撃つ。

　散った火花の中にレイは視線誘導を大刀小刀にそれぞれ流し、本命の足払いをかけた。

　『二刀』が綺き麗れいに背中から倒れていく。追い打ちを放つ絶好の機会。

　しかしレイは眼めを鋭く細めて、地面を大きく蹴って『二刀』から飛とび退のいた。

　わざと倒れた男の足首から放たれた銀の針が二条、レイの元いた場所を煌きらめき通過する。

　両者の間合いが切れた。『二刀』は背中から床に空いた黒い楕だ円えんに消える。レイは飛とび退のいた体勢から鞘さやを手放し、諸もろ手てで刀を強く握り直して身体からだを反転──そして、

「ッ──殺ャぁあああ─────らあああッ！」

　何もない虚こ空くうへ、空間ごと裂くような乾けん坤こん一いつ擲てきを振り落ろした。

　丁度その場所に黒円から出現した『二刀』にレイの一刀は未来を知るかの如ごとく、豪落する。

　大小二刀を頭上で交差し、奴やつはそれを受け止める。衝撃と風が交点で巻き起こり、地面が割れて瓦が礫れきが舞うが、しかし──。

『──っ、覇ァぁああッ！』

　交差した二刀がレイの剣を見事弾はじき返かえす。二人の間合いは再度離れて仕切り直しに。

　──よし。このまま、今夜は退く！

　退路の計算のために後方に僅か目をやると、レイの血が凍った。

「馬鹿、何してる!?　早く逃げろ！」

　澪みおが、逃げていない。どころか震える手で銃を構えている。

「勝手に……ッ、拙者から、奪うなあぁあああ────ッ！」

　放った弾丸四つは、怒りで狙いが付いていない。しかし半分は、『二刀』に向かった。

　敗着だった。弾丸は男を守るようにぐおんと現れた黒い円に、音もなく吸い込まれる。

　それと全く同時に漆黒の穴がもう一つ澪みおの前にでき、男が距離を跳んで中から現れた。

　選択を決して誤らぬ練達は、出の早い短刀で澪みおの心臓を突きに行く。

　確定した死──だった。

　残った幸運が二発、レイに向かっている。光弾がレイの間合いに入ると、日本刀のギア──〈三日月〉は発動し、蒼あおい光を放つ。世界の時間は極限まで引き伸ばされ、やがて停止した。

　レイは己に飛来した弾丸を光の刀で斬り払い、瞬まばたきをしないまま保ってただ駆ける。

　人に触れられない制約で、澪みおを逃がすことも、敵を斬ることもできない。……ならば。

「……次は、俺の番だ」

　言葉と微ほほ笑えみを、ギアの力と意志で観測できない過程の中に閉じ込める。

　澪みおの前に立ち塞がって息を止めて、蒼あおく輝く両眼を閉じた。

　──ぐちゃり。

「……っ、……ぐ……！」

　時は動き出し、身を灼やく痛みが胸を刺す。夥おびただしい吐血が夜に散る。

　短刀は、レイを貫くも澪みおまでは届いてない。庇かばえた。

「……逃、げろ………！　俺は、いい…………早くっ！」

　短刀が深く貫通していたことが幸運だった。レイはありったけの力を込めて、『二刀』の下腹を蹴飛ばす。遥はるか後方に奴やつが飛んでいき、同時に剣が抜けた。傷口から血ち飛沫しぶきが散る。

　意識を失いかけたレイが膝を折った、そのとき──唸うなるようなエンジン音が轟とどろいた。

　たたたん、たたたん、と三点バーストの射撃を引き連れ、組織の四駆がライトで闇を裂き、曲がり角を曲がって交差点に現れた。

　『二刀』が防御の黒円を展開している隙を突き、車はタイヤで地面を焦げ付かせ、澪みおとレイの前で急停止する。

　助手席から飛び出てきて、レイを庇かばうように日本刀を抜いて立ち塞がった背中の正体は──。

「暁アカツキっ！　レイ様をこの中に載せて逃げなさい！　早く！」

「……ち、とせ……」

「お任せ下さい。お逃げを、私の主」

　戦場でも眼鏡姿の彼女が、自分を見て微ほほ笑えむ。

「今度は私が、貴方あなたに未来を、お返しする番です」

　この辺りの記憶は、多分正確じゃない。千チ歳トセが『暁アカツキ』と呼べるはずもないからだ。

　けれど澪みおに肩を担かつがれて、後部座席に押し込まれたときに、

「──行くぞッ！　今度こそ……今度こそっ！　お前なんかの思い通りにはさせないッ！」

　復ふく讐しゆうに燃えてそう叫ぶ千ち歳とせの後ろ姿は、鮮明な記憶として残っている。

　車が発進して、意識が遠のく。

　こんな幕開けから、レイの任務は始まった。





〈A.D. 2020/04/06(Mon) 17:30:35 竜りゆう宮ぐう学園特別教室棟　進路指導室〉






　その後、色々あった。

　セーフハウスまで護送してくれた後方支援の方々や、自慢の『日本』製の治癒器具のおかげで命を捨えた。

『──拙者と、契ちぎれっ……！　打ち掛けのまま終わるなど、赦ゆるさぬぞっ！』

　ただ、一緒に逃げ込んだ澪みおにあんな風に泣きつかれたのは予想外だったし、

『──では、お二人には兄きよう妹だいとして学園に忍び込んで貰もらいます。丁度人材難でしたので』

　誇張なく命を救ってくれた千チ歳トセにその後押しをされては、拒みようもない。

　あのまま澪みおに「そんな内容では結べない」と固辞していたら、彼女は自害していただろう。

　猶予期間を設けて頭を冷やしてもらい、登用試験で落とす目論見だったが。

『良いいものは、不朽なんだな。流石さすが、本物の忍びだよ』

　時を問わない腕に、痺しびれてしまった。あれを見たらもう認めるしかない。

　言ったことは言ったこと。水みず際ぎわで契約を阻止できなかった以上、次を考えるしかない。

　──どうしたらあの子は、あの契約を撤回して生きたいと思ってくれる？

　そういう訳で、初めて『兄』をやることになったレイは、妹の進路に頭を抱えていた。

　金曜日に最終要塞『統ジ京パ幻ン想グ』の奪還に成功してから、超時空幻灯システム『仮想統トウ京キヨウ』に没入ダイブが可能になった。あそこで教練すれば、澪みおは更に優秀なスパイとして育ってくれるだろう。……が。

　──そっち方面に進んで欲しい訳じゃないんだよな……。

「──ちょっと、レイ先生。ちゃんと私のことを一番に考えてますか？」

　そうして進路指導室で沈ちん思し黙もつ考こうするレイに、びしっと前から弾劾の指先が向けられる。

　白くて細い彼女の手首の上で、最凶の時限爆弾が今も確実に時を刻んでいた。

「ええ、勿論ですよアーシャさん。そのための面談期間ですから」

　机の資料から顔を上げ、反射で笑顔を作る。

　しかし、向かいの机に座るターゲット──《紅の瞳の観測者》は、珍しくかけている赤い眼鏡をくいっと上げて、その魔の瞳を冷たく細めた。

「噓ね。レイ先生、よそ事を考えていたでしょう？　成績表を見る目が滑っていましたよ」

　バレていた。ここは素直に認めてリカバリしよう。

　それにしても、標的の前で違う子のことを考えるなんて、我ながら緩みすぎている。

　今日は四月六日、月曜日。今週は進路面談期間で、授業は午前のみだ。

　午後からは時間をみっちり使い、生徒たちと将来について話し合う……予定だったのだが。

「いや、失礼。何も話すことがないな、というのが正直なところでして……」

「ふふ。それじゃあ、無駄な時間はお互いカットにしましょう」

　ひらひらと、アーシャは初日に課した抜き打ちテストの満点の答案を見せつけて笑う。

　元は澪みおの学力を見るために作ったものだが、彼女には易しすぎたのだろう。机に広げてある過去一年間の成績データも、百点と一位以外の数字がない。大学はこれを利用し、お偉い私立に推薦で行くのだとか。

　わかった勉学はもう十分、特殊な家庭環境も調べてやるぞと突っ込んでいった……のだが。

「今日はお母様がお料理を作るから、早めに帰らなくちゃいけないの。お父様ったらいつも早食いだから、作った甲か斐いがないわってお母様がぷりぷり怒るんです」

「……そうですかぁ」

　聞けば聞くほど理想的過ぎる家庭すぎて、間抜けな声が出る。

　組織の方でも、二大組織に紛れてクドリャフカ邸を外側から監視しているが、夫妻は毎日きちんと家に帰っていた。夜出歩くこともないし、居間に熱源反応もちゃんとある。

　彼女自身の学生生活ももちろん問題ない。精神もこの通り安定していて、両組織が動く気配もない。

　彼女が〈永えい劫ごう〉を観測する兆候は、拍子抜けなくらい皆無だった。

「で。私の進路なんて、決まり切ってるからもういいの。問題は澪みおでしょう、レイ先生」

「……は、はい」

「ご家庭はどうですか？　上う手まくやれていますか？」

　ずいっとアーシャが机から身を乗り出してくるので、レイは思わず身体からだを引く。

　いつの間にか立場が逆転していた。

「先週末の初仕事から、少しは態度が軟化したように……思うのですが」

「今月で学校は辞めて仕事に専念するって契約で、事務所に通しちゃったんですよね？」

「……ええ。一旦は。けれど澪みおからやっぱり嫌だと言ってくれれば、私がどうにかします」

「よーし。それじゃあここから仲良し作戦で、あの子をオトしちゃいましょう♪　大丈夫です。私、澪みおの情報なら無限に持っていますから」

　頼もしい味方が付いてくれることになった。彼女との関係も進められて、一挙両得だ。

　なんとしても、澪みおを死なせるわけにはいかない。

　誰に明かすこともできないが、レイにはそうせねばならない理由があった。

「お二人が仲良くなってくれないと、私も困るの。金曜日には完全に虜とりこにしましょうか」

「はは、流石さすがにそれは無理だと思いますけどね。……では、早速澪みおの情報を聞かせて下さい」

　にこりと彼女が微ほほ笑えみ、わざとらしく両人差し指を立ててニンジャっぽく印を結ぶ。

「──まずはやっぱり、お仕事のためにもっとレッスンを増やしたいって」





〈A.D. 2020/04/07(Tue) 22:45:00 最終要塞『統ジ京パ幻ン想グ』　仮想統とう京きよう内部〉






　紅のマフラーに高所の風を纏まとわせて、神しん宿じゆくのビル壁を澪みおがじぐざぐに駆け抜ける。

　ビルを切り刻む疾風のような澪みおの走りに、乱射された弾丸は追いつけない。走り抜けた後の窓ガラスが破砕音を奏かなでて砕け散る轍わだちとなり、ネオンを反射して落ちていく。

「──はあッ！」

　ビルから宙返りしながら、ホーミング手裏剣を四つ上空にぶん投げる。嵌はめた指輪を使って念じると、四つの手裏剣は四方八方でたらめに軌道変化し、潜む敵全てに刺さって爆はぜた。

『討滅完了』の蒼あおい文字が仮想統とう京きように浮かぶ。地上にしゅたりと着地して──いざ！

「兄上、今日こそお覚悟をっ！」

　両手に銃を持ち、人も車もない大きな道路を一直線に駆け抜ける。

　リアルな感覚だ。これが仮想──機械の中で眠って見ている夢幻とは思えないほどに。

　ややあって、時計塔と大きな広場が見えてくる。その中央に、レイが腕を組んで立っていた。

「──よし。じゃあ、これを捌さばいてもらおうか」「むっ!?」

　腕を解いたレイが構えていたのは、意外。澪みおが愛用している二丁の銃だった。

　予想していなかった澪みおが瞠どう目もくする。すぐにジグザグの回避行動を取ろうとする。……が。

　「……えぇ。兄上、下へ手たぁ……」

　レイが得意げに放った四発の光弾は、全部明後日あさつての方向に飛んでいった。

「ああっ!?　くそっ、やっぱこっちでも駄目なのか！」

　吞のん気きに銃を睨にらんで恨み言を言うレイに向かい、隙ありと銃を引き抜き一発撃つ。

　光弾がレイの間合いに入ると、消滅──瞬間移動したレイが澪みおとの間合いを詰めてくる。

　しかし、完全には詰まっていない。〈三日月〉の有効範囲は澪みおの予想通りだ。

　時が飛ぶのはおそらく数秒ほど。あの力は、弾丸を斬り捨てるときに働く──ならば！

「爆はぜろ兄上ぇええ───っ!!」

　澪みおは足を後ろに蹴り、後方に落ちて距離を空けつつホーミング手裏剣を投げた。

　不規則な軌道のそれをレイは斬ることができず、彼の近くの足場に突き刺さり──爆散。

　地を揺るがす爆炎と衝撃波が、無慈悲にレイを吞のみ込こんだ。

「…………や、やっ──」「てない」

　反射でもう片方の手に持ったクナイで脳天を隠す。がぎん、と鈍い衝突音が頭上で鳴った。

　レイが背後になぜかいる。振り下ろされた刀を受けられたのは奇跡だった。

　反転しながら爆煙を垣かい間ま見みれば、包丁を落とした桃のように爆炎が二つに割れていた。

「そんなのアリなので!?　もう滅め茶ちや苦く茶ちやでござるっ！」

「多分飛び道具なら物理じゃなくてもいける。その気になったら音も消せそうだ」

　吞のん気きに答えながら、レイは刀とクナイの交点をぼーっと見ている。「隙ありっ！」

　手裏剣を投げて空いた手で素早くビームクナイを抜き、穂先から鋭く光を伸ばして突いた。

「え？　どこに？」

　きょとん、と首を傾かしげるだけで突きを軽く避けられる。終わった。

　突き出していた腕を摑つかまれて、ぐるりと世界が回転。背中から道路に投げつけられる。

　受け身も、起き上がっての反撃もできない。身体からだを完璧に押さえつけられていた。

　死んだ、と思い目を瞑つむる。耳元で、刀が地面に刺さる音がした。「……へっ？」

　にやりと笑うレイの手が、ぽんと頭上に置かれていた。

「討ち死にでござるな。妹殿？」

　澪みおの頰がぼっと紅あかくなる。羞恥。羞恥だ。……でもこの羞恥が糧かてになるから、手は払わない。

「じゃ、今日はここまで。何が悪かったか、次までに考えておくようにな？」

「御意にぃ……。……あ、あの、兄上っ。今こ宵よいの、罰は？」

「よし。それじゃあ……………………一緒に飯食って、帰ってもらおうか？」
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　──あの牛丼とやらは、まこと美味であった……。

　食べてみたいと思っていたことを察してくれたのかな、なんて翌日の教室でにやけてみる。

「……今更、拙者からは誘えぬし。あれは罰だから、仕方ないし……？」

「おや、雨あま宮みやさん。この問題が分かるのかな？　フフ、だったら解きにきていいよ？」

「遠慮しときますシゼル先生！　澪みお、勉強嫌いなので！」

　困った顔の教師は気にしない。どうせ今月限りでここを去るのだ。

　とはいえ、身体からだを動かした後は頭を使う必要がある。復習しよう。

　レイには天下無双の剣の腕があるのに、接近戦以外無力化される。〈三日月〉は反則だ。

　しかし強力すぎるギアは、必ず制約や代償を観測者自身に強いるはず。

　──兄上は一体、何を失っておるのだろう？

「……何やら、はぐらかされてしまうし……」

〈回天〉は衣い舞ぶが紅の眼めで見み出いだしたものを譲って貰もらっただけだから、見当も付かない。

　しかし今や自分にも、衣い舞ぶと同じ色の眼めがこのカラコンの下に眠っているのだ。

　澪みおは窓ガラスに映る自分の眼めをじいっと見つめて、講義の内容を固めておく。

　昨夜、レイはリビングでお茶しながら教えてくれた。

『──今、澪みおの眼めにも観測可能性が宿っている。特異点送信者の瞳の色と一緒に移ったんだ』

『かんそく、かのうせい……とは？』

『ギアを見み出いだす資質のこと。アーシャさんと同じで、澪みおも何かギアを生める可能性がある』

『ほ、ほー……。では兄上も、その観測可能性とやらを？』

『いや。俺はもう、〈三日月これ〉を観みたから。可能性は一つに定まって閉じてしまった』

『……え。前から持っていたものではないのでござるか？　兄上も、特異点とやらでこちらに』

『その話は授業に関係ないから省こう。大事なことだけ最後におさらいして、今日は終わる。一つ、特異点はいわゆる奇跡。発生条件も諸説あり、意図的な再現は狙えない。ただ、あらゆる物理法則や矛盾を帳消しにする特殊性を持ち、受信者に観測可能性を移す力がある。……そして、最後。〈永えい劫ごう〉が観測されることが確定されているこの宇宙において、いつ誰が〈永劫〉を観測するかは不確定性の原則により確定しない。満月の夜に近づくほど、発生確率は高くなっていくが』

『……う、む、……ぅ？』

『全部は覚えなくていい。後で分かってくる。まずは、彼女の心を安定させれば、〈永劫〉は満月の夜まで生まれないということだけ覚えておいてくれ』

『お、おお……それなら』

『引き続きご機嫌を取っててほしい。アーシャさんの精神を揺らさないこと。最終作戦前に〈永劫〉の観測が発生してしまうことだけは、絶対に回避しなければならない』

『その……次に拙者が気になることは、それです。兄上がそこまで言う〈永えい劫ごう〉とは、一体？』

『時を遡ることができるコスモギアだ。いわゆるタイムリープマシンだな』

『たいむ……りーぷ？』

『今日は時間も遅い。この続きは後日にしよう、……おやすみ、澪みお。また、明日な』




「朝までお話しても、良かったのに……」

　気になる。気になる。気になる。

　正直難しい話は得意じゃないけれど、兄上と沢山お話できる時間が楽しみなのだ──。

「あっ、もうチャイム鳴っちゃったね。それじゃあ、今日はこれまでにしようか」

　シゼルの声とほぼ同時に、澪みおは素早く帰り支度を始めた。今日も訓練！　訓練だ！

「なーんかさ、最近澪みおちゃん楽しそうだよねー！　仕事イイ感じになってきたのかな？」

「ン。ちょっと、雰囲気、柔らカイ？」

「べ、別に変わってないヨー。杏シン花フアとジノくんも相変わらずラブラブだネ。うぉーあいにー」

「「あ？」」

「……ふふ。攻略は、順調ね」

　喧けん嘩かし始める杏シン花フアとジノを置いて、アーシャは満月の腕時計を見て微ほほ笑えんでいる。

　──良いなあ……時あ計れ。

　前は、スマホがあれば腕時計なんて無駄じゃないか、と思っていたのに。

『──こちら暗号名コードネーム：零ゼロ』『──こちら暗号名コードネーム：千チ歳トセ』

　本当の意味で一人前になりたい今は、あれがほしくて仕方がなかった。

「どうしたの、澪みお？　私の時計に何かある？」

「……ううん、何でも！」

　そんなこと言わないけれど。時計のことでがっついたら、どこかで捕捉される可能性がある。

　じっくり、じっくりだ。この契約期間が終わるまで、時間は沢山ある。

「じゃ、行ってきます！」

　大丈夫。拙者は何も変わってない。

『──良いいものは、不朽なんだな。……流石さすが、本物の忍びだよ』

　また褒められたいなんて、断じて思っておらぬから──。
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「──凄すごいな。もう運転までできるようになったのか。こんな短期間でよくやるよ」

「……こ、これぐらい、忍びには朝飯前でござるし？　別に褒めるほどのことでは？」

　断じて浮かれてなんかない。これはデキる忍びだと雇用主に訴求する必要があるから。

　仮想統とう京きようでご機嫌にアクセルを踏み、無人の夜を走っていく。

　レイにはさも最初からできた天才ですが？　みたいな顔をしているが、実は放課後早くから仮想にログインして練習していたのはナイショだ。『おーとま』ならもう余裕で乗り回せる。

「若い方が優秀ってことなのかなあ……。俺なんか『昔』ここで二、三台はぶっ潰したのに」

　やり込められたように唇を尖とがらせる彼が、ちょっとかわいい。つい脇見してしまう。

「それは単に、兄上が不器用すぎるだけなのではござらんか？」

「……そんなことない。気のせいだ」

「まことにぃー？　あの銃の腕での言葉とは思えませぬなぁー？」

「あっ、あれは違う！」

　レイが背もたれから身を起こして、手袋を着けた右手で澪みおを指差す。

「昔はどこの組織でも一番上う手まかったんだ！　元々長距離射撃専門だったんだからな！」

「むう……？　そんな見み栄えなど張らなくとも。一度身につけた技能が衰えるとでも？」

　しかしレイの見た目で銃が出来ないなんて、詐欺だ。あんなの誰でも騙だまされるだろう。

「……まあ、不要な可能性だったということなんだろ。一つ選べば、他は捨てられる」

「む？　……………………あっ。もしや兄上のギアの」

「見み栄えを張ってしまった。今のは全部噓うそだ」

　露骨に隠された。レイは誤魔化すのが下手……などではない。

　話す気がないのだ。それは『任務には直接関わらないこと』だから、澪みおは踏み込めない。

　個人的なことには立ち入るな。そう先に言い張って拒絶したのは、こっちだから。

「澪みお、何か減速してないか？」

「……ゆるりと走る訓練もしたいので。ほーてー速度なるものがあるのでござろう？」

「ああ……守ると煽あおられるこの時代の歪ゆがんだ名物か。じゃあゆっくりと街を見ながら話そう。先日は〈永えい劫ごう〉が時じ間かん遡そ行こう──いわゆるタイムリープのギアだというところまで話したか」

「はい。拙者のように身体からだごと時を流れるのではなく、精神こころのみ時を遡る、と……？」

「そこまで分かってるなら話は早い。その通り、〈永えい劫ごう〉はギアがこの宇宙で観測された時点までなら、制限なく無限に時を遡ることができる……と、言われている」

「言われている？」

「本当の所は観測者本人以外には分からない黒箱ブラツクボツクスだからだ。その本人も、ギアごと消える」

「消える……」

「二十六世紀──いわゆる最果ての未来で俺が観測した限りでは、アレクサンドラ・クドリャフカはあらゆる平行世界において必ず満月の夜に〈永劫〉を観測し、その後にギアと共に歴史から姿を消していた。彼女が消されたのか、あるいは自分で消えたのか。それは不明だ」

　平行世界、と耳慣れぬ言葉が出てくる。しかし遮らずにまずは聞く。

「〈永えい劫ごう〉について分かっているのは、観測したら本人から一定距離を離せないこと。発動しているか外から見分けがつかないこと。そして観測した人間は、可能性の神に変わることだ」

「可能性の、神……？　時間を遡る、という話ではないのでござるか？」

「実質同じだ。タイムリープの主観を持つのは、俺たちじゃなくアーシャさんになる。ここで、無限に時間を遡っている存在を外側から観測するとどうなるか？　という問題が起こる」

「……どうなるのでござる？」

「五分後でも五十年後でも、あらゆる可能性を試した分岐未来から『今この瞬間』に戻ってこれる彼女は、可能性の極限値を取った存在として観測される。たとえば今車の運転ができなくても、未来で練習してここに戻ってくれば、外側からは最初から運転できたように見える」

「………………あ。……そういったことを無限回繰り返して、今戻ってきたとすれば……」

「彼女は出来ないことや知らないことのない、可能性的に全知全能の存在と化す。だからみんなアーシャさんに最後まで『永えい劫ごう』を観測させたくない。人質として身柄が定まってしまう以上に、神様になった彼女がどう動くか予測がつかないからだ」

　無人の統とう京きように灯ともる赤信号に、澪みおはブレーキを踏みしめて話を咀そ嚼しやくする。

「……しかし全能になれるとはいえ、たかが時計一つでござろう？　ギアは量産もできぬし、影響範囲もただ一人。そのようなもののために、戦が……？」

「そうだな。吞のみ込こみが早い。教える側も楽でいいというか、楽しいよ」

　上機嫌に微ほほ笑えむ彼に釣られて、こっちもにやけてしまいそうになる。忍びの頃は誰にも褒めてもらえなかったから。

「結論から言うと、〈永えい劫ごう〉単体は戦争の理由にはならない。が、条件が揃そろったとき、〈永えい劫ごう〉はただの兵器から、宇宙一凶悪な爆弾の歯車に変わるんだ」

「ば、爆弾？　あの……核、というやつみたいなものでござるか？」

「違う。爆弾の正体は『概念』であり『人間』だ。新冷戦に端を発する『永えい劫ごう戦争』とは、観測者によって引き起こされる情報爆発──《宇パラ宙ダイ改ムシ変フト》を巡る四次元戦争のことを指す」

「ぱらだいむ……しふと……」

「原義とは異なるけどな。要は、この宇宙の物理法則を塗り替える儀式をそう呼んでいる。今日は、俺が擬似的にそれを起こそう」

　こくりと頷うなずいて、一本道に入る。後は真まっ直すぐ車を走らせるだけだから、話に集中できる。

　助手席のレイを脇見してみると、彼は虚こ空くうに現れた蒼あおいウインドウとキーボードに手を走らせていた。「澪みお。前見ろ前」

「はっ……い!?」

　また魔法に掛けられたのかと思う。目がちかちかする。

　早回しの映像のように世界が加速し、陽が昇り沈み月が昇り沈みを繰り返していった。

「こ、これは……、時を進めているのでござるか？」

「一旦、今月の四月二十三日の夜までな。宇宙改変には、五つの鍵を揃える必要がある。列挙すると『時間』、『場所』、『人』、『モノ』、そして最後に『意志』だ。……順番に話していこう。まず、時間だ。宇宙改変は、満月の日にしか引き起こせない。改変可能時刻は何月かで異なるが、今月──紅の月は、午後二十二時から零時までの二時間だ。この時刻のみ、コスモギアも破壊可能となるが……今は置いておこう。どのみち最終作戦にしか関係のないことだ」

「う……む。時が来るのは、抗あらがえませぬな。条件のどれかを崩せればと思っておるのですが」

「そうだな。この条件は崩せない。……で、時間ときたら、次の条件は場所だ。

　改変は神雷石の可視範囲、統とう京きようでのみ起こせる。それも神雷石と同調できるように、砕いたあれの一部を混ぜ込んだ建築物、マクロコンバータの範囲内でないといけない」

「なるほど…………はっ、兄上。そのこんばーた……神殿をでござるな」

「事前破壊は無理だな。超機密情報だから握ってる人間も少なく、敵組織からは盗めない」

「しかし大がかりな工事をして作るのでござろう？　この時代なら必ず記録が残るはず」

「だけど八年前に崩落が起きてる。大がかりな工事で復興したどの建物がコンバータだ？」

「………………ぐぬぅ」

「統とう京きようは改変を起こすのに都合が良いい。そのために、未来から逆算して作られているからな」

「……む？　待ってくだされ、先の世から来たのは、兄上だけではないのでござるか？」

「うん。身近で言えば、千ち歳とせも実は未来人だ。どの時代から何で来たのかは聞いたことないが。……と、話が逸それかけたところで、丁度着いたな。降りようか」

　ブレーキを踏んで、エンジンを切って、レイが指定した目的地に降りる。

　満月の下、ツインクロックタワー前の広場に来るのは、出逢いの夜ぶりのことだった。

「時間と場所が条件の二つ。そして残る三つのうち、二つは自明だ。その月に選ばれたギアと、観測者本人が指定の条件下に存在すること。今日はデモンストレーションだから、ここがコンバータで、〈三日月〉を観みた俺が改変を起こすってことにする」

　レイに付いていくと、彼は広場の中心でしゃなりと刀を抜く。すると、いつもは美しい銀色のそれが、満月の下で蒼あおい光を纏まとっていく。それは彼の身体からだも同様だった。

「……自動で反応したか。まだ数値弄いじってないのにな」

「あ、兄上……？　その光は……？」

「ギアの光は時間が来たら自動だが、身体からだの光は最後の条件──意志に反応している」

　五大条件の最後の一角を、レイが刀を横にしてかざしながら告げる。

「変えたい、と思っていること。世界よこう在れという強い想おもいが、神バ雷ベ石ルを通じて宇宙に拡散していき、既存の物理法則を塗り替える。今回だと、『過去を変えたい』という強い想おもい。あるいは後悔が、タイムマシンが実現可能な宇宙を創る」

　始めよう、とレイが告げ、再び虚こ空くうのキーボードを操作する。

　するとまたしても、この世のものとは思えぬ光景が現出した。

　統とう京きようの中心に立つ巨大な神バ雷ベ石ルが拍動し、レイの瞳と同じ蒼あお色いろに染まって不気味に光り出す。この世の終わりかのような夜の虹──オーロラが石から迸ほとばしるように夜空にかかる。

　やがてオーロラが満月に触れると、月は輪郭をじじじと揺らして、二つに分身する。

　そして──蒼あおく染まって、ぎょろりと。まるで何者かの瞳みたいに虹こう彩さいを彩いろどり、地上を観みた。

「……ま、魔界……に来た心地がしまする……」

「月の方は瞳を持ってないと見えないよ。大丈夫。……今より八年前かな。歴史によると、アレクサンドラ・クドリャフカはとある時空理論をノートに書いた。子どもが落書き帳に空想世界を描くように、賢い彼女は存在しない物質や数式をさも実在するかのような論文に仕立て、過去へ戻れる『ルナゲート』という概念を創造した。そんな虚構が、こうして現実になる──」

　蒼あおい光を帯びたレイが、刀を思い切り振り下ろす。

　光は衝撃と共に眩まばゆく世界全体に広がり、澪みおは思わず目を瞑つむった。

「……ぅ。……な、何…………が……」

　澪みおが目を開けると、信じられない人が目の前に立っていた。

　彼が出てきた稲妻を放つ蒼あおい球体は、どこか特異点に似ている。

　それがいわゆる未来へ通ずるルナゲートであるなら、その者が存在するのは変だった。

「こ、この者は……兄上っ!?」

「よく分かったな。今見ると、かなり幼いが……」

　齢よわいは、自分と同じぐらいだろう。まだ成熟しきっていなくて、顔立ちは中性的で美しい。

　しかし、刀を携えるその少年は確かにレイだった。

「実物を見せるのが早いと思ってな。こいつを仮に、平行未来からやって来た俺とする」

「平行、未来……」

「過去改変が可能になるということは、平行世界間で干渉が起こるということだ。……平行世界とは、『もしも』で分岐した可能性世界のこと。俺があんな風に学生だった世界もあるかもしれないし、澪みおが実は男だ、なんて世界もあるかもしれない。これが平行世界の横軸だ」

「……む。その、縦軸……とやらが、平行未来、と？」

「そうだ。一つの可能性世界から、改変によって未来が無限に枝分かれしていく。その世界が〈永えい劫ごう〉のように、タイムリーパーの中でのみ観測されるものなら良かった。けれど違う」

「改変によって、身体からだを保ったまま……皆が、過去へ行くのですね？」

「うん。永えい劫ごう終わらない、過去改変戦争の始まりだ」

　時間なんて、人類には過ぎた禁忌だ、とレイは言う。

「みんな納得いくまで過去を変えようとする。でも『みんなが納得する結末』なんてお伽とぎ噺ばなしだ。最初、アガルタが彼女を手にして宇宙を変え、コンバータのチューニングでゲートを独占した。さらにその後、レムリアが未来から過去改変部隊を送り、改変に成功する。次はその逆。そういった永えい劫ごう終わらないいたちごっこで、未来の世界はぐちゃぐちゃになっていく」

「……え、でも……それは、来た未来とは違う未来に辿たどり着つくだけではないのですか？」

「過去に来れた人間はな。でも未来側に残された人間はどうなると思う？」

「……あ……」

「改変後の世界に可能性が残らなかったものは、消滅する。金の粒子となって人間が消えることもあるし、未曾有の大災害となって建物を消し去ることもあるようだ。改変前後で記憶の衝突が起こって、人が狂ったりもする。それが、満月の夜ごとに起こる。……破滅だよ」

「では、八年前の《神雷崩落バベルダウン》も？」

「時空災害の一つなんじゃないか、というのが通説だな。本当のところは分からない。あれの正体は、未来の果てまで行っても不明のままだ」

　未来の果て、とレイが言う。それこそが最後の疑問だった。

「未来に、果てがあるのでござるか？　今の話では、永久に戦が終わらぬのでござろう？」

「元を絶てば終わる。例えば、核爆弾よりさらに一次元強力な爆弾、とかな」

　はっ、と澪みおは息を吞のむ。これでようやく繫つながった。

『──これは詳細を省くが、結論だけ言うと、時空もろともこの世界が吹き飛ぶ』

「世紀末──西暦二三九九年十二月三十一日、世界は時空破壊弾頭〈メリエス〉で、諸悪の根源である月ごと吹き飛んで滅びた。歴史は終末に閉じて終わった。……はずだった」

　レイが刀を抜いて、少年姿のもう一人の自分のところに歩いて行く。

　彼から聞いていた話と数が合わない。ということはまさしく──彼は、計算外の存在。

「〈日本〉と同じように、まだ……生き残りが？」

「本のページが最後だけ破けて散ったように、時空の可能性の欠片かけらが一つ、残っていたんだ。それが二十六世紀──五百年後。ルナゲートが通じていない、最果ての未来。俺はそこから《特異点》やって来た、人類最後の改変者ということになる」

　レイが、凄すさまじい速さで刀を振る。澪みおには諫いさめる暇もなかった。

　少年姿のもうひとりのレイを一振りで金の粒子に変え、レイは澪みおを振り返った。

「自分を殺しても、故郷を消しても俺は消えない。分岐した未来の自分は『別人』としてカウントされるように、あの未来も『異世界』だからな」

「……な、何も、斬らずとも……」

「任務が成功すれば、俺がいた世界もなかったことになる。だから、こんな過去も必要ない。……改変を防ぎ、あの世界のことを、この時空で俺だけが知る噓フイクシヨンにする」

　浦島太郎と同じように、時を超えるお伽とぎ噺ばなしは、日の本以外にもあるのだという。

　その中でもとりわけ有名な、大人がお酒の席で楽しむほら話をなぞって、レイは微ほほ笑えむ。

「これが俺たちの任務。──Mission://Rip_Van_Winkleの全容だ」

「……必ず、成功させましょう。……あの、兄上」

「うん。何だ？　追加質問があれば、答えられることなら答えよう」

　本当かなあ。聞いたら絶対はぐらかされる気がしているから。……だから。

「続きは、共に夕ゆう餉げでも取りながらに、しませぬか？」

　自分から誘って、歩み寄る。これぐらいなら、未練にならないはず。

　大丈夫。大丈夫。まだまだ時間はあるのだから。

「澪みおは、兄上のおすすめが食べとうござる……」

　ああ。願わくばこんな時間が、ずっと続けばいいのに──。





〈A.D. 2020/04/09(Thu) 20:21:00 最終要塞『統ジ京パ幻ン想グ』　管制室〉






「それじゃあ千チ歳トセ、俺は澪みおと先に上がるが……君もこないか？」

「いえ、私は遠慮しておきます。この調子を続ければ、明日には動かせそうなので」

　地下基地の小部屋──管制室で、千チ歳トセは複数広がる黒背景のスクリーンに、ひたすらコンフィグコマンドを打ち込んでいく。未来人だけあるのか、システム関連もお手の物らしい。

　眠りから起こしたばかりの『統ジ京パ幻ン想グ』は、機械こそ大がかりなものが揃そろっているものの、設定が初期状態に戻っているものが多く、復旧に時間がかかっていた。

「前も言ったが、ギアのレーダーの優先度は低い。ゆっくり休んでくれてもいいんだぞ？」

「しかし、あった方が良いいのは事実です。技術のいたちごっこには困りものですが」

　〈レムリア〉も、〈アガルタ〉も、それから〈日本〉もギア探知のシステムを持っている。

　同時に、探知を無力化する道具だって持っている。レイはポケットから、縮めた〈三日月〉をキーホルダーにして付けている雨あま宮みや家の鍵を出した。

「まあ、功罪だな。無力化できないと一瞬で正体を摑つかまれてしまうし」

「ええ。仕方ありません。これはやむを得ないことなのです」

「…………お揃そろい、やめてくれないか？　恥ずかしいんだが」

　蒼あおい眼鏡はまあ分かる。録画が出来て高性能で、別個体の在庫がないから仕方がない。

　けれど雨あま宮みや家の鍵に、同じ刀のキーホルダーをこれ見よがしに付けるのはどうなのか。

「おや。レイ様は、私に意見できる立場なのでしたっけ？」

「……それを言われると、何も言えなくなってしまうよ。あの日のことは反省している」

「さて、どうでしょうね。私は絶対、あなたは同じ事を繰り返すと確信していますが」

　信じて下さいなんて言えず、深々と頭を下げる。

　足を向けて寝られないどころか、千ち歳とせがいなければ初日で死んでいただろう。

「なんて、冗談です。お気になさらず。この程度、あなたがくれたものに比べたら、物の数ではありません」

「…………なあ。君はどうして、俺をそこまで信頼する？」

　レイがこの時代に収束したのは、二月二十八日の早朝のことだ。

　だから千ち歳とせと澪みおと出会ってからの時間に、殆ほとんど差はない。

　ないのに彼女は澪みおと違い、初めからレイを信じ切っていた。

「……あまり俺のことを、信頼するな。救世主だなんて、全部噓うそかもしれないぞ」

　本心から注意する。すると彼女にしては珍しく、目を細めて楽しそうに笑った。

「澪みおには信頼しろと言っておいて、私には信頼するなと言うのですね。レイ様は」

「……別に、信頼しろなんて誰にも言ってないよ」

「はい。知ってます。あなたはあなた自身の背景を、頑かたくなに語りませんからね。……私にも」

　釣られたか、と片目を瞑つむる。それでも可能なら、語りたくはないことだった。

「無駄な要素は省いていい。大事なのは、任務成功という結果のみだろ」

「でしょうか。それで言うなら、レイ様には一つ大矛盾がありますけどね」

「……大矛盾？」

「レイ様はどうして、澪みおを拾ったのですか？　見ず知らずの女の子を、命を賭としてまで。彼女こそ、あなたの言うところの無駄な要素の極致だと思いますが」

「……一ひと目め惚ぼれだよ。運命だと思ってな」

「恋にしては一番楽しい過程をすっ飛ばして、上澄みだけを掬すくうような真ま似ねをしますね？」

　澪みおとは違って、煙には撒まけない。

　そういえば彼女には、学園でアーシャと組んでいることも報告しているのだった。

「事前に好みを調べ尽くして、本当のことは言わないで、目的を達成するために接している。まるで、任務をこなしているみたいな印象を受けますね」

　反論はしなかった。情報を出したくないし、何より──正せい鵠こくを射ている。

　暗にこう言われているのだ。

　──あなたは澪みおのことを、別に愛している訳ではないんでしょう？

「……知らない方がいいこともある。これ、貰もらっていくからな。ありがとう」

　レイは頼んでいた小さな紙袋を確かに受け取り、逃げるように部屋から出た。

　ポケットからスマホを取り出しながら、澪みおが待つ劇場へと向かう。道中、初期設定のままのロック画面をスワイプし、インカメラを起動した。

　目を綺き麗れいに開けて、笑顔の練習。澪みおの前に出るときは、いつもこうしてから。

「お待たせ、澪みお。遅くなってごめんな」

　演じる。理想の兄を。

　この子に明るい未来を生きて貰もらうために、本当の自分なんて見せる必要はない。

「あっ、兄上。お疲れ様にござる！」

　てててっと笑顔で澪みおが駆け寄ると、布の首飾りに変えた〈回天〉に通した鍵が揺れる。

　共謀した籠ろう絡らくは、順調だ。……なのに。

「……澪みおに、贈り物があるんだ。受け取って貰もらえないか？」

　ネタバレを踏んでから最高の映画を観みているような、無粋な心地悪さが消えてくれない。

「『気に入ってくれるか、俺には分からないんだが──』」

　練った台詞せりふを読み上げると、心と身体からだが悲しいくらいに遊離していく。

　──この子がオチたら、兄きよう妹だいごっこは終わりにしてもらおう。

　一緒にいない方が良いい人間というものは、確実にいる。そう案じるのはある意味兄らしいが。

「ありがとうございます……っ！　兄上っ！」

「……ああ」

　太陽の光のような澪みおの笑顔を、直視できない。

　こんなに隠し事があるのに兄だと言い張れるほど、心は大人になれないでいた。










Chapter5：ホーム・アローン





〈A.D. 2020/04/10(Fri) 17:00:00 伝統都市「千ち夜よ田だ」　統とう京きよう記念礼拝堂〉



　レイの教育の仕上げが終わった翌日の金曜日は、急に大雨が降った。

　それでも澪みおの心は、ぽかぽかと晴れている。

「思い出の場所なの」とアーシャに連れてこられた薄暗い礼拝堂の中には電気がないが、沢山の蠟ろう燭そくの光が明かりになっている。紅あかい絨じゆう毯たんの上にいくつも古い木の長椅子が並んでいて、その最前列でアーシャと一緒に座った。

　聖女のように美しい彼女が、ロザリオを両手で包んで瞑めい目もくし、隣でお祈りをしている。

　今なら見てない。澪みおはまたにへっと笑って、自分の腕時計に目を落とした。

　欲しいなんて一度も言っていないのに、どうして分かったんだろう。……嬉うれしい。

　何より一番嬉うれしかったのは、このピンクゴールドのかわいい腕時計を、レイが自分で考えて選んでくれたことだった。

『き、気に入らなかったらカタログを寄越すから、後で自分で替えてくれ！　千チ歳トセの奴やつが、そういうのは自分で選ぶモノですってうるさくて……』

　あやつは本当によく分かっている。

　あの人の好みとか、配慮とか、そういうのが見えるものが一番うれしい。

『じゃあ、明日は飲み会があるから。交友の後は、これで何でも好きなものを食べててくれ』

　むーっと澪みおの頰が膨らむ。

　このところ毎日一緒に外食していたから、今晩は一人で晩ご飯を食べないといけない。

　一番一緒に食べたかったものは、お休み前の今日にとって置いたのに。酒しゆ宴えんって……。

「さっきからずーっと腕時計を見てるわね。そんなにプレゼントが嬉うれしかった？」

「……て、手首にものがあるのが、慣れないだけだもん。ていうか終わったなら言ってよ」

「ふふ、ごめんなさい。あなたの百面相を見ていると、つい懐なつかしくなって」

「な、懐なつかしい？　澪みおが？　何で？」

「……澪みおはね。ここでいなくなった双子の妹に、そっくりなの」

　統とう京きよう記念礼拝堂──旧クドリャフカ邸があった場所で祈りを終えた彼女は、切なそうに微ほほ笑えみ、木の長椅子から立ち上がる。

　そしてまるで手錠でもかけられたように、世界の視線が集まる満月の腕時計を押さえた。

「アナスタシアって言ってね。人ひと懐なつっこくて、お勉強が大嫌いで、代わりに身体からだを使うことやごっこ遊びが大好きな子だった。一方の私は部屋で本に埋もれてて、人間嫌いで、ごっこ遊びどころか物語すら読まない。そんな私を、あの子はよく『姉さん遊んで』と引っ張ってきたわ」

「……そうなんだ。何だか正反対だね」

「ええ。見た目しか似なかった姉妹ってよく言われてたわ。……でも、似てなくても愛してた。そっけなかったけど、ペアの時計なんておねだりするぐらいにはね」

　少し大げさに息を吞んで、澪みおは驚いた振りをする。

　礼拝堂のステンドグラスを打つ雨の音が、やけに大きく聞こえた。

「そっか。その、時計……？」

「ええ。この満月の方は私が。アナは、太陽の方を着けてたの。……それで、着けっぱなしで、奔放なあの子は八年前、かくれんぼの最中にどこかへいなくなっちゃった」

《神雷崩落バベルダウン》で、アーシャは瓦が礫れきの中に妹を亡なくしてしまった。

　けれど頑かたくなに認めないように、彼女は『いなくなった』と言う。

「一度でいいから、愛してるって言いたかった。けどずっと側にいるのだから、いいやって。……後悔したわ。タイムマシンの作り方を、おうちに籠もって本気で勉強したりなんかして。私、本当は病んだりなんてしていないのよ。ただ、時間が欲しかっただけで……」

　でも結局無理だったわね、とアーシャは自嘲する。

「不良娘でも、親には迷惑をかけたくないの。だから飛び級が認められるこの学園に入った。人嫌いで愛あい想そが悪い、昔の私のままで居続けた。そういう姿を外に見せ続けたら、あの子がひょっこり出てきて、『姉さん、見ーつけた！』って言ってくれないかなって。……そうして一年が経たった、ある日にね」

「……澪みおが出てきたんだ？」

「出てきちゃったわね。そっくりの子が。……しかもよりにもよって、兄きよう妹だいなんだもの。

　これは運命なんだって。あの子が前に進めって言ってるんだって、そう思ったわ」

　ロザリオを握って、静かに涙まで流すアーシャに、どんな言葉を返していいか分からない。

　言えるはずがなかった。全部知ってた、だなんて。

　急接近するために、組織が調べ上げた、アナスタシア・クドリャフカの性格から逆算して『雨あま宮みや澪みお』を作り込んだ。妹という関係性をはめ込んだのも、彼女に重ねるため。

　そんな舞台裏をアーシャには語れないし、語りたくない。

「澪みお。……兄きよう妹だいは、大事に。友達のあなたには、同じ後悔を背負って欲しくないから」

「……うん。……あの、ね。最近、ちょっとだけね。……レイと、仲、いいんだ」

　五大条件のうち、崩す余地があるのは、最後の意志──彼女の心だ。

　アーシャの心が平穏なら〈永えい劫ごう〉の観測は起きないし、自分のように今のままが幸せで変えなくて良いと思ってくれたら、改変だって素通りできる。

「……全部、アーシャのお陰だよ？」

　けれどそんな任務を抜きにして、今は。この心優しい無垢な少女と真の友誼を結びたい。

「だから学校で言ってたアーシャの相談、ここで聞かせて。澪みおが何でも力になるよ！」

「……そう。何でも、協力してくれるのね？」

　そう、思っていた。

　ステンドグラスの向こうで、激しい落雷が轟とどろく。

「──一度言ったことは、絶対に取り消せないのよ。……澪みお？」

　二人きりの礼拝堂が地鳴りで揺れると風が吹き、唯一の明かりの蠟ろう燭そくがいくつか消えて。

　アーシャの紅の瞳が爛らん々らんと、嵐の暗闇の中で不気味に光った。





〈A.D. 2020/04/10(Fri) 19:22:36 雨あま宮みや家リビング〉






　──何か、おかしい。

　レイがキッチンからリビングを覗のぞくと、ぺたんと座る違和感の塊がこちらを振り向く。

　水気の滴したたる瑞みず々みずしい黒髪にタオルをかけて、ふにゃふにゃの猫ねこ撫なで声ごえでそいつが鳴いた。

「あにうえー。ごはん、まだでござるー？」

　ソファにごろんと寝転がり、緩いパジャマから健康的な脚を無防備に覗のぞかせて、ぱたぱた動かしながらゲームをしている。その未確認生物の正体は──怪奇！　妹！

「……も、もう、後は焼くだけだけど……」

「おおっ、楽しみでござるなー。あの、拙者にも何か、手伝えることはないのでござるか？」

「い、いいからゲームしててくれ！　というか本当に食べる気か!?　俺の作ったものだぞ!?」

「えっ……。駄目、なので……？　……では、澪みおは、この雨の中何か買ってきます……」

「あぁあっ、違う、食べていい！　食べていいから!?　そういう意味で言ったんじゃない！」

「そ、そうですか。……兄きよう妹だい、なのですから。ご飯ぐらい、一緒に食べましょう。兄上っ」

　──馬鹿な。本当にどうなってるんだ？

　元々不器用なのに、ハンバーグの種が動揺で更に歪いびつに成形される。

　目分量で油を引き、種をフライパンに置いて火に掛けて、その間に頭を抱えた。

『──金曜日には完全に虜にしましょうか』

「……本当に、アーシャさんの言う通りに？　待て、冷静に振り返れ」

　曇りの朝、家は別々に出た。学校では相変わらず愛あい想その悪い澪みおで、特に事件もなかった。

　放課後、アーシャの相談を受けるからと、豪雨の中相合い傘で礼拝堂に行って、そして──。

『──……あれ。……あに……うえ……。どうして、家に……？』

　澪みおはどこか焦燥した様子で、濡ぬれ鼠ねずみになって家に帰ってきた。

　そしてお風ふ呂ろから上がってきて……今に至る。つんつん盛りだったはずの妹はどこへ？

　テレビにでかでかと映っている忍者ゲームの『死』の大文字が、それを暗示していた。

『──そなたなど、まだまだ子猫よ……』

「ぬぁああ……っ、また死んだ!?　この婆ばば殿強すぎでござらんか!?　クソゲーでござるっ！」

　どうやら、杏シン花フアから借りたゲームも一段落ついたらしい。

　レイは内緒で買っていたエプロンをしゅるりと外して、寝転ぶ澪みおの隣に座った。

「……あ、兄上？」

「澪みお。放課後、アーシャさんと何かあったのか？」

「……任務に関するようなことは、何も？」

　澪みおが身体からだを起こして頷うなずく。流石さすが忍者で顔には出ないが、どうにも怪しい。

「そ、そうだ。兄上もげーむをやってみませぬか？　この過去の世界のぼすが強くて……」

「……じゃあこうしよう。俺がもし一回でそのお婆ばあちゃん倒せたら、今日のことボカさず全部吐いてくれ。尋問も容赦なくさせてもらうぞ」

「はっ、舐なめすぎですぞ兄上。不可能です！　もしできたら、拙者何でもしまぅ──」

　澪みおは途中ではっと口を両手で押さえ、言葉を遮る。

　まるで地雷でも踏んだかのような反応だ。だがもう遅いと、コントローラーを手に取った。

「言っちゃったな。忍びに約定は絶対だもんな。絶対…………守ってくれるよ、なッ！」

　──ちゃきちゃき、がぁーん！　しゃきーん！　ぎゅいーん…………ざくッ！

『──腕を……上げたね……獅し子しよ……』

「よしおしまい。それじゃあ、尋問のお時間だ」

　コントローラーを投げて、手袋を着けたままわきわきと両手を動かして忍び寄る。
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　一方の澪みおは口をぱくぱくさせ、ソファの背もたれに大人しく追い込まれていた。

「なっ……なにゆえっ!?　ありえぬでござるっ！　杏シン花フアでもぶん投げたほど難しいのにっ!?」

「一回とは言ったが初見とは言ってない。レトロゲームは得意でな」

「あぁあっ、兄上汚い!?　千年も差があるのに大人げのうござるぞ!!」

「勝てばいい。大人は汚いんだ。……さて、喋しやべってもらうぞ。何があったのか」

　クッションをきゅっと胸に抱き、澪みおはお風ふ呂ろ上あがりの肌を紅潮させながら背もたれに倒れる。

「くっ……、屈しませぬ！　拙者兄上に触れられても屈しませぬぞっ！」

「……いや、触れるつもりはないけど。普通に報告してくれるだけでいいから」

「……えっ？」

「『えっ？』って何だ？　……お前、何を想像した？　もしかして──」

「あっ、兄上、何か匂います！　臭い！」

「おい、お前ふざけるなよ！　暴言で煙けむに巻まくつもりか!?」

「いえ、ではなく……ふらいぱんから、煙が」

「え？　……あぁああああああ─────っ!?」




　かくして暗黒物質と化したハンバーグが、食卓に並ぶことになった。

「──なあ……やっぱり、捨てないか？　出前を取ろう。ほら、何でも好きなものを」

「いーやーでごーざーる。そのように勿もつ体たいないことをすれば仏罰が下りますぞ？」

「……しかし。やはり、これは駄目だ。せめてもっと練習してから、完璧なやつを……」

　忸じく怩じたる思いで唇を嚙かみ締しめながら、レイは澪みおと食卓で向かい合う。

　焦げたハンバーグと、澪みおが綺き麗れいに炊たいて用意してくれた白米が並んで言葉にならない。

　──こんなはずじゃなかった。

　飲みに行く予定だったシゼルに急用が入り、澪みおもおそらくアーシャと夕食を食べてくると言っていたから、今日はひとりで澪みおの好物を練習する予定だったのだ。

『──どうせなら手料理にしては？　『理想の兄』をするのでしょう？』

　千チ歳トセに唆そそのかされて、魔が差した。素直に良い店に連れていってやればよかった。

　自動生成される栄養ブロックだけで育った自分は、料理には縁がなく、何より手先を使うような作業が苦手なのに。

　欲が出てしまった。どうして、こんならしくないことをしたのだろう。

「兄上は、同じ事は繰り返さぬのですから。次、上う手まくできれば良いではないですか？」

　救った後は降りると決めている兄なのに、『次』という言葉が、どうしてこんなにも──。

　──かしゃり。

「……は？」

「ふふっ。隙ありでござるっ」

　顔を上げると、澪みおは心底楽しそうに焦げたハンバーグをスマホに収めていた。

「うむ。これをいんすたにアップして……」

「ばっ……止めろ!!!」

「冗談でござるってば。でも任務ゆえ、アーシャには送ります。……よし。これでもくらえ」

「あっ、おい本当に…………送っちゃったのか。こんな不出来なやつを……」

　感情が上う手まく引っ込んでくれない。人前では、理想の兄を演じると決めた。

　それが崩れてしまうと、自分に残るものは何か、理解しているが故に受け入れられない。

「……別に、完璧でなくとも、良いではありませぬか？」

　そんな自分を諭すように、変わった澪みおが食卓の向かい側で微ほほ笑えむ。

「拙者に言ったのですから、兄上だって守って貰もらわねば困ります」

「……俺が、何を？」

「家庭にまで、仕事を持ち込むなと。……この家にいるときぐらい、良いではありませぬか」

　お風ふ呂ろ上あがりで警戒を解いてくれた澪みおの雰囲気が、包み込むように柔らかい。

　今も着けてくれている腕時計を見ると、不思議とこみ上げるものがあった。

「……そうだな。もう、好きにしてくれ。お腹なか壊しても知らないからな？」

「うむっ！　では……いただきます！」「ん。いただき、ます」

　両手を合わせて固唾を飲んで、澪みおの箸先をじいっと見つめる。

　歪いびつな暗黒物質は、器用な彼女に丁寧に切り分けられて、そして口の中へ。

　いただきますの姿勢のまま動けない自分は、皮肉にも神へ祈りを捧ささげるようだった。

「──お……美お味いしゅうござる！　はんばあぐとは、天与の至宝なのでっ!?」

　太陽のように、澪みおの笑顔がぱあっと輝く。身体からだからどっと力が抜け、レイは息を吐いた。

「……く、食えたなら、良かったよ」

「これ、お代わりして良いのでござるか!?」

「こんなので良かったらな。……そうだ。冷蔵庫にサラダを入れといたから出すよ」

　皿を取っている間も、ハンバーグを頰張る澪みおから目が離せなかった。

　美お味いしそうに食べてくれている。今日が特別なのかもしれないが、心を開いてくれている。

　──夢を見ても、良いいのだろうか。

　今度は弟じゃなくて兄だけれど。未いまだ、距離は測りかねるけれど。「美お味いしゅうござる～」

　こうして誰かと歩み寄る時間をまた過ごせるのなら、いつかは素の自分だって──。




「──こんなに美味なのであれば、もっと早く口にしてみれば良かった……」




　幸せな夢が、急転直下醒さめていく。

　冷蔵庫から持ち出した皿が手から落ちて、団らんがぱりんと砕ける音がした。「あ、兄上!?」

「……今、何て言った？　……ハンバーグは、元々、澪みおの大好物じゃないのか？」

「む？　ええ。今、そうなりました！　明日から他の洋食も食べてみまする！」

　ありえないことが起きている。澪みおの未来の好物を、俺は誰から教わったことになる？

『──私、澪みおの情報なら無限に持っていますから』

「まさか──」

　窓の外で激しくなる雷雨と共に、レイと澪みおの腕時計通信機が、時限爆弾の爆発の如ごとく鳴った。

『こちら暗号名コードネーム：千チ歳トセ。緊急連絡です。落ち着いて聞いて下さい』

「……レーダーに感あり、か？」

『誤作動ではないと何度も確認しました。クドリャフカ邸に、コスモギアの反応があります』

　悪夢のような真実が、今、明らかになる。

『──アレクサンドラ・クドリャフカは、既に〈永劫〉を観測しています』





〈A.D. 2020/04/10(Fri) 20:00:00 伝統都市「千ち夜よ田だ」　クドリャフカ邸〉






　豪雨と雷鳴が容赦なく打ち付ける豪邸の中に、あたたかな家庭の灯ひが宿る。

　絵画や豪ごう奢しやな調度品が埃ほこりなく飾られている巨大な居間で、微ほほ笑えむ父と母が座って待っている。

「お父様、お母様。……お夕食、今仕上がりますからね」




　──ちん。




「──ふふ。……なぁんちゃって」

　電子レンジの近くには、同じ冷凍弁当の容器が大量に入ったゴミ袋が置いてある。

　足が付くといけないからと貯ためていたが、今日で終わりだ。予定通り明日の朝に出す。

　アーシャは電子レンジからハンバーグ弁当を取り出して、食卓の中央に一度置く。

　そして両サイドに座る父と母の額を、人差し指でつんと突いた。

　体温を持っている〈空蟬人形〉がしゅるしゅると萎んでしまって、アーシャは独りになる。

「ねえ。幸せなお嬢様の役はどうだった？　……結構、女優でしょう？」

　独りごちながら真っ暗闇の自室に入り、机に弁当を置く。その横に携帯を置いて、いつもするようにロザリオを握って拳を返した。そうすれば輝く満月の時計が見える。

　予定時刻まであと五秒。届く前に台詞セリフが先に出た。

「匂わせちゃってかわいいわね、澪みお」

　──ぴこん。

　過去は未来に従わされて、澪みおの自慢を連れてくる。『見て見て焦げてる！』

　嘲るような嗤わらいが鼻を鳴らす。本来の姿に戻るように、暗闇の中で眼鏡をかけた。

「それじゃあ、そろそろ主演を代わってもらうわね」

　激しい雷が外に落ちる。勉強机の前の大きな窓から光が差し込み、部屋の全容が暴かれた。

　大量に分岐パターンを書いたノートは塔のように積まれ、倒れて広がろうが頓着しない。無数の付箋が壁一面に貼ってある以外に、飾り気のあるものなど存在しない。

　どうせ元通りになるなら片付ける意味などない部屋は、目的を達する為ためだけにある。

　ただ、聖域だけは──机の一角の写真立てだけは、いつも自分で綺き麗れいにしてあった。

　写真の中には眼鏡をかけて本を読み、面倒臭そうにするアレクサンドラ・クドリャフカと。

「……大丈夫。悪魔に魂を売ってでも、きっとやりきるからね」

　後ろから姉に抱きついて無邪気に笑う、幼きアナスタシア・クドリャフカの姿があった。

　悪魔は、与えてから奪う。兄きよう妹だいを崩すためには、一度固めなければならない。

「良い子の時間は終わりよ、澪みお。……レイ先生」

　いや、そんな風に呼ぶのはもう止めようか。少なくとも今、ここには自分しかいない。

「ねえ、零れいくん。……このわたしとあの私は、もう違っているけれど。今回もあなたは、わたしを見つけてくれる？」

　何度でも何度でも何度でも、繰り返して演じよう。

　神様が導く最適な道筋に、演出された運命の上で、一緒にしばらく踊って貰もらう。

　時の手錠を押さえて、涙を流す。この月が満ちるまでの、長くて短い永えい劫ごうの間。

「『はじめまして』、雨あま宮みやレイ先生。次は、わたしが主役」

　わたしは無かったことになった二人の出会いを、今宵も夢に見るだろう──。





〈Main Director's Making：恋はデジャ・ブ 〉







　この世に永えい劫ごう変わらないものがあるとしたら、私だと思っていた。

　人間が煩わしい。喋しやべりたくない。教室の片隅を聖域に、一冊の古書をずっと読み続ける。

　ずっと分からない、自分だけが抱える難問があった。

　それだけが、厭えん世せいに満ちた私の人生に存在する、唯一の他人だった。

「……アナ。……どうして……」

　時は、退屈で永い。相対的に、時計を見ると伸びていく。

　どうせこんな風にしか生きないなら、あの子が代わりに生き残った方が生産的だった。

「──アレクサンドラ・クドリャフカさん。間違ってますよ」

　そんな風に拗すねている『昔』の私のことを、否定と共にあなたは呼んだ。

「……気安く名前を呼ばないで。鬱陶しいから話しかけないでくれる？」

　私は顔すら上げずにそう言った。考え得る可能性の中で一番最悪な態度だった。

「はははっ、やっぱり本物はこんな感じか。実はいい人だったらどうしようかと思った」

　そしてあなたの反応は、いつも誰に対しても最適に気を引くものだった。

　窓の外の青空から吹いてくる春風と一緒に、私は声の主を振り返る。

　本当に、一瞬。その一瞬だけど、あのとき私の時間は止まった。

「…………あなた、誰？」

「悲しいな。この顔を見て思い出しませんか？」

　彼は眼鏡を取って、整髪料を付けた髪をぺたんと押さえる。グレーの手袋に見覚えがあった。

　公式や歴史を覚えるのは得意でも、人の顔は覚えられない。そんな私が珍しく覚えてた。

「……昨日の。あなた、ここの学生だったの？　制服だから分からなかったわ」

「今日から転校してきたんです。そしたら自分の席に、それを着けたあなたがいた」

　ひょんな縁を繫つないでくれた腕時計を指差して、彼は目を細めて綺き麗れいに笑った。

　それはどんな世界でも変わらない、今となっては私の一番大好きな顔。

「初めまして、アレクサンドラ・クドリャフカさん。雨あま宮みや零れいです。貴方あなたに、会いたかった」

「……私は別に思ってない。改めて何の用？　顔見たら謝礼でも欲しくなった？」

「いやそこ今日から私の席で、君が間違ってるって言いたかっただけなんですが。……折角だ」

　これは誰も知らない、私とあなたの初めの周回。私の大切な大切な黒歴史。

「──私の、初めての友達になってくれませんか？」

　共に兄きよう妹だいを亡なくした独り身同士、契約みたいに握手を交わした。

　あれが始まり。

　無限の可能性が存在していた私たちの極小値で、そして──。

『──杏シン花フアちゃんが、自殺したよ。……身投げだってさ』

『──ジノくん！　ジノくん……っ!?　いや、いや、嫌ぁあああ────っ!!!』

『──アーシャ。……全部、噓うそだったんだ。……俺は、君の友達なんかじゃない』

『──嫌ぁあああっ!?　レイくんっ！　目を……目を開けてっ！　いや……嫌ああっ！』

　可能性の極大値は、満月の夜に悲劇へと収束する。

『──幸せに生きろ、アーシャ。……俺の初めての、大切な友達』

　ごめんね、レイくん。そのお願いだけは聞けない。

　あの可能性のあなたは、私の返事を聞いてない。だから私は、過去に縋すがる。

『……ぁ、……あ、……ぁああ……っ…………！』

　ひとり、時間だけが巻き戻った世界で私は全てを悟って泣いた。止められなかった。

　奇跡を示す腕時計が何より残酷な証拠になった。これは奇跡の代償だ。

　私はもう、同じレイくんたちとは二度と会えない。

　けれど私は、諦めない。この結末を認めたりなんかしない。

　あなたたちに与えて貰もらった、この心に抱いた大切な日々が、私を立ち上がらせる。

　たとえ何百年かかろうとも。無限の回数を演じ直すことになろうとも──。

「未来で、待っていて。……何度やり直しても、私は、今度こそ、あなたを救う……っ」







〈A.D. 2020/04/12(Sun) 20:52:11 Bar『Kagami』　屋外喫煙所〉






　何が起きているのか、何が起ころうとしているのか、あるいは何かが起こっていたのか。

　現在の時間軸だけを生きるレイには分からず、頭を抱える以外ない。

「──雨あま宮みやくん、どうしたかね？　今日は何だか、調子が優れないように見えるが」

「……いえ、そんなことありませんよナイトレイ教頭。ただ昨日、夜よ更ふかしをしまして」

「はっはっはっ、若いねえ。くれぐれも健康には気をつけたまえよ？　……なんて、こんな煙草たばこを吸いながら言うことではないかもしれんが」

「まあ、学生ではないので自己責任で。少し今日は、楽しくて話しすぎましたね」

「いやいや。君の話は、楽しいね。波は瀾らん万ばん丈じようの人生を送ってきたようだ」

　まあ全部創作なんだから当然だ。学生時代なんて上等なものは、存在しない。

　杖つえを突いて煙草たばこを吸うシルバーと、月下、学園の喫煙所でのように談笑する。

　こんな緊急事態でも、教師として歓迎会に顔を出しているのには理由あった。

「ヴィースラーくんも、君ほど砕けた人物だと良いのだが。今日も、急に体調不良だろう？」

　まさしく、こういう目が向くことを避けたい。アーシャが攻撃を始めてきた途端に昼の仕事がなおざりになれば、学校に存在している監視の目が一斉にこちらに向きかねない。

「……確かに、読めない男ですねシゼルは。去年からこうだったんですか？」

「うーん。あまり自分を語らん。崩落以降に身よりもなく人間関係もはっきりせんが、まあ知っての通り有能でね。第一印象の色眼鏡で見るのもなと思い、上の採用に反対はしなかった」

「なるほど。あなたらしいですね」

「はっはっ、これはザルというのだよ。ところで君、彼に言い寄られているそうだね？」

「…………知っていたんですか。ああ、また頭が痛くなってきた……」

　昨日まで降っていた雨は止やんだが、ねっとりした湿気が肌に纏まとわり付つく。

　シゼルの目の奥に宿る尋常ならざる熱気も、今襲ってきている心労の一つだ。

「君自身はどうかね？　もうこっちに来て落ち着いたろう。誰か良いい人は出来たかね？」

「いやいや、残念ながら浮いた話は一つも。澪みおから手が離れるまでは、そんな気にも……」

「──本当に？」

　シルバーが目を細めると、ぬるい湿気が相転移したように冷えていく。

　ドライアイスのように煙を吐くシルバーの、目が笑っていなかった。

「人とは見かけによらんものでねえ。言ってることとやってることが全然違う、だなんてよくある話じゃないか？」

「ええ、そうですね。ある意味それが人間臭さですが……それが何か？」

「ヴィースラー先生は、去年クドリャフカ嬢との個人的関係が、密ひそかに噂うわさされていたのだよ」

　アーシャの観測を知った瞬間、堰せきを切ったように黒い情報が流れてくる。偶然、などではない。

　未来から無限に情報を取得できるアーシャは、いつどの情報を流すか自在に調整できてもおかしくはない。

「気難しい二人が、放課後よく一緒でね。彼が首に提げているものを見たことはあるかね？」

「いえ。シゼルはいつも服の中にしまっていますよね？　スカーフも巻いているし」

「あれはね、ロザリオだよ。典型的な無神論者の彼が、偶然、クドリャフカのご息女と揃そろいの物を着けているわけだ。中々奇遇なものだろう？」

「……うーん。偏見かもしれませんが、シゼルほど賢い男がそんな露骨に足を付けますか？」

「はは、若いな。君は頭で考えている。そこで最適を選べる人間は、そもそも浮うわ気きや禁断の関係なんぞやりはせんのだよ。……まあ、結局噂うわさは噂うわさ、ということになったのだがね」

　枯れた男とは思えぬ威圧感が感じられる。背中に隠した煙草たばこの煙を見て、彼の口元が歪ゆがんだ。

「火の無いところに、そもそも煙は立たぬもの。大人は、無粋にも用心深く水をかけてしまう。例えば持ち上がりが慣例のＦクラスに、新しい担任を用意する、とかね？」

「……それで、私に？」

「はっはっ、いかんねえ歳としを取ると心配性になって！　優秀な聖職者諸君を疑うなど、あってはならんことだよ！　……時に、雨あま宮みやくん。私は、この眼めだけは衰えぬことが自慢なのだが」

　揺さぶるように、両目を合わせて彼は煙を吹きかけてくる。

「よもやその火種、今度は君に移ったりは、せんだろうねえ……？」

「……ははっ、アバンチュールですか。私がもし火遊びしたらどうなるんですか？」

「なあに、たいしたことないよ。採用後三ヶ月は、試用期間だ。もしも私の手が滑って、誰かの首が即斬れても問題はなさそうだ。その首には、すぐさま統とう京きよう中から石が投げられ社会的な死が贈られるだろうが、まあそんな下らぬ『もしも』は、考えなくて良いよなあ。……ん？」

　彼が昼ひる行あん灯どんを騙かたるには、この夜は濃すぎる。

　吞のまれる前に、煙草たばこを挟む彼の左手の薬指に焦点を合わせた。

「妹を養っていますので。ご家庭持ちのナイトレイ教頭に、分からないはずがないのでは？」

「……はっはっはっ！　そうだな！　すまんねえ、酒が醒さめるようなくだらんことを聞いた！　家庭は、大事にせねばならんよ。仕事にかまけていると、いつか痛い目を見るぞ」

「ええ、肝に銘じ…………っと、丁度撮影中の妹から電話が。少し外しても？」

「ああ、では私が戻るよ。……今度、ゆっくり飲み直そう。そのときは腹を割ってね」

　煙草たばこを捨てて、シルバーがしゃきんと背を伸ばしながら店内へ戻っていく。

　気配が消えたのを確認してから、震える手から煙草たばこを落とし、肺はい腑ふから息を吐き出した。

　全方位から攻め立てられている。しかも休む暇がない。

「くそ……っ。もしもし、俺だ！」

『俺だ！　とかふざけている場合ではありませぬぞ兄上っ!?　早く戻って、次にっ！』

「おい、電話の時はその口調止やめ……って待て、次!?　出る前に一つ潰しただろ!?」

『一時間後に未来てろ組織がアーシャを襲うと！　しかもまた二部隊同時でござるっ！』

　アーシャのギアを検知してから、謀ったように彼女を狙う刺客の攻撃が止まらない。

　放置は無論できない。統とう京きようの平和の象徴である彼女が殺されたら、改変云うん々ぬんの前に戦争だ。

「了解、千チ歳トセをつけるからそっちを頼む。俺は一人でなんとかする」

『ぇ…………。ま、また、ばらばらで任務なのでござるか？』

「手が足りない。それに澪みおはもう一人前だ。この程度の相手なら大丈夫。頼んだぞ！」

　通話を切って、レイはすぐさま夜の統とう京きようへ跳び立とうとする。が。

　──ぴこん。

「……なんて良いい性格してるんだ。この自作自演お嬢様は……」

　どこから連絡先を調べたのか一切不明だが、アーシャが夜の統とう京きようの写真を送ってくる。

『夜のお散歩中です。護衛、撒まいちゃった♪』

「撒まいちゃったじゃないんだよ!!　どうやってあの厳重監視を撒まけた!?」

　種が不明の神出鬼没。未来情報で無限に稼いだ金による刺客攻撃。……そして。

『──ア、アーシャは…………兄上のことを、殿方としてお慕いしていると……っ！』

　あの雨の夜、澪みおが動揺していた原因の精神攻撃が、さらにレイの頭を悩ませる。

　彼女がどんな意図をもって、そのことを澪みおに伝えたのかは分からない。分からないが。

『──ちょっと、レイ先生。ちゃんと私のことを一番に考えてますか？』

「……こいつは、ヘヴィだ」

　あの娘はどうも、俺にイカれているらしい。










Chapter6：追憶売りつけます





〈A.D. 2020/04/10(Fri) 17:15:00 伝統都市「千ち夜よ田だ」　統とう京きよう記念礼拝堂〉



「──あのね、澪みお。私ね、レイ先生が好きなの」

　あの日、雷に打たれた心地がした。

　標的と深い仲になり、現状に満足してもらい、《宇パラ宙ダイ改ムシ変フト》を防ぐ。

　それが任務の真の目的だというのなら、これ以上好都合な告白はないのに。

「ずっと言えなかったけれど、一ひと目め惚ぼれなの」

　それなのに、陶然とレイを慕う彼女を見ると、下腹のあたりがきゅうっとなった。

「運命とか、前世って信じる？　……実はずっと、先生と学生生活を過ごす夢を見ているの。私、初めて会った時から他人のような気がしなくて。きっと前世で、深い仲だったのよ」

　輪りん廻ねを主張するアーシャに何と返したか、顔を作れていたかも覚えていない。

　ただ、自動で任務を遂行する身体からだに置いていかれた心を、今も持て余す。

「協力してくれるのよね？　もう、澪みおはレイ先生とも仲良くなったんだし」

　──盗とるな。奪うな。知らせるな。その続きを、拙者に思い出させるな！

「あなたはもうすぐ、いなくなるんでしょう？　だったら、遠慮しなくてもいいわよね。

　あなたが要らないと言ったあの人との時間、私が貰もらっても問題はないでしょう？」

　どれだけ目を逸そらしても、なかったことにしたくても、過去は変わらない。

　時は、待たない──。





〈A.D. 2020/04/17(Fri) 20:52:11 伝統都市「千ち夜よ田だ」復元江戸城〉






「うぬぅうう……っ！　毎夜毎夜狩っても狩っても貴様らは……雨後の竹の子かぁ──ッ！」

　両手に持ったビームクナイで交互に四よん閃せん、雑ざ魚こを一挙に斬り捨てる。

　消えないもやもやを振り切るように、粒子に変わった敵の中をマフラーの加速で駆けた。

　かつて天下分け目の戦で燃え落ちたとかいう、未来の城郭が建つ庭園を抜けて城門へ。

　クナイから光銃に替えて左右の二体を瞬時に撃ち、残り一匹はレイに任せて加速──跳躍。

　敵の頭上を飛び越えて城門の上に着地し、懐ふところからホーミング手裏剣を取り出した。

「み──じゃない、暁アカツキ。落ち着け！　もうちょっと忍んで」

「しゃ───ッ！」

　思いっきり上手で投げた手裏剣はジグザグな軌道を描き、小型の爆発を起こして二階の城壁に穴を空けた。ざきんと後方で鋭く迸ほとばしるレイの刀の音を聞き、手助け不要と断じて前へ跳ぶ。

　前宙返りで二回転、地に足着けて走って跳んで壁を駆けて、開けた穴の中へ入り込む。

　大穴は見取り図の想定通り、退路確保のため階段の近くに開いてくれていた。

　隣にレイの蒼あおいレーザーが一条伸びてきて縮み、彼も着地する。

「久々に二人仕事だと思ったら、何をそんなにキレてるんだ……」

「だって！　今日こそ！　日付が変わる前に帰って……っ！」

　──兄上とくつろぎたい！

　叫ぶ前に、駆けつけてきた敵の巨漢が大剣をぐおんと縦に振るってくる。

　頭上で左右に交差したビームクナイで、その剛撃を受け止めた。

　片膝を折ったが、しかし澪みおの眼光はより一層鋭くなって、

「今、拙者が……兄上と話しておるのだろうがぁああああ────ッ！」

　大剣を上に弾はじき返かえし、空いた胴体を澪みおが思い切り蹴飛ばした。「うわぁああ──っ!?」

　がたん、ごろん、と大階段を男が転がり落ちていく。下には騒ぎを聞きつけた敵がたまっている。そいつらも纏まとめて片付けるために、澪みおは片手を伸ばして挑発した。

「上がってこい、上がってこいっ……！　登ってこい、ここまでぇっ！」

「……ふ。ちょっと見ないうちに、頼もしくなったな」

　戦場にてレイが、そんな嬉うれしい褒め言葉をくれる。振り向くと、彼が珍しく欠伸あくびをしていた。

　目の下にある隈くまが、昼も夜も休みない彼の境遇を物語っていたが。

「今日は久々に、くつろげるといいんだけどな……」

　素顔の彼の目を細める微ほほ笑えみを久しぶりに見られて、今度は反対に胸の奥底が温かい。

　つい緩んで、澪みおにも欠伸あくびがうつった。……大丈夫。今日こそは、きっと時間がある。

　久しぶりにレイの隣で、跳ねるように澪みおは駆け出した。

　贈って貰もらった大切な腕時計が示す時を、頑かたくなに確認しないままに。





〈A.D. 2020/04/17(Fri) 22:00:32 最終要塞『統ジ京パ幻ン想グ』〉






「──で。いつまで拗すねているんですか？　早く仕事しないと、尚なお更さら家には帰れませんよ」

「うるさいっ！　それぐらい、言わなくたって分かっておる！」

　任務後、そのまま呼びつけられた地下基地で、澪みおは作戦卓をばんと拳で叩たたく。

　向かいに座る千ち歳とせのイヤリングが揺れるが、両手に抱えたタブレットに落とす眼鏡の奥は、冷たく揺らがないままだった。

「事後処理までが任務ですよ。……それに、今まで早く任務を与えろ働かせろとねだっていたのは貴方あなたでしょう。望み叶かなって満足なのでは？」

「っ……。そ、それは」

「そんなに嫌なら、またレイ様に片付けて頂きますか？　ここを取り戻した時のように」

「──あり得ぬ。それだけは」

　毅き然ぜんと、拒否する。不ふ貞て腐くされるように崩していた姿勢を正した。

「少しでも長く、兄上にはお休み頂きたいのだ。拙者が巻き取るゆえ、お声はかけるな」

「元より、そのつもりです。身を案じているのは、あなただけではありません」

　レイには今、基地の仮眠室で眠ってもらっている。

　今週は夜ごとにアーシャの『呼び出し』があって、二人して殆ほとんど眠れていない。

　ただ、学生の自分は授業中に十分な仮眠が取れるが、教師のレイはそうはいかない。

　今週は一度もリビングで会えなかったことと併せて、澪みおの胸が痛んだ。

「それでは、雨あま宮みや澪みお。今週、何があったかの報告はあなたに行って頂きます。良いいですね？」

「うむ。……だが詳つまびらかな報告に入る前に、一つ、腑ふに落ちぬことを尋ねたい」

「私に分かることであれば。何でしょう？」

「アーシャは拙者に、拙者ではなく兄上と学友同士だった前世の夢を見ると度々言うのだ。

〈永えい劫ごう〉が時を遡るギアだというのなら、これは変であろう？」

　聞いていた能力と違う。

〈永劫〉は目覚めた時点までなら何度でも時を遡れるというギアのはず。

　仮に繰り返しのことを『前世』と表現しているのだとしても、やっぱりおかしい。

　今まで一緒に過ごしてきた時間の中に、学生のレイとの時間なんて存在しないからだ。

「別に変ではないでしょう。学友ごっこの駒の貴方あなたに、真実を話す義理がありますか？」

「……う、む。……それは、分かるのだが。その意味のない噓うそをつく意味は何なのだ？」

　今更騙だましたななんて言うつもりはない。そんなのはお互い様なのだ。

　けれどもどうしても、気にかかってしまう。

「あのような真に迫った話が、本当に作り話なのか？　拙者には、そうは思えぬ」

「……あなたの主観などどうでも良いいですが。雑に三つ仮説を立てるので、どれかで納得してください。そもそも答え合わせが出来ないのに考えること自体、無意味なのですから」

「……うむ」

「ひとつ。特に意味はない。彼女はなぜか私たちに敵意を抱いていて、貴方あなたとレイ様を混乱させるために適当を言っている。ふたつ。〈永えい劫ごう〉には何か制約や代償があって、それをすり抜けるために、そう言った作り話風に話して何かを伝えている。私はこれを支持します。……で、最後。

　あなたの言う通り、作り話ではない。〈永えい劫ごう〉は悪魔の道具で、彼女は真実を話している」

「どういうことだ？」

「〈永えい劫ごう〉は『時間を戻せる代わりに、時間しか戻さない』のではないか、という説です。……これはレイ様の仮説ですが。時を遡る度に、毎回初期条件が変わる。ループではなく、日付と時間だけが同じ未知の並行世界にジャンプするのだと考えれば、彼女の発言の筋が通る」

「……そ、そのような荒唐無稽な話があるか！　何の根拠もないのであろう!?」

「ええ。だから言っているでしょう？　考えても無意味だと。今、この世界の監督兼主演はアレクサンドラ・クドリャフカです。我々は絶対に、情報的に彼女の先手を取れない」

　澪みおは口をつぐむしかなかった。確かに、こんな議論には意味がない。

　意味がないけれど、どうしても澪みおには納得できないものがあった。

「その、彼女の前世の夢とやら。貴方あなたは、詳細に聞いたのですか？」

「……うむ。全て、覚えている」

「ではそちらも聞いた順に、あなたが見聞きした現実の彼女と併せて報告してくれますか？　そこに意味があるにせよないにせよ、彼女の情報は重要な鍵となる」

　断る理由はない。それでも、断る理由を探したいほどには──嫌、だった。

「……承知、した……」

　かくして澪みおは、一人の忍びとして報告を始める。

「……アーシャは。……兄上と、誰よりも近しい親友同士だったという──」

　眩く妬ましい彼女の追憶と、暗くみじめな自分の追憶を交互に並べて。

　じくじくと痛む心の中を、誰にも明かせないままに──。





〈Main Director's Cut / Loop 0-1〉







「アーシャさん。そろそろ起きませんか？　月曜から態度悪すぎですよ」

　私の名前を呼ぶ始まりの声に、舌打ちと共に目を覚ます。

　これは懐なつかしい、本当に最初の一周めの記憶。

「……私の安眠を妨げるなんて、良いい度胸しているじゃない。あなたも恥をかきたいの？」

「起こしてくれる人間を威嚇しない。あんな公開処刑するから友達増えないんですよ」

「別に、要らないわよ。友人なんて。それにあれは、教師のくせに無能なのが悪いの」

「……要領が悪いなあ。『聞いてませんでした、教えてくれますか？』ってにこっと笑えば、大人なんて勝手にご機嫌になるのに」

「あなたと一緒にしないで。というかレイくん、あんな授業聞いて苦痛じゃないの？」

　私と普通に話し合えるぐらいなのに。そういう意図で尋ねると、彼は首を傾かしげた。

「全然？　私、授業好きですから。受けられるだけで感動ものですよ」

「……そんなに忙しいほど役者として売れてたの？　私、あなたのこと知らないのだけど」

「さあ、どうでしょうね。それを言えるほどまだ仲良くはないかな」

　むかつく出し惜しみ。ところで私は後ほど、この手口に何度もはまることになる。

「寝てるときだけはかわいいのになあ。アーシャさんは」

「……勝手に見ないで。ほんと死ねばいいのに」

「すぐ死ねって言わない。相変わらず尖とがり散ちらしてるなあ」

　この日から、授業中は基本寝なくなった。そんな何でも無い一日を、私は妙に覚えてる。

「──君も歳を取れば、ちょっとは性格が丸くなるのかな？」







〈A.D. 2020/04/13(Mon) 14:14:21 竜りゆう宮ぐう学園三年Ｆ組教室〉






「──アーシャさん。この問題、分かるかな？」

　澪みおから見て、アーシャは穏やかな優等生だった。ただこの週は、授業中によく眠った。

　後ろの席からとんとんと肩をつついてやると、アーシャははっと目を覚ます。

　そしてロザリオを握って、いつも腕時計を念入りに確認してから優美に笑うのだ。

「ごめんなさい、聞いてませんでした。もう一度教えてくれますか？」

「フフ、そう素直に言われちゃボクも怒るに怒れないね。それじゃあもう一回話そうか。ここはボクの好きな量子テレポーテーションってやつでね？　リップヴァンウィンクル効果もそうだけど、量子の世界ではよく双子の例えが出てきて──」

　アーシャは当てられても、絶対に答えずに教師に喋しやべらせる。立ち振る舞いが大人だった。

「最近、何だか眠そうだね？　やっぱり、知ってることの垂れ流しは苦痛？」

「ふふ、いいえ。今は、授業は好きよ。……寝不足なの。言ったでしょう？　夢を見るって」

「……前世？　澪みお、信じらんない」

「別に信じなくてもいいわよ。私しか知らないことなんだから」

　挑発するように笑いかけられて、何か言い返そうと思った瞬間に丁度チャイムが鳴る。

　終わるとすぐに、アーシャは教室後ろで授業を見学しているレイの所へ走った。

「レイ先生。今のところ、私にもっかい教えてくれます？」

「な、なぜ私が？　シゼル先生に聞けばいいでしょう？」

「あの人は分かるように話さないので。私はかみ砕いたやつをじっくり聞きたいんです。お昼休み、付き合ってくれますよね？」

「……まあ、アーシャさんの頼みなら。怖いなあ。私、社会科教師なんですけどね」

「レイ先生なら大丈夫ですよ。こういう話が得意そうな気がするから。……そういうわけで澪みお、先にジノくんたちと食べていて？」

　澪みおの目の前で、レイが盗とられていく。胃の中がざらっとして上う手まく笑えない。

　一緒にいることが任務なら、拙者も──と動こうとすると、すぐに笑顔で先手が打たれた。

「澪みおは付き合わなくて大丈夫よ。あなたは勉強が大嫌いだものね？」

「……うん。しっかり、教えて貰もらえば？　こいつに教えられるかどうか知らないけど！」

　語気が不思議と荒くなる。勝手に二人から離れてしまう。……ああ、なんでそんな噓うそを？

　──そうやって難しいことを教えて貰もらうのは、拙者の役割だったのに！





〈Main Director's Cut / Loop 0-2〉







「──美お味いしそうなご飯ですね、アーシャさん。ご一緒していいですか？」

　私が食堂のテラス席を独占してると、レイくんはいつも皮肉と一緒にやって来た。

「座っていいと許可した覚えはないのだけれど？」

「駄目ですか？　読書の邪魔なら、ジノや杏シン花フアさんのところに食べに行くけど」

「……別に、嫌とも言ってないでしょう。早く座れば。邪魔よ」

「君の一言多いのにも慣れたなあ。……にしても、毎日毎日ドーナツとコーヒーだけとは」

「別にいいじゃない。毎回食事を選ぶなんて、脳のリソースの無駄なのよ」

「じゃあせめて日替わりメニューにするとか。折角飽食の時代に生まれたのに、心が貧しいですよ。……あとですね、もう少し健康に気を遣った方がいい。心配ですよ」

『──ねえさん！　好きなものばっかり食べちゃだめ！　おやさいもたべて！』

　踏み込まれるたびに、幼いアナの声が脳裏をよぎる。

　それでもうるさいとはね除のけないだけ、私は彼がお気に入りだったんだと思う。

「……健康に気を遣っても、死ぬ時は死ぬの。どうせ、長生きしたいとも思ってない」

「それは困る。私の友達がいなくなるでしょ。ほら、何かあげるから食べて」

「…………あなた、これ手作り？　一人暮らしよね？」

「だから作ると余るんです。ジノに何度も味見させたから、味は保証するよ。……何がいい？　君は偏ってるから、濃い野菜のやつを作ってきたんだ」

　野菜嫌い。無理。克服する気も今は起きない。

「じゃあ、ハンバーグ」

「……アーシャさんって遠慮って言葉を知らないよな。一つしかないメイン強奪するか？」

　彼が渋々刺して向けたフォークに、遠慮なく口を向けて動物みたいにぱくっと食べる。

　当時は臆面もなくできたけど、今は絶対無理だと思う。

「……つくづく、自炊って愚かよね。外食のほうが遥はるかに高品質で時間かからないのに」

「その時間の贅ぜい沢たくを楽しむんですよ。アーシャさんも、一度やってみたらどうですか？」

「時間が無限に有り余ったら検討だけはしてあげる。……次、その卵焼き頂戴」

「次回から、ジノと杏シン花フアさんも昼食に誘っていいなら差し上げますよ」

「……はあ？」

「みんなで食べた方が美お味いしいですから。……あっ、嫌ですか。じゃあこれは私が」

「だ、だから、別に駄目とは言ってないでしょう！　それは私のっ！」

「いや、断じて私のですけどね……」







〈A.D. 2020/04/15(Wed) 12:10:22 竜りゆう宮ぐう学園学生食堂テラス席〉






「──うっわ、すっげ！　それアーシャちゃんの手作り!?」

「ええ。今週は夜、時間があるから。しばらく両親もいないし手慰みにね」

　勉強以外でも、澪みおから見てアーシャは完璧だった。

　四人の食卓で広げた手料理は、専属の料理人が作ったのかと疑うほど美お味いしそうだった。

「アーシャ……料理、できたノ？　記憶、ナイヨ。いつも、日替わり食べてるジャン」

「ええ。今週、初めて作ったから。やってみれば中々悪くなかったわ」

「これで初めて!?　おいおい、勉強運動家柄容姿に加えて料理までって、神はアーシャちゃんに何個与えんの!?」

「大おお袈げ裟さよ、ジノくん。これでも見えないだけで努力はしたの。……どうしたの、澪みお？」

「……アーシャって、去年までずっと偏食だったんだってね。急にどうして変わったの？」

「あら。澪みおは、もう知ってるくせに。意地悪するのね？」「……それは」

「ん？　なに、二人とも。どしたの？」「何か、内緒、カ？」

「いいえ。ジノくんと杏シン花フアにも、この後事情を話そうと思って。……あ、そろそろかな」

　アーシャが時計を確認すると、魔法のようにぴったりとレイとシゼルが食堂に入ってくる。二人に向かってお弁当を持って、アーシャは尻尾を振る犬のように走った。

「シゼル先生。レイ先生。お昼ご飯ですか？」

「フフ、見ての通りだよ。そんなに走ってきてどうしたの？」

「はい。私お弁当を作ったので、いくつかレイ先生に味見してもらおうと思って」

「で、ですからなぜ私!?　ほら、あそこであなたを待ってるご学友じゃ駄目なんですか!?」

「駄目です。……最近夜は、ちゃんとしたご飯食べてないって澪みおから聞いたもの」

　そんなことを言った覚えは一度もない。それに何て白々しい。

　──誰のせいで、兄上と一緒にご飯を食べられなくなったと思っておる!?

「はい、あーん♪　緑黄色野菜がたっぷりですよ、レイ先生？」

「ま、待った！　分かりました！　私だけでなくシゼル先生も食べるなら良いいですよ！」

「え、ヤダ。ボクおやさい嫌いだもん」

「子どもみたいなこと言ってんじゃない！　お前、梯子はしご外す──むぐっ」

「レイ先生、そのハンバーガー自作ですか？　忙しいのに自炊なんて偉いわ」

「……あ。美お味いしい。いや、これは、先週冷凍してたのを挟んで処理してるだけで」

　がたっと澪みおが反射で立ち上がる。そんなの、残ってたなんて聞いてない。

「……へえ。レイ先生。世の中、ギブアンドテイクですよね？　私のお弁当食べたわよね？」

　アーシャがレイの手からそれを取り上げ、見せつけるようににやっと笑って澪みおを見た。

　澪みおは、衝動的に駆け寄ってしまうのを止められない。「待っ──」

　そしてぱくっと飲まれてしまうのも、止められない。

「ふふ、焦げてる。……でも、美お味いしい。これで放課後まで頑張れそうね」

　なんで。どうして。任務上正しいのに、叫んで邪魔したくなる。

　──それは兄上が、拙者だけに作ってくれたものだったのに！





〈Main Director's Cut / Loop 0-3〉







「──あなたって、本当に真面目なの眼鏡だけよね。バレたら停学よ、煙草たばこ」

「君が密告しなければバレないですよ。ナイトレイの爺じいさんは毎回鋭いですけどねー」

　夕方の特別棟最上階奥の進路指導室（未使用）が、私たちの放課後のたまり場だった。

　窓まど際ぎわに行儀悪く腰掛けて、彼はいつも煙草たばこを吸いながら本を読んでいた。

「……私なんかより、あなたのほうが遥はるかに問題児ね」

「そうですね。悪魔ほど善人の顔をする。……あんまり、私のことを信頼しない方がいい」

　よいしょと一緒に腰掛けた窓縁に、彼は必ず人ひとり分のスペースを煙草たばこを持った手で突きつける。自分から寄ってくるくせに、彼は一定以上の接近を許さなかった。

「……長生き、できないわよ。止やめたら？　煙草」

「人は死ぬ時は死にますよ。できるかどうか分からない長生きを考慮するのはな」

「うわ、クズね。私に言ったくせに、あなた自身は棚に上げるの？」

「人間臭いでしょ？」

「愚かしいって言うのよ、それは。……本当、あなたって変わってる」

「もう上げる棚が一杯だぞ」

「女の子もうひとり分くらい乗るでしょ」

　二人で静かに笑い合う。烏からすが鳴く夕暮れの学園は静かで、世界に二人きりになった気分。

　苦い煙草たばこの匂いを、少しずつ崩れていく彼の敬語を、私はどんどん好ましく思っていく。

「アーシャさん。戯たわむれに一つ、質問していいかな」

「面倒な敬称を今後抜いてくれたら考えなくもないわ」

「……アーシャって、将来何になりたいんだ？」

「何？　本当に進路相談？　……さあね。どうでもいいの、将来なんて。やりたいことなんて何もないから、好き勝手やらせて貰もらってる分、クドリャフカ家のお人形やってるわ」

「でも、タイムマシンの理論をノートに書いてただろ。君は学者さんになりたいんじゃ？」

「ああ……。あれはジョーク。チオチモリンみたいなもの。特に、意味はないわ」

「それはモノだけ見たらだろ？　意味の無いことをあれだけ嫌う君が書いたんだ。そこには、何か特別なものがあるんだって思うだろ？」

「……そんなことを深読みするのは、あなたぐらい」

「そうかなあ。ジノも杏シン花フアさんも俺も、みんな君に興きよう味み津しん々しんだよ。知らぬは君だけだ」

　少し、むっとしたことを覚えてる。無知だと言われたからなのか。

　それとも、あなただけが特別でいてほしかったのかな。

「あなたは、どうなの。進路。将来、どうしたいの？」

「んー……そうだな。俳優は、辞めようと思ってる」

「……なぜ？　映画、好きじゃないの？　あなたはそのために、統とう京きように来たと……」

「見ての通り、暇で売れてないしな。俺は結局、出るより観みるのが好きなんだろ」

「……ふうん。それじゃああなたは、どうして事務所に？」

「とある人の影響、かな。中々抜け出せないよ」

「とある人？」

「お、下校時刻だ。目を付けられる前に帰ろうか」

　切り上げられると、いつも言えなかった。あなたのことがもっと知りたいって。

　もう少し二人で話しましょうよ。帰りにどこか寄りましょうよって、それだけなのに。

　手のひらを返すように変わっていく自分が、恥ずかしくて仕方がなくて。

　私はその日初めて、いつもは喜ばしい金曜日終わりのチャイムが恨めしかった。

「あ。ところでアーシャ、明日暇だったりしないかな？」

　そして一瞬にして、早く明日になれと思ったあの日のことを。

「──一緒に、映画を見に行かないか？」

　人生で最初のデートのお誘いを、私は忘れない。







〈A.D. 2020/04/17(Fri) 19:14:12 レストラン『サイネリア』前〉






「──じゃあアーシャ、また明日ネ」

「ええ、また明日。ジノくん、しっかり駅まで送ってあげてね？」

「分ーかってるってば！　流石さすがに杏シン花フアちゃんでも、この時間に一人歩きはさせらんないしさ。……それにね。おれら、一時雪解け中なんだよね！」

　一週間が終わっていく。澪みお以外の、みんなが笑顔で。

　街灯が照らすファミレス前の分かれ道で、違う駅に向かうジノと杏シン花フアが並んで苦笑した。

「アーシャの、一大事だカラ。喧けん嘩かしてる場合、ナイヨ」

「なんつーかさ。なんやかんやアーシャちゃんと一年付き合いあるけど、こうやって頼って貰もらったことなかったからさ。……なーんか、すげえ嬉うれしいんだよね！　おれらもさ！」

　明日の作戦会議が終わって、みんな一致団結している。澪みおはその中に入れないでいた。

「ワタシ、出来ること、少ないケド。……味方ヨ？」

「褒められたことじゃねーとか知るかって感じだよね！　押せ押せ！」

「……ありがとう。それじゃあ明日に備えて、早く帰りましょうか」

　二人と別れて、澪みおはアーシャと護衛付きの帰り道を歩く。その足取りが、重かった。

「澪みお。今週はありがとう。お陰でたくさんレイ先生と話せて、幸せだった」

「……ううん。別に。澪みおは一度手伝うって言ったこと、やってるだけだから」

　どうして、こんなことになったんだろう。

　土曜日──明日は、レイと彼女の逢あい引びきがある。

　勿もち論ろん表立ってそんなことはできない。立場というものがあるからだ。

　だから、雨あま宮みや兄きよう妹だいが二人で休日に街に繰り出す先々で、『偶然』遊んでいた三人に出会う。そういう茶番を演じるように、アーシャから──そして、レイからも命じられていた。

《宇パラ宙ダイ改ムシ変フト》を防ぐため、アーシャのご意向は絶対だ。

　これで休みの日も任務に奪われた。雨あま宮みや兄きよう妹だいだけの時間なんて、ない。

「……ねえ。アーシャが何考えてるか、澪みお、全然分かんないよ」

　報告できない尖とがった言葉を一つ、アーシャに投げかける。でも、簡単に捌かれた。

「だって、何も考えてないもの。ただ、自分に正直になっただけ」

「……っ」

「人は過去には戻れないから。だったら後悔のないように、せめて素直に伝えなきゃ」

　アーシャは右手で胸のロザリオに手を当てて、左手で腕時計に手を当て瞑めい目もくする。

　祈りを捧ささげる聖女のように美しい彼女が紡つむぐ噓うそは、ちぐはぐで禍まが々まがしい。

「それじゃあね、澪みお。また明日。今日は、レイ先生と一緒に休むのでしょう？」

「……う、うん！　今日だけは、お互いに何も──」

　──ぴこん。

　狙い澄ましたように鳴る澪みおの携帯の通知音は、臓ぞう腑ふを撃ち抜く時の弾丸めいていた。

「澪みお。携帯鳴ったわよ？　……大事な連絡の気がするから、早く見た方がいいんじゃない？」

　くすくすと笑うアーシャに促されて握ったスマホが、鍛えた握力によって軋きしむ。

　もう、音で分かってる。時計通信を取れないときに設定してある偽装音だ。

「……夜。……急な仕事が、入ったみたい」

「やっぱり。遅くから、芸能界って大変なのね。最近澪みおはすごく忙しそうで心配だわ。

　……でも、嬉うれしい悲鳴ってものなのよね？　これは、澪が望んでいたことなんでしょう？」

　胃から正体不明の感情がせり上がってくる。ここで撃ち殺してやろうか、とさえ思う。

　だってこの元凶がいなくなれば、たとえ世界が戦火に吞のまれても、レイと一緒にいられる。

「引き留めてごめんなさい。私のことはいいから、行って？　……時間、ないんでしょう？」

　そんな自分に一番突き刺さる言葉の刃を、アーシャは夜空に人差し指を立てて繰り出した。




「──大人は、契約に厳しいわよ。時間を守らない人間は、現代で生きていけないの」




　魔性の月が、もうすぐ満ちる。アーシャは人差し指で無情にもそう差した。

　声にならない声を上げ、澪みおは夜を駆け逃げ出した。それでも時からは逃れられない。

　与えられたものを、満足に受け取らぬうちに奪われていく。彼女に塗り替えられていく。

　この月が満ちるとき、雨あま宮みや兄きよう妹だいという噓うそは終わる。

　だから、月をもう見ない。耳を塞いで考えない。見なければ、存在しないと同じこと。

　どうしてこんなにも、自分は変わってしまったのだろう。

『──こんなに、綺き麗れい、だったんだな……』

「……兄上が泣いたところなんて、お主は見たことないだろう……っ」

　何と戦っているのか。何に攻められているのか。何を張り合っているのか。

　全てが分からないままに、無情な時は過ぎていった。










Chapter7：メッセージ





〈A.D. 2020/04/17(Fri) 00:00:12 最終要塞『統ジ京パ幻ン想グ』〉



「──そういう訳で、明日の段取りは以上だ。他に何か確認しておきたいことはあるか？」

　澪みおが報告をしてくれていたお陰で仮眠が取れ、レイの頭はばっちり回っていた。

　明日──もう今日になってしまったが、アーシャお誘いのデートがある。これが議題だ。

　満月の夜まで、残り一週間もない。そんな状況下で、不戦地帯の学園外での行動──。

〈レムリア〉や〈アガルタ〉何かを仕掛けてくるなら、まず間違いなくここだろう。

　一日かけての防衛戦になる可能性もある。万全に備えておくべきだ。

　まさか作戦卓で大真面目にデートプランを解説する日が来るなんて思わなかったが、こうなってしまっては仕方がない。

「……そうですね。内容面に関しては特にですが……」

「ん？　何だろう、千チ歳トセ」

「澪みおにも残って聞いて貰もらえば良かったのでは？　捨て犬みたいな顔になって帰ってましたよ」

「捨て犬……？　何言ってる？　後はやっておくって言ったら、やっと帰れると喜んでたぞ」

　澪みおは生徒側でもう聞いてる。ここで待って仮眠を取るより、家で寝て明日に備えて欲しい。

　その方が効率的だろと持ちかけたら、澪みおは異論を挟まず笑って帰っていった。

「もしかして、澪みおの報告に何か気になる点でもあったのか？」

「……いえ。澪みおにはかなり詳細に、主観を排して起こった事実のみ報告してもらいましたが、予知的言動を見せるのみで、彼女の学生生活に何ら不審な点は見受けられませんでした。担任教師にお熱である、ということを除けば、ですが」

「……ああ。気になるのはそれだな。今週は、あまりに平和で都合が良すぎた」

「へ、平和……ですか？　この全員ボロボロな状況が？」

「でも雑ざ魚こに休みの時間が削られただけだ。彼女に本当に敵意があるなら、今頃〈レムリア〉か〈アガルタ〉にあらゆる情報をリークされて終わってる。非戦地帯とはいえ、学園での平和なひとときも有り得なかった。……両組織の、アーシャさんへのアクションも見られない」

　あるいはこちらから観測できないだけで、彼女が自分で捌さばいた後なのかもしれないが。

「そう考えると、彼女の可能性は〈永えい劫ごう〉によって発散ではなく、収束しているのかもな」

「というと？」

「フェルマーの原理、みたいなことだ。上う手まくいかなかった世界も、何か都合の悪いことが起きた世界も、彼女の中にはあったのかもしれない。けれど外側の俺たちからは観測できない。常に、最適な可能性の世界だけが一意に観測されている……と考えれば」

　アレクサンドラ・クドリャフカは、無限回時間を遡り続けているのではない。

　有限回時間を遡り、または平行世界を移動し終わって、最適な世界と行動を決定した後。

「ここは、無限の可能性の中から彼女が選び取った最終ルートを通っている世界だ。だから彼女にとって都合の悪いことは、決して起きない。その『最適』が俺たちにも味方している」

　たとえば、〈レムリア〉の拠点情報がレイ個人に流れてきて、攻撃を仕掛けることができた。〈アガルタ〉へも同様に、澪みおと千チ歳トセに頼んで攻撃を仕掛けることができている。

　戦力も削れて、運良く『二刀』とも未知の強敵とも遭遇はしなかった。どこからともなく情報提供者が現れ、クドリャフカ家が仮面家庭であることも知れている。

　……こんなに夜な夜な疲れさせる意図は、依然と分からないが。しかし。

「一見無駄に見えるが、彼女の行動には全て意味がある。あの恋愛発言もその一環だ」

「え……？　本気で、そう考えているのですか？」

「ああ。恋愛感情がある、という建前は便利だ。色んな過程を一気に省略する口実になる」

　アーシャは、正しい未来へ誘導を出してくれている。明日のデートもその一環だろう。

　どんな有益な情報をくれるだろうか。勿もち論ろん鵜う吞のみは危険だが、今の感じだと期待はできる。

　いつ、〈永えい劫ごう〉を観測したのかという問題か？　それとも未来に何が起こるかか？

　あるいは『過去に遡りたい』というゆらぎが〈永えい劫ごう〉のトリガーのはずなのに、なぜ自分たち雨あま宮みや兄きよう妹だいがそれを引いてしまったのかという問題か──？

　レイがそうして沈思黙考していると、真ん前に座っている千ち歳とせが笑った。「……な、何だ？」

「いえ。何と言うか、レイ様は頭で考える方なのだなと思いまして」

　レイは同じような言葉を、シルバーにもかけられたことを思い出して顔をしかめた。

「そもそもなのですが、一番妥当なパターンが考慮から抜けていませんか？」

「何……？　そんなはずは」

「あの子はあなたに本気で恋している。謎だという〈永えい劫ごう〉のトリガーもこうですよ。あなたとの運命的な邂かい逅こうあるいは再会を果たした彼女は、いわゆる一目惚れを経験し、『この時間よ永遠なれ』あるいは『何度生まれ変わってもこの瞬間を繰り返したい』と思って時計を観みた」

「ありえないな」「なぜ？」

「一ひと目め惚ぼれなんて創作だ。人間は根源的に時間的存在。初見で人を信じるなど、ありえない」

　断言すると、いよいよ千ち歳とせは声を漏らして笑った。「……だから、何なんだって」

「私も、レイ様と時間を積み重ねてきたということなんでしょうね。理解、しました」

　微ほほ笑えむ彼女は左手で眼鏡を上げてから、その人差し指でレイを指す。

「──あなたは澪と出会う前から、彼女のことを知っていた」

　突かれた図星に、苦笑が漏れる。

　見ず知らずの妹に無償の愛を捧ささぐ兄という虚像は、やはり簡単に崩れた。

「……半分正解で、半分ハズレだ。これで勘弁してくれないか？」

「私にそんなこと言ってどうするんですか。レイ様は何と戦っているんです？　……何かは分かりませんけど、勝手に抱え込んで。あなたたちって、本当に血が繫つながってないんですか？」

　繫つながってない。血は。

　千ち歳とせは帰りの身支度を調えながら、慈愛に満ちたような笑みをこちらに向けた。

「私、料理の本を買っているのを知っています。一緒に観みたい映画を、見繕ってるのも」

「……結局、無駄になったけどな」

「無駄じゃない。馬鹿ですね。……あなた次第で、今後はある。違いますか？」

　地下基地からは、夜空に浮かぶ月は見えない。

　けれど心の中にはいつも、宙ぶらりんになっている澪みおとの契約のことが浮かんでいた。

「レイ様。……最終作戦の日は近い。その前までにはどうか、後悔のないようにして下さい」
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　任務終わりに夜の統とう京きようをひとりで歩くのは、随分と久しぶりだった。

　二十六世紀で入り浸った仮想の中とは違い、この時代はどんなに遅くても人が歩いている。

「……勝手に、抱え込んで、か。……ぐうの音も出ないな」

　自分の過去なんて、他に知ることが出来る者はいないのだから、気にする必要はない。

『──あにうえー。ごはん、まだでござるー？』

　それでも何も語らないのが辛つらくなるほど、妹の存在が、日増しに大きくなっていく。

「……時間が経たつのは、早いな。……もう少し、話す時間があったらな」

　少し歩いて、知る人ぞ知る、朝まで営業している小さな名画座に到着した。

　本当は今日、任務がなかったら「付き合ってみないか」と誘うつもりだった。

　下手な料理にダメ出しを食らいながら、一緒にアーシャの愚痴でも言って盛り上がって。

　ちょっと一緒に悪いことしようと、一番思い入れが深い映画の上映に深夜、彼女を誘う。

　それが、忙殺された上に何も話せない今週の、密ひそかな楽しみだったのに。

『──くぁ、あ』

　それが澪みおの欠伸あくび一つで、自分の気持ちなんて簡単にどうでも良くなってしまった。

　少しでも長く、澪みおにゆっくりと眠ってほしいと思った。だから帰って眠って貰もらった。

　気を張って、決して近寄らせてくれなかった彼女が、自分の前で緩んで欠伸あくびをした。

　たったそれだけのことが、なぜか。

「……もう、寝たかな」

　開場待ちまでの時間、シアター近くの椅子に腰掛けて携帯を見る。日付が変わっていた。

『──最終作戦の日は近い。その前までにはどうか、後悔のないようにして下さい』

「…………あっ」

　澪みおの連絡先をぼうっと眺めていると、通話ボタンをタッチしてしまう。

『レ、レイ？　どうしたの……？』

　決して起こすまいと慌てて取り消しの動作をするよりも早く、通話は繫つながった。

「わ、悪い。起こしたかな」

『ううん。今から、寝るところ。……どうしたの？　もしかして、今から仕事？』

　携帯に普通にかけるときは、兄きよう妹だいとして接する。一度注意したらもう直っている。

　こんなに優秀な子はもう、どの時代を探してもいないだろう。

「……いや。家庭に仕事は持ち込まないよ。約束事だろ？」

『…………そう、だね。……言ったことは、守んないとね』

　眠いのか、澪みおの声が小さい。電話は表情までは伝えないところが、不便だ。

「……は、話っていうのは。……だから、家のことだ」

　そこを乗り越えて、勇気を出してわがままを言ってみる。

　まだこの時間を、終わらせないために。

「もし、明日の任務が無事終わったら。……最終作戦後のことを、日曜に話し合わないか？」

『あ、後のこと……？　それって……？』

「……雨あま宮みや家の、今後のことについてだ」

　がたん！　と電話口から大きな音がしてレイは驚く。何事かと耳を離した。

『はい……はいっ!!!　話し合いましょう!!!　拙者、何でも聞きますゆえ!!!』

　静寂の待合場に、澪みおの素の話し声が大音量で響き渡る。衆目が一気に集まった。

「や、やばい、ゲームの音が……！」

　咄とつ嗟さの言い訳ばかり上う手まくなるなと思いつつ、レイは小声になって身を縮める。

「それじゃあ切るぞ。俺は寄り道して帰るから、また明日な」

『はい！　……それでは、また明日。頑張りましょう！』

　──おやすみなさいませ。兄上。

　そう言って、偽装の解けた声と共に電話が切れて、レイは苦笑する。耳がくすぐったい。

「……おやすみ。澪みお」

　祈りを込めて付けた名前を優しく呼ぶ。携帯の電源を切って、マナーに従おうとする。

　──ぴぴぴ。

　そろそろいいかしら？　という魔女の嘲りが、腕時計から聞こえてきたようだった。




「──せ、先生。……偶然ですね？」

　悪魔は、深夜二時でも平気でキャラメルポップコーンを注文するらしい。

　偶然被かぶった名画座の同じ映画、しかもたまたま隣同士の席になったというアーシャの設定に、もはやレイは驚く演技すらできない。隣に座る眼鏡姿の彼女にため息をついた。

　今日ここに来ることは誰にも言っていない。喋しやべるとしたら未来かどこかの自分だろう。

　青臭い可能性の自分が憎いと同時に、やりかねないなという諦念があった。

「この時間にそんなもの食べて。しかも、未成年でレイトショー。……重罪人ですね」

「ふふ。心は大人なので。今夜だけは、見逃してくれませんか？」

「だけってことは、常習犯ですか？」

「はい。私、沢山余罪があるんです。……ただ、誰も見つけてくれないだけで」

　アーシャは眼鏡を上げて、それ以上レイの方は見ず、スクリーンを真まっ直すぐ見つめていた。

　だからレイも、同じように前だけを見て小声で話す。敵意はない、と見た。

「……私から見れば初犯ですからね。では、今夜だけ見逃しましょう」

「わぁい、やった。……ふふ。悪い聖職者さんですね？」

　聖職者、という因果な単語に自嘲する。

　変装用の眼鏡を外して、遠い過去を見つめるように両眼を細めた。「……ああ。全くだ」

　今日はやけに、昔のことが脳裏をよぎる。

　何か言葉を繫つないで振り払おうとしたが、アーシャが片目を瞑つむって、人差し指を唇に立てる。

　シアターが薄暗くなる。静かな駆動音と共に、スクリーンが大きくなっていく。

　静寂が広がるこの愛いとしい時間が懐なつかしく、今だけは全てを忘れようと互いに頷うなずいた。

　映画が始まる。

　仄ほの暗ぐらい闇の中に、過ぎ去りし日々の幻灯が、ゆっくりと映し出されていった──。





〈Main Actor's Making：タイムマシン〉






　昔々の、ある未来。月は吹き飛び既に無く、遡るべき過去も無い。時空の欠片かけらの終末世界。

　自転すら止まった長い午後の中、唯一残った地底世界──『統とう京きよう』に、光は無かった。

　そしてそんな末法でも人は二つに分かれ、性懲りもなく争い続けていた。

『──ゼロ。任務よ。救済を為なしてくれるわね？』

　そのうち片方──虚無への回帰、いわゆる人の滅びを是とする『教団』に拾われた。

　思いはなかった。原始に還かえった無秩序の世で情緒は育たず、自動的に使われた。

　殺しの才能があったらしい。敵対組織の者を、沢山撃ち殺した。

　夜明けを掲げる『組織』の者は皆手て強ごわい。それでも奴やつらに自分は殺せなかった。

　早くこの世を去りたい、終わりたいとの思いが、『教団』随一の執行者として自分を育てる。

『──お前が、ノアだな？』

　ゆえにその出会いは、必然だったのだろう。

　蒼あおと紅の二刀を腰に差し、この闇の世界に明かりを灯ともすように煙草たばこを吹かす、栗くり毛げの男。

『──おうよ。いかにも、オレ様がノアだ。そこなるキッズ、お前は何て言うんだい？』

『組織』の首領──兄と出で逢あったあの十六歳の日を、決して忘れることはない。

『……洗礼名、ゼロ。…………俺に、終わりをくれ……』

　噂うわさに違わぬ腕だった。ギアの二刀の前に銃は通じず、地面に転がされて、笑う。『……殺やれ』

　満足だった。ここで終わるより幸せなことなんてないと、初めて笑えた夜だった。

『んー。やーめ、た！』

　そして初めて、憤いきどおりを感じた夜でもあった。奴やつは笑い、至高の瞬間を取り上げたどころか、

『──オレ様に着いて来いよ。もうどうせ、行くとこなんざねーんだろ？』

　妄言を吐いた。分かった着いていく、とはならない。揉もめに揉もめて、こうなった。

『わーったよ、三年だ。三年オレんとこで勤めたら、褒ほう美びってことで今日の続きだ。いいな？

　……つーわけで、お前には新しい名前を与えねーとなあ──』

　かくして奴やつの弟──レイとしての日々が始まる。期間は、十六歳から十八歳。

　奇くしくも遙はるか昔の学生と同じ期間、任務の他に、兄に課された労役があった。

『──ここが仮想だ。五百年前の統とう京きよう。ここでまず、学べ。馬鹿だから使われんのさ』

　紹介されたライブラリで知識を漁あさり、講義をされれば昼夜を忘れた。

『──はい雑ざ魚こー♪　また死んだ。なんでやられたか、明日までに考えときな？』

　統とう京きよう中を駆け回って、毎日殴り合った。終われば仮想の遊びに付き合わされた。

　そしてそういった日々の終わりに、必ず、朽ちた統ジ京パ幻ン想グのあの劇場に呼び出された。

『それじゃあ、今日も付き合えよ。エンドロールが終わるまで立つんじゃねーぞ？』

　何本も何本も、遙はるか昔の色んな作り話を見せられた。……理解ができなかった。

　実にもならない、生きていく上で必要のないものを、どうしてこいつは俺に課す？

『……なあ、ノア。お前は、何を考えている。なぜ俺に、こんな無駄なことをする？』

　解けない難問に音を上げると、兄は人差し指を立てて唇に当てたまま、にやっと微ほほ笑えむ。

『──意味の無いことなんて、一つもねえんだぜ。レイ』

　本当に、そうだった。過去に戻れないのが口惜しい。今なら全部分かるのに。

　あんなことになるだなんて思いもしなかったんだ、なんて。

　言い訳も、気持ちを伝えることもできないままに、時は過ぎて。

　映画は、終わっていく──。
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「──くぁ、あ」

　シアターを出て受付ロビーに戻ると、アーシャがレイの隣でこれ見よがしに欠伸あくびをする。

　もう夜が明けているどころか昼間で、デートの頭──映画が終わっていた。

「……アーシャさん」

「あら、先生。驚きましたよね。まさか裏切り者が弟だっただなんて。中盤騙だまされたわ」

　詰め寄ると、アーシャはすらすらと台本を暗唱するように感想を言う。

　観ていない、公開初日の映画の感想を。彼女は初めから終わりまでレイの肩で爆睡していた。

「澪みお。お手洗いに行きましょう？」

「……うん、いいよ。杏シン花フアはどうする？」「ワ、ワタシは大丈夫」

　ロザリオを握り、これ見よがしに腕時計を確認してからアーシャは澪みおを連れていこうとする。

　それにどうしても待ったをかけるため、背後から澪みおの肩に手を掛けた。

「な、なあ、澪みお。ちょっと──」




「触らないで」




　ばん、と強くレイの手をはたいて、澪みおはアーシャと共にお手洗いに去っていく。

　痺しびれるような痛みと、何より拒絶を突きつけられ、レイは言葉を失った。

「チャオ、先生！　まさか偶然同じ映画を観に来て隣同士になるなんて」「運命ダネ」

　もうそういう建前はどうでもいい。燃え尽きてしまったボクサーのように、レイはトイレ前のソファに腰を落とす。そしてすがりつくように、私服姿のジノと杏シン花フアに聞いてみた。

「あ、あの……。二人とも、教えてくれませんか？　何で澪みおはあんなに怒ってるんですか!?」

「お、おれらが知るわけないじゃんよー！　ていうかそれこっちが聞きてーんですけど!?」

「先生、何シタ？　家で、喧嘩？」

「し、してませんよ！　むしろ深夜まで上機嫌だったんです！　それがどうして……!?」

　昨晩アーシャを送り届けて、帰って仮眠を取って起きて、リビングでおはようと言った。

　舌打ちしか返ってこなかった。そして今に至る。助けてくれ。

「何で怒ってるって聞いたら、怒ってないって言って更に怒るし……っ」

「オウ……。先生、受け攻め色々あるケド、それ一番悪手ヨ」

「しょーがないなあー。せっかくの遊びなんだし、おれらがそれとなく聞き出しとくよ。そん代わり先生は今日、アーシャちゃんの相手しといてね？」

「わ、分かりました……。お手数かけます……」

　まさかこれも、自分が知らないだけで生徒たちの作戦なのだろうか。

　でもそれならなぜ、澪みおはこちらに報告しない？　全くもって意味が不明だ。

　もう一度、素直に聞くしかない。レイはアーシャと戻ってきた澪みおに、再度声をかける。

「み、澪みお……。昼ご飯の前に、少しだけ話したいことがあるんだけど、いいか？」

「へー、そう！　……澪みおは、あなたと話したいことなんて、一切、ありません」

　舌打ちと凍り付いた表情に会話はぶった切られて、それ以上とりつく島もない。

　出会った頃の澪みおに戻ったどころか、より酷ひどくなっている。

　たった数時間でこんなに人を変えられる魔女にひとり、心当たりがあった。

「──ふふ。大変ですね、お兄ちゃん？」

　昨日の夜の態度は全て演技だといわんばかりに、くすくすと彼女は隣で微ほほ笑えんでいた。

　──お前が！　絶対！　何かしたんだろうが！

「ねえ、先生。こうして遊んでいると、『学生時代』を思い出したりしませんか？」

　こんどは澪みおでなく自分に、彼女の追憶が語られる。

「そんな暇ないくらい、現い在ま困ってるんですよっ！」

　くそ──こうなったら今日は、アーシャと澪みおを同時に捌いてやるしかない！










Chapter8：ラッシュ・アワー！





〈Main Director's Cut / Loop 0-4〉




　絶対に、許さない。絶対に絶対に絶対に許さない。

　何でそんなに怒ってるんだって？　知るかこの馬鹿。そんなの私にも分からない！

「あ、あのー。ごめんアーシャちゃん。そろそろ機嫌直してくれると嬉うれしいんだけど……」

　初めて来たボーリング場で、ジノくんが隣の椅子に座ってボールを抱えて苦笑している。

　こんなの、聞いてない。何で彼らも一緒なの？

　別に二人きりじゃないと困るわけじゃないけど。断じてそんな訳じゃ無いけど。

　屋や敷しきをひっくり返して洋服悩んでコンタクトにして、護衛まで外したのが馬鹿みたい！

「……別に、何でもないわ。午前見た映画が気に入らなかっただけよ。アンフェアだし」

「そ、そう？　おれは好きだったけどね！　あのどんでん返し！　まあ二回観みたいとは──」

　──がごーん！

【ダブルストライク！】

「おっ、二連続。やりましたよ杏シン花フアさん！」

「オウ……。やるネ、レイ。ワタシも、自信あったノニ。負けるヨ」

　ストライクの三角が沢山並んでいるスコアの前で、二人がハイタッチする。

　杏シン花フアも柄じゃ無いのに、彼に引っ張られて手を合わせる。照れくさそうに眼鏡を上げてた。

　ちっ、と舌打ちを鳴らす。……私じゃなくてジノくんが。凄すごく、彼らしくなかった。

「いらつくよねー、あいつ。何でも出来やがってさ」

「……意外。根明のあなたでもそんなことを思うのね」

「はは、でもって何だよー。おれだって普通の高校生でさ。そりゃあ妬やくぐらいもするって。でもおれからすれば、アーシャちゃんがこんな風にぷりぷりしてるほうが意外だけどね」

「怒ってないって言ってるでしょう。しつこいわね」

「ははっ、ごめんよ。でもさーマジ、好きな奴やつとは喧けん嘩かしないほうがいいぜ？」

「……そういうのじゃない。それにあなただって、毎日杏シン花フアとやりあっているじゃない」

「好きな奴やつと、って言ったでしょ。おれと杏シン花フアちゃんは水と油だけど、そっちは違うじゃん？　……ほんとに、ある日突然壊れるから。なんであんなことした、って一生引きずるよ」

　私はあの日まで、当然のことを知らなかった。

　世界にはレイくん以外にも、ちゃんとものを考えてる男の子がいるんだってこと。

「アーシャ、試合放棄か？　では我々の勝ちということで」「ジュース、奢おごれヨ」

　でもやっぱり、他はいてもあなたに煽あおられると死ぬほどいらつく！

　ふいっと無視してボールを持つ。本より重たいものを持つと、歩くのが辛つらい。

「こんなもの……計算通りの入射角と速度で転がしてやるだけでいいのよッ！」

　渾こん身しんの一投がレーンを転がる。私は結果を確信して後ろを振り返った。

【ガター！】

「……君、ミス机上の空論を名乗っていいぞ。なあ、本当に教えてあげようか？」

「う……うるさい！　うるさいこの馬鹿！　覚えてなさいよ！　これは初めてだから！　私が何回か練習したら、あなたなんて絶対腰抜かすに決まってるんだからっ！」
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　──がごーん！

【ターキー！】

「やった！　これで三連続よっ、レイ先生！」

　人間、凄すごすぎるものを見ると言葉を失う。フォームが洗練されすぎてて腰を抜かしそうだ。

　乾いた笑いと共にハイタッチの両手を差し出すと、アーシャは手を合わせたあとにぬるりと指の間に指を絡からませてきてぎゅっと握った。「ちょっと!?　やめなさい！」

「えへ、手が滑っちゃった。けれど同じチームなんだからこれぐらい良いいじゃない♪」

　チーム分けはレイとアーシャ、それから他三人という構成だ。この時点でもう計画と違う。

[image: ]

　元々は澪みおと二人で彼女を挟み、聞きたいことを詰めていく予定だったのに──。

　ちっ、と澪みおの巨大な舌打ちが隣のレーンから聞こえてくる。禍々しい視線で睨にらんできた後、澪みおが力任せにボールを転がした！

　──がっこん！

【ガター！】

「ぬぁあああ──っ!?　このっ……鉛玉の分際で不ふ如によ意いなぁっ！　成敗してくれようか!?」

「み、澪みおちゃん？　何かキャラ変わってない!?」

「お、落ち着いテ。二対三ヨ。ワタシとジノの分、平均足せば、勝てるヨ！」

　ジノと杏シン花フアが力を合わせて介護するなんて、奇跡に近い光景だ。

　万能の澪みおが、これしきの遊びに手こずるほうが個人的には理解できない……が。

　──よし。ここでリカバリだ。

「教えるよ。初めてなんだから上う手まくいかなくて当たり前だろ？」

　新しい球を持って背後から笑いかけると、びくっと澪みおの猫耳帽子が震える。

　振り向いた彼女に先程のような怒気はなくて、深く被かぶった帽子のつばを摑つかんで──。

「──ええ。今週、初めてやったわ。この程度、誰かに教わるほどでもないわよ」

　なぜか少し張られたアーシャの声に負けないように、激しい動作で取り払った。

「うるさい！　余計なお世話だから！　澪みおのこと馬鹿にしてるの!?」

「だ、だけど数秒聞くだけで出来るようになるんだ。澪みおなら──」

「元々、敵でしょ!?　頼んでもないのに、毎回要らないこと教えてこないで。本っ当迷惑！」

　慣れていたはずの拒絶の言葉が、重く感じて動けなくなる。

　──今でもまだ、そんな風に……。

「大体ねえ、こ、これぐらい……もう澪みおはこつ摑つかんだんだからっ！　貸して！」

「あっ、馬鹿止めろ！　これは凄すごく曲がりやすいボールで──」

　──がっこん！

【ガター！】

「うぬぅううう───────っ!?　もうぼーりんぐ嫌いっ！　次ぃい！」





〈Main Director's Cut / Loop 0-5〉







　そもそも不得意な運動で勝負を挑むのが間違ってた。あれは夢。

　私は、今度は杏シン花フアと女子チームを組んで、クイズゲームの筐きよう体たいに並んで腰掛けていた。

【問題：第十五──】

　速攻で「ぴぼん！」と回答ボタンを押して答えを入力。また正解して完封は続く。

「おぉい、めちゃくちゃじゃんよー!?　こんなのゲームにすらなってなくない!?」

「ふん。思い知ったかしら？　今のうちに負けを認めるなら、土下座はナシでもいいわよ」

　椅子に立って、筐きよう体たいの上から向かいの男子チームを煽あおってやる。

　でも思惑通りに目を白黒させていたのはジノくんだけ。奴やつは肩をすくめて笑ってた。

「君、ネットに上がってる問題全部暗記したな？　カンニングだぞ」

「ハッ、勝てば良かろうなのよ！　悔しかったらあなたも同じ手を使うことね！」

「……なるほどな。確かにハメ技はハメられる方が悪い。古文書にもそう書いてあった」

　何言ってるんだろう。本当死ねばいいのにと毒づきながら座ると、今度は隣で杏シン花フアが笑った。

「口、悪いナ。もう少し、大人なれヨー」

「……あなたがそれを言うの？　いつもジノくんに毒舌振るっているくせに」

「アレ、別枠。ワタシら、普段から最低。でもアーシャとレイくん、違うヨ？」

「……同じようなこと、ジノくんにも言われたわ」

「真的假的……。去死吧你」

　酷ひどい脊髄反射に、私は問題を解きながら失笑してしまう。何て勝手な女だろうって。

　それから自分だって、こう見えているのかなと思うと、なんだか複雑だった。

「いいナー、アーシャ。全部喋しやべれる人がいて。ワタシ、誰も同じ世界の人、いないヨ？」

　杏シン花フアは統とう京きようのサブカルが好きな子で、基本的に引きこもりで一人が好きだ。

　自分にとって学問がそうであるだけで、この子も同じ穴の狢むじななのだと、今更気付いた。

「……別に。……大事にしなきゃってことぐらい、……分かってるわよ……」

　だから私は、この初めての同性の友人に、ついぽろっと口を割ってしまった。

　杏シン花フアはにやっと笑い、肘で脇腹を突きながら聞いてくる。

「[image: ][image: ][image: ]你[image: ]得零怎么[image: ]？　你喜[image: ]他？」

「……不知道。真的不知道。……但是我[image: ]得他是[image: ]我特[image: ]的人」

　彼に聞こえないように、ナイショで束つかの間まの女子トーク。中身は今でも秘密のまま。

　今思うと、とても幸せな時間だった。この後自分ですぐ終わらせちゃうけど。

「ハッ、レイくん。マッチポイントよ。大口叩たたいてたけど土下座の準備はできたのかしら？」

「……そうだな。それじゃあ、そろそろどんでん返しの時間といくか？」

【問題：】

　──ぴぼん！

　一文字も出されていないのに、彼の回答が冷酷に紡つむがれて花丸がついた。

　私は意味が分からなさすぎて、立ち上がってまた彼に弾劾の指先を向けた。

「お……おかしいでしょう!?　ありえない！　何で文字が出てないのに答えられるのよ!?」

「あのな、アーシャ。このゲーム結構なクソゲーで、ローカル対戦だと問題の出題パターンが実は固定化してるんだ。君が沢山答えてくれたから、もう乱数は特定済み」

　彼が今度はモニターすら見ないで回答して正解し、私ににこっと笑いかける。

「必ず勝ちたいゲームでは、奥の手を最後まで隠して泳がせる。勉強になったか？」

「あ、あ…………あなたなんて、大っっっ嫌い！」

　こうなったら仕方ない。次にやるときは、手段を選ばないことにする。
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【問題：第十五代将軍が大政奉還を受理しなかったことで起きた決戦の場所は？】

　統とう京きよう史しだって教えているレイは笑顔で頷うなずき、向こうの生徒三人チームに回答権を譲った。

【ザンネン！　不正解！】

「オウ……。澪みお、駄目ジャン」

「時代劇出てたんじゃなかったのー!?　ていうか本職相手に社会科ジャンルは無謀じゃ……」

「うるさい！　いけるもん！　戦国とか……忍者が出てきたら勝てるもん！」

　向こうチームがアホ過ぎて本当に悲しい。そこまで授業はつまらなかっただろうか。

「お見事ですね、レイ先生。見てて、すっごく気持ちが良いいわ」

「……教師なんだから当然です。というか、アーシャさんが答えてくれませんか？」

「駄目です。そもそも先生の良いいところが見たいだけなんだもの」

　そう言ってアーシャは、さっきから一問も答えない。回答を譲っても素通しだ。

「なら、チーム分けがおかしくありませんか？　アーシャさんが向こうなら、競ったのに」

「いいの、もう。レイ先生との対戦は。どうせ勝てないなら抱き込むのが良いいと思って」

「……大人ですね、君は」

　一定数答えて、回答パターンが決定する。向こうで答えているのは澪みおだろう。

　あの子は全力を好む。それぐらいには澪みおを知っているので、容赦なく圧倒を開始した。

『──ざけるなノアぁ！　こんなものゲームにすらなってないだろ!?』

『──へっへー。ハメ技にも技術は要んだよ。ハメられちまうお前がそもそも悪い』

　反面教師との思い出が脳裏をよぎって、不意に口元が緩む。

「でも、最近思います。結局人間なんて、十代の頃から何も変わらないって」

「レイ先生。……今、凄く良いことを言ったので、それを覚えててもらっていいですか？」

　モニターをタッチしている腕をとんとん叩たたかれ、私の眼めを見てと促された。

「人は簡単に変わらないわ。何千、何万年経たったって、根っこの部分は変わることがないの。何か、特別大きな事件にでも遭遇しないと」

「…………アーシャさん。それは、どういう意味ですか？」

「言葉通りに受け取ってください。今の私には、これ以上言えないので」

　間違いない。彼女は今、こちらに何らかのヒントを与えようとしている。

　この瞬間のために今日はあった。レイは持って来た質問から、最適なものを吟味し、

「──ねえ、早く次選んでよ！　そっちが勝ったんでしょ!?　いつまで二人で喋しやべってんの!?」

　アーシャに聞く前に、筐きよう体たいの上から飛んで来たヤジに有う耶や無む耶やにされる。舌打ちを堪えた。

「……澪みお。お前、何考えてるんだ？」

「何考えてるんだはそっちでしょ！　こんな勝ち方……どうして澪みおに意地悪するの!?」

　──そうしないとお前がいつも拗すねるから、気を遣ってそうしたんだろ。

　そう言い返したくなる気持ちをぐっと堪えて、レイは眼鏡を外して澪みおを睨にらんだ。

「お前がそれを、俺に言うのか？」

「……っ」

「もう一度聞く。……何、考えてるんだ？」

　どうして機嫌が悪いのか知らない。けれども任務妨害までくると、限度を越えている。

　何か意図があってのことなら相談次第でなんとかなる。それとなく、伝えて欲しい。

「な……何も、考えてないよ！　好きにやってるだけじゃん！　何が悪いの!?」

　頭の後ろ側で、火花が散るような激しい感覚があった。

　善意で渡した最さい後ご通つう牒ちようが蹴られて、穏やかではいられない。「……お、まえ──」

『──レイ』

　激して切れそうになる最後の一線を、兄との記憶が食い止める。

　ノアはからかうことはあっても、決して弟に怒鳴ったりはしなかった。

「……アーシャさん。少し煙草たばこを吸ってくるので、後は一掃よろしくお願いします」

「えっ」

　すぐにゲーセンを出る。エレベータに乗って屋上の喫煙所に行き、煙草たばこに火を点つけた。

「……何なんだ。……何も考えたくなくなるほど、俺が嫌いか」

　それすらも、言ってくれなければ何も分からない。先行きは真っ暗で。

　そして深い絶望を吐き出す統とう京きようの空も、何の成果もないまま真っ暗になっていった。





〈Main Director's Cut / Loop 0-6〉







　今日一日、私は何をやってたんだろう。

　とうとう帰る時間が近くなって、私はＵＦＯキャッチャーの前でひとりため息をついた。

「ははっ、杏シン花フアちゃん大丈夫ー？　オタクはゲーム得意（笑）じゃなかったんだっけ？」

「うるさいヨ。お前モ、ボーリング下手だったロ！」

　また二人は台パンしながら喧けん嘩かしてる。杏シン花フア、その灰皿本当に投げていいやつ？

　今日一日喧けん嘩かはしてなかったはずなのに、突然何でだろうと問題を解くみたいに考える。

「……ああ、そうか。二人きりが駄目。誰かを間に挟めばそれなりに仲が良いい、と」

　早く回ってくれる自分の頭は、わりと好き。というか自分のことしか、好きじゃなかった。

「ふふ。川渡り問題みたいね。……次一緒に遊ぶなら、覚えておこうかな……」

　だから、戸惑っている。こんな風に、他人を許容し始めている自分がいることに。

「……何、狙ってるんだ？」

　キャッチャーのガラスに頭をぶつけてへこむ私に、後ろから優しい声がかかる。

　ガラスに映り込む彼の情けない顔が私そっくりで、ついに私は失笑してしまった。

「あの、にゃんこ。……だけど全然駄目ね」

　アームが、虚無を摑つかんでこっちに戻ってくる。ミス机上の空論らしい終わりだと思った。

「……知らなかった。私ってこんなに、出来ないことだらけだったのね」

　黒い憑つきものが落ちていくのが分かる。素直な言葉を出すと、心地が良かった。

「レイくん。分からないことがあるから、教えてほしいの」

「……うん。俺の分かることだったら」

「あのにゃんこは、取れるの？　私はまんまと汚い罠わなに嵌はまったのかしら」

「取れるよ。ただ、ああいう大きいのは一回じゃ上う手まくいかない。何回も何回も試して、少しずつ動かしていって落とすんだ。まあ、ざっと見積もって十回くらいかな」

「……そんなにかかるのなら、もう買えば良くないかしら？」

「確かに俺もそう思う。けどまあ、君の前で見せられるなら、別にいいかな」

　そう言って彼は苦笑して、私の隣に立ってコインを入れる。

　彼がゆっくりと動き出したアームを見つめている間は、こっちを見られない。

　チャンスだ。ずっと願っていた二人きりの時間に、一番聞きたかったことを聞いてみる。

「あなたって、お人ひと好よしよね。どうして私のこと、怒らないの？」

「怒る？　なぜ？　そんなことする理由がないよ」

「噓うそよ。どうして嫌わないの？　……アナも、あなたも。私は、嫌われて当然のクズなのに」

「アナっていうのは、君が前言ってた双子の妹さん……か？」

「ええ。……アナスタシア・クドリャフカはね。……酷ひどいことをして、私が殺したの」

　過激な言葉をあえて使う。彼の反応を、どうしても見てみたかった。

「そうか。君がそう言うなら、本当なんだろうな」

　全然、動じなかった。少なくとも私の目からは、そう映った。

「……不謹慎で無意味な冗談だとは、思わないの？」

「そういうの、嫌いだろ。それに無理だ。君はすぐ顔に出る。噓うそをつく才能がない」

　そこまで言わなくたっていいじゃない、と思う。自覚はしてるけれど。

　いつかは彼だって翻弄するぐらいになって、今度は対等な立場で遊んでみたい。……だから。

「ねえ、レイくん。私、あなたにお願いがあるの。一世一代の、お願い」

「分かった。無条件で聞くよ」

「それは私が、アレクサンドラ・クドリャフカという記号を持って生まれているから？」

　彼の動かすアームが、初めて空を切る。計画通りの動揺が釣れて、ちょっと嬉うれしい。

「見くびらないで。こう見えて、小さな頃から沢山の噓うそをつく大人を相手にしてきたのよ？

　……あの頃はアナが生きていたから、負担は二分の一だったけれど」

「……何のことだか、としか言えないよ」

　真実がいつも、人を救うとは限らない。

　たとえば、彼ほど何でもできて誰とでも付き合える男が、こんな女に近づく理由とか。

　私には皆目見当も付かないけれど、知らないほうがいいことなんだろう。

「うん。言わなくていい。……あなたのついてくれる噓うそが、私は嬉うれしいから」

「……アーシャ」

「いつも、わがままばかり言ってごめんなさい。それから、今日のことも。……でも、最後にもう一つだけ我わが儘ままを聞いてほしい。クドリャフカ家の娘としてじゃなくて、アーシャとして」

　人間は、我わが儘ままだ。彼がいてくれるだけで十分なのに、知ればその先が欲しくなる。

　この噓うそが本当になればいいのにと、そう願わずにはいられない。

「今度、私の懺ざん悔げを聞いてほしい。……私には、あなたに隠している汚い過去が沢山あるの。それを明かさずして、私はあなたと一緒にいられない。噓うそでも、友達って言えないの」

　きっと軽蔑される。こうした時間も、二度と訪れないかもしれない。

　それでも私は、私なんかのために身を砕いてくれた貴方あなたの前では、噓うそをつきたくない。

「雨あま宮みや零れいくん。……友人ごっこの終わりに、付き合ってくれる？」

　勇気を出して頭を下げてみると、がこんと大きな音がする。

　にゃんこのぬいぐるみが落ちた音だった。「あ。すごい！」

「あげないけどな。これは俺が持って帰る。寂しい一人暮らしに彩いろどりを与えてくれるだろ」

「……え？」

「機嫌取るためにあげるつもりだったんだけどな。止やめたよ。アホらしい」

　屈かがんで景品口からぬいぐるみを手に取って、彼は立ち上がり──微ほほ笑えんだ。

「ずるい女だ。自分だけ気持ち良くなろうとして。こっちも、言えないことだらけなのに」

「ご、ごめん……なさい……」

「……素直に謝るし。そういう相手が一番苦手なんだよ。騙だましてて辛つらくなってくるからな」

　彼が眼鏡を外して、胸ポケットにかける。

　どきんと心臓が止まりそうなくらい、彼の素顔は格好良くて。

「そのお願い、聞くよ。でも条件がある。俺だけ聞くなんて、アンフェアだろ？」

「……そうね」

　胸の奥が静かになっていく。泉のように気持ちが溢あふれていく。

「──この後、二人で抜け出そうか。俺の秘密にも、付き合ってくれよ」

　私と零れいくんの友人ごっこが、終わっていく──。
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　──拙者は今日一日、なんということをしてしまったのだろう。

「オウ……！　美お味いしそうネ……」

「本当にね。来れて良かったわ。レイ先生とジノくんも、来たら良かったのにね」

　鉄板がじゅうっと弾はじけ、芳かんばしい香りを漂わせて席に運ばれてくるハンバーグは三つだけ。

　自分が散々当たり散らした兄の姿は、なかった。「……っ」

　澪みおはレイから贈って貰もらった腕時計を押さえながら、壊れんばかりに携帯を握りしめる。

　澪みおの心を千々に乱した原因は、ただ一つ。

『見て見て。泣いてる』

　アーシャから深夜に送られてきた、レイの一枚の写真だった。

　画面の中で、レイは薄暗い劇場の中で感極まって動けず、滂ぼう沱だと涙を流して泣いていた。

　どうやってそれを撮ったのかは知らない。けれど、客観的な事実は決して揺らがない。

　二人は内緒で深夜にお出かけして、アーシャはレイの涙を見たのだ。

　それだけは決して奪えないだろうと大事に抱いていた思い出も、彼女は上書きしていった。

「澪みお。食べないの？」「冷めるヨ？」

　切り分けるハンバーグは形も盛り付けも綺き麗れいで、間違っても焦げてなんかいない。

　大好物が一番の形になって運ばれてきた。なのに、全く食欲がそそられない。

「今日、楽しかったわね。一日笑いっぱなしだったわ」

「ウン。……ワタシも、一日喧けん嘩かしないで、済んだヨ」

　──どこが？　あんな風に兄上に当たりたくなんてなかった！

「それに、たまには運動も良いいものね。凄すごくすっきりしたわ」

「クイズ、わざと負けてたの意外。アーシャ、理系で澪みおに負けて笑ったネ」

　──本当は兄上と一緒の組が良かった。あんなお情けの勝利なんて、いらない！

「でもそのお陰で、欲しいもの取ってもらえたじゃない？」

「ン……。ジノが取ったのが、癪しやくだけどナ」

　モノに罪はないから、と杏シン花フアはＵＦＯキャッチャーで取ってもらった、安物のペンダントを持ち上げる。

　そしてアーシャも、一人で座った自分の席の右隣に、大きな猫のぬいぐるみを置いていた。

　あれは二人きりで何か大事そうな話をしながら、レイに取って貰もらっていたものだ。

　邪魔はできなかった。あれ以上、彼に嫌われたくない。

　だから耳を塞いで、一人で違う筐きよう体たいに挑んだけれど、乱れた心では全く狙いが取れなくて。

『何、狙ってるんだ？　……欲しいものがあるなら、取るよ』

　泣きたくなっていたところにかかったレイの声に、本当に救われた。

　謝ろうと思って振り返る。レイの隣に、猫のぬいぐるみを抱くアーシャがいた。

『……別に、欲しいものなんかない。余計なお世話』

　それを見た瞬間、ざわっと胃の中で何かが蠢うごめいてしまうのだ。

『……そうか。……澪みおは、一人でやるのが好きだもんな。……ごめんな』

『あら。じゃあ先生、代わりに私にあのわんこを取ってくれますか？』

　今、アーシャの左隣には大きな犬のぬいぐるみも置いてある。

　とうとう、持っていないものまで奪われた。兄上には、最後まで謝れなかった。

　震える手で、澪みおはお店のハンバーグを口に運ぶ。

　美お味いしくない。味がしない。こんなものが、ずっと食べたかったわけじゃない。

「……楽しかったわ。生きてて、一番。……時間が、止まればいいのにって……私は……」

　今更になって気付いた。好きだったのは物じゃなく、あの時間だったということに。

『──食えたなら、良かったよ』

　一緒に食卓を囲んだ、あの人が笑う顔だったということに──。




「……ぅ、……く、っ、……う、うっ、く──────ひっ、……うっ────」




　笑顔の仮面が割れて流れ出した涙が、鉄板の上に落ちて蒸発していく。

「ア、アーシャ……どうした、ノ？」

「……何で？　……どうして、アーシャが、泣いてるの!?」

　泣きたいのはこっちの方だ。何を考えてこんなことをするんだと、肩を揺さぶって問い詰めてやりたい。けれど隣には杏シン花フアがいるし、誰が見ているのか分からない。

「……ぅ、……く、…………ひっ、……い、や…………いや…………」

　いつも、何も分からない。

　アーシャが流すこの涙が、表情が、感情が、果たして真実なのかどうか。

「……おわり、たくない。……私の、せい、なのに……………。あし、……あした──」

　──明日なんて、来なければいいのに。

　そう言って嗚お咽えつする未来に何が待っているのか、彼女以外には知る由よしもなかった。
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　お手上げだった。

　澪みおの真意も摑つかめないまま、レイはずっとゲーセンに残って格闘ゲームを続けている。

　本当は家か基地に帰って仕事の山を崩すか、連日の疲れを取るか。

　あるいは無理を言ってアーシャに帯同するか、というのが順当だが。「……はあ」

　何もやる気が起きない。澪みおに任せて職務放棄なんて、エージェント失格だ。

『──アーシャと一緒に本当に美お味いしいハンバーグ食べてくるから。ついて来ないで』

「……笑える。事実を指摘されただけだろ」

　今までは何でもなかった妹の言葉が、心に刺さった棘とげとなり、不思議と抜けてくれない。

　鬱憤を込めたコマンドを、ガッと入力してやった。

【──ＫＯ！】

「うひー!?　先生強すぎねえ!?　おれ一回もまともに触れないんだけど！」

　しっかり生徒のジノにも当たり散らすところも含めて、大人になりきれない。

　ため息を大きくついて、レバーとボタンから手を離して立ち上がり、台の上から彼を見る。

「昔、よく遊んだので。それより、君も一緒に行かなくて良かったんですか？」

「はは、行かない行かない。女子同士の話ってのがあるじゃん。家にメシあるって言ってたの、あれ噓うそだから」

「……君は一人暮らしでしたもんね」

「おっ、分かって黙ってくれてたんだ。つーかまあ、それも作戦なんだけどね」

「作戦？」

「先生さあ、アーシャちゃんのことどういう目で見てんの？」

　格闘ゲームコーナーという、ゲーセンの中でも特に陰な場所でも彼の笑顔は真っ白で明るい。筐きよう体たいに頰ほお杖づえを突いて、彼はいつものように目を見て話してきた。

「もちろん、大事な生徒のひとりですよ。君と同じね」

「えーマジ!?　照れんねー！　……ってごまかすのは無理ない？　あの子と偶然会いましたねも何回続くんだよって話じゃん。おれ、先生はそこまで馬鹿じゃねーって思ってるよ？」

「……まあ、そうですけどね。大人は答えられないんですよ。今言ったことが全てです」

「まー、だよね。でもさ、もうここまで遊んでるんだから今更じゃん？　おれもスパイとして送り込まれたからには、『何も話してくれませんでした』なんておめおめ帰れない立場なワケ」

「……なるほど。君も大変なんですね」

「大変だよホント。言えるわけねーじゃん？　……ホントは、望まぬ作戦です、なんてさ？」

　少し低くなった彼の声音に、レイは目を丸くする。

　言っちまった、と彼は片目を瞑つむって舌を出した。

「先生、賭けしねえ？　あと一本だけ対戦してさ、おれが勝ったらこの後十代しゃべり場に付き合ってよ。アーシャちゃんのことどう見てるか。ここだけの話でいいからさー？」

「……参ったな。私、『ここだけの話』ほど信頼してないものはないんですよ」

「じゃあ、男同士の話ってことでさ。おれも、納得したいんだよ」

「……勝てたらね。悪いけど私は、妹が帰るまでには帰っておきたいから」

　あのまま天あまの岩いわ戸とにまた閉じこもられてしまったら、最後の話し合いができない。

　これだけ拒否をされてもなお、澪みおと兄きよう妹だいを続けたい気持ちは消えなかった。

　レイは話すのを止やめて筐きよう体たいの椅子に腰掛け、戦うキャラを即決する。

　しかしジノの選択枠は、未選択のまま同じ場所で点滅を続けていた。

「……ヴァレンティーノくん？」

「なあ、先生。おれさあ、今日人生で一番楽しかったよ。多分死ぬ前に思い出すレベル」

　彼が、隠しコマンドを入力する。

　レイが見たこともない、強力なキャラが選択された。

「──それだけは、噓うそじゃなかったんだ」
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　完璧に相手のほうが一枚上手だった、ということになる。

　レイはアキバの雑居ビルの屋上で煙草たばこを吸いながら、左手をポケットの中の鍵にかけた。

　アキバは、新旧合一をテーマとする伝統都市『千ち夜よ田だ』の中でも特に雑多な都市だ。

　巨大な一本の大通りに立ち並ぶ電気屋街はいつも煌きらびやかで、数多あまたのサブカルショップが幅を利きかせて建ち並ぶ。ビル広告は二次元キャラが堂々と飾っているし、メイドさんたちが笑顔で外貨を稼ぐ。明るいエネルギッシュな街だ。

　一方で、アキバは大通りから一本外れたら、怪しい漢字の電飾看板が並ぶ陰の街となる。

　迷路のような細い路地に、ブロックを互い違いに敷き詰めたような四角い雑居ビルが林立している。いくつもの窓に灯ともるオレンジやブルーの光は仄ほの暗ぐらく退廃的で、かと思えば看板のピンクの光がきつくて直視するのが辛つらい。ジャンクショップの陰で、ことによればハーブの売買も行われるとの噂うわさだが──普通の人間は、そんな裏の街に用はない。

「……ここは正直、杏シン花フアさんが大好きな街だと思っていたんですけどね。私も見る目がない」

　煙草たばこを街に投げ捨て、レイは伊だ達て眼鏡を親指と中指で上げて振り返る。

　ニュルンベルクのマイスタージンガーを口笛で吹いている、一人の男に問いかけた。

「そっちが素なんですか？　ジノ・ヴァレンティーノくん」




「──見て、分かること喋しやべらせんな。面倒臭え。……あんた、その眼鏡度あってんのか？」




　お前が言うなよ、と、暗闇に光るゴーグルをかけた彼に言いたくなる。

　排気ガスのように淀んだ声は、ぼそぼそしていて聞き取りづらい。

　整髪料を取り去った髪の毛はぼさっとしていて、着替え直した私服はこの都市でよく見る人たちのように真っ黒だ。しかも、迷彩光を纏まとえるラインが入っている。

「……全然、気が付かなかった。君がそっちの世界の住人なんて」

　連れてこられた屋上で、一足では跳べない距離を突きつけられた。

　彼はゴーグルの蔓つるを上げながら、決して目を合わせないまま、唇を歪ゆがませて笑う。

「ハイペリオンに、しおり挟めば良かったか？　……あいにく宇宙人の方じゃねぇけどな」

「すみませんが、専門用語で喋しやべられても分かりませんよ。ところで、相談とは？」

「言ってるだろ。あんたがあの爆弾女をどういう目で見てるのか、知りたい」

　ポケットからモノを取り出して原寸大に変換し、ジノは昏くらく微ほほ笑えむ。

「じゃあ、死んで、ってな」

　レムリア製の電シヨ撃ツク銃ガンから、丸腰のレイに一条の光弾が放たれていった。
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Chapter9：オタクに恋は難しい
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　祈るような気持ちで、日常を終わらせる引き金を引いた。

　悪魔に唆そそのかされたロシアンルーレットをもしも外せば、次は自分の頭を撃ち抜く覚悟で。

　──ざきん。

　果たして斬撃の福音は、ジノの前で過程を吹き飛ばして鳴ってくれた。

「……めちゃくちゃするな。俺が民間人だったらどうしてた？」

　瞬またたきせずにずっと見ていた。なのにトリガーを引いた瞬間、コマが飛んだアニメみたいに、抜き身となった刀を担ぐレイが立っていた。二月末の神しん宿じゆく事変の映像で検証した通りだ。

　ビルの壁を背にしていたお陰か、奴やつは背後には回ってこなかった。

　──まぁ、良いだろ？　運良くカタギじゃなかったんだし。

「ちゃんとリークした奴やつがいるに決まってんだろ？　恨みに、心アタリはねーのかよ」

「さあな。家に帰ってから考えるさ」

　動揺しない。情報は抜けない。分かっていたが、口を滑らせるような次元の相手ではない。

　雰囲気で分かる。この男は、組織が擁する『二刀』と全く同格の化物だ。

「閏うるう日びは、うちのがお世話になったな。……〈アガルタ〉のサムライ先生？」

　ジノが、胸ポケットから緑のペンを抜く。

　すると呼応するように、季節外れの凩こがらしが雑居ビル群に吹き付けた。

「……？　〈アガルタ〉？　待て、話が──」

　空いたもう片方の手で、後ろ腰に隠していたナイフを下手投げで投とう擲てきする。抉えぐるような螺ら旋せんを描いて奴やつの正中線を狙ったナイフは、鋭い音を響かせ、奴やつの刀で上空に弾はじかれた。

　──今度は、時間が飛ばなかった。

　ナイフを投げた手の腕時計を確認。回したタイマーと自分のカウントはズレていない。

　ということは仮説──銃弾をトリガーに、奴やつのギアは何秒か時間を止められる。

「問答無用、だ。雨あま宮みやレイ。あの時間は、もう終わったんだ」

「……致し方ないか。話せば分かるなら、撃ってはいないよな」

　諦めたように、奴やつが初めてその蒼あおい眼めに殺気を込めてきた。

　痺しびれる程の圧力だ。もう、戻れないんだと自覚するには丁度良いい。

　ペンを右手に持ち、小指と薬指の間で挟んで回していく。指から指へ、くるくる伝って風を纏まとい、それは鋭利さを帯びて巨大化していく。

　手の甲を回る頃には、コスモギアは本来の姿を展開し、立派な大おお槍やりとなっていた。

　反時計回りに巻き起こる風は、荒れたビルの屋上の塵や捨てられた缶を吹き飛ばす。

　やがて──ふわり。

　ジノの身体からだは空を漂い、後ろ宙返りで雑居ビルの金網の上に着地する。

　朧おぼろになった月を背負って槍やりを構えた。

「じゃあ、やっか。下らないゲームの延長戦をよ」

　肩をすくめるレイが刀から片手を離し、腕時計をとんとんと指で叩たたく。通信の動作らしい。

「ん？　壊れたか」

「パーかお前。ジャミングをかけてる。絶対に、誰も呼ばせねえよ」

　この戦闘は一方通行。一対一の結末は、どちらかの死以外にはありえない。

「そんなことはない。……かけてるって言っちゃったな。詰めが甘い」

　レイが片手をポケットに突っ込む。何か別の兵器を出すかと身構えたが、奴やつが取り出したのは携帯電話だった。「じゃあ、君から離れたら電波は繫つながる」

　奴やつはまるで変身ヒーローのグッズを使う子どもみたいに、ボタンを押す所を見せつけてきた。

　１、１、０、受話器。

　──は？

「統トウ京キヨウ作戦フイクシヨンをコールしてるのはアキバだけだろ。道中、何もなかったしな」

　レイは後方にとんっと跳ねて、屋上の金網を刀で四振り、正方形に綺き麗れいにくりぬいた。

「っ、てめえまさか──!?」

「ではまた月曜。遅刻するなよ。……あ、もしもし警察ですかー？　早く出ろー」

　刀を持った手を振って礼をして、レイは笑顔でバック宙し、夜のアキバに落ちていく。

　──ざけんなこいつ、逃げる気か!?

　胸の内ポケットから、古い折りたたみ式の携帯電話を取りだして広げる。

　電源ボタンを押しこむと、緑光を帯びて展開され、空中に浮かぶホバーボードとなった。「逃がすかッ！」

　槍やりから起こした風に乗り、ホバーボードに飛び乗る。未来具とコスモギアの併用は相乗効果を生み、地上を走る車よりも何倍も速く、光の轍わだちを作る空の騎馬となった。

　入り組んだ正方形の迷路の街を、レイは指輪のレーザーでハングして逃げていく。

　すぐに街を舞うその背中が見えてきた。移動の軌道を予測して銃弾を叩たたき込こみたい、が。

　──時間を飛ばれたら、見失って詰む。

　舌打ちし、ジノは速度を上げる。ビルをハングするレイに並走し、夜空を泳ぐボードの上から十数合──刺して払って突いて薙なぐ。上下左右に遊ゆう弋よくし、三次元的に槍やりの雨を降らせる。

　それをレイは、携帯を片手に持ったまま、右手一本の刀で的確に捌さばいていった。

　──ありえねえ。未来でも見えてんのか!?

　雑然としたビルの明かりが高速で後方に流れていく。槍やりが捌さばかれ、虚こ空くうを突かされ、ついに捉えたかと思うと、上う手まく合わせたレーザーが奴やつの身体からだを引いて届かない。

　最後に突いた一撃が、蛇のようにうねるレイの刀に巻き取られ、明後日あさつての方向に飛ばされる。

　しかし、それを好機と、ジノは捉える。

　並走を止め、ホバーボードはＱの軌道で後方宙返り。先に行かせたレイに降り注ぐように、正面の怪しげな電飾の大看板に槍やりを操ってぶつけ、鋭い風を起こして五分割──。

　残骸を、レイの取り得る進行方向全てに落としてやった。「む──！」

　後ろに引いてきた瞬間、隠し持っている暗器を連打してトドメを刺す。

　そう身構えたジノを裏切り、レイがレーザーを伸ばしたのは──地上だった。

　奴やつが路地に膝を突く。そこへ、電飾のスパークを伴って看板の残骸がなだれ落ちた。

　凄すさまじい轟ごう音おんと土つち埃ぼこりが路地に舞う。ジノが風で吹き飛ばし、地上に降り立つ。

　眼前の瓦が礫れきの山からは、生きているものの気配がしない。

「やったか──────って言ってほしいのか？」

　ジノが右親指を立て、下に返して落とす。上空に漂わせていた槍やりが一直線に落ちてきた。

　最大威力の一撃はしかし、地面に突き刺さる衝撃波の弾頭となることはない。

　直前で瓦が礫れきからすっと出てきたレイが、諸もろ手ての切り上げ交差で槍やりを受けた。

　交点から暴風の渦が生まれ、瓦が礫れきが吹き飛ぶ。弾はじき飛とばした瞬間にレイが立つ地面が沈み、槍やりは気流を伝ってジノの手元に戻ってくる。

「くそ、しつこいな──！」

　そう言いながらレイは、また斜め上に指を伸ばしてビルを跳ぼうとする。しかし人差し指を曲げる動作をしても、厄介なレーザーが出てこない。奴やつは手首を返してぎょっとした顔で指輪を見てから、一目散に走り出した。

　──今ので壊れたな！

　ジノは機を逃さず、入り組んだ路地を走り出したレイを追いかける。

　決して寄りすぎず、離れすぎず。ボードに乗って活いかさず殺さずを徹底して追いかける。

　暗器での攻撃も忘れない。半身で警戒と防御を同時に続ける奴やつは徐々に疲弊していき、息がどんどんと上がっていく。そして──。「っ!?」

　細い路地の行き止まりで、奴やつの背中が息を吞のむ。

　──終わりだ。

　瞠どう目もくする奴やつに向かって一直線に、奥の手──穂先から全精神力をつぎ込み、全てを細切れにする不可視の真空波を、

「ッたぁああ──────らああッ!!!」

　逃げ場のない奴やつに向かって思い切り突き放った。

　ジノは運命を委ねて、全てを尽くしたと瞑めい目もくする。

「──なぜ最初に、銃じゃなくてそれを撃たなかった？」

　眼めを開けば、真空波はそよ風に解けていて、奴やつの姿はなかった。

　背後を取り、耳元で囁ささやく死神は一切息なんて上がってない。喉笛を搔かき切きるために付けた刃を握る手袋には、指輪が稼か働どう状態の光を宿していた。「……詐欺師が」

「教師ってそんなもんだ」

　ジノの唇が弧を描く。確かに非物体も斬れると分かったなら、結末は変わったかもしれない。

「……あんたは、賢いな。先生。オレと違ってさ」

　覚悟していた死に目を瞑つむると、今日一日の走馬灯が浮かぶ。もう戻れない愛しい日常の中には、この男をゲームで痛快に騙し倒したところも含まれていたらしい。

　──あーあ。クソ。……楽し過ぎたな。最後の最後によ。

「ギア、向けたくなかった。そんだけさ」

　情報通り銃が通じなくて、ありがたかった。殺していたら一生悔やんだだろう。

「殺やれ」

　格好を付けた。なのにゴーグルごと顔面を殴られて、格好悪く吹っ飛んだ。

「どいつも、こいつも……人を自じ動どう介かい錯しやく機きみたいに！　いい加減にしろ、このガキ共がっ！」

　教師に怒られるなんて初めてだ。それから、体罰なんて受けることも。

「人の話を、最初から聞け！　誰がお前らの敵って言ったんだ!?」

　みっともないことに、人生にはまだ、コンティニューが残っていたらしい。





〈A.D. 2020/04/18(Sat) 22:01:12 伝統都市「千代田」　麵屋『灯火』〉






「──〈日本〉、だと？　……あり得ねえ。まだ、生き残りがいたってのか……？」

　先刻体罰を下した生徒は、全部乗せのラーメン（奢おごり）をカウンターの隣で啜すすっている。

　組織の近場の協力店を選び、店主には戸に『本日閉店』のお達しを出して貰もらった。

　未来製のジノのゴーグルは、曇らない。毒が入っていないか抜け目なく素材情報まで判別していたところを見ると、二十四世紀──終端世代の技術なのだろう。

　彼は、未来人だ。

「それを言うなら、俺たちも君のことを入学前徹底的に洗ったが、何一つ出てこなかったよ」

「……ま、逆も同じか。調べても、何も出ないから、プロってな。……はぁ。だりぃ」

「……あのな。いい加減もう少し声を張ってくれ。というかこっちを見て話せ！」

「何で、プライベートで人と目ぇ合わさなきゃいけねぇんだよ。……あ、帰ってアニメ見てぇ。よくよく考えたら積んでるゲーム多すぎて死んでる場合じゃねぇっつうかね……」

　ヘドロみたいに濁った瞳は、同じジノとは思えない。

　月曜日に学園で根明な彼を見たら、アナフィラキシーショックで死んでしまいそうだ。

「じゃあそろそろ、どうして君が〈レムリア〉を裏切って独断専行で動いたのか教えてくれ」

「…………何で、分かった？」

「呼ばれた先に君しかいなかったからだ。俺がレムリアの者なら、精鋭か……あるいは、あの『二刀』を置く。正体を摑つかんだ時点で、絶対に日本刀の男を逃がしはしない」

「……あんたの、せいもあるんだぜ。こんな馬鹿なことしないといけなくなったのは」

「俺？」

「寝ぼけんなよ。神バ雷ベ石ルの活動期初日──二〇二〇年四月一日に〈永劫〉の観測が発生したのは、あんたが余計なことをしたからだ」

「……やはり、初日だったのか」

「ん。あんた、知らねえのか？　……まぁ、姫様の秘密は後だ。重要なのは〈永えい劫ごう〉の観測が早まったって事実だ。あんた、ギアの収束確率が満月に近づくほど高くなるのは知ってるか？」

「ああ。数多あまたの平行史が裏付けている」

「実際には、こっちで確率を弄いじってるってのが組識の認識だ。〈レムリア〉には、〈永えい劫ごう〉が要る。それは奪われる危険に晒さらされてはならず、高まった改変意志とセットでないといけない。だから、起爆は満月の夜だ。ギアを収束させるほどの精神的ゆらぎは、同時に最高の改変意志となり、《宇パラ宙ダイ改ムシ変フト》を終わらせる。実行が秒単位で終わった歴史もあるって聞くぜ」

「……だが、前提が変わったんだな」

　ジノが重々しく頷うなずき、ゴーグルを上げる。

「『永えい劫ごう』が収束したことによって、あの子の心は『普通の女子高生』から『時を遡る化物』に入れ替わった。過去を変えたい、という彼女の願いは一部叶かなってる。〈レムリア〉が事前に仕込んでいた、彼女を破滅に陥おとしいれて精神を揺らす『爆弾』も、陳腐化している怖おそれがある」

「五大条件の一角、改変意志が崩れている、ということか。……なら」

「無理矢理、その気にさせる。組織ってのはそういうもんだ」

「何を仕掛ける？」

「……悲劇だよ」

　感情を失ったような目をして、ジノは冷えた声音で言う。

「満月の夜に、目の前で大事な人が死ぬ。それは何度時を遡ろうとも絶対に避けることができない。四月一日に自分が〈永えい劫ごう〉を観測したことが、その死に確定した因果として繫つながっている。……そういうシナリオを、レムリアはあの子に押しつけるんだ」

　悪魔の脚本だった。それを演じたいと思う者は、きっといない。

「……拒みたいなら、もっと過去に戻れるように、前提を改変しろ、ということか」

「作戦は、必ず実行される。……生いけ贄にえ役を選ばないとな。あんただったら、誰を選ぶ？」

　不可視の刃が喉元に迫ってきた気がして、血が凍る。不意に立ち上がった。

「澪みおか？」

「いや。あの子は、予備枠だって聞いてる。そもそも、新入りなんて臭い牌切る必要はねえんだ。……オレが一年間毎日ちょっかいかけて、シロを証明しちまった子がいる」

「……劉ラウ、杏シン花フアか？」

　ジノが自嘲し、私用の携帯端末のロック画面を見せてくる。

「馬鹿だろ？　……笑っちまうわ、ほんと。こんな女の、何が良いいんだろうな」

　それはきっと、素の彼が心の真ん中に据えるもの。

　今日撮ったであろう、杏シン花フアとジノのぎこちない笑顔のツーショットが設定されていた。

「あんたの死が確定すれば、アーシャちゃんがどっちかに自首してくることに賭けた。あの子は、あんたが好きらしいからな。救うために、進んで改変を起こしそうだ。……そしたら民間人である杏シン花フアちゃんを、組織が殺す意味も……なくなる、かもしれない、だろ？」

　悲壮な決意が、言葉一つから重く受け取れた。組織というものの冷酷さを、その身をもって知るからこそだろう。

「……君は、今自分が死んでたらどうするつもりだったんだ」

「さあ。億分の一、あの子がオレきっかけでトリガー引いてくれたら万々歳。それ以外は何でもいい。好きな子自分の手で殺す作戦に出るぐらいなら、死んだ方がマシだろ？」

　それに、と付け加えて、ジノは今の身なりで教室の明るい自分を無理に演じた。

「こーんな鬱うつ陶とうしい奴やつ、やっと死んだヨって、あの子が笑ってくれたらいんじゃね!?」

「………………馬鹿だな……」

　乏しい心の奥底に、痺しびれが走る。

　どれほど考えても到達できない、愛というものを知る彼が、心の底から羨ましかった。

「……まだ、死ぬには早い。働け。卒業したら、その顔で彼女に会いに行けよ」

「卒業、ね。……考えたこともなかったわ」

「君の働き次第だ。力を貸して欲しい。まだまだ聞きたいことだらけなんだ」

　前のめりになると、ジノが片目を瞑つむってゴーグルを上げる。

　その手首を返して、時刻を確認した。

「……明日に改めた方がいいんじゃねえの？　オレはいいけど、結構夜も深いぞ」

「何言ってる。もう満月まで時間が無い。ことによっては明日も活用しないといけないんだ」

「ん、ああ。言ってることは分かるけど。……あんたも、結構役者だよな」

　苦笑するジノの、真意が分からない。

　そして分からないということそのものが、自分の欠落を克明に示していた。

「結局、お芝居の兄きよう妹だいなんだな。あんだけ妹より先に帰るって必死になってたのに、任務が目の前に入ればどうでもよくなるんだろ？」

　ジノの声音に非難の色はない。単純に興味深いだけなのだろう。

　しかし先程の立ち会いのどんな攻撃より、その言葉の槍やりはレイの深くに突き刺さった。

「……ジャミングを、そろそろ解いてくれないか。遅くなると、連絡したい」

「ん。……まぁ、もういいか。いい加減保険かけてんのも、女々しいしな」

　悪かったよ、とジノは腕時計を操作する。そうすると、目の前に置かれているジノの携帯の電波表示が戻ってきた。レイは、懐ふところに入れていた自分の端末を取り出す。

　初期設定から変わらない虚無のロック画面が、自分そのものだと突きつけられた気がした。

「……なあ、ヴァレンティーノくん。劉ラウさんのどういうところが好きなんだ？」

「はぁ？　何、ほんとに十代しゃべり場みたいなこと言ってんだよ。…………ま、いいけど」

　電波が繫つながると、未読が一件だけメッセージアプリに表示される。

　ひょっとしたら澪みおからだろうかというレイの淡い期待は、最悪の形で裏切られてしまった。

　差出人は不明。送られてきたのは、血が凍るような一枚の写真だった。

「──やっぱ、裏表のないところが一番かなぁ……」

　こいつは女を見る目がない。

　教室でふざけて使っていたサングラスを外しているのは、裏の住人──。

　お洒落な装いに身を包んだ、劉ラウ杏シン花フアだった。
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Chapter10：キャッチ・ミー・イフ・ユー・キャン





〈A.D.2020/04/18(Sat) 21:15:30 絢けん爛らん都市「湊みなと」　統とう京きようタワー外部階段頂上〉



　人生で一番楽しかった日だった。

　だから全てが終わるなら、てっぺんの今日がいい。

「──じゃ、悪いけど死んで澪みお。来世でよろしく」

　撃っちゃったもんは仕方ない。一度放てばそれまでだ。

　時間の矢は、決して逆には進まない。

「あーあ、後味最悪……。苦しまずに、ぱーっと消えてくれたら良かったのにねえ？」

　統とう京きようタワーの高所[image: 763]ｍに吹き付ける冷たい風が、お洒落に編あんだ杏シン花フアの髪を靡なびかせる。

　髪留めから変形させた大弓で放った光矢は、突風に靡なびかず一直線の軌道で夜を裂く。

　のこのこと付いてきた雨あま宮みや澪みおは、一いつ矢しで脳天を撃ち抜かれここで消えた。




「──このような児戯で仕留められるとは、拙者も舐なめられたものでござるな？」




　そして現れた性悪なくノ一は、天井に逆さになって腕を組み、片手に銃を持っている。

　赤い幾何学模様が張り巡らされたタワーの四角い螺ら旋せんの外階段と、澪みおが纏まとった真紅のマフラーはマッチしている。中々イケてるじゃん、と他ひ人と事ごとのように杏シン花フアは笑った。

「あっはっはっ、やるじゃない！　さーすがニンジャって感じ？　ねえそれどうやってんの？　帽子落ちてないけどやっぱり重力逆にしてる感じ？　ハイカラねえー！」

「………………高低差で、耳が鳴りそうでござる……」

「そーねえ！　上げてけ上げてけ！　人間元気が一番よ！」

　弓から片手を離し、お気に入りであるビンテージのコートを脱ぎすてた。

　ダサすぎる眼鏡は取っ払って、口紅だって好きなブランドの下ろしたてのやつ。メイクを決めて両眼はぱっちり、チャイナで可愛いスーツに袖を通せば、はい、完成！

　杏シン花フアはカーテンコールを受ける女優のように、流りゆう暢ちように挨拶を始めた。

「你ニー好ハオ、雨あま宮みや澪みお。わたしはかわいい素敵、劉ラウ杏シン花フア！　座右の銘は『美しさは罪』。趣味は古着集めとショッピング。ゲームは配信で十分。漫画は借りる。二次元ってぶっちゃけただの絵よねえ。普通に彼氏作っていちゃいちゃしたい。あ、でもＢＬは好きよ。あとね──」

　指折り数えている杏シン花フアの心臓めがけて、澪みおの銃から紫の光弾が二発放たれる。

　──ロスタイムくらい引き延ばさせなさいよ。くノ一のくせにワビサビのない女。

「あのねえ、人の話は最後まで聞きなさいよ。そりゃあ先に撃ったのはわたしだけど？」

「……な……っ」

　杏シン花フアがゆっくりと弓を引きながら、構わず話し続ける。彼女の指が虚こ空くうをなぞると、その軌道に沿って水色の光矢が三本生成され、つがえられた。

　澪みおの放った弾丸は、杏シン花フアに近づくほど減速していく。

　そして身体からだに当たる直前には、弾速は極限にゼロに近づき、静止してしまった。

「……どうせ、どっちかが死ぬのよ。ロスタイムぐらい良いいじゃないッ！」

　三つ構えた矢を放つ。二つは光弾を消し去って、一発が澪みおの胸元に向かった。

　澪みおは天井を即座に横っ飛びして避ける。外れた光矢はタワーの赤い格こう子しの一つに刺さった。

　反撃の手裏剣が弧を描いて一つ、杏シン花フアの太ふと腿ももめがけて飛んで来る。

　焦あせらない。応手は一つ、瞬まばたきだ。

　杏シン花フアが目を瞑つむる。開く。

　視界が切り替わる。見える夜景は一変していて、澪みおの背中が見えている。刺さった矢の場所へと座標が変わった杏シン花フアの身体からだを透かし、手裏剣が鉄柵にぶつかって甲高い衝突音を立てた。それに合わせてもう一本矢をつがえ、杏シン花フアはにやりと笑った。「残念こっち」

　天井を刺すイメージで、くるぶしに向かって容赦なく放つ。声のヒントは撃ってから。

　だから咄とつ嗟さに天井を足で蹴り、重力を元に戻して一回転──高所から跳んだ猫みたいに通路に降り立ち回避したのは、紛れもない澪みおの実力だ。

「その矢、刺さったところに跳べるのか」

「あっは、ご明察♪　百万杏シン花フアちゃんポイントあげちゃう。有効期限は今日までだけどね～」

「……お主、うつけか？　敵には何も話すなと教わらなかったか」

「そりゃあ教わったわよ？　聞くかどうかは別だけど」

　超高所の鉄骨に立ったまま肩をすくめる。

　別に空間を跳ぶコスモギアなんて何も珍しくない。隠すほどのことでもない。

「いきなり襲った分のジンギ、ってヤツよ。……それにねえ」

　杏シン花フアが大きく息を吸い込み、拳を握り込んでぎりっと力一杯弓を引く。

　全ての指間に水色の光矢が一気に二本ずつ、禍まが々まがしく生成された。

「全部、分かっててもどうしようもない、ってことばっかなのよ。……わたしはね」

　杏シン花フアは赤い鉄骨の上から、螺ら旋せん階段の踊り場でこちらを見上げている澪みおを睨にらむ。

　奴やつは空いた片手で帽子を取る。懐からビームクナイを抜いて、銃と一緒に構えた。

「お主は、殺さぬ。友達であろう？　隠していることを全て教えて貰もらう」

「無理。絶交。あなたとわたしはここで終了。……じゃあね、〈レムリア〉のニンジャさん」

　名前を呼ぶと、澪みおが燃えるような紅の瞳を丸くする。初めて見せた奴やつの隙だ。

「待て、杏シン花フア！　拙者は──」

　聞かない。

　ロスタイムは、既に終わっていた。「──しッ！」

　水色の光矢が乱れ飛ぶ。紫の銃弾がタワーを弾はじけ飛とぶ。

　塔の赤い幾き何か学がく格こう子しを閃せん光こうが乱反射するかの如ごとく、二人の鬼ごっこが幕を開けた。

　澪みおが垂直に紅あかい鉄骨を駆け上がる。螺ら旋せん軌き道どうを描くように地上天上両側面を走って杏シン花フアの矢を躱かわすと、前宙返りして足場へ降りる。矢をつがえる杏シン花フアへ突進し、クナイを振り抜く。

　が──消える。

　杏シン花フアの視界が瞬時に壁の階段上から、鉄骨に刺さった一本の場所へと切り替わる。

　上を押さえた。四本の光矢を引き絞り、澪みおがクナイを空振り鉄柵を斬ったのを見届けて、「──たアッ！」

　矢の雨を放つ。本命は一本、体重を残すであろう澪みおの脚を狙ったもの。

　しかし澪みおは止まらない。行き止まりという概念が存在しない澪みおは、鉄柵の向こうの夜空へ躊ちゆう躇ちよ無く脚を踏み入れる。そして足場は回転し、裏側の天井が澪みおの地上となり矢の庇ひさしとなる。

　杏シン花フアが追撃に動く。バック宙しながらタワーの外へ身投げして、矢を四本引いて歯を食いしばる。空中落下──逆さまになった夜景の中で、両手に銃を構えた澪みおと杏シン花フアだけが同じ向きで睨にらみ合あう！　「「はあッ！」」

　水色と紫の閃せん光こうが幾つも弾ける。矢は一本相そう殺さいされず抜け、床へと刺さった。杏シン花フアはそこへ跳び、澪みおは壁面の赤い鉄骨を奔はしり続ける。仕切り直し──そして互いに悟る。

　この鬼ごっこは、どちらかが触れればその場で終わる。一発でも当たれば、伯仲した速度と転移のバランスは崩れ、一いつ気き呵か成せいに決着が付く。

　命綱のない三次元の綱渡りが派手に、しかし静かに演じられた。

　夜空を裂いて瞬またたく弓の音。かかかんと鉄の足場を駆け抜ける足音、光の銃声、矢をクナイで弾いて消し飛ばす、電磁の斥力が痺しびれる音──。

　豪雨のようなそれらが、どれほどの時間奏かなでられたのかは分からない。

　しかし時は、必ず過ぎて終わるのだと、新たに混じった汗が滴したたる音が雄弁に告げた。

　共に一直線の足場に降り立ち、睨にらみ合あう二人は肩で息をしている。

　杏シン花フアの矢は一本になり、今、引いた瞬間に点滅してそれも消えた。

　呼応するように、澪みおのクナイからビーム光が消滅する。もう片方の手に持っていた電シヨ撃ツク銃ガンを天に向け、引き金を引いた。

　──かちん、かちん。

　弾は、放たれない。最後の弾として、二人の視線が弾はじけた。

　杏シン花フアがギアを髪留めに戻した瞬間を狙い、澪みおが光の尽きたクナイを脚へと投げる。

　杏シン花フアが脚に仕込んだナイフを抜いて弾く。澪みおも新しいクナイを抜いて前へ。

　二人の間合いが、ついに詰まって斬り結ぶ。

　上から下に流れるような三合がぶつかり、甲高い金属の音が響く。そこへ杏シン花フアの繰り出したローキックが、鈍い音を立てて混ざった。「ぐっ──!?」

　澪みおは脛すねの鋭い痛みと溜たまった疲労に、ついに片膝を突く。それが決定的な隙となった。

　ナイフを持たぬ方の杏シン花フアの手が、強烈な拳となって澪みおの顎を打ち抜いた。

　咄とつ嗟さに重力を使って後方に逃げるように吹っ飛ぶが、揺れる脳はどうしようもない。

　背中から倒れた澪みおにトドメを刺すため、杏シン花フアが走り寄って馬乗りになり、ナイフを振り下ろしてくる。その手首を辛かろうじて摑つかんだが、澪みおにはもう力が残っていない。

　押されていく。確実な死の刃が、喉元に迫り寄ってくる。

　ここまでか──────なんて潔い気持ちは、欠片かけらも湧いてこない。

　死ねるものか。こんなところで、絶対に。

　だって約束したのだ。必ず家に帰って、明日話すと！

『──雨あま宮みや家の、今後のことについてだ』

　紅の瞳に、命の炎が灯る。振り絞った力で痛烈な頭突きを仕掛けた。「っ──」

　杏シン花フアが怯んで、マウントが軽くなる。澪みおは無我夢中で脚を引き抜き蹴り上げた。

　食らった余勢を利用して首をスウェーし、杏シン花フアが躱す。……しかし。

　澪みおの脚は杏シン花フアの代わりに、彼女が首に提げていた何かを引っ掛ける。

　チェーンが千切れ、タワー外に飛んでいったものは、洒落者の彼女に似合わぬもの──。

　ゲームセンターでジノから贈られていた、安物のペンダントだった。

　杏シン花フアの鬼の形相が、急転直下、泣き出す前の子どものそれに変わる。

「ッ───う、ぁああ、ああ───っ!!」

　無防備に背中を晒さらして、髪留めを取って弓に変形。針のように極細な一条の水色の光を、ペンダントに向かって即座に撃ち放つ。

　神業だった。

　杏シン花フアの放った極細な矢は見事チェーンの間を縫い、ピンで止めるように鉄骨に打ち付ける。

「…………御免」

　澪みおは無粋を恥じながら、ペンダントを回収した瞬間を狙い澄まして、銃のロックを解く。

　──ぱしゅん。

　間抜けな音を立てて、電圧設定を最低に下げた澪みおの弾が杏シン花フアの背中に命中した。

　ふらりと、杏シン花フアは頭から統とう京きようの夜空に落ちていく。澪みおは両手に持っていた武器を全て捨て、マフラーの力を使ってタワーの外壁を駆け下り────杏シン花フアを、お姫さま抱っこで確保した。

「やっと……捕まえたぞ。もう動けまい……」

「…………あっ、はっはっ。澪みおって、ズルいやつ。弾切れじゃ、なかったの？」

「あれはろっくをかけて鳴らしただけ。というか、それはお主もでござろう」

　夜景を歩いて下りながら、澪みおは諦めたように笑う杏シン花フアを見て首を傾かしげる。

「うつけめ。あの矢で拙者を射い貫ぬけば、終わっていたものを」

「……しょうがないじゃない。……なくすぐらいなら、死んだ方が、マシ」

　杏シン花フアは赤子のように、回収した安物のペンダントを抱えて丸くなる。

「……好きな人から、初めてのプレゼントよ。……普通、命より大事じゃん」

「……………………へっ…………？」

　目が点になる。驚きすぎて杏シン花フアを落としそうになった。

「あーあ、言っちゃった。ま、いいか。これで、思い残すことは…………めっちゃあるわよぉ！　やっぱ嫌ぁ！　潔いさぎよいのとか無理！　思い出しちゃったじゃないのぉ！　ばか！」

「こ、こら、暴れるでない！　もろとも落ちるっ!?」

「離してぇ──っ！　〈レムリア〉の基地で酷ひどいことするんでしょ!?　エロ同人みたいに！」

「しない！　そもそも聞け、拙者は〈レムリア〉では」

「くノ一の尋問なんてどうせエロいやつでしょ!?　『ふふ……下の口は流りゆう暢ちようでござるなあ……』とか言って責める気なんでしょ!?　いやぁああああ──！　まだ処女なのに──っ!?」

「や、か、ま、しいっ！」

　今一度頭突きをぶちかまして、叫んだ。

「そもそも、拙者は──レムリアの者ではなぁあああ────いっ！」
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「あっはっはっ、ほんとにもーう！　利害一致してるんなら早く言ってよねー！」

「お、ぬ、し、が拙者の話を聞かぬからであろうがぁっ！」

　カウンターでご機嫌になってお酒を飲む杏シン花フアに向かって、澪みおは机をばんばん叩たたいて抗弁する。

　覚えていた協力店で貸し切りにしているため、周りのことを何も気にする心配がない。

「えー、でもそれは結果論じゃない。そもそも戦いの場でホントのことなんて普通言う？」

「……む。まあ、そうだが……」

「ま、わたしは言っちゃうけどね！　片付ければ問題ナッシングじゃん？　冥土の土産くらいケチっちゃ駄目よ。大体仕事でストレス溜ためてどうすんのって話よねえ！　ていうかわたしはなーんであんなキャラにしたかなー。お洒しや落れできない！　お喋しやべりできない！　もーやってらんないって話よ！　……っはー、美う味まし！　あっ、ねえもう一杯頼んでいい？」

　言動性格容姿、もろもろの高低差で未いまだに澪みおは頭が痛い。あと声がでかい。

　杏シン花フアは、今回の凶行に至った理由を滔とう々とうと語った。

〈アガルタは〉、アーシャにとって大事な人間を目の前で殺そうとしている。その生いけ贄にえには、ジノが選ばれて、しかも実行まで任された杏シン花フアはそれを認められず、懊おう悩のうしていた。すると謎の人物が杏シン花フアに接近してきて「澪みおはレムリアのニンジャである」とリークしてきた。

　民間人じゃなくて、敵ならやっちゃっても大丈夫。それに澪みおとアーシャは特別な友達同士に見えるから、澪みおを倒すことでジノの代わりになるかもしれない──。

「むう……。深掘りはこの後していくとして、事情は一旦飲み込めた。……しかしだ。まさか、お主がジノくんに懸け想そうしておろうとは……」

　完全に騙だまされた。だって誰がどう見ても、流れる空気が不ま味ずくなるほどの不仲なのだ。

「では、ジノくんを邪険に扱うのも、巻き込まぬために？」

「……いや。それは、なんか、…………勝手に、ああなっちゃうノヨ」

「急に戻ったなお主」

「だって、しょうがないでしょ!?　身体からだが言うこときかないの！　思ってもないこと言っちゃうの！　他の女と仲良くしてたらイライラして意地悪しちゃうの、分かるでしょ!?」

「そ、そんなもの、拙者には………………」

　縁の無い話だ、と言い切ろうと思ったのに、今日一日やらかしたことが脳裏をよぎる。

　胸が詰まって、不思議と顔が熱くなって、目を細めて笑う彼の姿がすぐに浮かんだ。

「……ぁ、……あ、れ……？」

「分かるわよね。……澪みおは、分かるわよねぇ！　だって先生のこと超好きだもの！」

「なっ……違う！　拙者は、兄上にそんなっ」

「えー!?　なになに、澪みおって兄上って呼んでるわけ!?　何それ、超好ハオなんだけどーっ！」

　目を輝かせて、杏シン花フアは両手で口を押さえる。ぐいぐい前のめりになってくる。

「アーシャと先生が仲良くしてたら、イライラしてどうにかなっちゃうんでしょ？」

「……う」

「だから当たり散らしちゃうんでしょ？　酷ひどいこと言っちゃうのよね!?　ホントはアーシャに文句言いたいけどお仕事的に無理だからうーってなるんでしょ！　そうなんでしょ!?」

「うう……！　うううう……！」

　がっ、と両肩を摑つかまれる。本当は、こんな問答をしている場合ではないのに。

「語り合いましょう……。心の友よっ！」

　杏シン花フアの目からつつーっと流れる涙と共に、時間は溶けていった。
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　そして、夜通しの相互尋問が終わって。

　澪みおはタクシーの後部座席で腕時計をちらちら確認し、足をぱたぱたさせながら唸うなっていた。

　まだかまだかと、秒針を睨にらめば睨にらむほど時間の流れは遅くなっていく。

　たった十分がこんなに長い。統トウ京キヨウ作戦フイクシヨンをコールしていないから、マフラーを使って街を駆ける訳にもいかないのだ。

「──お客さん。着きましたよ。ここで間違いないですか？」

「あっ、はい！　ありがとうございます！」

　──やっと着いた！　早く、兄上に謝らねば……！

　慌てて鞄かばんから財布を取り出すより前に、運転席の窓ガラスがこんこんと叩たたかれて開く。

「──支払いはこれで。領収書の宛名は雨あま宮みやでお願い致します」

　金色のカードを指の間に挟んで、冷めた目つきをした千ち歳とせが待ち構えていた。




「自分のしでかしたことの重さを、理解していますか？」

　家に上げない門番のように、腕を組んだ千チ歳トセが月を背し負よって立たち塞ふさがる。

　言い訳の余地は、どこにもなかった。

「愚かしいですね。任務を妨害するだけでなく、終わりました、今帰ります、の一言も友人に促されなければレイ様に言えない。……あなたは私から、何を学んだのですか？」

　携帯も通信機も、自分で切っていた。ジャミングだってかかっていない。

　ただ、自分のしでかしてしまったことと向き合うのが怖くて、先延ばしにして逃げたのだ。

「寝小便を隠す子ども以下ですね。この、旧時代の愚物が」

「…………っ。……すまぬ。……何を言っても、償えることではなかった……」

「と、悔やんでいることぐらい、とうに知っているのですけど」

　粛々と下げていた頭を上げると、千ち歳とせは片目を瞑つむり、ほんの僅かだけ口角を上げている。

　自分より一回り大人である彼女は、澪みおの振る舞いを、どこか痒かゆそうに見ていた。

「あなたの失態は私の責任。そういうことになってしまうし、そうします。……あの方はあなたのことを、決してこんな風に詰めたりはしないから」

　情けない。世話になった人全てに迷惑をかけ、こんなことまで言わせてしまう。

「協力店からではなく、レイ様には、ご自分で連絡をしたのですね？」

　唇を嚙かみ締しめて、言葉が出ずに頷うなずく。

「あの方は、何と？」

「………………おこられ、た……」

　勇気を出して電話を繫つないで、愚行の全てを報告した。

『──この、馬鹿っ！　どこほっつき歩いてた!?　どうしてすぐ連絡をよこさなかった!?』

　次やらなきゃいい、なんて彼が優しく笑ってくれることはなかった。

　けれど──怖くなんて、なくて。

「……兄上は。……拙者を、おこって、くださった……っ」

　澪みおの頰から、ぼろぼろと涙が零こぼれる。

　どんな身分でその気持ちを抱く権利があるのだろうと思っても、それでも心は止められない。

『──……どれだけ。……どれだけ、心配したと思ってるんだ……っ』

　心配してくれて嬉うれしい。あの人が自分のために、声を荒げてくれたことが嬉うれしい。

　何て、歪ゆがんだ女だろうか。もうアーシャのことを責められない。

「……あなたが協力店にチェックインするまで、レイ様は統とう京きよう中を跳び回ってあなたを探していたのですよ。私の静止も、聞かずに」

「……っ」

「どちらが忍びか分かりませんね。お姫さま」

　千チ歳トセはそう言って、今一度自分の前で煙草たばこに火を点つける。

　今度はもう、むせない。漂う紫煙をその目で追いかけ、彼女は背を見せて呟つぶやく。

「……とうとう、この時間まで来てしまったか」

　月はもう、殆ほとんど満ちている。最終作戦まであと二日。

　彼女が天へと漂わせる煙は、この国で最古のお伽とぎ噺ばなしが終わっていく場面を思わせた。

「劉ラウ杏シン花フアと、ジノ・ヴァレンティーノの裏面を知りましたね？」

「うむ。お主から、聞いた。裏で同じことが起こっているのだな」

「アレクサンドラ・クドリャフカが隠している秘密も？」

「ああ。杏シン花フアから、聞いた。……泣いた理由も、ギアが観測された理由も、これで繫つながった」

「そうですか。……では、雨あま宮みや澪みお。私があなたを導くのは、これで最後だ」

　千ち歳とせはそう言って歩み寄ってきて、澪みおが大事に首から提げている鍵を、ぎゅっと握らせる。

「──一番大切なものの鍵を、静かに開けてください。最後はあなたが、自分で知れ」

　彼女が何を指してそう言っているのか、澪みおにはぴんと来なかった。

　その秘密の箱庭の鍵を、静かに開けて観測して見るまでは。

「……ぁに、うえ……？」

　真っ暗闇で、不気味なほど静かなリビングの中に、煙草たばこの煙が充満している。

　衝撃に後頭部を打たれたように、澪みおは言葉を失った。

　ソファで膝を抱え、玉手箱から出てきたような白い煙の中で眠る、彼の初めて見る寝顔は。

「……泣いて、おられるのでござるか……？」

　老いたどころか、悪夢にうなされて眠る、澪みおと同じ年頃の少年に見えた──。
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　過去は、消えない。それがどれだけ遠い未来のことであっても。

　兄に拾われて数年。時は人を変え、心は宿って、普通に泣き笑い怒れるようになった。

『──レイ、任務だ！』『今日も頼むよ、弟くん？』『さくっと終わらせて飲もうぜ！』

『組織』の仲間たちとの時間が、大切に思えるようになった。──だから、こそ。

『あいつらにも、レイを会わせたかったなぁ……』

『……ゼロ、だっけ。現れなくなった、あの教団の執行者は死んだのかな。……仇かたきを、取りたかった』

　笑うことが苦しい。同じ涙を流しても負い目がある。明かせない過去が、悲痛に重い。

　光が強ければ強いほど、心に落ちた影は強く焼け付き、後悔が悪夢となって襲い来る。

『……俺は、どうして…………あんなことを…………っ……』

　罪は消えない。何をしても消えない。変わってしまった自分を、誰にも言える訳がない！

『──どうした、レイ？』

『……いや、何でもないよ。兄貴。……最後の任務、必ず果たして帰ってこよう』

　十八歳──刻限は目の前。口では言えないが、せめて拾って貰もらった恩を返したい。

『教団』の《最後の審判》とやらを止めて、世界に夜明けを取り戻した、その暁には。

『それじゃあ、レイ。最後の声かけは、お前に任せた！』

　自分に光をくれたこの男と、本当の兄弟として生き直してみたい。

『──ああ！　いくぞ、上映開始だ！』

　夢を見た。

　それが自分に仕掛けられていた時限爆弾の、起爆スイッチとも知らずに。

『──ご苦労様ね、ゼロ。これで救済はこの世を包む』

　遠大な罠わなだった。三年間情報が漏れていた。筒抜けになって利用されて、みんな死んだ。

　俺のせいで死んだ。惨むごたらしく死んだ。俺を信じたばかりに裏切られて、一人、また一人。

　そして──。

『……レ、イ……』

『兄貴っ!?　あぁ……ぁ、ぁ、やめろ……っ。来るな、止やめてくれぇえええ────っ！』

　間に合わなかった。……俺が殺した。俺が、全てを台無しにした！

　もうやめてくれ。夢なんて決して見ないから。償いなら何でもするから、だから。

　これ以上俺に、大切なものを壊させないでくれ──！
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　温かい何かが、レイの肩に触れる。

「──触るなァッ！」

　ただそれだけで、積み上げた噓うそを、脆もろいガラス細工のように自分で壊してしまった。

　熱源を捕まえて捻ひねり、投げ飛ばす。

　ぐっ、とくぐもった声がする。ソファが倒れた。

「うぐ、ぁああ、あっ、あぁああああ────ッ!!!」

　獣の叫び声を上げながら、殺さつ戮りくの合理と化した肉体が勝手に動く。

　動けないように馬乗りに。押さえつけて首を絞めて、確実に殺す。獲物の顔は認識しない。

　敵は動かなかった。全くと言っていいほど、抵抗しなかった。

「……ぁ、……ぁ」

　死に際して、柔らかな喘あえぎを漏らす獲物が、有り得ない組み合わせの表情を結ぶ。

「ぁに、……ぅ、え…………も、……おな、じ…………」

　笑顔から流れる涙がレイの手袋に伝う。嗅ぎ慣れた優しい香りがする。

　──澪みお。

　理性がようやく目を覚まし、灰色の世界が壊れる。

　握りつぶしてしまったものは、絶対に守ると誓った大事な人だった。「──っ!?」

「……ぅ、げほっ、ごほ……！　……う、く…………ごほっ！」

　反射で手を離して飛とび退のくと、澪みおは苦しげに咳せき込こみながらも、命の呼吸をした。

　生きている。間に合った。良かった手遅れにならずに済んだ。

　そんな風には、絶対に思えなかった。

「……み、お。…………あ、ぁあ、……あ………………」

　膝が崩れてしまって、レイは立ち上がることができない。誓いを犯した両手を見る。

　手袋で覆って何をしようとも、この血塗られた手は拭えないのだ。

「……すまない。……何てことを……」

「……良い、のです。……兄上の、せいではありませぬ」

　言葉が、出てこない。レイは震える両手を突いて、頭を床に擦なすりつけた。

「あ、兄上！　止やめて下され！　どうか面おもてを……！」

　謝罪の言葉を譫うわ言ごとのように続ける。

　その中に、もうしませんという言葉を入れられない。それが最も救いがないことだった。

　──ばしん。

　機械を叩たたき直なおすように、澪みおの手が頰を打つ。痛覚はなく、目は両肩を握る澪みおを映した。

「お気を確かに！　兄上っ！　兄上のせいでは、ありませぬからっ！」

　首は横に振られる。どんな気休めも、受け取ることは許されていない。

　両肩を握る澪みおの手は固く、触れないでくれと押しのけても離してはくれない。

　望んだはずの妹の笑顔が向けられているのに、もはや直視に堪えなかった。

「お互い様ではありませぬか。拙者が何度、兄上に無礼をしたと？」

「……程度が違う。澪みおは、もう少しで死んでいた」

「それは、兄上も同じです。なぜ、拙者だけ特別扱いを……」

　自分の命よりも、大事にしなければならないもの。

　結局そういう定義に沿っていただけで、自分の本質は変わっていないのだ。

「あの夜、戦場で死合った仲ではないですか？　……なのに、このぐらいで」

　泣きそうに笑う澪みおの紅色の瞳の中に、最後の選択肢が浮かんでいる。

　選びたいほうと、選ぶべきほう。

「今更、何も変わりませぬよ。……拙者は、何も変わりませぬから。兄上」

「……そうだな。……俺も、何も、変わらなかった」

　瞑めい目もくする。熟考するまでもなく、自嘲した。

　選ぶべき選択肢は、もう決まっている。後は告げる心の準備をするだけだった。

「……おかえり、澪みお。まずはお風ふ呂ろに入っておいで」




　そして澪みおは言われた通りお風ふ呂ろに入り、心の準備を──終えられていなかった。あんまり。

「ううう……!?　なにゆえこのような、色気の無い肌着ばかり……っ！」

　ドライヤーで髪を乾かしながら、下着のドレッサーの前で澪みおは半泣きになっている。

　黒単色の、ノンワイヤーのやつばっかり。寝間着だってなんだか野暮ったい。当然お化粧をする用意もない。……もっと、おしゃれのことも学んでおけば良かった。

「拙者は、どうしてこんなにも不調法者なのであろう……」

　洗面所の鏡の前で、しょぼんと澪みおは落ち込む。

　少しでも、かわいい自分を見せたい。今まで平気だったのに、雑な寝間着姿を見せるのが恥ずかしくてたまらない。……でも、今こ宵よいは、頑張りたい。

「い、いい、色いろ仕じ掛かけでもすれば、殿方は……元気になると、姉様方がっ！」

　お風ふ呂ろ上あがりの肌が、また生娘らしく紅あかくなる。

　言えない。血なまぐさいことばかりしてきて、こういう術は門外漢なのですなんて。

　でも──尽くしたい。赦ゆるしてもらった分、あの方に捧ささげられるものは、何でも。

「……あ。……跡が」

　少しだけ痣あざになっている首元を片手で撫なでて、澪みおは微ほほ笑えむ。

　ずっとどうして優しくしてくれるのか分からなかったし、本当は今も分からない。

　けれどあの人は少なくとも、忘れ得ぬ過去──同じ傷を抱えていたのだと分かった。

　自分が衣い舞ぶにそうしたように、醜いものを見せまいと、彼も演じてくれていた。

　そう考えるだけで、蕩とろけてしまいそうになる。

「……ふふ。腑ふ抜ぬけうつけが、映っておる……」

　これは時が自分を変えたからかと、澪みおは最初の瞬間からもう一度振り返ってみる。

「……なんだ……」

　何のことはない。勝手に捻ひねくれて──照れくさくて。自分で複雑にしていただけだ。

「初めて逢った時から、見初めておったのではないか……」

　ただそれだけの単純な答えに辿たどり着つくために、随分と遠回りをした。

　けれど気付けたなら、良い。澪みおは深呼吸をして、鏡の前でもう一度だけ練習する。

「兄上。……今こ宵よいは、共に、床に入りませぬか……？」

　身体からだがかあっと熱くなるけど、言えた。あとは本番も頑張るだけだ。

「やるぞ……やるぞやるぞやるぞ。拙者は、くノ一っ。目的のためなら手段など……！」

　もっと、レイの近くに寄りたい。眠れなくても一緒にいたい。

　よりよい二人のこれからを、この家で紡つむぎ続つづける夢を見たい──。

「兄上！　……ただいま、上がりまし……た」

　勢いよくリビングの扉を開くと、熱気を覚ます冷たい風がごうっと吹き付けてくる。

　溜たまった煙草たばこの煙を換気するために、レイが窓を全開にしたからだ。

　リビングの灯ひは、消えたままだった。

「………………そうか。…………なら、始めようか」

　ベランダに身を乗り出して煙草たばこを吸っているレイの背中が、ゆっくりと振り返る。

　風に揺れるカーテンがどいて、雲間から覗のぞく明るい月が雨あま宮みや家を照らす。

　レイは、スーツ姿だった。

　振り向くだけで、部屋の中には入ってこなかった。

　離れた彼との距離と、生活感を感じないほど綺き麗れいに整えられた雨あま宮みや家は。

　まるでここに初めて逃げ延びた日に巻き戻って、今までのことが無かったようで──。

「あ、兄上……？」

　ぴぴ、とレイの腕時計のアラームが鳴る。彼はその時刻を確認して、頷うなずいた。

「もう、とっくに今日になってるな。……言ったことは守る。これからの話をしよう」

　虫の知らせに、やめてと叫ぶべきだった。けれどもう、遅かった。

「……暁。最後の任務だ。必ず成し遂げてほしい」

　やっと分かりかけてきたのに。ずっと一緒にいたかったのに。

　たった一言で、全ては終わった。




「──雨あま宮みや家は、今日で解散だ」










Chapter11：ガタカ





〈A.D. 2020/04/20(Mon) 16:29:35 竜りゆう宮ぐう学園職員棟　屋外喫煙所〉



　一夜が明けて。

　澪みおは、家出を演出する大きなリュックを背負って、放課後の喫煙所のベンチに腰を下ろした。

　今頃レイは、職員室でアーシャの『秘密』を暴く準備を整えているだろう。

　レイがここに来る予定なんて、作戦にはない。それでも、ただ一つのランダムを願った。

　アーシャに話をしに行く前に喫煙所に寄って、自分を偶然見つけてくれないかと。

『──雨あま宮みや家は、今日で解散だ』

　そう告げてレイは、一方的に話した。

　駒も情報も揃そろった。後は最後の一日に、敵組織がアーシャを奪いに来るのを防衛するだけだ。

　だから澪みお、お前はうちを出て行ってアーシャの家に潜入、決行まで待機だ。……分かる。

　それだけなら、まだ分かるのだ。至極真っ当な動きだし、役割として適任だと思う。

　でも聞きたかったのは、そんなことじゃない。

『……それから、は？』

『……暁アカツキ。……兄きよう妹だいごっこは、もう、終わろう。……そういう、契約だっただろ？』

　虚構の兄きよう妹だいは、たった一つの柱に触れれば簡単に崩れる。

　それを脆もろいままに放置していたのは、他ならぬ自分の罪だった。

『……ごめんな。妹に手を上げるようなクズは、兄をやるべきじゃない』

『そ、そんな……そんなことなど、ありませぬっ!!　兄上は！』

『澪みおに問題は無いんだ。これはもう、俺の個人的な問題だ。どうにもならないものだよ』

『あに、うえ……』

『澪みお。……もう、兄上は、止めてくれ』

　貼り付けた笑みで笑うレイは、言葉を受け付けてくれない。

　もうどうあっても、この崩壊は止められなかった。

『悪い。……情け、かけてくれ。少しでも綺き麗れいなまま、終わらせてくれないか？』

　初めて彼と出会った日の自分が、そのままそこに立っていた。

　昏くらい夜に侵された蒼あおい瞳は、同じ傷。

　けれども巧妙に隠し通された彼の傷は、未いまだ塞がらないままだ。

『最終作戦が終わったら、約束通り立ち合ってもいい。澪みおが生きたいと願うなら、新しい身分でも仕事でも、何でも組織に掛け合ってみよう。……でも、兄きよう妹だいは、終わりにしてほしい』

　今こうして一緒に居たいと思えるのは、レイが沢山、沢山、与えて傷を埋めてくれたから。

　けれどずっと自分に与え続けていたこの人は、一体誰から与えられる？

『それじゃあ、話は以上だ。……最終作戦の仕込みをしてくる。後は、千チ歳トセに聞いてくれ』

『ま、待っ──』

　そうしてレイは、夜の街へ消えて行ってしまった。

　泣き叫んでも、全ては手遅れだった。今も、落涙が止まらない。

「……どうして、どうして……どうして、もっと早く……っ！」

　あんなに手を差し伸べてくれていたのに。あんなに手を取る時間はあったのに。

　どうしてもっと、上手くやらなかったのだ──。

「ぅ、く、……ひっ、……う、ぅ……く──────」

　時間が戻ればいいのに。時間が戻ればいいのに。時間が戻ればいいのに！

　──ざっ。

「っ!?　あ……兄上っ!?」

　奇跡の観測を願って、足音に澪みおは顔を上げる。

「お、おお。そっちの雨あま宮みやくんか。……すまないねえ、私で。こんなところでどうしたね？」

　けれど奇跡は、起きない。

　煙草たばこを吸いに来たのは望んだ兄ではなく、困ったように苦笑するシルバーだった。

「……何でもありません。ひとりになりたかっただけです！」

　家の鍵を千チ歳トセに返してしまって、唯一の兄のよすがとなった腕時計を見る。

　『雨あま宮みや澪みお』の時間は、既に終わりを告げていた。





〈Main Director's Cut / Loop 0-7〉







　私たちの友人ごっこが終わる。

　あのお休みの二人きりの帰り道、先に彼は全てを語ってくれた。だから今度は、私の番。

　私に初めて心が芽吹いた礼拝堂で跪ひざまずき、ロザリオを祈るように握って彼を待つ。

『──アーシャ。待ったか？』

『……うん。あなたのことを、ずっと待ってた』

　振り返って、手錠のような腕時計を見せつけて、どくどくと暴れる心臓を押さえた。

　怖いけれど、黙っていたいけれど、全てを話さなきゃ私の時間は進まない。

『ここであなたに、全部話す。……隠している昔のことを、全部』

　どうか、アナ。私に、ここで裁きを下して？

『──一番汚い私を、ここで知って？』







〈A.D. 2020/04/20(Mon) 17:39:37 伝統都市「千ち夜よ田だ」　統とう京きよう記念礼拝堂〉






　懺ざん悔げの時が近いと、アーシャは夜、ひとりきりの礼拝堂で腕時計を確認しながら待っていた。

　もうあの日みたいに雷雨は降っていないけれど、ステンドグラスから覗のぞく空は少し暗い。

　煌こう々こうと照らす蠟ろう燭そくの光の中で、アーシャは両手を握り合わせておでこに当てて跪ひざまずく。

　やがて、断罪の足音が後ろから近寄ってきた。

「……ずっと、待っていたわ。澪みお」

　澪みおは制服を着ていない。それからいつもの帽子も被かぶっていない。私服で、きっと抱えていた大きな荷物は受け付けに預けていて、身一つになって自分の前に立っていた。

「いつも首にかけている鍵、どうしてしまったの？」

「……返した。もう、要らないから」

　澪みおが、土曜日のことをきっかけに家出をしたらしい。今日一日学校で事情を聞いた。

　今までお互いにため込んでいたものが爆発して、大おお喧げん嘩かになったのだという。

「あんな家、二度と戻らないから。……今更何言ったって、絶対に許さない」

　拳を握り込む澪みおは歯ぎしりをして、怒りを露あらわにして隠さない。

　綺き麗れいな黒い目は潤んでいて、蠟ろう燭そくの炎が映り込んだせいか、燃えるように紅あかく見えた。

「ねえ、アーシャ。本当に泊めてくれるの？」

「…………澪みおが、これから告げることを、受け入れられるなら、ね」

　澪みおが怒るのは期待の裏返しで、きっと本当に彼が大好きだったから。

　だから今から、自分も同じように見られるのかと思うと、逃げたくてたまらない。

『──自分の言葉で、澪みおに話してみてください。そうしない限り、あなたは先には進めない』

　でも、頑張る。生まれ変わるって、あの人に誓ったから。

　アーシャは首からロザリオを外して、ポケットの中に入れる。

　それから腕時計の留め具を震える手で外して、その場に置いた。

「進路指導室で今日、私がレイ先生と何をしていたのか、澪みおは知らないのよね？」

「え、何。もしかしてまた学校で言い寄ってたの？　……あのね。前から言おうって思ってたんだけどさ。学校でそういうことしてたら、アーシャ、いつか破滅するよ？」

　手厳しいお言葉に、苦笑するしかない。でもある意味狙い通りだった。

「もう遅いわ。私の破滅は決まっているの。なら、最後に我わが儘ままくらい良いでしょう？」

「え……？」

「澪みおにとって、私はどう見えているかしら？　……神様みたいに頭が良くて、万能の天才で、でも裏の顔は性格悪い仮面優等生。お偉い身分のくせに、昔は前担任のシゼル先生とオトナの関係してたぐらい男癖が悪い。おまけに最近『前世で深い仲だった』とか電波なこと言いだして、新しい男に手を出そうとしてる。目的は、友達の反応を見てからかうため。……違う？」

　澪みおが、はっと息を吞のむのが分かった。

　全能ごっこは楽しかった。

　でもお芝居はいずれ、終わってしまう。

「たくさん、たくさん、たくさん噓うそをついてきたの。……あなたにだってよ、澪みお」

「澪みおに……？　ねえ、何のことを言ってるのか分かんないよ！」

「本当のわたしとあなたは、まだ一度も出会ってないのよ」

　最初から全部噓うそだった。その証拠品である、四つに折りたたんだ紙切れを澪みおに手渡す。

　澪みおはそれを、絶対に忘れていないはずだ。

「これ……レイが作った、抜き打ちテスト？」

「そう。放課後、進路指導室で受けてきたの。……見事なものでしょう？」

　教科は、アレクサンドラ・クドリャフカが一番得意とする理数科目。

　制限時間は五十分も頂いた。そのうちの三十分もあれば十分だった。

「ねえ。……何で、こんなにバツだらけなの？　全部集めても、二十点もないよ？」

「そんなはずないわよ。ちゃんと得点欄のところを見て？」

　アレクサンドラ・クドリャフカと、我ながら綺き麗れいに書いた名前の横の欄には、○が一つ。

　それこそが、先生が落第生に差し出してくれた、救済の蜘く蛛もの糸いとだった。

「零点でしょ？　……私が、クラスで最下位。さっきしてきたのは、最後の進路面談」

　アレクサンドラ・クドリャフカの名前に、彼が失格のバツ印を付けてくれている。

　──見つけてくれた。

「古典的、でしょう？　……双子の入れ替わりボデイダブル、なんて」

　奇跡の道具の力でも、何でもない。真実は一つだ。

　出会った時から、既に別人。見み栄えっ張ぱりの大おお噓うそつきで、頭のおかしいただのシスコン。

　演じる才能だけは人二倍あった、それがあなたと接していた人間の正体。

「──初めまして、雨あま宮みや澪みおさん。わたしが、アナスタシア・クドリャフカです」





〈Body Double Making :君の名は〉






　朝、目が覚めると、いつも泣いている。どうしてわたしは、こんなおうちに生まれたの？

『おとうさま。……おかあさま。……あそんで……？』

『エマに頼め。俺は忙しい』『お手伝いさんに言って。そのために雇ったのよ』

　プロパガンダで生まれた家に愛はなく、けれど子どもは産まれてしまった。

　広いおうちも、いつも笑顔のお手伝いさんも、沢山のお金も、何不自由なく与えられた。

　でも本当に欲しいものは、それじゃなかった。

　ただ、愛されたかった。だから唯一その可能性が残りそうな人に、いつも近づく。

『あの、……ねえさん。宿題、おしえて……？』

　幼い頃から知性と孤独を愛して、他者を邪魔としか思わない。個として完成している姉。

　アレクサンドラは機械のように冷たい温度のない瞳で、いつもこっちを見下した。

『……構わない』

　けれど姉は、自分の好きな学問にだけは唯一反応してくれた。

　同じ紅の瞳がすうっと細まって、異国の言語のように思える数式を一いち瞥べつすると、後は書き終わるまで素早いペンが止まることがない。その一瞬を見ることが、ささやかな幸せ。

『わぁああ……！　ねえさん、すごーい……！』

　まるで知らないことがない、神様の業を見ているみたい。

　賢くて格好良くて大好きな姉は、しかし同時に悪魔だった。

『それじゃあ、アナ。代わりにあなたも、私の言うことを聞いて』

　姉の論理は、いつもギブアンドテイク。与えた後に、必ず命じた。

『作戦ごっこ、今日もやりましょう？　二人で一緒に大人を騙だますの』

『……！　うんっ！　やるっ！　ねえさん、わたし、がんばる！』

　大好きな姉と協力して紡つむぐ、二人っきりの秘密の悪事。

　そんな蜜の味を、愛に飢えた自分が拒めるはずはなかった。

『──アーシャさん。またお綺き麗れいになられましたなあ……！』

　家柄には、色んな公の場が付いて回った。社交というやつだ。

　グズの自分と違って、姉はその優秀さからどこかしらに招しよう聘へいされたり表彰されたりする。

　そんな公の場に、身代わりとしていつも出演した。

『ありがとう。お陰様でこういう場が増えて、本が読めずに苦痛だわ』

『はっはっはっ、君らしいなあ！　どんどんお母様に似てくるよ！』

　不幸にも、演技の才能があった。

　噓うそをついても全く表情に出ないし、姉の書いた想定問答も台本も、すぐに頭に入る。

『──すごいね、アナ。さすが私の妹ね』

『えへへ。帰ったら沢山、ぎゅーしてね。……あ、ごめん。お父様が来た。切るね』

　そして不測の事態に備えた、ヒミツの道具が二人を繫つないだ。

　マイク入りのロザリオと、受信機を仕込んだイヤリング。

　右に着けていればアレクで、左に着けていればアナだよ。私たちはお揃そろいなの。

　演技と脚本、二人で一つの天才の作戦は、誰ひとりとして看破できたことがない。

『おめでとう！』『お美しい』『素晴らしいね』『将来は是非我が校に！』

『……ありがとう。考えておくわ』

　今まで誰にも褒められたことがない。だから快楽を伴う虚無な自慰に、耽たん溺できした。

　みんなが「アーシャ」を見て愛してくれる。背筋がぞくぞくする。

　もっと。もっと。もっと──────沼に溺れて、時間を忘れた。

『今日もありがとう、アナ。これ、私からプレゼント』

　ある日、太陽と月の、二対のきらきらした腕時計を贈られた。

　太陽の方を選んで、小箱を抱きしめて泣いてしまったことを覚えている。

『姉さん、ありがとう……！　私、ずっと大切にするっ！』

『そう。それなりに高価らしいわ。……とと、勢いが強い』

　後頭部を撫なでてくれる姉の手に、秒針のかちこちといった音が加わった。

『アイシテルヨ。アナ』

　機械が、頭を撫なでているようだった。姉の棒読みで、全てを悟る。

　この贈り物は便利な道具のライセンス更新で、他者を騙だます認識タグの追加。

『……うれしい、よ。……ねえさん。……愛してる、から……』

　流れる涙は、喜びなんかじゃない。虚むなしさはがらんどうになった心で鳴り響く。

『二人で一つ』の終わりが近いことぐらい、自分で分かっていた。

『アナ。身長、伸びたね』

『……っ、そ、そんなことないわ。気のせいじゃない？』

『いや、私より二センチは高い。……厳しいわね。伸ばすのはできても、縮むのは無理だし。そろそろ顔つきも離れてきたし、子こども騙だましも潮時かしら』

　時は、無慈悲に流れていく。時限爆弾の炸さく裂れつが近づいていく。

　そしてタイムリミットの運命の日は、八年前に訪れた。

『──ねえさん。遊んで？』

『………構わない。その代わり、この遊びは今日で最後にしてくれるわね』

『じゃあ、かくれんぼがいい。おうちを使って、隠れるの』

『……ああ、それは良いわね。じゃんけんで負けた方が鬼よ。それじゃあ、やりましょう』

　運を天に任せた。腕時計を付けた手を互いに振って、パーを出して勝つ。

『ああ。じゃあ、私が鬼ね。……必ず見つけるから、百数えるうちに隠れてくれる？』

　負けたのに笑った鬼畜の表情が、ずっと忘れられない。

　どれだけ待っても、姉は自分を見つけてくれることはなかった。がらんどうの空き部屋の真ん中で、膝を抱えてうるさく声を上げて、あれだけ分かりやすく泣いていたのに。

『……だれも………ひっ、……みつけ、て、……くれ、ない…………っ！』

　こんなに良い子にしてるのに、神様は少しも報いてくれない。

　だからせめて聞こえるようにとロザリオを握り込み、呪いを叫んだ。

『──こんな、ひどい世界、……なくなっちゃえばいいのにっ！』

《神雷崩落バベルダウン》が起きた。神様と違って、悪魔は自分に優しく迅速だった。

　未曾有の大災害はあまりに突然で、記憶もない。

　かっ、と真っ白な光が見えたと思ったら、いつの間にか気絶していた。

　奇跡的に無傷で目が覚める。元からハリボテのクドリャフカ邸は、瓦が礫れきの山になっていた。

『…………ねえさん？　…………ねえさんっ!!!』

　姉はどれだけ時間をかけても、自分を見つけなかった。

　けれど自分は瓦が礫れきの中でも絶対に間違えずに、即座に姉を見つけられた。

『…………ぁ、……ああ……。ねえ……さん…………』

　姉だったものの腕が、倒れた書架の下に広がる血だまりから、時計を付けて這はい出でている。

　脈は無く、腕だけという可能性もない。ずる賢い姉は完膚無きまでに死んでいた。

『…………噓うそつき。……また、本読んでたんだ？　……わたしのこと、騙だましたのね』

　あのとき、道を外れた。溜たまっていた感情はあふれて、黒い怒りが悲しみすら飲み込む。

　姉なら何と言うかと囁ささやく悪魔が、姉と同じ紅の瞳に入り、ペアの腕時計を取り替えた。

『適者生存って知っている？　アナ。……劣等は、淘とう汰たされれば良いの』

　台本で使ってきた言葉は、語彙にある。演じ分けだって完璧だ。

　後は、ばれなければいいだけの話。

　瓦が礫れきが崩れて、偽にせ物ものの残骸を飲み込む。本物は消え、目撃者は無し。

　この完全犯罪から、わたしは戻れなくなっていった──。
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「──少し、休憩する？　……澪みお」

　アーシャが罪科の頂点を誤る頃には、すっかりと夜が更ふけていた。

　久しぶりに入ったアナスタシアの部屋は、八年前から時が凍ったままだ。

　少女趣味で、本なんて漫画以外に一冊も置いていない。大きな天蓋付きのベッドは、子どもひとりで眠るには広すぎて寂しかったけれど、身体からだが大きくなった今は違う。

「……続けて」

　カーテンを閉め切り、明かりも消した。蛍光の星が瞬またたく天蓋の下に、今は澪みおも一緒に座っている。

「そこから、私は『わたし』を殺して、噓うそに噓うそを重ねていったの」

　学校に行くのが面倒だからＰＴＳＤってことにして。そんな姉が最も言いそうな言い訳を盾に、高校入学までの時間を家に籠もって稼ぐ。でも、浅はかだった。

『……ぅ、……っ、……わかんない…………分かんない、よう……！』

　兎うさぎは亀の速度で歩けるけれど、亀は兎うさぎの速度で走れない。

　アナスタシア・クドリャフカは愚鈍で馬鹿で、何年学んだところで姉にはなりきれない。

　腕に巻いた時限爆弾の炸さく裂れつが近づく。噓うそを積み重ねるほど、転落した時の痛みは増していく。

　悪夢を見る。涙が流れる。どうしてあんな噓うそをついてしまったんだろう。過去に戻りたい。

　──誰か、わたしを助けて。

『──アナスタシア・クドリャフカさんだね？』

　そうやって助けを願えば、いつも笑顔で手を差し伸べてくれる人たちが現れる。

『君に、望む未来をあげるといったらどうする？』『悪いようにはしないよ』

　学んでいるから知っていた。この黒服の人たちの手を取っては駄目。

　悪魔は後付けで条件を出して、魂を買かい叩たたきに来る。分かっているなら答えは一つだ。

『はい……！　はい……っ！　何でも、します……！』

　人は、歴史から学ばない。正しく自分は、偽にせ物ものの家庭の血を継いでいた。

　こうして東西の架け橋、竜りゆう宮ぐう学園の飛び級の天才──『アーシャ』は創られた。

「私ね、実際は……入試に、受かってすらない。試験も全部、共犯のシゼル先生がいて……」

　試験の問題は全部、予あらかじめ横流しされていた。それでも付いた傷は、あの人が修正した。

『──キミは、逃げられないからね』

　結局あの人の、あの人たちの目的は何なのだろう。それは今も分からない。

　でもテストの答案は全て、あの人たちに握られている。入試の答案だって現物で。

　それが、偽にせ物もののアレクサンドラ・クドリャフカを破滅に陥おとしいれる爆弾だ。

　起爆時刻は不明。時が来たら我々の命令を聞けと言われ──一年が経たった、ある日。

「あなたたちに、出会ったの」

　新しい一年の始まりに、きらきら眩まぶしい兄きよう妹だいとの運命の出会い。

　そして老いても眼めが衰えないシルバー教頭は、シゼルに何かを感じて癒着にメスを入れた。

『──それではいきなりですが、今から抜き打ちテストを始めます』

　かくしてエイプリルフールに、許されない噓は暴かれる。

　頭が真っ白になって、ロザリオを握って、手首の時限爆弾が進んでいく。

　かち、かち、かち、かち、かち──。

　──嫌だ。バレたくないバレたくないバレたくないバレたくない！

「誰か助けて、って願ったの。……そうしたら、奇跡が。…………きせき、が……」

　自分でも信じられないし、澪みおはきっと信じないだろう。

　それでも、もう言っていいって言われたから、言葉を尽くしてみたい。

「ごめんなさい。……ごめんなさい。……黒服の人とか、奇跡とか、頭がおかしくなったんだって思うでしょう？　でも……これは、全部……ほんとの、ことで……」

「っ──もう、いいからっ！」

　俯うつむいて泣きそうになった自分の両肩を引ひっ摑つかんで、必死になって言ってくれる。

「今までのこととか、どうでもいいから！　結局アーシャはどうなるの!?　何してほしいの!?　……っ、澪みお抜きで！　レイと、何話してたの!?」

　アーシャはまた流れる涙を拭わずに、最後の告白を始めた。

　程なくしてシゼルから、キミの学園生活は満月の夜までだと告げられた。

　詳細は知らされない。黒服の人たちが、どこかに連れて行くとしか聞かされていなかった。

　怖くて怖くて仕方が無かった。だから助けて欲しいと、色んな手を使ってＳＯＳを出した。

　そうしたら。

『──進路面談、やり直そうか。アナスタシア・クドリャフカさん？』

「レイ先生は、すごくて。かっこよくて。……わたしを、みつけて……怒ってくれた……っ」

　試験を受けて罪を告白した後、あの人はお疲れ様でした、頭を出せと言った。

　素直に従ったら、ごちんと拳が落ちてきた。初めて貰もらった愛の鞭むちだった。

『──馬鹿なことしたな。……反省しろ。君は、凄すごく悪いことをしたんだ』

　ごめんなさい、ありがとうと泣きじゃくる自分に、あの人は聞いた。

　反省しているか。君は、これから真っ当に生きていきたいか？　そんなの答えは決まってる。

「わたし、これからがほしい。だから何でもするって言った。……そしたらね？」

『──君は口だけは立派だな。前科も沢山あるし、簡単に信頼できない。……だから』

「行動で、示せって。罪を背負った人間が償うにはそれしかないんだって。……一番の友達に、自分のやってきたことを全部話して、騙だましてごめんってちゃんと謝れ、って……っ」

　一番辛つらくて苦しいことを、あの人は強いた。

　それこそが本当の救いなのだと、容赦なく鞭むちを振るってくれたことが嬉うれしかった。

「わたしが頑張ったら、悪い人たちをどうにかして、『これから』をくれるって、言ってくれたの……」

『──これは抵当だ。俺が約束を守れなかったら、ナイトレイ教頭に提出しろ。一発で俺の首が飛ぶ。……核ミサイルのスイッチは、お互いに持たないとだろ？』

　今度は映画館での盗撮と違って、一緒に撮った写真を、携帯で澪みおに見せる。

　悪い教師がにやっと笑って、女子生徒に壁ドンして、頭を撫なでている写真だった。

　自分が隠し撮りしたことになっているこの写真は、けれど効力はない気がしている。

「……わたし、もう、…………いっしょに、はめつでも、いいかなぁ……」

　だって女の子の方の顔が紅あかくて、誰がどう見ても合意の上だから。

「ごめんなさい、澪みお……っ。わたしは──」

「ふざけるなぁッ！」

　全部を言い切る前に、アーシャの手から携帯が弾はじき飛とばされる。万力で締め付けるような力で両手首を押さえられて、澪みおにベッドの上で押し倒された。

　ごめんなさい、と反射で謝る前に、温かいものがアーシャの頰に落ちてくる。

「いまさら、なにを言っておるのだ！　おぬしが、全ての元凶であろうがぁっ！」

　それは自分の涙ではなく、滂ぼう沱だと流れ落ちてきた澪みおの涙だった。

「……み……お……？」

「姉だの妹だの、どうだってよい！　お主が本当は誰かなど、知ったことか！」

　分からない。謝らないといけない。でも、分からない。

「やめてくれ……っ。もう、拙者から、とらないでっ……！」

　どうして澪みおは、忍者みたいな話し方をするんだろう。それは映画の話じゃなかったの？

「返せ。……返せぇっ!　拙者と、兄上との時間を、未来を返せぇっ!」

「……わたしに、つぐなえることなら、……なんでも、するから……っ」

　だから、訳を聞かせてほしい。協力して、あなたの涙を拭うに値する友達になりたい。

　そう言う前に、澪みおは涙の奥で瞳を光らせ、不気味に笑った。

「──言ったな」

　悪魔に魅入られてしまったようなその危うい表情に、既視感があった。

「よこせ。……その腕時計を、拙者によこせっ！」

　この呪われた時計を澪みおが望むと言うのなら、アナスタシア・クドリャフカは決して止めない。

　けれどレイに更生を誓った今、誰かの行動を鵜う吞のみにする馬鹿はできなかった。

「澪みおはどうして、この時計が欲しいの？」

「時を遡るために決まっておるだろうがっ！　……兄上と、もう一度、やり直すのだっ！」

　知っている。奇跡の業は実在する。実際に恩恵を受けているから。

　それでも澪みおに、問いかけずにはいられない。




「──澪みお。……時を遡るって、何のこと？」




　沢山噓うそをついてきた自分でも担保できる、シンプルな真実。

「──それは、ただの腕時計よ？」
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　絶対に成し遂げてみせる。

　たとえ私以外の誰もを、欺くことになろうとも。

「──事情は飲み込めた。我々『日本』は掟おきて通りに、君を保護する。くれぐれも君の存在は、他の組織に知られてはならない。考え得る限りの、安全な場所に──」

「ふざけないで！　私一人、のうのうと生きろと言うの!?　……できない！　絶対に！」

　今度こそ、全てを取り戻してみせる。

　無限の時間で練った計画でも、実行者がいなければただの机上の空論。……だから。

「私は、働く！　人材なんていくらいても足りないはずよ！」

「…………良かろう。では君にはまず、獅し子し身しん中ちゆうの虫むしとして働いてもらう」

　アレクサンドラ・クドリャフカは、あの日に死んだ。

　たとえ宇宙で一人きりになっても。何千年と永えい劫ごうの時を繰り返すことになっても。

　私は必ず、望む未来を手に入れる──。




「──それでは、任務を開始せよ。エージェント：千歳よ」
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　今頃澪みおは、告解を受けている頃だろうか。あるいはもう、全て終えて眠っているか。

　レイはその身を案じながら、ベランダで統とう京きようの夜に煙草たばこの煙を吐き出した。

　彼女が入れ替わりの妹であることは、澪みおに教えてある。後は上う手まくやってくれるだろう。

「……こんなに広かったかな。うちは」

　リビングはがらんどうで、使わなくなったキッチンやゲーム機に目を引かれる。

　心は不思議だ。距離が離れれば離れるほど、一番近かったときのことばかり思い出す。

　逆二乗の法則に正対するそれは、きっと物理では測れぬものなのだろう。「…………ん？」

　浸っていると、胸ポケットに入れていた携帯に着信が入る。中々に、意外な人物からだった。

『──やあ、雨あま宮みやくん。非常識な時間に電話をかけてしまってすまないね。今、いいかな？』

「ええ。お疲れ様です、ナイトレイ教頭。……こんな時間まで、お仕事ですか？」

『はっはっはっ、君には隠せんね！　皆が帰ってからが一番捗はかどるのでな。老骨らしく、前時代的な働き方をさせてもらっているよ』

「……若いなあ。あなたは」

『そうだな。まあ、君ほどではないがね』

　レイが、目を丸くする。達人に間合いを詰められたような感覚があった。

『君も、大層働いているそうじゃないか？　土日も潰れて、妹くんの話も聞けんほどにね』

「……澪みおと、話したんですか」

『うん。今日の放課後、彼女が喫煙所に来てね。……泣いていた』

「……え？」

『家出ものの大おお喧げん嘩かをしたと、大きな荷物を背負ってね。あの明るい子が捨て犬みたいだった。……自分が悪いと、ずっと言っていた。心ない態度を取り続けて、兄に見放されたんだとね』

「……………………」

『君の言い分も聞こうと思う』

「ありません」

『はっはっはっ、投了が早すぎんかね？』

「あなたは、全部詰ませ切ってから声をかける人だと思うから」

　電話口の向こうで、煙草たばこの煙を吐き出す気配がある。彼もまた、同じ月を見ているのか。

『愚かだな。君は教育者どころか兄として、最もしてはならんことをした』

　自分のしたことは、澪みおのしたことと同じだった。

　怒られたくないから連絡を絶ったように、自分が傷つきたくないから距離を無理矢理離した。

『そもそも、君が一緒にいたいと言ったから始まったのだろう？　言責も満足に取れんか？』

「……はい」

『恋仲なら、そういう風に終わることもあろう。だが君たちは違う。……兄きよう妹だいで、家族なのだろう？　それとも血が繫つながっていなければ、全てはごっこ遊びのまがい物かね？』

「それは、絶対に違います」

　強く、否定する。あの未来での日々が、無意味だったなんて絶対に誰にも言わせない──。

　そんな風につい熱くなってしまったことに、電話口の静かな笑い声でようやく気付いた。

『それで良いいじゃないか。……結局どんな家族も、他人から始まるのだからね』

「……っ」

『許し合って、生きていけばいい。格好を付けたり一人で抱え続けるには、家族というものは一緒に居る時間が長すぎる。……こうあるべき、かくあるべきと、頭でっかちの君は言うが』

　これ以上、一緒にいてはいけない。怒鳴って傷つけた自分が、二度と澪みおに触れる資格はない。

『君の気持ちは、そもそもどうしたいのかね？』

「……私、は……」

　頭がそう言う一方で、心は、身体からだは勝手に望みの方向に動く。

　昨日家に帰ると、澪みおはかわいらしい寝間着で、またリビングのソファで寝ていた。

　疲れ切っていたのか、すうすうと寝息を立てる彼女は、近寄っても目を覚まさない。

　つい、手袋を外して澪みおの頭に触れた。手裏剣が来たら、償い代わりに受けるつもりで。

　けれども返ってきたものは、その真逆だった。

　自分の前で初めて無意識に身を任せてくれた澪みおは、眠ったまま気持ち良さそうに微ほほ笑えんで、

『……あにうえ……』

　ただ一言だけ、そう言ったのだった。

「……そうですね。何を置いても、一緒にいたいと思っています」

　理由はない。けれどあの寝言一つで流れてしまった涙を、自分の答えだと信じたい。

『うん。では、全て終わらせてから、きちんと気持ちを伝えて謝ることだ。幸い、泊まり込みの撮影とやらで冷却期間も置けるのだろう？』

「……ええ。明日の有給の件も含めて、何から何までお世話をかけます」

『はっはっはっ、何の。しかし君はあれだねえ。何だか十代の生徒みたいなことで悩むね』

　くすりと笑って、煙草たばこの火を消す。それを彼への誠実とすることにした。

　見た目と中身が一致するとは限らない。アーシャの中身が、一体何歳か分からないように。

「心が十八歳のままなので」

　その逆の事象だって、コスモギアが生み出しても不思議はない。

「ご迷惑をおかけしました、先生。……少し落ち着いたら、飲みに誘っても良いですか？」

『おお、是非とも。全て、終わらせてからね。……それではな。撮影の成功を祈っているよ』

　そう言って、彼は電話を切った。

　大人に怒られるなんて、今思えば初めてのことだろうかと苦笑する。

　熱を持った携帯電話を耳から離し、ついでにロック画面で時間を確認する。

　日付は跨またいで、四月二十一日──満月の夜の到来を告げる、その中心の画面に。

「……一緒に、帰ってきてくれるか？」

　昨日の夜隠し撮りした、かわいらしい澪みおの寝顔が映っていた。

　ベランダからリビングに戻ると、玄関の鍵がかちゃん、かちゃんと音を立てるのが聞こえる。

　定刻通りだ。彼女の帰りを、待っていた。

「お帰り、と言った方がいいのかな。……千チ歳トセ」

「その決きめ台詞ぜりふは、澪みおに取って置いてあげてください」

　リビングに入って来た千ち歳とせが、下手投げで何か小さなものを投げてくる。

　手袋を嵌はめた右手を使って顔の前でキャッチし、開いた。

「オマケも付けておきました。必ず自分の手で返すこと。……良いいですね？」

「ああ。その任務、確かに承った」

　澪みおが返したであろう雨あま宮みや家の鍵を、刀のキーホルダーごとぐっと握りしめて決意する。

　信じて、託そう。未来を。

「では、最後の一晩を共に過ごさせて頂きます。……ところで、私に伝えたいこととは？」

「ああ。この後来る澪みおからの最終連絡次第だが──最後の作戦の配役を、変更したい」

「……そう、ですか。それでは、私はクビということですね？」

　彼女に、ショックを受けている様子はない。最初からお見通しだったということだろうか。

　どちらにせよ、この決断を変えるつもりはない。

「ああ。一番重要な役を、妹に任せたい。最後の主演は、雨あま宮みや澪みおだ」

「了解しました。……雨あま宮みや兄きよう妹だいに、未来あらんことを願っています」

　終わりの月が満ちていく。尽くした人事を天が聞き届けるのかどうか。

　この作り話の結末は悲劇か、それとも大団円か。

　運命の女神すらも知っているかどうか分からない、この話の終わりに──挑む。




「──最終作戦、上映開始」










Chapter12：ベイビー・ドライバー！





〈A.D. 2020/04/21(Tue) 18:30:00〉



　この宇宙で最大の分岐点となる夜は、神バ雷ベ石ルの異変から始まった。

　やけに明るい満月の下で、透明な神バ雷ベ石ルが、どくん──と一度拍動する。

　呼応するように起こった軽微な地震が、八年前と同じように統とう京きよう全土を揺らした。

『──ご覧下さい！　この通り、神バ雷ベ石ルが薄い光を帯び始めています！』

『──統とう京きよう憲章第二十三条に則のつとりまして、緊急事態宣言を発令致します。国民の皆様は、落ち着いて、かつ速やかに、指定地域のシェルターに避難して下さい。現在、事態の究明に──』

『──警報解除まで、シェルターで避難を継続して下さい。これは訓練ではありません。繰り返します。これは訓練ではありません。直ちに避難を行って下さい』

　何が起こるのかと、ニュースが騒ぐ。本能が嫌がるサイレンが都市中に鳴り響く。

　前ぜん代だい未み聞もんの事態ではあるがしかし、統とう京きよう国民は未知である者と既知である者に分かれた。

　未来から過去疎開していた大勢の民は、嫌な慣れではあるが迅速に避難を開始する。

　事情を知る統トウ京キヨウ劇シネ場マズのスタッフたちは、普段のノウハウを活いかして国民たちを逃がす。

　そして唯一何も知らぬ現代の群衆は、パニックになりながら逃げ惑った。

　緊急出動した統とう京きよう軍が国民をシェルターに逃がし終われば、統とう京きようは無人の戦場となる。

　そうなる前の混乱を、レイたちは徒党を組んで利用した。

『──〈レムリア〉本部へ。こちら暗号名：泡沫ブギー。エリア文ぶん教きようの５Ｄ。敵の尾行を受けてる。後方の統とう京きよう軍服の男、照会してくれ。……奴らだな。応援とジャミングを。撒くぞ』

『──了解。劉ラウ杏シン花フア確保は、マニュアル通り指揮権を泡沫ブギーから他へ！』

『──〈アガルタ〉本部？　こちら暗号名：紅ホン花フア。なーんかストーカーさん付いてんだけど。あんたら誰かお漏らしてんじゃないの？　タグ付けといたから足止めヨロ～』

『──了解。ジノ・ヴァレンティーノ確保の指揮は私が。そちらは撒いた後、遊撃に回れ』

　十九時半時点。統とう京きよう国民の七割が避難完了。バベルの再拍動を確認。

〈レムリア〉、〈アガルタ〉、無人区域から構成員の戦闘開始。クドリャフカ邸に動き無し。

　正規統とう京きよう軍、消灯確認によりクドリャフカ邸を無人と判断。割り当てシェルターに彼女ら二名の存在を確認し、撤退。しかし〈レムリア〉・〈アガルタ〉共に、熱源反応から二名の在宅を同時に確認。シェルターの二人を照会すると、〈空蟬人形デコイドール〉であることが判明した。

　両組織は敵側のブラフであると判断。クドリャフカ邸の包囲は未いまだ無し。

　二十時。〈レムリア〉軍総指揮官『二刀』に通信あり。

『第一チェック時刻です。未いまだ〈アガルタ〉の動きはありません』

「……待機ダ。決シテ焦ルナト現場ニ伝エロ。必ズ奴やつラニ先ニ仕掛ケサセ、イブリ出セ」

　膠こう着ちやく状態、継続。その後──二十時十五分。

　事態は東側──〈アガルタ〉によって動いた。

『──〈アガルタ〉本部へ！　ジノ・ヴァレンティーノが奪われました！　実行部隊は〈レムリア〉！　対象重複……あるいは、作戦がリークされていますッ！』

「……やむを得ないか。予備隊で追尾を続けろ。エージェント：紅ホン花フアの状況は？」

『たった今、敵方の追尾を躱かわしました。稼か働どう可能です』

「よし。シェルターに彼女の〈空蟬人形デコイドール〉を置き本隊に充あてろ。これ以上の睨にらみ合あいは無意味だ。ジノ・ヴァレンティーノの代替には、予定通り雨あま宮みや澪みおを使う」

　アガルタ本隊副司令官は、自軍の最終到着点、マクロコンバータの礼拝堂から発令する。

「本隊をクドリャフカ邸へ。対象──アレクサンドラ・クドリャフカと雨あま宮みや澪みおを確保せよ」

　二十時二十分、クドリャフカ邸の包囲を完了。

　精鋭十五名の実働部隊が本部に実行確認を送った、まさにその瞬間。

「待て！　全員、上っ！」

　後方にて弓を構え、殿しんがりを務める杏シン花フアが、クドリャフカ邸がある高級住宅街の屋根を指差す。

　伸縮自在の光を指から伸ばし、その男は蒼い閃光と化して跳んできた。

「──『サムライ』よ！　総員、飛び道具の使用を禁ずるっ！」

　統率の取れた部隊が、瞬時に銃を捨て打撃道具に持ちかえる。

　その隙に上空を跳ぶレイが、懐ふところに両手を突っ込み前へと払った。

　ホーミング手裏剣──指間に挟んだ八つが曳えい光こうで夜空を裂いて乱反射。その全てが隊員に刺さった。

　レイがクドリャフカ邸の門の前に着地し、剣を抜く。

　合わせて手裏剣が一斉に爆散し、杏シン花フア以外の八人を炎の中に吞み込んだ。

「きっ……さまぁああァアアア────ッ！」

「待て、紅ホン花フア！　撃つ──」

　な、という部隊長の忠告虚むなしく、杏シン花フアの髪留めは変形して光矢を放つ。終わりだ。

　矢を放った次の瞬間には、レイが杏シン花フアをずぶりと貫いている。

　血を吐いて彼女が倒れると、弓のギアも形を保てず、光って小さくなっていった。

「紅花ッ！　くそ──！」

　粒子にならずに倒れた杏シン花フアは、未いまだ生きている。救助に来ようとする者が慌てて銃を放った。

　全く同時に刃の音が轟とどろき、隊員は死を覚悟するが、しかしその瞬間は訪れない。

〈三日月〉の発動を移動に充あてたレイは包囲を抜け、三階のベランダに瞬間移動した。

「しまったッ!?」

　レイがガラスに刀で矩く形けいを描き、蹴飛ばして邸宅の中に侵入する。破砕音が轟とどろいた。

　ターゲットを奪われると判断した〈アガルタ〉は、残党の整理、応援要請、及びクドリャフカ夫妻常用の秘密地下通路封鎖隊に増援要請を行う。しかし──。

「敵影です！　同一方向！　次は──『ニンジャ』ですっ！」

　紅のマフラーを靡なびかせて、住宅街を跳んで駆けてくる黒い影が紫の光弾を乱射してくる。

　隊員は展開した電磁シールドに身を隠して防戦するが、奴やつの弾は報告ほど正確無比ではない。

　それが逆に足止めとなり、誰もレイへの追撃に動けない。

　レイが別の窓ガラスから飛び出てくる。銀色のパワードガントレットを両腕に付け、項うな垂だれるアーシャと澪みおを両脇に抱えて宙を跳び、一直線にガレージへと駆けて蹴破る。

　数秒もしないうち、シェルターの残骸を吹き飛ばし、ヘッドライトが闇を裂いた。

　エンジンの轟ごう音おん──真紅の四人乗り改造車両が、凶暴な加速で包囲を蹴散らしていく。

　銃弾で牽けん制せい中の澪みおを途中で助手席に拾うと、窓のマジックスモークをオンにする。

　車は高級住宅街を抜け、飛ぶような速さで夜の街へと走り去って行った。

「──本隊へ！　衛生兵と奴やつらの追尾を！　ニンジャとサムライは〈レムリア〉だ！　改造車両でターゲットを奪い逃走！　……逃がすな！　必ず押さえろッ！」




「──ねえなんで一般家庭にこんな車置いてんの、でござる？　ＭＡＸ[image: 800]キロって！」

「一般家庭じゃないからだよ。家庭より車に愛情注ぐ父親で助かったな」

「はーん、アホねー。統とう京きようで車なんて持ったってしゃーないでしょ……でござる。にんにん」

「……雑い奴やつだな！　というかお前、爆音で音楽かけるな！　起きたらどうする!?」

　街から全ての明かりが消え、人が消えた。

　黄色の点滅信号が寂しく灯る終わりの街道を、真紅の車は時速[image: 150]キロ程度で駆け抜けていく。

　アクセルを踏みながら、レイが助手席の澪みおを睨にらむ。彼女はけらけらと笑った。

「あっはっはっ、いーじゃない別に！　ゾウでも一日起きない未来の薬なんでしょ？　アーシャも起きたらなんかうるさい夢見たなーぐらいにしか思わないわよ！　で、ござる！」

「お前もうそれ以上澪みおの顔で喋しやべるな！　窓から投げ飛ばすぞ！」

「やんやん、兄上こわーい☆　ねえねえ澪みお、兄上っていつも家ではこんなカンジなわけ？」

「……杏シン花フア。前を向け」

　後部座席に座る本物の澪みおが、静かにそう言い聞かせる。

　紅の瞳は凍ったように冷たくて、「……ご、ごめんヨ。怒らないでヨ」

　アドレナリンに囚とらわれている杏シン花フアのテンションをしゅんと下げた。

　カーナビのレーダーは敵影を示してはいないが、これからだ。

　レイたちは目的地の判明を怖おそれ、作戦通り時間稼ぎに入る。まずはアキバの大通りへ。

「わたしの代役ちゃん、大丈夫？　自分と同じ顔が死んでたらヤなんだけど」

「千ち歳とせなら手トリ品ツクで無傷だ。〈レムリア〉の追撃部隊が来たら意識を取り戻して、命からがらどっかに逃げ延びることになってる。くれぐれも指示あるまで素顔を晒さらすなよ」

「ま、わたしが二人いたら世界も目移りしちゃうか。んで、ちょーっと残念なお知らせよ」

　レイが千ち歳とせから回収した弓のギアを杏シン花フアに返す。杏シン花フアはマフラーを澪みおに返し、偽にせ物もののマフラーに取り替える。これで戦闘準備は万端になったが、やはり暗雲は立ちこめる。

「当日まで漏ろう洩えい回避のため非公開だったけど、姫君強奪部隊の指揮が明らかになったわよ。こーいうケースも勿もち論ろん追ってくる。兄上先生、相性抜群だから逃走経路読まれないかなぁって」

「……まさか」

　杏シン花フアがマフラーの下に隠していた変声チョーカーを調整して、嫌な顔で笑う。

「フフフ。ボクたち〈アガルタ〉は逃がさないよ、レイくん？」

「……最悪。またケツ追われるのか。ギア持ちか？」

「そうね。でも当然詳細は不明。わたしや先生みたいに戦闘系じゃないのは確かだけど」

〈アガルタ〉──シゼルは顔が割れている。〈レムリア〉──『二刀』は能力が割れている。

　どちらも、まともに相手をしたくはない。この最終作戦の目的は、改変可能時刻が過ぎるまでギアとアーシャを逃がすことだからだ。

　やがてカーナビのレーダーに、凄すさまじい速度で追いすがってくる多数の反応が現れた。曲がり角でドリフトをかけ、広い一本道の道路に出てアクセルを踏む。

　ミラーに映り込んだのは、多数のパトカーに軍用車。そのように擬装しているが、この速度はカタギではない。誤射防止の蒼あおいパトランプが、所属を雄弁に物語っていた。

「兄上。〈レムリア〉の旗色にござる」

「先にそっちから来たか。好都合だ。……よし、澪みお。身体からだを低くしろ。アーシャさんを守れ」

「で、では拙者が運転を──」

「駄目、見られたらどうすんの。自動運転に切り替えて！　先生、出るわよ！」

　レイは仮想で鍛えた素早い手つきで、瞬時に運転モードを切り替えて車のルーフを開く。

　刀を抜いて一足先に車上に登る。偽にせの澪みおの手をぎゅっと摑つかんで車上に引き上げた。

「なりふり構うな。全員ぶち抜け！　車狙いの弾は全部俺が斬る！」

「あっはっはっ、それそれ！　そーいうのよ！　そういうお仕事だけやりたかったの！」

　それじゃあ、とにやりと笑って、高速で走る車上で、杏シン花フアはブレずに大弓を構える。

　煌きらめく四本の水色の矢が、その表情と一緒に、強く、鋭く、研ぎ澄まされていって──、

「───たあッ!!」

　流星のような矢の雨が、後方車両の射撃と行き違いに放たれた。

　刺さった車が次々と爆炎に変わる。クラッシュした車両が置き去りになって、景色の彼方かなたに消えていく。見届ける間もなく、杏シン花フアが次の矢を生成してつがえていく。

　その間、敵方から放たれる光弾と銃弾は、魔法のように杏シン花フアの前から消えていった。

　まるで迸ほとばしる金属の刃音が、不可視のうちに弾を喰くらっていくように。

「すっごー！　兄上超イケメン！　抱いてー！」

「いいからさっさと全機撃ち落とせ！　死ぬほどキツい！　ふざけてたら本当に抱くぞ！」

「……[image: ]不起。それは勘弁。わたしが澪みおに殺されちゃうじゃんッ！」

　そういったことを繰り返し、やがて追走車両が三台まで減る。距離は空いているが、しかし振り落とされずに付いてくるその車両は、淘とう汰たに耐えた精鋭だ。

　やがて最後方の車両の窓から、細い腕が伸ばされる。示し合わせたハンドサインがあった。

「杏シン花フアさん、射撃を止めろ！　運転に戻って所定通りだ！」「了解！　上はよろしく！」

　杏シン花フアが車内に戻った途端、乱気流に吹かれたように車が揺れる。ジノの、風だ。

　ハンドサインが引っ込んで、車両の扉が開くと共にホバーボードが空に浮く。見覚えのある根暗なゴーグルの男──ジノがそれに乗り、弾丸の如ごとく槍やりを構えて追ってきた。

　レイは右手を刀から放し、くるぶしに付けたホルスターから電シヨ撃ツク銃ガンを抜いて撃つ。

　物理ではないはずの光弾が、ジノの風によって明後日あさつての方向に逸それる。

　攻め時と判断したジノは、急加速して車両との距離を詰め、槍やりの間合いから三連突きを放つ。

　刃やいばが嚙かみ合あう。本命は最後の一本で、後部車輪を狙ったもの。

　レイはその一撃を的確に外側へと弾き、車輪狙いを看破した。

　身を低くして、車体の守りに入る。その瞬間を狙い、ジノは車両後部で警戒するレイを追い抜いた。後部座席のドアを串刺しにし、ずがんと引き抜く。「っ──しまった！」

　ドアが壊れ、残骸が火花を散らせ道路を流れる。その間にジノは車両の中に侵入し、

「──こいつは、貰もらってく」

　ぐったりとするアーシャを抱きかかえて、再び車外へと飛んで逃げた。

　レイが追撃の横よこ薙なぎ攻撃を首に向かって放つが、ジノはバックトリックを決めて刀を回避。

　最後尾の一台と共に減速して、豆粒大になって夜の彼方かなたに消えて行く。

　レイたちの車は残る二台の車に追い込まれ、彷ほう徨こうを続けざるを得ない。最悪の状況となった。

「こちら暗コー号ドネ名ーム：泡沫ブギー。姫君の奪還に成功した。コンバータの護送部隊に引き渡す」

『了解。視界共有で状況は確認した。合流地点を指定する。戦闘を回避して向かえ』




　二十一時ジャスト。学園都市『文ぶん教きよう』の、路地の一角。

　残りの追撃車両を全て撃墜し、監視衛星の死角を作ってレイと杏シン花フアが降車する。

「ものの見事に奪われちゃった。……凄すごい協力者さんを雇ったのね。あれ誰？」

「……まあ、喧けん嘩か友とも達だち兼、仕事相手だ。殺す気で来てくれたな」

　杏シン花フアが澪みおの顔を剝がし、後部座席の扉を開けてくれる。

　レイはすうすうと眠る澪みおの抜け殻を軽く抱きかかえ、杏シン花フアに渡した。

「うえー……軽い。あったかい。〈空蟬人形デコイドール〉、わたしぞわぞわするから嫌なのよね……」

　三人乗りのソファになっている後部座席は、特殊な手順を踏むと座面が外れる。「……よし」

　空洞の中には本物のアーシャが足を折って、〈永えい劫ごう〉を着けて、静かに眠っていた。

　全てが、作戦通りだ。起こさないように彼女を背負う。

　杏シン花フアが用意してくれた自分と澪みおの人形を席に置き、自動運転で無人車を走らせてしまう。

　あとはレーダーに映らないステルス車両に乗り換えて、アーシャを統ジ京パ幻ン想グまで護送する。

「ねえ、本当に良かったの？　澪みおが一番危険じゃない。わたしが代わりで良かったのに」

「そんなことはさせられないよ。……本当は、俺が女だったら一番良かったが」

　元々無理のある入れ替わりだが、流石さすがに大人の男である自分はアーシャに成り代われない。

　だから誰かに、その役割を頼む必要があった。

　昨夜、電話で最終確認の連絡をくれた澪みおは、こちらが言い出すより先に申し出てくれた。

『──例の一番大事な役、澪みおに任せてもらえないかな？』

「……任せるって決めた。俺が一番信頼できる人間は、他にいない」

　嚙かみつかれてばかりだった気がする。上う手まく優しくできたことなんてなかった気がする。

　一緒にいた時間も短かかった。けれどもう、どうだっていい。

「大丈夫。兄貴が保証する。あの子は千年にひとりの天才くノ一だからな」

「……はーあ。何なのよ。もう結婚しちゃえばいいのに……って無理なのね。ざまあないわ」

　何をごちゃごちゃと言っているのか分からないが、軽口を叩たたいている時間は無い。

　レイは次のステルス車にアーシャを乗せ、エンジンをかけた。

「すまない。もう行く。……最後まで、色々と世話になったな」

「……ね、せんせ。何かあったら、わたしを呼んでよ。すぐ飛んでくからね？」

「ありがとう。前向きに検討しておく」「あっ、ちょっと!?　それ言う大人って絶対──」

「じゃあな。早く逃げて、ジノに電話でもしてやれよ」

　アクセルを踏みしめる。二十一時、十分。

　改変可能時刻──〈永劫〉が破壊可能になる時刻まで、あと一時間を切った。




　そして同時刻。未来都市『神しん宿じゆく』の摩天楼街入り口ゲート。

　組織のナビゲートを受け、〈アガルタ〉との交戦を避けてきたジノが到着。

　集合した四人小隊へ、アレクサンドラ・クドリャフカの引き渡しに成功する。

「コンバータへ頼む。オレは第四部隊に合流し、アガルタの精鋭を叩たたく」

「了解。頼むぞ、ギア持ち。一人でも多くの同胞を助けてくれ」

　ジノは部隊の一人に、作戦通り偽にせのアーシャを引き渡す。

　彼女の狸たぬき寝ね入いりは完璧で、この四人以外が潜んでいる気配は無い。「……了解」

　ジノはボードを起動し、後は既存の作戦の流れに乗るために飛び去っていく。

　残った四人の隊員が、本部に報告の通信を入れようとした、その瞬間だった。

　虚こ空くうから黒円──ワームホールが広がり、『二刀』が這い出てくる。

　黒い夜を凝縮したような重い存在感に、周囲に存在する隊員は、呼吸すら忘れるようだった。

「……愛シイ無能ダナ。狸たぬき寝ね入いリドコロカ、肌ト身長ノ差異ニモ気付カナイカ？」

　小隊の者たちが息を吞のむその瞬間に、アーシャだったものは袖に隠したクナイを抜き、抱える男の心臓を一突き。腕から逃れて後方へと落ちながら、手裏剣をばら撒まいた。

　最大火力の爆炎が、周囲を飲み込む。……ある一点を除いては。

「フフフ。良イ武器ダ」

『二刀』は自分の前に黒い円を出現させ、爆炎を虚無の世界へ吞のみ込こみ、一歩も動いていない。

　変わらぬ出で鱈たら目めな強さは、しかし澪みおの想定のうちだった。

　取るべき行動は決まっていて、澪みおは偽にせ物ものの顔と腕時計をいらぬと外して投げつける。

『──奴やつと出会ったらまともに戦うな。逃げて、牽けん制せいして、真っ先に俺に連絡してくれ』

「……次こそは、必ず」

　レイとの間を繫つないでくれる、一番大切な贈り物を手首に改めて巻き直す。

　最凶の敵と対たい峙じする。戻らない時が、刻一刻と進んでいく。

「──行くぞ！　誓いを果たせッ！」

　レイが待ちわびる、〈永えい劫ごう〉の破壊可能時刻まで、残り僅か──。




　はやる気持ちが、レイの鼓動を早回しにする。

　車から降りて、伸縮自在のスーツのネクタイでアーシャを背負って固定。ビルの影から影へと死角をついて跳び、石橋を叩たたくように静かに移動する。

　基地への入り口はもはや目の前だが、想定外にアガルタの捜査隊が多く全く近づけない。

　──落ち着け。詰める直前ほど、最も冷静になれ。

　深呼吸して、腕時計で時刻を確認する。二十一時四十分。

〈永えい劫ごう〉の破壊可能時刻まで、二十分。自分たちは運良く発見されておらず、アーシャも予定通り眠り続けている。このまま逃げ切れば勝利で、厳重なのは基地周辺のみ。

　隠し場所は統ジ京パ幻ン想グが一番安全だと判断しただけで、そこじゃなければ詰む訳じゃない。

　周辺で見つからなさそうな場所はどこか。こんな非常時に、一番探さなさそうな場所。

　──あそこなら。

　レイは沈思黙考した後、静寂に包まれた御お茶ちや乃の水みずの路地を、息を殺してまた移動する。

　直感通り周囲に警備はなく、〈レムリア〉と〈アガルタ〉の戦闘もなかった。

「……神様」

　レイを迎え入れるように、名画座の扉は開いていた。逃亡時に閉め忘れたのだろう。

　中に入って鍵を締め、アーシャを背に負ったまま、刀を構えて暗闇の中を進んでいく。

　どこかの部隊が一時拠点としているという不幸があった場合────苦しい展開となるが。

「……よ、しっ」

　最さい奥おうのシアターに、レイは入り込むことに成功する。鍵を閉めて、完全な密室を作り出した。

　背負っていたアーシャの拘束を解き、椅子に座らせ、手首から本物の〈永えい劫ごう〉を抜き取る。

　その隣に自分も座り、「澪みおに、連絡を──」

　繫つながなければ、となった段で、それが出来ないことに思い至った。

　もしも変装が露見していなければ、通信を鳴らしたせいで一発アウトとなる。

　澪みおから連絡は来ていない。ならば僅かながら、その可能性は消しきれない。

　──必ず向こうから連絡が来る。

　暗闇の劇場で一人、そう言い聞かせる。次に状況を伝えるべき相手は自おのずと決まる。

　レイは通信機で千チ歳トセをコールする。どんなときでも迅速に答える彼女の声を期待する。

「……くっ」

　出ない。作戦行動を命じた限りでは、ここで出られない予定は存在しない。

　最悪の予想が頭をよぎる。しかしレイに出来ることは、絶対にここを出ることではない。

「くそっ……！　まだか。……まだなのか！」

　アーシャから抜き取った時計が示す時刻は二十一時五十五分。破壊可能時刻まで残り五分。

　レイの生涯で最も長い五分が、一分、二分、三分──決して加速せず、積み重なっていく。

「──ん、……ぅ……。…………え？　……ここ、どこ……？」

　身じろぎして目を開いたアーシャに、レイは息を吞のんだ。

　揺らしすぎたか。しかし、澪みおに渡した薬はそんな生半可なものではなかったはずだ。

　出血を伴うほどの外傷を与えるか、未来の特殊器具で覚醒を招かない限りは、決して──。

「……レイ、先生？　その、格好は？　か、刀？　なんで、どうして……？　私、澪みおと……？」

　あどけないアーシャの声に、背筋が総毛立つ。

　腹から一気に臓器を抜かれたように、声が出ない。

「……どうして先生が、ねえさんの、とけいをもってるの？」

　静かに響く秒針の音は、足場にヒビが入っていく音に似ている。

「……わたし、またいつもの夢を見て──」

　アーシャの腕時計がアラームを鳴らす。西暦二〇二〇年四月二十一日、二十二時。

　コスモギアの破壊可能時刻──神バ雷ベ石ルによる改変可能時刻に、時間は到達した。

　なのに〈永えい劫ごう〉が、紅の光を帯びない。

「……ねえ、レイ先生。一体、何が起きてるの……？」

　隣の席で、無む垢くにこちらを見つめる紅の瞳の観測者も、その光を身体に帯びていない。

　そんな事態が、起こるはずはない。歴史に刻まれた絶対のルールは、決して揺らがない。

　ならば、違っているのは──。

　──ぴぴぴ。

　時の弾丸が畳みかけてくるように、レイの腕時計が通信を受信する。

　発信源は『日本』の、時空漂流者受け入れ拠点。レイは殆ほとんど反射的にホログラフを起動した。

『──ああ……！　良かった、繫つながった！　無事だったんですね！』

　千チ歳トセの、ほっとしたような表情が映る。しかし圧倒的な違和感がレイを打ちのめした。

　音声の乱れなんて言い訳できないほど、別人レベルで声が違う。

『初めまして、暗コー号ドネ名ーム：零ゼロ！　私は暗コー号ドネ名ーム：桜オウ花カ！　たった今、ムーンゲートよりこの時代に収束しました！　状況を共有してください！　神バ雷ベ石ルが活動状態に入っているのに、誰も──』

「なにを……言ってるんだ？」

　矛盾の濁流に、整理が追いつかない。

　しかしまずは、この事実を突きつけずには始まらない。

「君は、エージェント：千チ歳トセだろ!?　遂行中の作戦はどうした!?」

「ち、千ち歳とせ……？　漂着一次受けの、彼女のことですよね？」

　本人が、他ひ人と事ごとのように物事を語る。

「彼女とも連絡がつかないんです！　と、というか、私とは全く似ていないですよ！　彼女は、アガルタに潜入しているはずなのでは？　あの、今照会データを送ります！」

　呆ぼう然ぜんとしていると、数秒後にエージェントの登録データがホログラフに映し出される。

　日付は八年前と古株だ。

　しかし映っている過去の顔写真に、とうとう頭が狂ってしまったのだと思った。

「………………はぁ…………？」
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　エージェント：千チ歳トセの顔写真に、現在のアレクサンドラ・クドリャフカが写っている。

「馬鹿な、八年前だと!?　ありえない、計算が──！」

　合わない、と叫びかけた瞬間に気付いた。

　──顔立ちが、微妙に違う。




「──楽しいゲームだったわ。零くん」




　電シヨ撃ツク銃ガンの発射音が轟とどろく。痺しびれたレイのくぐもった叫びが、暗闇の劇場内に響いた。

〈三日月〉は、射撃に反応しなかった。

　それはつまり、弾が発射と着弾にラグの無い、零距離から放たれたことを意味する。

　シートに座ったまま痺しびれる身体からだに力を込め、震えながら首だけで隣を見る。

「……………………シ…………ゼ、ル……？　……な、ぜ…………」

　今の今まで隣に座っていたアーシャの位置に、シゼル・ヴィースラーが座っている。

　奴やつは脇腹に付けていた電シヨ撃ツク銃ガンを抜いて、側に落ちたレイの刀を奪った。

「双子と聞いたら入れ替わりを疑えって、学校で習わなかったのかい？　こんなの、義務教育レベルの古典だよ？」

　暗い微ほほ笑えみを浮かべるシゼルは、刀を右手に持ち替えて、左手の袖をめくる。

　紅あかい光を放つ、太陽の腕時計がそこにあった。

「もっとも古典の世界じゃ、同時に存在するだなんてふざけた概念は認めてないけどね」

「…………………………あり、えない…………」

「へえ、もう気付いたの。……やはりあなたは、どの可能性世界でも私を見つけるのね」

　シゼルがスカーフを取ると、その下から変声チョーカーが現れる。

　機能を切ると、いつものアルトボイスではなく、アーシャとよく似た彼女自身の声が通った。

「中々の悪問だと自負しているから、きちんと解説はさせて頂くわ」

　百万歩譲って、不可能だという点に目を瞑つむり、彼女が生存していたとする。

　それでもやはり、矛盾している。

　双子である彼女は、アナスタシア・クドリャフカと年齢が同じでなければおかしい。

「言っておくけれどこの顔は素顔だし、〈永えい劫ごう〉に物理年齢を変える力もない」

「……ぐ……っ」

「ふふ。あなたの考えてることは手に取るように分かる。…………昔、一番大事だったから」

　彼女は手で顔を覆ってずらし、最後の偽装──カラーコンタクトを外す。

　冷たい光を湛たたえた紅の瞳が、永久の時を生きる化物のように、レイを見下した。

「この世界では初めましてね、零れいくん。アレクサンドラ・クドリャフカよ」

　胸の中に隠したロザリオを取り出して、彼女は嗤わらう。

　それこそが二つで一つの、彼女の妹が観測したコスモギアの正体ということらしかった。

「──久しぶりね。……そしてまた、ここでさよならよ」





〈Main Director's Crank-In：ミス・パラレルワールド〉







　同じ満月の夜だった。

　みんな死んだ。私の一番大事な友達も、あの『二刀』に胸を貫かれて、礼拝堂で倒れた。

「レイくん……。レイくんっ、いやっ、嫌ぁあああああ───────っ!!!」

　こんな結末は認めない。絶対に、絶対に、時間を捻ねじ曲まげてでも認めない。

　無理矢理見せつけられた理不尽に心は揺らぎ、私の瞳は血のような光を帯びて、愛に生きた妹の形見──太陽の腕時計に〈永えい劫ごう〉を観みた。

「……そう。…………ここまで、のようね…………」

　観測者本人には分かる。〈永えい劫ごう〉は、観測時点までしか時を遡ることができない。

　みんなを、レイくんを失ってから〈永えい劫ごう〉を観みた私には、詰みしか残っていなかった。

　膝の上で彼の亡なき骸がらを抱えて、血塗られた光が身体からだを包む。復ふく讐しゆうの手は二つだった。

　この場で舌を嚙かみ切きって死に、奴やつらの全てを台無しにしてやるか。

　それともこの宇宙の法則を塗り替えて、もう一度を求め、この世界を戦火の渦に巻き込むか。

　気性の荒い唯我独尊の私が選ぶ答えなんて、一つに決まっていた。

「──乗ってやる。……けれど、覚えておくことね」

　怨えん嗟さの炎が身を焦がす。コンバータである教会を光が包み、二つに増えた月に伝わる。

「無限の時間がかかろうとも、どんな手を使ってでも、私は、あなたたちを……ッ」

　濃く、強く、復ふく讐しゆうの業ごう火かが紅の瞳に宿って、自分たちを囲む汚い大人たちを睨にらんで叫んだ。

「必ず、殺して──」

「──駄目だ。……アーシャ」

　けれど世界を塗り替える前、私の腕の中で刹那息を吹き返した彼が、人差し指を立てて微ほほ笑えんだ。「君は、こっち側に、来るな」

　彼の蒼あおい瞳が光ると、広がる円の力場が敵を遠ざけ、私の身体を球体が包む。

《特異点》、だった。

「優しい人間に、生まれ変わるんだろ？　……君を守った、妹さんのように……」

「……っ、いや。……やめて！　やめてっ！　どうしてあなたも、アナも、私をっ!!」

「……君のお陰で、後悔をやり直せた。……ありがとう。だから今度は俺が、君に贈ろう。合言葉と通信を忘れるな。俺たちはどの時代にも、どんな可能性にも、必ずいて、君を守るから。……沢山、沢山、教えてくれてありがとう。本当に楽しかった」

「いや！　いや！　嫌ぁああっ！　零れいく──」

「──未来を生きろ、アーシャ。……俺の初めての、大切な友達」

　蒼あおく眩まばゆい光が、私を包む。

　網膜を焼くようなその光に目を瞑つむり、しばし前後不覚になって頭がぐらぐらと揺れる。

　次に目を開いた瞬間に飛び込んで来た光景に、私はそこがどこであるかをすぐに悟った。

「……ぁ、……あ、……ぁああ……っ…………！」

　真っ暗闇の世界に連なる、瓦が礫れきと炎の山。けたたましく鳴るサイレンに人の悲鳴は地獄絵図。

　満月に伸びていくような神バ雷ベ石ルが淡い光を纏まとって、人を嘲あざ笑わらうかのように見下ろしていて。

　私の時計は調整機能が働き、ぐるぐると逆向きに針が回って、運命の時を示して止まった。







〈A.D. 2012/02/29(Wed) 00:10:32〉






　八年前。《神雷崩落バベルダウン》、直後。

「……どう、なってるの。…………時間が……!?」

　私は呆ぼう然ぜんとしながら、瓦が礫れきの中を歩き回った。勝手知ったるように。

　そこがかつての自宅であったことに気付いたのは、運命の背中を見つけたのと同時だった。

　小さな銀髪の女の子が、崩れた書架に出来た血だまりの前に、ぺたんと座っている。

　それは誰より私が知っていて、そして知らない光景だった。過去の自分の背中を、自分だけは見ることができない。がくんと膝が折れて、私は立ち上がれなくなって、大きな音が鳴った。

　座り込んでいた少女がそれに気付いて振り返り、私を観測する。

　矛盾していた。

　私は、私を観測した記憶なんてない。死にたくなるぐらい、劣化しない記憶に自信があった。

「……おねえちゃん。……だいじょうぶ？」

　──ああ。この子は、私じゃない。

「なかないで。……だいじょうぶ？　おねえちゃんも、まいごなの……？」

　本物のアレクサンドラ・クドリャフカは、決して誰かの心配なんてするはずがないとか。

　そんな理屈は、全部後付けだった。

「アナ」

「……ぇ……？」

　救えなかった後悔の名を、何度も呼ぶ。もう離さないと強く強く抱きしめる。

　この子は『私』じゃない。違う可能性世界では生き残っていた、ずっと会いたかった妹だ。

『──ねえさん。危ないっ！』

　心ない鬼畜の私を、妹は最さい期ごまで愛し続けた。だからあの瞬間から、私の心は芽吹いた。

　どうしてあんな酷ひどいことをしたんだろう。どうして道具みたいに扱ったんだろう。

　もっと優しくすればよかった。もっともっと愛してやればよかった。

　──見つけて、あげたかった。

　彼が命を賭として取り戻してくれた宝物を、後悔を、今度こそこの腕に抱きしめて私は呼ぶ。

「アナ。……みーつけた……っ！」

　かくれんぼはここで終わり。そして私の長い旅が、ここから始まる。

「未来で、待っていて。……たとえ何度やり直しても、私は、今度こそ、あなたを救う……っ」

　この時間は巻き戻る。抱きしめた温ぬくもりを、私だけは二度と忘れないままに。

　妹を救うための、永えい劫ごうの贖しよく罪ざいが始まる──。





〈A.D. 2020/04/21(Tue) 名画座〉






「──長い、長い、道のりだったわ。……零れいくん」

〈永えい劫ごう〉を、彼の刀で斬って壊す。これでもう、時は遡れない。

　痺しびれて動かない彼の身体からだを、念のため拘束具で座席に縛って、アレクは自白を続けた。

「《特異点》は、相手の最も願う可能性世界を引き当てるようね。……平行未来から来た私の願いはただ一つ。私に与えられた命を、あの子に返して償うこと」

　可能性世界にも、必然というものがある。妹も自分と同じ、世界から狙われる身だった。

　けれど幸運なことに、自分には向こうのレイから授かった〈日本〉へのツテと、違う宇宙で観測した〈永えい劫ごう〉をこの手に持っていた。

「あの子を救って、未来であなたたちとも再び出会って救う。それが私の願い」

　アレクは、壊れた腕時計を手の中で弄ぶ。

　無限の時間と自分の頭脳があれば、何でもできると思った。全てが取り戻せると思った。

「……そんなことを、いつまでは考えていたのかしらね」

　もはやそれを覚えていないほど、何度も何度も何度も何度も繰り返して、分からされた。

「ハッピーエンドは、無いの。……何度繰り返しても、アナは〈永えい劫ごう〉を観測して宇宙を塗り替える。観測を起こすための因果は、二つの組織によって作り出されてしまう」

　一番初め、アナに自分が姉だと名乗り出た。目の前で自分が殺されて、スイッチにされた。

　次は裏で立ち回って、アナに不正をしない、真っ当な道を歩ませようとした。

　代わりに、ある周回では薬漬けにされた。ある周回では男に汚され、それを後悔とされた。

　そんな風に、救おうとすればするほど、より酷ひどく、惨むごく、妹は目の前で壊されてしまう。

　ならば一番傷の少ない道筋で、この手で妹を堕としておくしかない。

「だから私は、敵側に潜り込んだ」

　妹を孤独に堕として、〈日本〉を裏切りつつ、アガルタに身を寄せる。

　シゼル・ヴィースラーを作り出し、彼女の罪を作り出す。

　そしてその過去こそが、唯一許容できる、未来への突破口に繫つながっていた。

「因果の糸は、複雑だけれど必ず繫つながっている。アナの破滅は、〈永えい劫ごう〉の観測とセット。だったらアナに〈永えい劫ごう〉以外のギアを観みさせて、先に観測可能性を閉じてしまえばいい」

　アレクは首に提げたロザリオを、レイに向かって突きつけた。

「これが、私の最適解。……あの子は優しかった。兄妹を見れば、必ず私を思い出すほどに」

　全てが露見してしまう抜き打ちテストで、危機が迫った妹は──神に願ってくれたのだ。

　昔ながらのロザリオを握って凝視して、「姉さん助けて」と涙目で、こんな姉を。

「このギアは、二つで一つ。片方がギアとして確定すれば、もう片方の状態も確定される」

　能力は、双子の入れ替わりテレポーテーシヨン。情報不均等の解消。

　互いに着けていれば、光速より早く念話ができる。眠っている間に任意で記憶を同期できる。

　そしてたった今、彼を欺いたように、互いの空間座標も入れ替えられる。

「最後のは、反則だったわね。……けれど、あなたが私にそう教えたのよ」

　必ず勝ちたいゲームでは、奥の手を隠しておいて泳がせる。……これで、終局だ。

「待て……」

　兄きよう妹だいという単語を口にした瞬間から、彼の表情は凍り付いている。

「あなたたちが兄きよう妹だいになったのは、必然。……誰に命じられたのか、勿もち論ろん覚えているわよね」

　エージェント：千チ歳トセはとても良い仕事をしてくれた。

　全ては妹が、ロザリオを観みるために仕組ませた関係性。そして。

「〈永えい劫ごう〉が観測されることが確定事項なら、誰に観測されるかは確定しない。観測可能性を宿した紅の瞳を持っているなら、誰でも私の生いけ贄にえたり得える。……ああそうだ、レイくん」

　避けられない因果の刃を、彼に非情に突きつける。

「──あなたの妹の眼め、何色だったっけ？」





〈Main Actress' Making【Take2】：めまい〉






　きっとあの夜かけた最終報告の電話が、拙者の最後の分岐点だった。

『──そうか。撮影準備は、順調に進んでいるんだな』

「うん。……それでね、レイ。一つ、報告しなきゃいけない大事なことがあるの」

　アーシャは、〈永えい劫ごう〉を観測してなんかいない。本物は別に存在しているのです。

　そういう真実を、どのように伝えようかと思案していたら、電話の向こうがうるさくなった。

「ごめんな澪みお、ちょっと待ってくれ。……おい、千ち歳とせ。静かにしろ！　いつまでやってる！」

『もう少しだけ待っていてください、レイ様！　今、確定しますから！』

『……全く。何をあんなにバタバタとすることがあるんだ？　……悪い、待たせたな』

「…………千ち歳とせ？　なんで、一緒にいるの？　何してるの？」

『ああ。全部終わるまで、あいつには俺とずっと一緒にいてもらうから』

「……ずっと、一緒？　お風ふ呂ろも、寝るときも、明日も？　これから先の、時間も？」

『馬鹿、何言ってる。前者は流石さすがに別だよ。……きちんと澪の部屋を使ってもらうから』

　──やめて。やめて。やめてやめてやめて！　他の女と、家に、その場所にいないで！

『今、片付けをしてるらしい。寝具を変えて、自分の寝床に変えないと眠れないんだとさ。

　……で、だ。澪みお。話の腰を折って悪かった。大事な話って、何だ？』

　もう戻れない。帰る鍵も場所もない。「……何でもない」

　全部奪われてしまって、未来にどこにも行き場がないのなら。

「──異常なし、だよ。……澪みおが一番大事な役を任せて欲しいって、ただ、それだけ」

　もう過去に、行き場を求めるしかなかったのだ──。





〈A.D. 2020/04/21(Tue) 未来都市「神しん宿じゆく」　摩天楼街〉






「──ココラデ、良イ」

『二刀』との鬼ごっこが終わった場所は、奇くしくも始まりの満月の夜と同じ場所。

　澪みおがレイと出会った、ツインクロックタワー前の大交差点だった。

「さあ……！　誓いは、果たした！　拙者は、誰にも喋しやべってなどいないっ！」

　幾度も幾度も呼び出される通信音の誘惑に、幾度抗あらがったか分からない。

　それでも、耐えた。だってあと少しの辛抱だ。

　この男との約束を守れば、後は無限に、夢見た世界へとやり直せるのだから！

「──そう、急せくな。あちらでもこちらでも、俺は味方を欺かねばならんのでな」

　男が仮面に手を掛けると、加工された音声が解けて、低く嗄かれた声が無人の神しん宿じゆくに溢こぼれた。

　仮面の下の黒々とした瞳に、モノクルはかかっていない。

　重たい二刀を携え駆けても息は上がらず、伸びた背筋と足腰に杖つえなど不要。

『二刀』──シルバー・ナイトレイはにやりと笑い、戦場で堂々と煙草たばこに火を点つけた。

「所定の時刻までは引けん。……どうだね、最後にまた少し、話をしようじゃないか」

　喫煙所で会いに来たときと全く同じ口調で、奴やつは話す。

　紛れもなく本物である彼の素顔を、二重の意味で兄に伝えたくなかった。

「言った通り、アナスタシア・クドリャフカは〈永えい劫ごう〉の観測者ではなかっただろう？　……それで構わん。皆、騙だまされた。本物は別にいて我々は失敗した。俺は化けていた偽にせ物ものを追ったが逃がしてしまい、本物の観測者や〈永えい劫ごう〉の所在、そして君の兄の行方も知る由よしはない」

　そういう脚本を演じないかと、過去を代価に持ちかけられた。なぜなら彼は、望んでいる。

「戦争なんて、愚かしい。俺の真の所属も、そう考えているんだよ」

　悠然と煙草たばこを吸う奴やつに、焦あせりは駆り立てられていく。早く、早く──兄上に露見する前に！

　裏切られたと悲しませる前に、全てを帳消しにしてしまえ！

「御託は良いい！　早く……拙者に、本物の〈永えい劫ごう〉を寄越せっ！」

「ああ。……では、時間だ。本物はたった今、ここに生まれる」

　シルバーが、背後の神バ雷ベ石ルを剣で指す。

　ぴぴ、となる二十二時のアラーム音と共に、バベルは拍動を三度ほど繰り返した。

　透明な結晶塔は、自らを血のような真紅に染める。

　全ては仮想で教わった通りであり、澪みおには予想外など何もない。はずだった。

「──っ!?」

　澪みおの身体からだが、真紅の光に包まれる。それはまさしく、改変意志を示す光だった。

「君は間違えたのだ、雨あま宮みや澪みお。……愚かしいな。どうして俺を信頼した？」

「な……っ!?」

「君の兄は、死んだ。君が真実を黙殺したせいで、部下に背後を取られて先程散ったよ」

　頭が、真っ白になる。

「恩を仇あだで返すとはこのことだな。彼を殺したのは、他ならぬ君だ」

　取り返しのつかない過あやまちを犯したのだと、心の揺らぎが、不随意に嗚お咽えつと震えをもたらす。

「……噓うそだ。……うそだ、うそだ、噓うそだ、ぅそ、だぁああああ──ッ!!」

「俺は噓うそをつかない。好きに確かめてみるといい。……その、兄から貰もらった形見でな」

　シルバーが、澪みおの腕時計を指差す。弾はじかれたように入電の操作を行った。

　けれども兄は、応えない。

　いつも笑顔で応えてくれた兄が出ることは、もう──。

「……ぁ、ぁああ、……ぁあああ──……っ!!　いや！　兄上！　兄上ぇええっ！」

　澪みおの紅の瞳から、血のような涙が流れていく。

　そして──その瞬間こそを狙って、悪魔は囁ささやく。

「ああ、残念だな。もしも過去に戻れたら、取り返しがつくかもしれんがね？」

「っ──」

　やり直したい。あの甘い瞬間を、何度でも繰り返したい。

　時の歯車を逆回りして、初めにこの場所で出会った瞬間から！　もう一度あなたと！

『──おかえり、澪みお。愛しているよ』

　悪魔に魅入られた瞳が、甘い未来を時計の中に投影する。

　歯車ががちりと組み変わったように、紅あかい光と共に奇跡の道具は収束を果たした。




「──夢見たな。忍びよ」




　背後から現れた現実の刃が、夢幻の天国を摑つかもうとした澪みおの、その腕を狙って──、

　一いつ閃せん。

　肉と骨を同時に断たれて、鮮血と絶叫が、冷たく統とう京きようの夜に散った。

「うぁアアぁあああぁっ、あ、ああ、ァアぁあああああぁああ亜ぁああ────っ!!!」

　綺き麗れいに千切れ飛んだ澪みおの腕を、狙いの腕時計ごと確保し、シルバーは剣を下ろす。

「〈レムリア〉本隊へ。こちら暗コー号ドネ名ーム：夜ヤ光コウ」

　煙草たばこに火を点つけて澪みおを蹴飛ばし、意識を奪って通信を入れる。

「作戦通り、〈永えい劫ごう〉と紅の瞳の観測者を確保した。これより最終防衛フェーズに移行する」










Chapter13：レオン





〈Main Director's Cut / Loop Final〉




　劇場での自白が終わって、私は最後の作戦に用意した、偽にせの〈永えい劫ごう〉で時間を確認する。

　二十二時三十分。さよならの時がやって来る。

「貴様ぁっ！　拘束を外せ、シゼルッ!!!」

　私と初めて出会う彼は、私を優しく「アーシャ」と呼ばない。

　二人並んで笑い合った、あの日々にはもう、戻れない。

「あなたを行かせるわけにはいかない。……行けば、あなたの死は確定してしまうから」

　私は刺さっていた彼の刀を手に取って、両手で握り込む。

　殺意を持って相対してくる彼を初めて見て、私はいくつになったのか分からないのに怖くて、悲しくて泣きそうになる。どうして頑張らなきゃいけないんだろう、って止まりたくなる。

　けれどそういうときはいつも、私はロザリオを握って、あの子の顔を、声を、思い出す。

『──ねえさん』

　心の熱量は、第二法則を凌りよう駕がして遥はるか無限。身体からだは脚本を、最後まで演じる。

「あなたは、優しくなりすぎた。行けばあなたは、どの未来でも人質に取られた観測者を殺せずに、シルバー・ナイトレイに殺されてしまう」

　何度も観みた結末を彼に聞かせると、胸を突かれたように彼の呼吸が浅くなる。

　私は絶対にその瞬間が訪れると知っていて、彼の太ふと腿ももに、思い切り日本刀を突き刺した。

　飛び散る血潮と、低くくぐもった彼の叫びが劇場の中に響く。

　私は刀を引き抜いて、その血を真っ白な服に塗りたくって、最後の演出に使う。

「あなたは、馬鹿じゃないでしょう？　……これで絶対に、間に合わない」

「……ぉ、ま、ぇ……っ」

「零れいくんの出番は、ここで終わり。後はアナを守って、つまらない現実を生きていって？」

　そう約束したんでしょう、と念を押す。

　彼のことを知り尽くしている。言ったことは絶対に、命を賭としても守る人だ。

「……勘違い、しないでね。私は、どれだけ時間をかけても、いかなる宇宙でも、変わらない。……あなたのことを、特別に思ったりなんて、していないんだから」

　カラコンを戻してシゼルになって、後は偽の〈永えい劫ごう〉を取り出す。

「私はただ、計算が合わないのが、気に食わないだけ」

　彼との友達ごっこが、本当にここで終わるのだ。

「中々解きがいのある問題だった。……私は、満足。だからお礼に片方、持っていくわ」

　アナの〈空蟬人形デコイドール〉を出して、膨らむまでの最後の数十秒。

　私は取り出した『爆弾』であるソレを抱えて、演者が最後に去るときのように深く礼をした。

「沢山、沢山、遊んでくれてありがとう。茶番から始まった、……ともだち、だったけれど」

　無む謬びゆうのアレクサンドラ・クドリャフカは、過程を問わない。最後に答えだけ、合っていれば。

「あなたと出会えて、私は嬉うれしかった。零れいくん……」

「……っ。待て──」

　背中を向けると、最後に彼は、大人の姿になったのに、私を見つけて呼んでくれた。

「アレクっ!!」

「……っ。……さようなら。絶交よ。……私の最初で最後の、一番大事な友達だった人」

　扉を閉めて、私は報告をアガルタに入れて、最さい期ごの道のりを歩いて行く。

「……ねえ、アナ。……ちゃんと、みてた……？」

　片方は空っぽでも、けれども姉妹で二人きりで。

「……ねえさんでも、……おし、ばい、……やれば、……できる、んだから…………っ」

　貸し切りになった夜の街を、絵本でも読み聞かせるように、一番の思い出を話して歩いた。

　私が拗すね散ちらかして、でも最後に仲直りして出かけた、お休みの日の延長戦。

　零れいくんに連れられて、一緒にオトナのフリをして、レイトショーを観に行った。

　あの帰り道のことを、私はずっと覚えている。

『最後、ぼろぼろに泣いていたわね。……ずっと動かないから、びっくりしちゃった』

『……兄貴と、一番初めに観みた映画だったんだ。あの日から、俺は始まった』

『お兄さんが、いるの？』

『いた。……死んだ。……俺が、殺したんだ』

　お互いに、詳しくを語った訳じゃない。だって彼はいつも、自分のことを語らなかった。

　それでも最大限に心を許してくれて、あの時初めて、抱えている同じ傷を見せてくれた。

『一緒に泣けなくて、ごめん、なさい。……あなたが見せてくれた、宝物だったのに』

　なんでこの殺し屋は最後、たかが他人なんかを庇かばって死んでしまうんだろう。

　理屈に合わない。そう考えてしまう自分が申し訳なくて、彼の顔が上う手まく見れなかった。

『良いんだよ、アーシャ。……俺も最初は、君と同じだった。理屈が合わないって思ったよ』

『零れいくん、も……？』

『うん。……でも、俺も良さが分かるようになった。君も、いつかは分かるかもしれない』

『……私に、泣けるかなぁ？』

　初めて、誰かに聞き返した。一人で完結しないで、あなたの言葉が欲しいと心を預けた。

　期待通りに、あなたは笑ってくれた。

『何周かしたら、きっと見方も変わるさ。また一緒に映画を観に来よう』

『あ、言ったわね。一度言った言葉は、何があっても取り消せないのよ？』

『はは。古風だなあ、君は。……そういう人間が、将来どう変わるか楽しみだ』

　将来。その何でもない言葉を貰もらえたことが、私はただ、嬉うれしかった。

『ねえ、零れいくん。この前言ってたじゃない。あなたは大人になったら、何をしたいの？』

『ん……？　俳優と、学生以外でってことか？　……そうだなぁ。俺にもし、自由な未来があるのなら、そのときは教師をやってみたいかな』

『教師ぃ……？　あんなもの、凡庸でくだらない仕事の極致じゃない』

『そうかなあ。君みたいなひねた生徒の相手をしてたら、きっと毎日飽きないと思うけどな』

　俺が聖職者なんて皮肉すぎるけど、と彼は笑う。

『こんな俺だからこそ、導いてやれる子もいるはずだ。……君は？　将来、何したいんだ？』

『オヨメサン』

『……ほんっと噓うそ下手だよな。人に言わせて自分は言わないなんて、くだらない奴やつだ』

　気を置けない辛辣な言葉が嬉うれしくて、私は「ナイショよ」とくすくす笑った。

『──まあ、くだらない女には、くだらないなりの仕事があるんじゃない？』

　だってあなたと同じなら何でも良いいなんて、恥ずかしくて言えないじゃない？




「……教師の才能、なくてごめんね？　……私、教えるのはてんで駄目だったみたい」

　終わりの礼拝堂まで、もう少し。抜け殻と手を繫つないで、私は最後に妹と話す。

　ロザリオの向こうで、アナは応えない。入れ替わったときに眠りにつくよう細工しておいた。

「こうやって、最初から手を繫つないで話したかったね。……姉さん、馬鹿でごめんね？　こんなときだっていうのに、何話せばいいか分からないし。私の話なんて、あなたは聞きたくないだろうし。……だったらやっぱり、彼の話になっちゃうのかな」

　何も分からないまま、お芝居させてごめんね。噓うそで好きって言わせてごめんね。

　でもあなたは結構ノリノリだったし、どうせ本当になったんだから良いいでしょう？

　私なんて、出番は殆ほとんど最初だけだった。……だってそうしないと、すぐにバレちゃう。

『──俺も君とは、初めて会ったような気がしないけどな』

　あのとき私は泣いちゃった。学生時代と同じ席の並びで、あなたがそんなことを言うから。

　しかも全部バレて台無しになるかもって慌ててたのに、あなたは妹に夢中で気付かないし。

『──実はボク、男性が好きなんだよね……』

　何か気に入らないから攻めてやった。別に噓うそは言ってないし。私悪くないし。

　そもそも隠れてるからって、あなたが私を見つけないのが悪くない？

「ついカッとなって、刺しちゃったけど。……あれ、私が悪い？　どう思う？」

　だってあいつ妹なんか囲った上に、私たち二人同時に手を出してきたんだから。

　そりゃあ双子らしく、もつれて当たり前なんじゃない──なんて。

「冗談よ。……私のことは、いいからね」

　彼はただの友達で、確かに一番好きだけど、そういうことにはならなかったし。

　姉さんそういう女の子っぽいの、全然分からないし。青春も終わっちゃったし。

　最後ぐらい好きなもの譲ってあげるとか、姉らしいことしてもいいでしょう？

「……じゃあね。幸せに、アナ」

　どうか私にとって、今一番大切なあなたが。

　かつて私にとって、一番大切だった人と、幸せな未来を歩めますように。

「──ご苦労だった、暗コー号ドネ名ーム：レノ。さあ、早く改変意志を──」

　アガルタの司令部が集まったマクロコンバータ──礼拝堂の中央で、私は笑う。

　偽にせの腕時計が秒読みを告げる。偽にせの腕時計が、時を告げる。

　カウントダウン。所定時刻まであと三秒。

　私は最後に、この世界に持ち込んだ、零れいくんから貰もらった猫のぬいぐるみを宙へと投げる。

「……何周観みても、素敵だった」

　アナの隣で泣いたあなたと一緒に、私も泣いていたのよと、来世があれば伝えたい。

「ばいばい、零れいくん。……だいすき」

　閃せん光こう──。

　礼拝堂を吹っ飛ばす極大の爆炎が煌きらめいて、〈アガルタ〉の野望を飲み込んでいった。












Chapter14：たった一つの冴さえたやり方





〈A.D. 2020/04/21(Tue) 統とう京きよう記念礼拝堂〉



　炸さく裂れつしたアレクの爆弾が、計算通りに諸悪の祭壇を吹き飛ばす。

　礼拝堂は崩れる瓦が礫れきの山となり、めらめらと燃える炎が真っ暗闇の統とう京きようを照らした。

　地獄のような光景が地上に広がる一方で、空では真紅に染まりきった神バ雷ベ石ルが雲を吹き飛ばし、美しいオーロラを纏まとう天国のような光景を同時に創り出す。世界は、まるで終末だ。

「──ぅ、ぐ……っ。げほっ、ごほっ！　……くそっ、爆弾姉妹が！　死ぬとこだぞ！」

　けれどこの程度、自分が育った世界に比べたらお遊びのようなものだ。

　全員吹き飛んだ跡地でひとり、爆風に吹き飛ばされてぼろぼろになったレイが咳せき込こむ。

　鞘さやにしまった刀を杖つえのように突いて、崩れた礼拝堂の門まで歩いて背中を預ける。

　アレクに刺された脚の傷はやはり痛むが、所詮素しろ人うとが付けた傷だ。歩けないほどじゃない。

「……お互い、噓うそでも信心深くしてて、良かったな？」

　レイはぼろぼろになったスーツの首元から、ロザリオを取り出して心中で語りかけてみる。

〝またタイムリープしたと思ったか？　残念ながらまだ生きてるぞ、アレク〟

〝なんで…………どうしてあなたが、これを持っているのっ!?〟

　さっきまで聞いていた声が脳内に直接語りかけてくる。これは中々に凶悪だ。

　目を瞑つむれば視界まで共有できる。まだ映画館にいる彼女の視界が、瞑めい目もくするだけで映った。

〝悪いが、説明してる時間はない。……じゃあな、アレク。もう少し、話したかったけど〟

　また座標を入れ替えられたら、今度こそ間に合わなくなる。

　ロザリオを外し、胸の内ポケットに入れてしまう。肌に触れていないと起動しないらしい。

　あれほど巨大な爆炎を斬って駆け抜けるのは、かなりの力を持っていかれた。最後は間に合わなくて少々身体からだを灼やかれたが、強化スーツのお陰で生きている。

　妹の所へ駆け出す前に最後の息を整えていると、手首の上で通信機が鳴った。

　最後にお礼を言わなければいけない相手の名前を確かめて、レイはホログラフを起動した。

「ジノくん、ありがとう。本当に助かった」

『……あんたさぁ。下手してたら死んでたろ。普通、見捨てて妹助けに行くだろ』

　ロザリオを持って来てくれた彼が、ゴーグルを上げて濁った眼を細める。

「……君は賢いな、ジノくん」

　拗すねているのか、呆れているのか。見た目から彼の気持ちは読み取れない。

　けれどこれだけは、彼なら分かってくれるだろう。

「喧嘩したからって、嫌える訳じゃない。見捨てるぐらいなら、死んだ方がマシだ」

『……前言、撤回しとくわ。あんた、あんまり頭良くねぇよ』

「見た目に騙されたな。大人だからって──」

『でもオレは、そういう大人になりてぇよ。……先生』

　言葉を遮り、彼が笑う。歯を見せて、きっと心から。

『やっぱ、ムカつくわ。ちっとは、ダサくなっとけよ』

「……？　何を」

『残りの〈アガルタ〉はオレが食っとく。……じゃ、後よろしくな。姉貴の方』

　ジノがそう言うと、ホログラフが一瞬閉じて、すぐにもう一度立ち上がる。

　大粒の涙を流してこっちを睨むアレクが映った。

『ちゃんと、説明してよっ！　私は全部言ったじゃない！　何で……あなただけっ!!』

　頭を抱えた。やり逃げしたかったのに。

　文句を言いたいが、ジノはもう去っているだろう。きちんと責任を果たせということか。

　まあ生徒にそう怒られては仕方ないかと、レイは苦笑してアレクと向き合う。

「ゲームは引き分けだ。……お互い、兄貴や姉貴として未熟だった。そういうことだろ？」

『……っ』

「隠し事が上う手まい妹を持つと苦労するよな。……俺にも、全てを確かめてる時間はないが」

　どうやってアーシャが、ロザリオをジノに託して、起爆時刻や能力を知ったかは分からない。

　けれど今ここに、奇跡を作りだした十字架が存在する。それが全てだ。

「お前がどれだけ上う手まく俺たちから隠れたって、世界でただ一人、あの子だけは必ず君を見つける。だから君は、あの日を生き残ってここにいるんだろ？」

　ＵＦＯキャッチャーのとき、彼女から八年前の事情は聞いている。

　あの子は鬼になるとすぐにアレクの居場所を見つけ、姉を庇かばって亡くなった。

　そんな平行世界の真実は、この世界ではただの噓フイクシヨン。

　しかし妹のあの子は、誇らしげに笑っていた。

『──あの子らしいわよね。頭で考えて動けるほど、賢くはないもの』

「……あの子は、君を愛してるんだ。もう二度と悲しませるな」

「どうして。……どうして？　私もう、生きてる資格なんかない！　たくさん、たくさん……裏切って！　騙だまして！　酷ひどいことして！　償えない時間を重ねてきたのに！」

「……うん。俺も、そうだ」

「分かったような口くち利きかないでよっ！　何で……何であなたはいつも、私を赦ゆるすの……っ!?」

　本当のことを言うと、刺されたことには文句を言いたい。

　けれどそれぐらいだ。澪みおを捕らえられたのは、可能性を万に一つでも残した己の未熟さ。

「俺がお前の立場なら、きっと同じ事をしたから。世の中騙だまされる方が悪いんだ」

『……っ、……ばか……ばか、ばか、ばか、ばかぁっ！』

「沢山、繰り返してくれてありがとう。君が選び抜いてくれた世界は俺に都合が良くて、ずっとここに居たいと思えるくらい幸せだった。……ありがとう、アレク。そっちの可能性の俺がどうだったかは知らないけど、君は俺の、最初で最後の友人だった」

　礼を伝えると、アレクはぼろぼろに泣きながら、最後に笑う。

『……結局。どう抗っても、私の手だけであなたを救える結末は、ないのね……』

「……すまない」

『いかないで。責任とって。私、あなたが待たせたから、お婆ばあちゃんになっちゃったのよ？』

「馬鹿言うな。まだまだ若くて綺き麗れいだよ。……それに、埋め合わせになんかなってないけど」

　出立のために立ち上がって、画面越しにアレクに刀を見せて、こっちも笑う。

「俺だって、一瞬で八年も年取ったんだ。永久に八年のほうが得っちゃ得だろ？」

『……ばか。……じゃあ、おあいこってことに、しといてあげる』

「うん。……じゃあ、行ってくる。君の厳選した世界だ。きっと間に合うに決まってる」

『……無事に、帰ってくるのよね？』

　涙を拭った大人の彼女に、今までで一番の笑顔を向ける。

「ああ。帰ったら、一緒にお酒片手にレイトショーを観に行こう」

　受け答える彼女の演技は、本当のヒロインに相応ふさわしい堂々としたもので。

『うそつき』

　心に焼き付く最高の笑顔を残して、映像を切った。

　終わるとアレクは、腕時計に文書を送ってくれる。すぐにホログラフで展開。

　中に綴つづられていたものは、同じ困った妹を救いたい友人に贈ってくれた、最適な解法だった。

「……ありがとう。……出来ると、信じてみるよ」

　刀を突いて立ち上がり、街を駆け出す。脚の傷の痛みは、不思議と感じなかった。

　車は速いが封鎖をされると詰む。街をハングして行くと確実だが速度が足りない。

　──間に合わない。改変が、終わってしまう。

　一刻一秒を争いながら、レーザーリングで街を跳ぶレイのもとに、救世主は現れた。

　ジノのホバーボードが緑の曳えい光こうを纏まとって、全速力でレイの足下に飛んで来たのだ。

「気が利きくな。……素でも、きっとモテるよ」

　全てが終わった後、彼に詮議がかからないように、光の色を切り替えてボードに乗る。

　天の助けに乗って、こんな時でもなお美しい統とう京きようの夜空を、弾丸めいた速度で飛んでいく。

　向かう先はただ一つ。真紅に染まるコンバータは、初めて運命と出会ったあの場所だ。

「……まあ、素直に行かせてはくれないか」

　こんな非常時に、通信機ではなく職場の電話が鳴る。嫌な、最さい後ご通つう牒ちようだった。

「……こんばんは。初めまして、じゃなかったみたいだな」

『……ああ。そうだな。君をあの夜に逃がしたのは、俺の仕事の中でも指折りの失敗だった』

　シルバー・ナイトレイは、もういない。あるいは最初からいなかったのか。

　それを考えることに、もはや意味は無かった。「……用件は？」

『誘いだよ。約束通り飲まんかね？』

「いいな。また歓迎してくれるのか？」

『いや、送迎会にしよう。使えん首はすぐに斬らんとな』

　彼が鼻を鳴らすと、見えてきた神しん宿じゆくのビル群から蒼あおい光を纏まとった者たちが複数飛んでくる。

　間違いなく、ギア使いの精鋭部隊だった。『退職金だ。受け取りたまえ』

「……香典が払えそうで何よりだ」

　そろそろ、我慢も限界だ。電話を握りつぶしながら、黒く圧縮した憤ふん怒ぬをぶつける。

「澪みおをどうしたッ！」

『──……ぁに、ぅえ。……こない、で。……このまま、どうか…………拙者を、……っ』

　二十三時。改変はまだ完了していない。澪みおの中に残った未練が、きっと完了を阻害している。

　ならばそういう狙いで、シルバーは自分を焚たき付つけたのだろう。

「……澪みお」

　乗ってはいけない。放っておけば澪みおは改変を起こさず耐えて、任務は完了する。

「すぐ迎えに行く。晩飯何食いたいか、考えといてくれ」

　選択肢は、考えるまでもない。

　電話を切って、刀を抜く。

　迎え撃つ為ためにボードを脚から蹴飛ばし、立ちはだかる敵を蒼あおい閃せん光こうとなり迎え撃つ。

「そこを、どけぇッ!!」

　走れ。跳べ。駆けろ。

　──今度こそ、絶対に間に合わせてみせる！

　もう、隠すものは何もない。右手に付けたグレーの手袋を外して投げつける。

「──暁忍軍、雨あま宮みや零れい！　参るッ！」

　悠久の歳月を経ても決して途絶えぬ夜明けの意志が、手の甲で太陽の如く輝いていた。





〈Main Actor's Crank-In：あなたの人生の物語〉






「──やめろ。やめてくれ……っ！　頼む兄貴、逃げろ！　やめてくれぇええええ──っ！」

「──撃て」

　間に合わなかった。無敵の兄は命令一つで蜂の巣になり、亡なき骸がらを抱えて泣き叫ぶ。

　どうしてこんなことに。もしも俺が間違えなければ、こんなことにはならなかったのに──。

「……うるせえ、なあ。いつまでも、もしも、もしも、って、ガキみてえなこと言ってんな」

　しかし節穴だった自分の腕の中で、兄は世界を騙だまして不敵に笑った。

　失った蒼そう穹きゆうのように美しく蒼あおい瞳が、きらりと瞬またたく。「全部、計算通り──ってな」

　蒼あおい光が、暗闇の世界を照らす。特異点を発生させて、兄は満足そうに笑った。

「へ。……オレにも、できたか」

　兄貴、と声を枯らして叫ぶ。力を込めて球体を叩たたいたが、びくともしなかった。

「もういいって。終わったことぐちぐち言ってもしょーがねえんだよ。……なあ、レイ。

　オレ様の復ふく讐しゆうは、効いたか？　ちゃんと抱えて、苦しんだかよ？」

　心を育ててくれたのは、兄の優しさであり、憎しみだった。それでも構わない。伝えたい。

「……ああ。あり、がとう。……俺は、あんたの、弟で良かった……っ」

「……よっしゃ。それじゃあ罪は、オレが赦ゆるす。これで真に、お前は暁あかつき忍にん軍ぐんの同胞だ」

　スーツのベルトから鞘さやごと紅くれないの刀を外し、ノアが兄弟を隔てる壁に突き出す。

　刀はすうっと蒼あおい壁を通って、絶えない夜明けの意志と共にレイに受け継がれた。

「レイ。お前に、任務を言い渡す。やってくれるな？」

「……ああ。必ず成し遂げてやる。何だって言ってくれ！」

「たとえ会うこと叶かなわずとも、主に命を捧ささげろ。掟おきてに従い、世を救え。この結末を変えてこい」

「……っ、御意！」

「人間に、もしもはねえ。お前が世界を変えても、お前自身の過去は、絶対に変わらない」

　けどよ、と兄は、送り出す前に、大好きな眩まぶしい笑みを見せて言った。

「人間は、過去の意味なら変えられる。……あの過去があったから、今の俺があるんだって、そう言い切れる、格好良い大人になってくれ。……出来るよな？　お前はオレ様の、弟なんだから」

「……ああ。当たり前だ！」

　光が、身体からだを包む。特異点が収束していく。

「それじゃあ、後は任せた。……愛してんぜ」

　旅立ちに向かう自分の背中を押すように、初めて与えられた愛の言葉と一緒に。

　兄は光の中、祈りを込めた名前を呼んでくれた。




「頼んだぞ。俺たちの、光Ray──」




　眩まぶしい光が、タワーの頂上で収束したレイの眼めを差す。

　何度も二人仮想で旅した心の故郷──西暦二〇二〇年の統とう京きようを、本物の夜明けが包む。

　止めどない涙は溢あふれ、頰を伝う。けれど嗚お咽えつは漏らさず、未来で観みてろと強く笑った。

　託された刃を夜明けの光にかざして、ゆっくりとずらして抜いていく。

　銀色の刀身に、兄弟の証あかしである蒼そう穹きゆうの瞳は映り、輝きに満ちた未来を見据えて光る。

「──もう、振り返らない」

　蒼あおい瞳に宿った意志が、奇跡の観測を呼び起こす。

　女々しく過去を振り返る、子どもの自分はもういらない。もしもの世界も必要ない。

　何を犠牲にしたって構わない。未来を変えたい。そのために、今を変えていく力が欲しい。

　──無限に存在する可能性の中から、最も強く、最も使命に適した自分の姿を。

　最も美しい結末を未来へ届ける、最適な主演の姿を選んで収束しろ。

「──ああ。……これで今度こそ、間に合う」

　身体を包む光が止むと、泣かない大人は刀を抜いて、使命を燃やして駆け抜ける。

　澪みお、もう少しだけ待っててくれ。

　最後の夜明けの忍びが、今──始まりの姫君を迎えに行く！





〈A.D. 2020/04/21(Tue) 23:30:21 未来都市「神しん宿じゆく」ツインクロックタワー前広場〉






　明けない夜の中にいた、あの頃に戻れば良いのにと夢想する。

『──澪みお』

　脳裏で大好きな声が、授けて貰もらった宝物の名前を呼ぶ。

　分不相応な夢を見てしまった。己が欲望のために浅ましくレイを裏切った末路が、これだ。

　血のように染まる神バ雷ベ石ルの下で、ツインクロックタワーも同じ色に染まる。

　広大な広場は処刑台のよう。力を引き出すために作られた十字架に打ち付けた左手と両脚は、もう動かない。朦もう朧ろうとした意識の中で、痛覚は死んでいた。

　斬られた右腕の〈永えい劫ごう〉に、何を願えども叶かなわない。十人ほどの精鋭を引き連れているシルバーがその手に持つ腕は、もはや自分の一部でないと判断されたのだろう。

　過去にも今にも、逃げ場は無い。シルバーの直属部隊は可能性を潰すことを徹底していた。

　絶対に逃げ延びられないように、両脚は腱けんを斬られてしまった。紅のマフラーは同じギアであるシルバーの剣によってずたずたに裂かれ、舌を嚙かみ切きれぬように轡くつわを嚙かまされている。

　裏切り者には当然の罰だと、飛びかけた意識の中で自嘲する。

　また意識を失わぬように、改変の強要を図るように、十字架から電流が流れた。

　身体からだは不随意に痙けい攣れんし、嚙かみ殺ころされた悲鳴は溢あふれ、身体からだ中から惨みじめに体液を漏らす。

　それでも、この世は変えぬと意志は残り続けた。

　せめてこれだけは。あの人が守り通したかった未来だけは、一緒に守って死んでいくから。

　だから、兄上。……来ないで。

　どうかこのまま惨みじめに拙者を、終わらせて──。

「──澪みおっ！」

　そんな張った虚勢を、あの人は声一つで取り払ってしまう。

　ビル群から蒼あおい光の糸を明滅させて、広場の前の一本道に飛び降りたレイが駆けてくる。

　必死で、服は破れてぼろぼろになって、血みどろで。

　美しいレイの眼めは血走っていて、片方が切り傷を負って潰れている。

　──兄上……っ。

　彼の眼めに灯ともる意志は消えず、自分一人だけを見つめて、助けるために走ってくれる。

　どうして来たと、見捨て逃げろと、口を塞がれていても叫ばなければならない。

　──兄上。……兄上。……兄上……っ。

　なのに、涙は溢あふれた。顔を見るだけで嬉うれしかった。名前を呼んでくれて嬉うれしかった。

　囚とらわれのお姫さまのように助けに来てくれて、夢が叶かなって涙が止まらない。

　一目見た瞬間、この人がいいと思った。命を預ける相手はこの人じゃなきゃ嫌だった。

　妹譲りの、自分の見る目は正しかった。だってあの人がずっと隠していた手の甲には、運命を証明するように、夜明けの紋章が輝いている──。

「起爆せよ」

　シルバーが指示を出し、レイが広場に踏み入る前に仕掛けた機雷を爆発させる。

　赤黒い爆炎が立ち上がると同時に二つに割れる。

　刹那で時を跳んで、目の前に現れたレイの手が、伸びて──。

　──ぎゃりん！

　時跳びを見切ったシルバーが澪みおの前に躍り出て、長剣を使ってレイの刀を交差で打つ。

　交錯の刹那、シルバーがもう片方の手に持った澪みおの腕を後方に振り、集中を逸そらした。

　見事に隙を突いた蹴りがレイの上体に叩たたき込こまれ、後方へ跳ばされ背中から倒れる。

　レイが立ち上がるより先に、シルバーは澪みおの喉元に長剣を突きつけていた。

「武器を捨てろ。妙な動きをしたら分かっているな」

「…………分かった。……ギアは、捨てる。澪みおに、それ以上、手を出すな」

　レイが上体を起こして手を挙げると、右手に握っていた刀が蒼あおい光を帯びて、小さくなっていく。雨あま宮みや家の鍵がついた無力なキーホルダーに変えると、拳の中に握り込んだ。

「こちらへ投げろ。接近は許さない」

　澪みおはもがくように首を振り、轡くつわで塞がった口の中で必死に叫ぶ。

　駄目です。渡してはいけない。もう放って置いて。このまま死なせて下さい。お願い兄上。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　手放せば、兄上は──。

「……分かった」

　声は、届かない。レイは最後に澪みおを見て、穏やかに微ほほ笑えみかける。

　握り込んだ拳を、勢いを付けるために、下に振って、そして──。

　シルバーへと手首を払い、あっさりと命を手放してしまった。

　銀の欠片かけらが緩慢な放物線を描き、地面に転がって跳ねる。澪みおが叫ぶ。

　鍵を拾いにいく隙など見せず、シルバーは目を光らせて無情に呟つぶやいた。

「撃て」

　不可視の物理弾丸が、ぱしゅん、と乾いた破裂音を重ならせ、レイの身体からだを撃ち抜く。

　弾丸を斬り飛ばして時を跳ぶ兄の爽快な音は、無情な夜にもう鳴らない。

　レイは弾丸の雨に身体からだを預けて、夥おびただしい量の鮮血と共に、あっけなく背中から倒れて。

　それきり、身じろぎ一つしなくなった。

　──兄上……？

　噓うそですよね。秘密の策があるのですよね。澪みおよりも先に逝ゆくなんて、噓うそですよね──？

「呼吸、ありません」「粒子化しないが？」

「この男は特異点を通過してきた。ゲートを使っていないのなら、肉体は残る」

「心停止と紐ひも付づけて爆弾を仕込んでいる可能性がある。早急に処理を」

「お前たちは下がれ。私が処理する。必ず、身柄を────おや」

　砕けた心の欠片かけらが流れ出るように、血の涙が両眼から溢あふれた。

　空の満月が二つに増える。瞳のように丸く禍まが々まがしい文様を帯びて、自分を観みた。

　変えますか？　と、天上の何かに心を問いただされる。壊れた人形のように、頷うなずいた。

　時を遡る機械が生まれる世の中になれば、誰かが兄上を救ってくれる。もう、どうでもいい。

　そんなに変えたいなら変わってしまえ。お前たちの好きにしろ。……どうせ、こんな世界。

　何十年何百年未来が続いた所で、何一つ腐ったまま変わりはしないのだ。

　澪みおが、暗い絶望に目を閉ざす、そんなとき。

「──今、だっ！」

　しっかりしろと頰を張るように、亡なくなったはずのレイがぎんと眼めを開いて声を張り上げた。

　今まさに敵に囲まれようとした彼は身体からだを起こし、その人差し指で鋭く澪みおを指差す。

「撃ち抜けっ！」

　合図と共に、遠く離れたビルから、水色の光が凄すさまじい速さでこちらめがけて飛んでくる。

　──杏シン花フア。

　それは友が放った光の矢だった。撃ち抜かれて死ぬなら、二番目に本望だった。

「むウ──」

　それにすら超反応をするシルバーが、盾とするように黒い円を創り出して澪みおの射角に張る。

　矢は絶対に澪みおを撃ち抜けない。始まってしまった改変はこれで止まらない。

　しかし全ての上を行って、手を読み切っていたのは──やはり、レイだった。

　長距離を飛んできた杏シン花フアの矢は、最初から澪みおなど狙っていない。それはレイが仕掛けた囮おとり。

　矢の本当の的は、本物の刀を抜いたレイ自身だった。

　シルバーの手にギアが渡っているはずなのに、矢に呼応してレイは時を飛んだ。

　十字架に繫つながれた自分の前に、レイが現れる。左手に〈永えい劫ごう〉の付いた澪みおの腕を持って。

　──ああ。兄上。

　そして同じ紋章の入った右手で、今まさに美しい刀を振り下ろそうとしている──。

　契約の最さい期ごを捧ささげてくれるレイに、澪みおは涙を流して微ほほ笑えみ、瞑めい目もくした。

　──かたじけない……。

　ざきん、と固い切断音が耳元で鳴る。自分の首が落ちる音を、聞いたのだと思った。

　痛みはない。存在しない。

　破れた衣服や傷や腕の切断ごと、まるでなかったかのように巻き戻っていく！

「っ!?　兄上、これは──!?」

　拘束が断たれて、陽光のような眩まばゆい光が澪みおの身体からだを包み、傷一つない状態が逆再生される。

　奇跡の源は、レイが無事な方の腕に巻いてくれた〈永えい劫ごう〉だった。

　最後の力を振り絞った兄が、その場でがくりと片膝を突く。背後に長剣を振りかぶるシルバーが。レイは、顧みない。優しくぽんと右手で澪みおの頭に手を置いて、にこりと笑った。




「──生きろ、澪みお」




　レイの蒼あおい瞳から、閃せん光こうが瞬またたく。

　力場を展開して他を遠ざけ、絶対時間を停止させ、蒼あおい宝石のような球体が澪みおを包む。

　愛のみが起こしうるという奇跡──特異点を確かにこの手で再現して、レイは微ほほ笑えんだ。

　──なあ、兄貴。見てるかな？
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　俺にも、できたよ……。

「っ──!?　あ、あぁあああ……っ!?　兄上。……あに、うえ、……なぜ。どうしてぇっ！」

　眩まぶしい光が止やみ、澪みおが眼めを開くと、これから起きる全てを悟って泣き叫ぶ。

　かつて、なぜ壊れないと内側から憎んだ球体は、外から見ると、一番大事なものを守る壁として心強い。

　見える世界は、時や立場で変わる。自分も少しは、あの格好良い大人に近づけただろうか。

「……俺も、少しは器用になっただろ？　澪みおに似たんだ」

　千チ歳トセから預かっていた澪みおの鍵に、本物の〈三日月〉を結びつけて壁に投げる。

　そうすると目もく論ろ見み通り、鍵は壁をすり抜けて、澪みおの手の中に返すことができた。

「本物は、そっちだ。あれはキーホルダー。……千チ歳トセの裏切りは、これで帳消しだな」

『──おまけ付きです。後はあなたが、自分の手で渡してあげてくださいね』

「そんなことを聞きたいのではありませぬっ！　なにゆえ、拙者に……っ!?」

　叫んだ澪みおは何かに気付いて、腕時計を外そうとする。

　自分が拒む限りきっとこの壁は通さないだろうが、その上でレイは首を振った。

「アレクが言っていた。巻き戻しは、月が満ちる日に一度きり。……俺の分は、残ってない」

「……っ。馬鹿、馬鹿、馬鹿っ！　兄上の大うつけっ！　……なぜ。……兄上は、なにゆえ」

　特異点が生み出す二人きりの世界でも、頭上に満月は輝いている。

　二人の終わりは、奇くしくも始まりと同じ場所で同じ時間。そんな舞台で、澪みおは繰り返す。

「なにゆえ、斬らぬ……っ」

　もうあの夜と違って邪魔は入らず、積み重ねた時間によって、言葉は素直に手渡せる。

　遥はるか遠くの未来から、現い在まに現れた過去の姫君へ捧ささぐものは、ただ一つの真実だ。

「……忍びに、主より大切なものなど、ありませぬ」

　息を吞のむ澪みおに向かって、片膝を突いたまま頭を下げて、月光を受けて輝く右拳の痣あざを見せつける。いつかこの世に月が戻るとき。世界に夜明けが訪れるとき。

　必ず我らの前に現れる『暁の姫君』の命に従い、その理想を叶かなえて差し上げろ。

「千年、お待ちしておりました。姫君」

　それが終末世界で光を求めて戦った『組織』の、唯一にして絶対の掟おきて。

「暁あかつき忍にん軍ぐん、蒼そう天てん衆しゆう。忍び名は零ゼロ。真名は光レイ。真祖、衣い舞ぶ様の命により、貴方あなたをお守りします」

「……あ、ぁ。……そん、な……」

　五百年前、澪みおを送った後に生き延びた衣い舞ぶ様が興おこした真の忍軍は、千年の時を経て、ついに『澪みおを守る』という本懐を遂げたのだ。

　しかし跳ねっ返りの姫君は、涙ながらに壁を叩いて、その贈り物を受け取らない。

「なら、命じるから！　拙者を、ここから出して！　澪みおを、兄上と共に、逝ゆかせてくだされ！」

「……できない」

「なぜですっ！　主の命は絶対なのでしょう!?」

「……忍びとして契ちぎる前に、兄きよう妹だいになった。先に誓ったほうを、俺は守る」

　なにゆえ斬らぬと言われても、上う手まく答えられない。

　だってそもそも理由はない。ただ純粋に、守りたかった。

　自分が与えられて良かったと思ったものを、この子にも受け取ってほしい。それだけだ。

「妹を、斬れるわけないだろ。……使命より、世界より、お前が大事だ」

　順序は、逆転している。結果ありきで過程をねつ造している。でもそれで納得してほしい。

　しかし、澪みおは顔をぐしゃぐしゃにしながら強く首を振り、頑として受け入れない。

「拙者に、そんな、価値は。……はね除のけて。……うばって。……兄上の、全てを……っ！」

「いいから。……そんなこと、ないから。もう、沢山、貰もらってるから」

　いつか、この子にも分かる日が来るだろう。愛は特異点で、計算が成り立つものではなくて。

　与えた分だけ与えられていく、無限の心の拠より所どころとなることを。

「澪みおのこと、俺が赦ゆるす。……だから、次は澪みおが誰かを、赦ゆるしてやってくれないか？」

「……っ……」

「人の意志は、そうやって、繫つながる。……この、大事な、任務。……頼める、か？」

　祈りを込めて、笑いかける。

　すると今度こそ妹は、綺き麗れいになった身体からだと腕で涙を拭い、笑顔で頷うなずいた。

「御意」

　澪みおの声は、いつも玲れい瓏ろうとして美しい。

　きっとどんな世でも、夜明けのように未来を照らしてくれるだろう。

「……それじゃあ。……さよなら、だ。……澪みお」

　隔てる蒼あおい壁に額と右手を突いて、澪みおと合わせる。

　いつも笑うときは一分の隙も無い澪みおの笑顔が、決壊を堪えて波打つ。

「その刀も、持っていけ。……それだけ一杯持ってれば、きっと、どこでも生きていける」

「……いつも、頼んでもいないお節介を。……兄上は、うつけでござる、なあ……っ」

　そんなことを言われても、仕方がない。

「受け入れてくれ。兄貴って、そういうもんなんだ」

　円の力場が、中央に浮かぶ澪みおを包む球体が一ひと際きわ光る。

　小さく、狭く──愛すべき妹を送り出すために、特異点が一点に収縮していく。

　去りゆく澪みおが振り絞るような笑顔で、一つだけおねだりをした。

「また、澪みおと出で逢あってくれますか？」

「……ああ」

「……次の、世でも。……せっしゃはあにうえと、契ちぎりを交わして、よいですか……？」

「うん。……ずっと、待ってる」

　願わくば来世も、この子と一緒にいられますように。

　そんな祈りを込めて、シンプルな言葉を最後に贈ることにした。

「行ってらっしゃい、澪みお。愛しているよ」

「………………っ、いやだ！　いやだいやだいやだ！　嫌です！　待って、嫌ぁあっ!!」

　──兄上っ……！

　時は、無情に動き出す。ツインクロックタワー前の、敵に包囲された戦場へ。

　収束した特異点は世界から消え去り、痛覚が戻ってレイは血を吐き出してしまう。

　澪みおを送り出した影響か、残った左目を通した視界にノイズが走り、世界が白黒に変わる。

　それでも最後に、レイはシルバーたちに向かって立ち、勝利宣言を読み上げた。

「……西暦二〇二〇年、四月二十一日二十三時、四十五分、五十五秒。任務、完了」

　観測者とギアを失った《宇パラ宙ダイ改ムシ変フト》は強制停止され、宇宙の法則を書き換えない。

　レイの第一の任務は、果たされた。

「……最さい期ごに一服、しても良いか？」

「……君でなければ、許しただろうな」

　抜け目ないこの男から貰もらえる、最上の賛辞だと認めた。

　ならば自分も、潔いさぎよくなど終わらないのが、未来で散った仲間への最さい期ごの礼節。

　もはや動かない身体からだで、懐ふところから澪みおの形見のクナイを取って、身体からだの前で震えたまま構える。

　情け容赦なく、部下を下げたシルバーが満月の下で二刀を構えた。

　散るだろう。けれど、課された任務は為なした。……後悔など。

『──兄上っ……！』

　後悔など、ないと言い切りたかったが。

　──もっと、優しくしてやりたかったなぁ……。

　失笑と失血で遠のく意識に、レイは目を細める。

　幻覚が見えた。

　満月が輝く統とう京きようの夜空を、水色の光矢が流星雨のように降り注ぐ幻覚。

　そして全てを覆い隠す煙幕が、煙球からぼふんと放たれて、レイは視界を失う。

　痛覚もなくなる。存在しない。

　破れた衣服や傷や失った片目ごと、まるでその事実がなかったかのように巻き戻っていく！

「っ!?　これは──!?」




「──ほら。だからレイ様は、絶対に同じことを繰り返すって言ったじゃないですか」




　暁のような眩まばゆい光がレイの身体からだを包み、傷一つない身体が逆再生される。

　奇跡の源は一つに決まっていて、レイは巻かれた左手首を押さえながら、眼めを開いた。

「………………あぁ…………」

　杏シン花フアの矢で空間は跳び、レイはこの時代に降り立った時と同じ、タワーの上に立っていた。

　満月の下に、心の故郷である美しい統とう京きようの夜景が広がっていて。

「長い間、このときを待ちました」

　いつも影で支えてくれていた千チ歳トセは、自分の前で片膝を立て、頭を垂れている。

　妹に託したはずの〈三日月〉を、両手で捧ささげて跪ひざまずいている──。

「あなたにとってはたった今起きたばかりの一瞬でも、私は永えい劫ごう、このときを待った」

　ずっと隠していた本物の声は、玲れい瓏ろうとしていて美しい。

　体臭で悟られぬためのラベンダーの香水が、強く香った。

「…………この、馬鹿……」

　怒りを通り越してもはや呆あきれて、レイは手袋まで復元された右手で顔を押さえる。

　──人が折角、格好付けて送り出してやったのに。

「何で、一周して戻って来るんだよ……っ」

「……だって。また出で逢あってくれると、あなたが誓ってくれたから！」

　忍びが変化の術を解く。人差し指を唇に構えて、騙だまされたなと笑って見せた。

「忍法──時空影分身の術！」

　その手で、彼女は被かぶっていた顔を破る。

　表と裏、同時に存在していた姿を一つに収束させて。




「──ただいま、兄上。愛しています！」




　その妹スパイは、過去と未来からやって来た！
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「──兄上……っ！」

　特異点が収束する。蒼あおい光の中に全ては吸い込まれてしまい、最後の声は届かない。

　また失うのか。また明けない夜を一人で彷徨さまよい、得て失ってを永えい劫ごう繰り返すのか？

　それが己の、消えない罪を犯した罰なのかと、兄が遺のこしてくれた光から眼めを開けば──。

「……あ、……ぁ、……あ、……あぁあ……っ」

　眩まばゆい夜明けの中にいた。

　心の中で一番願った帰りたい場所は、二人で過ごした雨あま宮みや家のリビングで。

　その場所は窓から吹き込む朝の風でカーテンを揺らし、主の帰りを待っていた。

「ま、待て……現い在まは、何い時つだ!?」

　握り込んだ右拳を確認すると、手首の上では〈永えい劫ごう〉が時を刻み続けている。

　西暦二〇二〇年四月二十一日の夜を指していた時計の針が今──くるくると巻き戻って。

　日付の表示と共に、時刻は運命の時を示して止まった。
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　──拙者が……兄上と、出で逢あう前！

　ぴぴ、と腕時計がアラームを丁度良く鳴らし、澪みおの拳から力が抜ける。

　強く握り込んだ兄とのよすがが、このときを待ちわびていたように、蒼あおく発光していた。

『──これが、雨宮家を守る大切な鍵です。絶対に無くさないように、守り通すこと』

　千ち歳とせの言葉を思い出し、息を吞のむ。

　鍵を改めると、やはり細工がされていて、上半分が外れて端子が露あらわになった。

　澪みおは居間のテレビの下のデッキに、端子となった鍵を差し込み、再生する。

『──それでは、最初の任務と参りましょうか。雨あま宮みや澪みお？』

　世界でたった一つの、自分による自分のためだけの映画が始まる。

　雨あま宮みや澪みおの部屋で、千チ歳トセがまず、画面下に表示されている未来の日付を指差す。

　そして顔のマスクを剝いで素顔を晒さらす。そんな衝撃的な冒頭から始まった。「な……っ!?」

『お主は拙者で、拙者はお主だ。どうせ理屈など分からぬのだから、ただ聞け』

　明けない夜を駆け抜けた自分は、未いまだ過去にいる自分に向かって笑いかける。

『暁、任務だ。お主に、最高の任務をくれてやる！』

「……御意っ！」

　任務なんて大嫌い。忍びなんて、生まれ変わったら絶対にやりたくない。

　そんな雨あま宮みや澪みおが手のひらを返して、尻尾まで振る理由は一つしかありえなかった。

『兄上を、救え。我らの主に、与えて貰もらったものをお返ししろ！』

　画面の向こうの未来の自分はそう言うと、兄から贈られた腕時計で時間を確認する。

　そしてわざとらしく、ばたばたと部屋を騒がせた。

『──おい、千チ歳トセ。静かにしろ！　いつまでやってる！』

『もう少しだけ待っていてください、レイ様！　今、確定しますから！』

　覚えのあるやり取りを終えると、未来の自分は顔の前に蒼あおい眼鏡を掲げる。

　それはレイとお揃そろいだと言っていた、視界を録画できる変装眼鏡だ。

『たった今、拙者はここへと至る道筋を観測し終わった。鍵の中に、視点の記録は全て在る。拙者の分だけではない。この中にはお主が知らない兄上の裏側の記録も、全て入っている』

『だが鍵は、あくまで鍵。お主だけでは、これを使いこなすことなどできぬ』

『この鍵を、ある者に見せよ。それが誰だか、もう分かっていよう？』

　言葉を連ねる自分相手に、澪みおは歯を嚙かみ締しめる。その者は黒幕であり、そして同じ犠牲者で。

『脚本なくして、演者はありえぬ』

　隠れて世界を欺いた無二の天才、友の姉君──。

『この歯車を、本物のアレクサンドラ・クドリャフカに渡せ。それで全ては動き出す！』

　二月十四日、奴やつは礼拝堂にいた。

　無限の時を生きて情を覚えた化物は、犯す裏切りに十字架を抱えて膝を屈して泣いていた。

　この化物を従わせる魔法の言葉は、弱点そのものから、寝物語で聞いてある。

「──姉さん、見ーつけた！」

「っ──!?」

「協力しろ、アレクサンドラ・クドリャフカ！　兄上とアーシャを、同時に救うのだ！」

　彼女の心は妹の愛に始まって、そして彼女の償いを終わらせるのもまた、妹の愛。

　全ての未来を雨あま宮みや家で見通して、アレクは一言呟つぶやいた。「……解けた」

「なら、言え！　拙者は何をすれば良い!?　この『日本』の襲撃を食い止めれば、未来を」

「やめなさい！　ここを変えると零れいくんもあなたも、この可能性世界に収束しなくなる！」

　危機的状況という因果がなければ、英雄は現れない。

　予あらかじめ可能性世界を試していた彼女は、ただ一つの正解を導いて言った。

「過去は、変えない。未来の私が指示して貴方あなたが作った、正解に収束したルートを再度辿る」

　卵が先か、鶏が先か。

　その矛盾を帳消しにできる唯一の存在──特異点が作った軌跡をなぞれと、奴やつは言う。

「あなたが零れいくんを導くの。変えたい未来があるのなら、その手で過去を作りなさい！」

　失敗は絶対に許されない。他世界へ分岐が移ろう可能性を消すために、予定外の行動すら。

「いい？　あなたは寸分違わず、過去の自分と同じ瞬間を繰り返す。未知の瞬間なんて訪れない。自分の意志を挟むことすら許されない。あなたは彼と出会ってからの二ヶ月間を予あらかじめ全て知って、自作自演の影Castを演じることになる。それでも良いのね？」

「……構わぬ！」

　どれだけ苦しんだって構わない。どれだけ退屈だって構わない。

　あの時間にもう一度出で逢あえるというのなら、永えい劫ごうの時を繰り返したって構わない！

「拙者はお主など、欠片かけらも信用していない。ただお主の、妹と過ごした時間を信じるのだ！」

「……っ」

「お主の妹は、言っていたぞ。あの人は子どもなのだと。たとえ無限の時を生きても、絶対に大人になどなれない。妥協など出来ぬ。納得するまで、絶対に動かないのだと！」

『──だからね。姉さんが「解けた」って言って、私に台本をあげてるってことは』

「必ず、満点なのだろう？　皆が幸せな未来を歩む結末以外、お主は認めぬのだろう!?」

「……当たり前じゃない！」

　自分と同じ、燃える紅の瞳が未来を見る。悠久の歳月を経ても、愛の灯火は決して消えない。

「私は絶対、零れいくんと一緒に大人になって、同じ時間を生きていくんだからっ！」

　ここに利害は一致した。だから今こそ、最初でいて最後の作戦を始めよう。

『──私はここであなたと出会うために、生まれてきたような気がします。我が主』

　本物がどうとか知るものか。忍びとは、影から主を守る者。この一命を捧ささぐ者。

『──巻き戻しは、月が満ちる日に一度きり。俺の分は、残ってない』

　どちらかしか選べぬなんて聞くものか。どっちも選べばいいだろう！

『──行ってらっしゃい、澪みお。愛しているよ』

　現実がどうとか知るものか。

　あの人に与えられたこの愛が。あの人に捧ささげたいこの夢が。全てを救って、何が悪い!?

「──それじゃあ、始めるわよ。雨あま宮みや澪みお。コールは貴方あなたがやりなさい」

　これは自分を迎えて、自分を送り出し、あの方を救いに行くまでの、一世一代のお伽とぎ噺ばなし！




「──統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン、上映開始！」










Chapter15：統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン
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　──愛しています。

　たったその一言で、レイの堪えていたものは溢あふれ、静かに頰を流れていった。

『──お逃げを。私の主。今度は私が、貴方あなたに未来をお返しします』

　澪みおがいたから、生き延びられた。

『──暗号名コードネーム：暁アカツキの試験結果について、今ここで聞かせて下さい』

　契約が結ばれるように、最適化された教育を逆算して施してくれていた。

　仲立ちしてくれたことは、枚挙に暇が無い。ジノと杏シン花フアにリークしてくれたのもそうだ。

　ロザリオがジノによって受け渡されたことも。ここで今杏シン花フアが助けてくれたことも。

　本当はどこへもやりたくない大切な人と、再会できた幸運も。

　全部、全部、その身を尽くして、正しい未来へ導いてくれた、澪みおのお陰──。

「……どうして、いつも。……俺の言うことを、……素直に、聞いてくれない？」

　返さなくていいと言っているのに。愛せただけで、もう十分だと言っているのに。

「我儘、ばっかり。……少しは、可愛くなれないのか……っ！」

　どうしてくれる。情けなく涙が止まらない。

　今まで我慢していた気持ちを全てぶつけると、澪みおは苦笑した。

「受け入れてくだされ。妹とは、そういうものなのです」

　誰かそっくりの顔をする。たとえ血が繫がっていなくとも、生まれた時代が違えども。

　雨あま宮みや澪みおはもうどうしようもなく、雨あま宮みや零れいの妹だった。

「さあ。今こそ拙者に合わせて、契り直して頂く。もう妥協はしませぬぞ」

　澪みおは、跪ひざまずいたまま立ち上がらない。旧態依然と刀を捧げて、主従を誓えと迫って笑う。

「一度言ったことは取り消せぬ。忍びに約定は、絶対なのです！」

『──では見知った後に次があるなら、そのときはこの刀、受けて頂きますからなっ』

『──はは。いいよ、もしも二度目があるならな』

「……あ、ぁ……」

「良いものは、不朽なのでしょう？　ならば拙者はこれがいい。繰り返そうともこのままが良い。一生にただ一人きり、主に全てを捧げる、誇りある忍びが良いのです！」

　こんな俺でいいのかな、と繰り返す前に先回り。彼女は告げる。

「兄上がいい」

「……馬鹿」

「兄上じゃなきゃ嫌だ！　貰ってくれなきゃ死にまする！」

　甘えてくれた。我儘を言ってくれた。彼女は願いを叶えてくれた。

「拙者の夢を、叶えてくだされ。……兄上！」

　だから次は、自分の番。

　夜明けの紋章が輝く手の甲で涙を拭い、捧げられた刀に向かって手を伸ばす。

「もう、どこへもやらない」

　けれどこの手はその前に、愛しい妹の頭を撫でた。

「お前は、雨う宮ち家うちの子だ」

　もう、手を伸ばすことを怖れない。摑み取ることを怖れない。

　捧げられた刀を手に取り、妖しく輝く満月にかざして抜いた。

　日出づる国の刃が輝く。永劫の夜を断つのだと、夜明けを掲げる二人は立ち上がる！

「──俺と生きろ、澪みお！」

「──御意ッ！」

　蒼と紅。刀と銃。

　過去と未来が交錯する統京で、共に命を預け合う二人が再び出逢うとき。

　ここで現い在ま、時空を越えた運命のお伽噺は結末へ向かう──！
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　二つの月が見下ろす双塔の左右から、地上の広場目がけて光が二条駆け下りる。

　左からは紅の光を纏まとった澪みおが。右からは蒼あおの光を纏まとったレイが武器を抜いて一直線──。

　逃がさぬと、禍々しい殺気を放ち続けるあの男の元へ。

　レイと澪みおの視線が刹那絡からまり、互いに頷うなずく。以心伝心で奇襲は始まる。

　澪みおが両手で構えた銃から一発、レイに向かって光弾を放った。

　応えるように、〈三日月〉は輝く。飛び道具をトリガーに時は止まる。

　指先から伸ばした蒼あおい閃せん光こうの糸は、広場の中心でただ一騎佇たたずむ最強の男──シルバー・ナイトレイの前へと伸びて。

　運命の糸はぐんと収束し、レイを最後の戦場へと運んだ。

　放つ技は、己の最短最速。正々堂々も何もなく、静止世界で全力の刺突を放った所で──、

　時は、動き出す。

　──ぎゃりん！

　不可視かつ全速のレイの一刀は、しかし心臓を貫かない。

　研ぎ澄まされた六感はもはや未来視。シルバーの小刀はレイの刺突を払って捌さばき、どころか逆の大刀を悪魔的な速さで振りかぶる。

　突きを外した〈三日月〉は、もはや防御に回せず詰む──。

　──ぎゃりん！

　本来は。破滅の選択肢はしかし、影で己を守る忍びによって打ち消されていた。

　全く同じ音を重ねてレイを守ったものは、この背に負って抜いたもの。

　もう一周の時間を経て打ち直された澪みおの忍び刀だ。シルバーの大刀を弾く。同時に突いた〈三日月〉を引いて、レーザーを背後に打ち込み間合いを切ろうと試みる。

　──無理か。

　レイが打ち込んだレーザーは、シルバーが生んだ黒円に飲まれて消える。

　二刀と二刀を重ねた鍔つば迫ぜり合あいで刹那肉薄し、互いに一合放って守って間合いが切れる。

　駆け降りてくる澪みおがレイの隣に到達するまで、残り数秒──。

　シルバーが動く。大刀と小刀の剣先を中心で交差させつつ、腕を左右に広げる。

　二刀中段の構えが作りだしたものは、交点から発生する黒い力場だった。

　半円状の球体は特異点にどこか似て、同心円状に広がりレイとシルバーを飲み込んでいく。

「兄上っ！」

　背後から追いついてくる澪みおの声に、振り返らない。互いに生きて帰ると誓った。

「残りは、任せる」

「……御意ッ！」

　澪みおが夜を駆け抜けていく。レイは動かず、ただシルバーだけを見つめる。

　飛び込めば即死だと、可能性に選び抜かれた肉体は言う。嫌になるほど隙が無かった。

　半球の力場はやがて拡張を終え、狭い広場と薄闇の天てん蓋がいを二人だけの世界として固定する。

　共に二刀を構え合うレイとシルバーに、言葉は無かった。

　一部の隙も与えられる相手ではないと、互いに認め合う眼めだけが雄弁だった。

　互いに打ち消すギアの力である以上、有利不利は生まれない。小細工は無用。

　一対一──不確定要素を排し、ただ腕のみが命運を決する小さな宇宙の静寂で、刹那──。

「はあッ！」「しッ──！」

　終わりの銀光は瞬またたく。嘶いななきを重ねて。

　星の如ごとく幾いく重えにも火花が散り、煌きらめく双刀が光の咬こう合ごうのように弾はじけ合あう。

　片方受けて片方で薙なぐ。もう片方で受ける。流す。

　ぬるいと見た二人が同時に前へと躍り出て蹴りを仕掛ける。足の装甲でハイキックががぎんと上下段、打ち合い流れ、僅わずかに速く動いたレイが左で一薙なぎ動脈を攻める。

　シルバーが片足で立ったまま上体を反らし紙一重で回避、同時にレイの足首を大刀で刺しに行く。レイが見ずに読み切り片足を抜く。キックから着地した足に体重を一瞬で移し、右一刀でレイピアの如ごとく高速三段突きを正中線に放った。

　それらを全てシルバーは小刀で受け、捌さばき、弾き、突きが途絶えた刹那の隙を大刀二に閃せんで死角に返す。刀身で受けること叶かなわぬ必至の斬撃を、レイは鍔つば元もと、柄つか尻じりで曲芸じみて受けて引く。

　そういった神域の剣舞を、二人は永えい劫ごうにも思える間繰り返した。

　判断を一つ誤れば即死に繫つながる。しかし研ぎ澄まされ、正解の選択肢が観みえている二人は、決して間違えない。互いに最適であるからこそ均衡は生み出され、そして──。

　──ばきん！

「っ──！」

　超常の戦いに付いていけぬものから、崩壊は始まる。肩で息をする二人の眼めが細まった。

　シルバーの乾けん坤こん一いつ擲てきにより、澪みおの刀が真ん中から折れた。レイが即座に後方に跳ねて間合いを切りにいくが、シルバーは好機を逃がさない。ぐん、と間合いを詰めた。

　鞘さやを手に取り守る暇は無い──そう断じたレイは、澪みおの刀を真まっ直すぐに投げる。

　一直線に脳天へと投じた軌道は、素直。シルバーが小刀で守る。

　──ばきん！

「む──!?」

　それを楔くさびとして、〈三日月〉で打った。柄つか尻じりに叩たたき込こんだ妙技がシルバーの小刀を砕く。

　互いにギアの一刀のみとなり、最後の丁ちよう々ちよう発はつ止しが瞬またたいた。

　上段、下段、視線を流し合って刹那に八合、斬り結んで一撃を交差──。

　腕で勝ったのは、レイ。若い力で押しのけて、シルバーの大刀を身体からだの外側に弾く。

　殺やれ──身体からだが叫ぶ。レイが切り上げに払った刀をそのまま返し、肩口へ切り下ろす。

　しかしそれよりも速く、どぐん、と重たい衝撃がレイの脳を揺らした。「ぐ……ッ！」

　シルバーが老ろう獪かいに上を行く。砕けた小刀を放した手が拳を作り、レイの顎を打ち抜いていた。

　即死を避けるべく大刀を目で追ったのは、悪手。

　追撃の蹴りがレイの腹に突き刺さり、後方に吹っ飛ばされ仰ぎよう臥がする。

　呼吸が出来ない。背中を強く打ち、打撃の衝撃で揺れた視界が定まらない。

　それでも己が有する可能性の極致に至った肉体は、片手を突いて刀を構えようとする。が。

　──ここまでか。

　跳び、最高速の刺突を仕掛けてくるシルバーに、防御は決して間に合わない。

　継いだ蒼あおい眼めが詰みを観みる。奴やつの背後に広がる暗闇の天てん蓋がいに、光の道筋は閉ざされた。

『──ただいま、兄上。愛しています！』

　しかし玲れい瓏ろうと、脳裏に守りたい者の声が響く。決して目を閉ざすなと、一条の可能性を探す。

　突いた片手を、スーツで隠れた後ろ腰へ。その手が摑つかんだものは、未来──。

「う、あ、あぁ、ああああ──ッ!!」

　澪みおから預かっていた、電シヨ撃ツク銃ガン。

　身体からだの前に片手で構えて、その眼めで睨にらむ。迫り来るシルバーへ、蒼あおい光の意志が伝える。

　──絶対に、外さない。

　その意志こそが、レイの放った最も鋭い光の弾丸だった。

　シルバーが瞠どう目もく。減速し、空いた片手で黒い鏡のような黒円を生成する。

　撃たなかった。人差し指はトリガーを引くこと無く、その刹那すら立ち上がるために使い。

　レイの〈三日月〉が。シルバーの長剣が。

　共に最速の刺突一いつ閃せんを選び抜き、交錯──。

　生成された黒円の中、未来を貫けた光はただ一つ。

　ずっしりと、確かな手応えと共に、収束した。

「……なぜ、撃たなかった？」

　終えたシルバーが、穏やかな声音を宿し、耳元でレイに問う。

　光ある場所で自分を諭してくれた、理想の師として。

「不意を突けば、勝ち取れたものを……」

　シルバーの眼めが、レイの背後に空いた黒い穴を見て自嘲する。

　無粋で卑ひ怯きような飛び道具をトリガーに、その空間飛びの能力は発動する。

「…………撃てなかったんだ。……下手くそで」

　ゆえに、最後まで刀一つで立ち合うことを選んだレイに、その罠わなは動かない。

　シルバーの剣は、脇腹横に紙一重。そして己の刀は──敵の急所を。

「……俺は、不器用で、自信が無くて……」

　噓うそと言い切るには、あまりに眩まぶしすぎた理想の師を、貫いて真紅に染まっていた。

「……あなたほど、完璧には、なりきれなかった……」

「…………そうか。……お前も、撃てんのか」

　表も裏も明らかになった男が、最さい期ごに素顔を晒さらして微ほほ笑えむ。

「俺も少々、信じすぎたか」

　何十年も戦場を駆け抜けて尚なお、信を宿して誇りに殉じゆんじた、ひとりの男がそこにいた。

「見事」

　師は、捧ささげる。至上の言葉を。

　しかし『敵』を斬り捨てる無情な男を演じるには、雨あま宮みや零れいはあまりに若く、彼を愛し過ぎていて。

「……かたじけ、ない……」

　未熟者の主演が、涙を流す。

　運命の夜の一幕が、ここに喝采なく、静かに降りていった──。
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　誰も観測できない終点での、二人きりの僅わずかな語らいを終え、黒の球体が収縮していく。

　残ったのは、レイ一人。最後に貰もらったライターで、今一度煙草たばこに火を点つけた。

　全てが終わった静かな夜には、元に戻った満月が輝いている。

　果ての未来に存在しなかったそれは、美しく眩まばゆい。見上げると、顔を照らしすぎるほどに。

「──兄上っ！」

「……なあ、澪みお」

　後ろからかかる澪みおの声に、何も繕わず応えた。

　溢あふれるものも、震える声と煙草たばこも、憎いとばかりに刀を握りしめる力も隠さない。

　気遣うこともできずに、ただひとりの無力な、素のままの自分を澪みおに晒さらした。

「……いやだなぁ。……戦争は。……もう、こんなのは、沢山だ……」

　立ち上る煙草たばこの煙は、葬送のそれによく似ている。

　未来人は、骸むくろが残らない。生臭い血肉は粒子に変わり、綺き麗れいに無かったことになる。

　けれど、その誰かと積み重ねてきた時間も。その誰かを、この手で斬ったという事実も。

　絶対に、なかったことにはなってはくれない。

「……もう誰にも、こんな想おもいを、させたくないんだ……」

　だからこの重さは、自分が背負う。今まで自分が犯した過あやまちと含めて、抱えて生きる。

　永えい劫ごう続く呪いの連鎖を断ち切るために、最さい期ごまで戦い続けよう。

　そのために、継いだ夜明けの国の刀と共に、自分という存在はここに在る。

「だから、澪みお。……これからも、支えてくれないか？」

　より永く戦い続けられるために、甘えられる強さが欲しいと願う。

　この世を生き続けたいと、使命以上に願える大事なものを、これからも持ち続けたい。

　弱いところを晒さらして、この子と家族として、支え合って生きていきたい──。

「いつまでも、お側そばに」

　果たしてレイは、赦ゆるされる。共に生きようと、身体からだが伝える。

　刀を握る傷ついた手ごと、心ごと包み込むように、澪みおが背中から抱きしめてくれた。

「もう、嫌だと言っても、離れませぬ……」

　生まれた時代は違っても、同じ時間に生きる妹の身体からだは温かい。強い力がただ愛いとしい。

　あなたは生きていていいんだよと、言葉にしなくても伝わるものがそこにあった。

「……ありがとう」

　この子と、家族として生きていく。弱いところを見せあって、強いところは合わせあう。

　嬉うれしいことと面倒は二倍になるけれど、悲しいことと固定費は半分でいい。

　そしてどんなに辛つらいことがあっても、家に帰れば澪みおが「おかえり」と言ってくれるなら。

　きっと永えい劫ごうの時間だって、戦い続けられる気がした。

「……帰ろうか。家に」

　煙草たばこを捨てて、涙を拭う。

　澪みおのほうを振り向いて笑い、まあ今ぐらい許せよと、素手で頭に触れて撫なでてみる。

「──おかえり、澪みお。晩飯は何がいい？」

　軽い気持ちで、聞いてみた言葉だった。

　でもそれがなぜか効いた。美人で自慢の妹の表情が、瞬またたく間まにぐずぐずに崩れていく。

「……ぅ、く……ぅ、……ぁあ、っぁ、……あにうえ、……あにうえ、ぇええ……──っ！」

　人二倍涙を流す妹のあやしかたは、初めてだから分からなかった。でもそれでいい。

　これからは一回きりの同じ時間を、一緒に手探りで生きていくのだから──。
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「ただいま」

「……おかえりなさい、兄上」

　帰宅すると、澪みおはぎゅーっと隣で抱きついたまま答える。家に帰るまでずっとこのままだったし今こ宵よいはずっとこのままでいる。靴を脱ぐときも一緒だと、流石さすがにレイが渋い顔をした。

「あのな、澪みお。……そろそろ、離れてほしいんだが」

　いやいや、と首を振って拒否する。それからぎゅっと、更に身体からだを押しつける。

　もう絶対離さない。というか離れる訳がない。だってだって、主観的に運命の再会なのだ。

　身も心も全て捧ささげると言って、貰もらってくれると確かに言った。そんな夜なのに。

「しょうがないなぁ……。せめて、着替えさせてくれ。な？」

　物もの凄すごく穏やかな表情であやされる。違う。そうじゃない。それもいいけど今じゃない。

　今こ宵よいばかりは兄に踏み外して頂かないと、くノ一の沽こ券けんに関わるのだ！

「お、おい、押すなって……うわっ」

　電気も点つけないまま、彼リビングのソファに押し倒す。

　手首を押さえつけて組み敷く。レイの目が丸くなって、どんどん近くなって──。

　──行け！　頑張れ拙者！　決めちゃえ！　あああでも待って蕩とける蕩とける蕩とける心の準備を今しばし──!?

「……ん。何か、匂わないか？」

「っ──!?　せっ、拙者、先にしゃわーを浴びてくるでござるっ！」

「あ、いや、そういうことじゃじゃなくて──」

　話も聞かずに、脱だつ兎との如ごとく超加速で浴室へ逃げていく。

　身体からだを嗅ぐと、確かにカムフラの香水の香りと汗が混ざって最悪だった。

「うぅう……！　拙者のうつけぇ……っ！」

　半泣きになりながらシャワーで身を清め、けれど仕切り直しだと澪みおは気合いを入れ直す。

　なんてったって、この夜襲も二度目だ。備えもなく別れを告げられた前回とは違う。

　昨日のうちに、千チ歳トセとして色々仕込んでおいた。いい香りがするシャンプー類はもちろん、ルームウェアも、下着も、密ひそかに買っておいた一番かわいいやつだ。二つ並んだ歯ブラシの紅あかい方でしゃこしゃこやって、最後は夜用のお化粧なんてもので仕上げをする。

　──少しでも、かわいいと思ってくれるかな。

　自分がこんな風になるだなんて思ってもいなくて、身体からだがかあっと熱くなる。

　『妹』がそんな慕情を、『兄』に抱いて良いの？　という問題がある。

　うるさい知るか。今宵二周分の勢いがあるうちにキメないと、拙者は絶対無理だもん！

「やるぞ……やるぞやるぞやるぞ。せ、拙者は、くノ一っ！」

　ごうっと燃え上がる気持ちを宿して、着替えを終えた澪みおがリビングに再び挑む。

「あに──……」

　絶対愛してもらうんだ、と思っていた。なのにすぐ、自分本位の気持ちは消きえ失うせる。

　声を抑えて、自室からタオルケットを持って来て、ソファで眠るレイの近くで跪ひざまずく。

　スーツの上着を脱いで、ネクタイを緩めて、そこで電池が切れたように兄は眠っている。

　しかし彼の表情が安らぐことは、決して無い。今こ宵よいもまた、悪夢を見るのだろう。

「……愛しています。兄上」

　赦ゆるしてもらった。愛をくれた。明けない夜に、終わりをくれた。

　だからこれから一生をかけてでも、拙者はこの人に愛を捧ささぐために生きよう。

『──触るなァッ！』

　澪みおの手が、無意識にレイの頭に伸びる。その手はやはり、彼に強く摑つかまれた。

　抵抗しなかった。何をされてもいい。何度拒絶されたって、生涯あなたの側にいる。

　そんな決意を固めた身体からだは、投げられるのではなく、彼の胸元に引き寄せられた。

「……み、お…………」

　大好きな彼の匂いがする。どんな夢を見ているのですかと、黙って頷うなずいた。

「……行く、な……」

「──っ」

　ぼろぼろと、涙が零こぼれる。兄上もあの別れを、辛つらいものとして悪夢に見てくれた。

　完璧な噓うそのその裏側で、名残惜しいと、澪みおを想おもって下さった──。

「……はい。……はいっ。……澪みおはもう、どこへも行きませぬ……っ」

　包み込むように抱きしめ返す。

　彼の寝顔が、安あん堵どに和らいでいくのを見届けて。

「──澪みおは、果か報ほう者ものにございます……」

　雨宮兄妹は二人揃そろって、安らかな微睡まどろみの中に落ちていったのだった──。





〈A.D. 2020/04/22(Wed) 06:00:00 雨あま宮みや家　リビング〉






　そして、夜が明けて。レイの朝は、妹の綺き麗れいな寝顔から始まった。

「……ぅ、……ぉっ」

　声にならない声を押さえて、起こさないように摑つかまれた身体からだを離していく。

　いつだったか任務で爆弾を解体したときより神経を使い、何とかソファから抜け出した。

「……心臓に悪い奴やつだ。いつも」

　妹として出会わなかったらどうなったかと思うが、幸いなことにそんなもしもはありえないらしい。微ほほ笑えみを湛たたえながら、レイはタオルケットを澪みおに戻して立ち上がった。

　控えめの水量で静かにシャワーを浴びて、洗面所で出勤の身支度を調える。こんな一大事が起きた翌日でも、大人には仕事が待っているのだ。

「……げ」

　鏡を見ると、髭ひげが生えている。こういう小さなことが、毎日辛い。

　年齢は不可逆で戻らない。長生きを望んでいた訳じゃないが、玉手箱の代償は結構重たい。

『──俺はもう、その時間を生きた』

　けれど歳としを取ることも悪いことばかりではないのだろうと、シルバーの生き様を見た今は思える。この見かけに恥じない中身に、自分だって成長していかなければならない。

「長生き、しなきゃな」

　最後の語らいを思い出して浸りたくなるが、それは後にする。大人は優先度を間違えない。

　教師・雨あま宮みや零レイは手抜かりなく鏡の前で身支度を終え、キッチンへ。

「よし。メシ、作るか」

　二周目だ。ただ、そこまで劇的には改善しなかった。形だって歪いびつのまま。焦げてないだけ。

　──まあ、これが等身大の俺か。

　盛り付けを全て終え、すやすやと眠る澪みおの肩に、ぽんと素手で触れて起こしてやる。

「……ん、……ぅ？」

「おはよう、澪みお。夜が明けたよ」

　ぼーっと、澪みおの紅の眼が隙だらけに開いていく。それから、にへらと顔が緩んだ。

「……あー。あにうえだぁ……」

　可か愛わいすぎて胸が痛くなってきた。これはアレクの気持ちも分かる。

　この一番大切な宝物を、これからも『兄』として守り続けていこう。

「……良い、香りがしまする……」

「うん。ハンバーグを作ったんだ。是非食べてみてほしい。今度は焦げてないからな」

　芳こうばしい肉の良い香りがする。

　何も食べていないし、きっと及第点ぐらいは付けてくれるだろう。

　……そう思っていたのに、なぜか澪みおは、タオルケットを抱きしめて動かない。

「兄上の香りがするぅ……」

　がっと強奪して、光速で洗濯機にぶち込んだ。

「あぁああ──っ!?　何てことをっ！」

「ね、寝ぼけてないで早く顔洗ってこい！　メシ食いながら打ち合わせだ！」

「……へ？　何の？」

　明るい太陽の光が差し込む家で、レイは澪みおの猫耳帽子をぎゅっと被かぶって笑いかける。

「──では、これより茶番を始めようか？」










Ending：リップヴァンウィンクルの姫君
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　現実の続きを促すように、アナスタシア・クドリャフカの目覚まし時計がじりりと鳴った。

「…………えっ？」

　天てん蓋がい付きのベッドで、確かに目を覚ました。でも未いまだに夢を見ているみたいだった。

「なっ……何これっ!?　えっ!?」

　部屋がめちゃめちゃに荒れている。まるで強盗でも入った後みたいだ。

　一体これはと、枕元に置いてある眼鏡に手を伸ばす。かん、と何かが手に当たった。

『これがあれば全部忘れられる！』と評判のお酒──ストロングテロの空き缶が大量に！

「えぇえええええ────っ!?」

　どうなってるの。ハングオーバーしてる！　吞のんだ記憶なんて全然ないのに!?

「はっ……そうだ、姉さんっ!?」

　これも夢になってたら泣き崩れるところだったけど、不思議なロザリオはちゃんと首にかかっていた。握り込むと、脳裏に直接優しい声が聞こえる。

〝──おはよう、アナ。随分派手にやらかしたみたいじゃない？〟

「ねえ、これどうなってるの!?　わたし何したの!?　澪みおは……レイ先生は!?　昨日の夜──」

〝説明は後。いいから早くここまで出頭なさい？　遅刻しても知らないわよ〟

　目を瞑つむると、姉が見ている視界が共有される。それは凄すごく意外で、でも見慣れた場所で。

　かつては刑務所にさえ思えたその場所は、今や美しい、自由な希望の海岸に思えた。

〝今日はお迎えは来ないわよ。一人でちゃーんと来られるかしら、お姫さま？〟

　かちん、と来た。

　姉さんときたらいつも勝手で、それから時間の感覚が変なのだ。

「あのねえ、いつまでも子ども扱いしないで！　もうＪＫなんだから、それぐらい──」




「余裕うぎゅぁあああああ────っ!?　もう余裕ない！　入らないわよぉおお──っ!?」

『──簾す鴨がも。簾す鴨がもです。駆け込み乗車はご遠慮ください』

　通勤ラッシュの川かわ手て線せんが、老ろう若にやく男なん女によ貧富の差無く人を無慈悲に押し潰す。混みすぎ。

　どうなってるの。ニュースで見た昨夜の統とう京きようの異変も、もしかして全部夢？

「昨日の警報、ヤバかったすよね」「あー。久々にドキッとしたね。そっち大丈夫だった？」

「避難は良かったんですけど、火の不始末とかで燃えたとこがあったそうで」「怖いねえ」

「でも、国がすぐに補ほ塡てんするそうですし」「結局何事も無かったし」「……ねえ？」

「普通に仕事休めませんからねー」「今日は水曜で定退日だし、終電で帰りたいね！」

　統とう京きようという街は、今日も静かに狂ってる。現実の方が遥はるかに悪夢だ。

『──駒こま籠ごめ。駒こま籠ごめです。学園都市「文ぶん教きよう」へようこそ。皆様、行ってらっしゃいませ』




　どこかおかしい現実は、更に続く。

「──おはよう。……ええ、おはようございます。……さあ。誰でしょうね」

　共有された視界と同じ景色に、その人物はしれっと立っていた。

　もう外向きの顔を繕う余裕もない。アーシャは泡を食って、校門の前まで駆けた。

「姉さんっ!?」

「……姉、さん？　先生の間違いでしょう、アーシャさん。定番の間違いを犯すのね？」

　初めて出会う、眼鏡をかけた大人の姿の姉がいた。

　今まではずっとロザリオでしか話したことがなくて、顔を合わせたこともない。

「新任物理教師のアレクシス・リンです。どうか、アレクと呼んでくれると嬉しいわ」

　でもこうして会えたら、すぐに分かった。衝動的に、荷物を落として姉に抱きつく。

「始めまして、アレク先生っ。わたしたち何だか、初めて会った気がしませんねっ」

「え、ええ。……ちょ、ちょっと、離れなさい。目立つ。私の仕事まで忘れたの？」

　焦る姉に諭されて、アーシャははっと息を吞む。

「あまり目立ってはいけないの。分かるでしょう？」

　──そうだった。姉さんの正体は、平行世界からやって来た、秘密組織のエージェント。

　裏世界の陰謀を阻止するため、引いてはわたしを助けるために今日まで暗躍してくれていて。オモテの世界で生きるレイ先生や澪みおを巻き込まないために、指示通りに協力を……？

「……あれ？　何か、おかしくないかしら？　全然説明が足りないわ」

「……っ、な、何が？　姉さん分からないワー。細かい警察活動は不幸になるわよっ!?」

　思いっきり、棒読み。この人本当に噓つくの下手。スパイに向いてなさ過ぎる。

「あやしい……」

「あやしくない！　ほ、ほら零れいくんたちが来たわよ！」

　そう言って、アレクが校門に向かってくる自動車を指差す。

　確かに、乗っているのは雨あま宮みや兄妹だ。喧嘩中のはずなのに、凄く仲良さげだけど。

〝そ、それじゃあ、まずは零れいくんの記憶を改竄してくるわ。アナは教室に行ってなさい？〟

〝……分かったけれど。澪みおの状況は？　誰が何の情報を持っているの？　わたしの役割は？〟

〝あ、えっと、えっと……!?　ま、まだ整理できてない！　朝はイイ感じに乗り切って!?〟

「と、とにかく行ってくるわ！　理由なんて後でいくらでもくっつくの！　じゃあね！」

　すちゃっと真っ黒なサングラスをかけて、姉はレイの車を追っていく。

　何だか数年ぶりに飼い主に会う犬みたいで、笑ってしまった。「……やっぱり、姉妹ね」

　それじゃあもう少しだけ、姉さんの脚本に付き合おうかな。
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　たまり場だったらしい進路指導室で、レイはアレクのインカメに収まるように肩を組む。

「『お、おい!?　アレク、何のつもりだ!?』」

「これから、同じ時間をずーっと生きましょうね。……はい、チーズっ！」

　──ばしゅん！

　強い閃光が携帯のインカメから放たれて、レイは気絶する振りをして椅子にもたれる。

　一方撮影を終えたアレクは、眼鏡の録画モードをぷんすかしながら終了していた。

「じゃ、茶番は終了。後はアナにこれを見せるから……今度こそ上手くやってよね！」

「はいはい、早く行け」

「心臓止まるかと思ったわよこの馬鹿っ！　死になさい！　あなたなんて大っ嫌いっ！」

　涙目になってアレクが部屋から出ていく。レイは笑いを嚙み殺しながら、狸寝入りをして、いよいよ最後の出番を待った。

　ややあってアレクの入れ替わりで、アナの方がそっと指導室に入ってくる。

　本職から見て、気配を断つ身のこなしが天才的だった。カタギとは思えない。

　スパイの才能に満ち満ちている彼女が、普通に生きられる終わりで本当に良かった。

「……ん、……う。……あれ。私は、何を………って、アーシャさん。近い」

「ここでキスシーンを」

「そんなものはない。……ほら、離れる。生徒の話は、教師として普通に聞きますから」

　至近距離に近づいていたアーシャの肩を押し、距離を突きつけて分からせる。

　不満とばかりに膨れてかわいらしいけれど、無視だ。

「……ねえ、レイ先生。姉さんに何したの？　あの人らしくないし、さっきの大声……」

「昨夜の内にあなたの記憶を弄り終わったって噓ついてたんです。ビビっただろうなー」

「……レイ先生って、すっごく悪い人。あの人初アド見リブに弱いのに」

「まあこれぐらいはね。あなたと入れ替わった後に、色々ありましたから」

　裏切りを気に病んでいたようだから、これぐらいやれば今後も気兼ねなく友人をやれるだろう。個人的には、アレクが疑いもせず騙されてくれたことが一番嬉しかった。

「まだ全部、覚えていますね？」

「……はい。澪みおが本物の忍者ってことも、昨夜先生と映画館で会ったことも、全部」

「うん。よし。……それじゃあ本番だ。進路相談を始めよう」

　机に座って向かい合う。どうしても素のままの彼女と、最後に話してみたかった。

「アナスタシア・クドリャフカさん。私に聞きたいことはありますか？」

　カラコンを外して、素の蒼い瞳を晒して彼女を真っ直ぐと見据える。

　歴戦の強敵と立ち合うときと変わらぬ、真剣な眼差し。

　それに怯まず、アナスタシア・クドリャフカはその紅の瞳を真っ直ぐとレイに向ける。

　己の罪科に向き合う、美しく誇り高い眼をしていた。

「わたしは、これからどうなりますか。どんな目に遭うことになっても受け止めます」

「……どんな目にも遭わない。君の姉さんが全てを帳消しにしてくれた。君はこれから、誰にも怯えなくていいんだ。破滅だってなくなる。この、免罪符があれば」

　用意していた医者の診断書を、彼女の前に滑らせる。「……これは？」

「『突発性アルジャーノン症候群』という噓の病だ。君は今日から急に馬鹿になる。でも地道に勉強を頑張れば、学力は徐々に戻っていく……という設定だ」

「……じゃあ。わたしは、赦されるん、ですか？」

　首を横に振って告げる。「世間的には、な」

「……っ」

「言っておくぞ。君が犯した罪は、消えない。自分が自分を赦せる日は、絶対に来ない」

　厳しい言葉を、鞭むちとして打つ。それでも彼女は受け止めて、黙って頷うなずいた。

　強い子だ。叩たたいている最中なのに、つい笑みがこぼれてしまう。

「厳しいことを言ってすまない。でも俺は、噓うそは得意だけど、別に好きって訳じゃないんだ」

「……はい」

「君たちはまだ大人じゃない。でも、もう子どもでもない。……現実は、痛い。全部都合の良い結末はない。忘れて生きることなんてできないし、君はしたくないだろ？」

　頷うなずく彼女へ、今一度、絶対不変の事実を言い渡す。

「……過去は、変えられない」

　歴史は繰り返す。歴史から最も学べるものは、人は歴史から学ばないという真実だ。

　けれどそれは、必ずしも愚かしさゆえと決まったわけじゃない。翻ひるがえせば、何十年何百年何千年経たとうとも、そこに生きる人間の想おもいが普遍的だということでもある。

「でもな、アーシャさん。……人は、過去の意味なら変えられるよ」

「っ──」

「あの過あやまちがあったから今の自分があるんだと言い切れる、素敵な大人になってくれ」

　次に繫つないで、未来を創ろう。

　自分が与えられて救われたものを、次に救いを求める者へと手渡して。

「──アナスタシア・クドリャフカ。君に、罰を言い渡す。やってくれるな？」

「……っ、はい！　何だって、やります！　一生かかっても……絶対っ！」

　涙を流す彼女の紅の瞳は、永えい劫ごうの灼しやく熱ねつを思わせて力強い。

　きっとどんな辛つらいことだって、最後までやり通してくれるだろう。

「君がついた噓うそを、本当にしろ。頭が良いいアレクサンドラ・クドリャフカを、今度は自分の手で作るんだ。過程がどうだったかなんて、みんな見てない。外野は結果しか見ないから」

　そのドライな論理を身を以もつて知る彼女だからこそ、この刑にはきっと意味がある。

「みんなが黙る成果を、一緒に作ろう。……君の進路は進学だったな。じゃあ推薦なしで、統とう京きよう大学合格な？」

「え……!?」

「なんだ、もう怖おじ気けづいたのか？　早いなあ」

「い、いえ……そうじゃなくて。一緒に、って。……勉強、見てくれるんですか？」

「当然だろ？　君は大人でもないんだから。過程だって、俺がちゃんと評価する」

　それを福音と取るか、足あし枷かせと取るか。

　それはこれから頑張る、この子次第だ。

「サボるなよ。俺は、ちゃんと見てるぞ。その辺の大人と同じだと思わないことだ。……大人であり、同時に子どもである君たちのことを、同じ視点で見ているよ」

　そう告げると、彼女は頷うなずいて笑う。「じゃあ、レイ先生。最初の質問があります」

　終局だ。読み切った手だと、彼女は次にこう言うだろう。

「先生は結局、何者なんですか？」

「うん、いい質問だ。これを見てくれたら、一発で俺の正体が分かる」

　ポケットに手を入れて、満を持して大事なものを取り出す。

「──ここで刀とかが出てくると思った奴やつが、悪い大人に騙だまされる。勉強になったか？」

「……ぇ。……せんせ、…………そ、…………れ…………」

「分かりやすい答えなんて全部罠わなだよ。じゃ、組み込み通りまずい部分だけ忘れてくれ」

　銀色のライターの炎が、記憶を弄いじるために妖しく揺れた。

「……はい。……分かり、ました……」

　信頼してくれた彼女は上う手まくはまって、虚うつろに頷うなずく。後は自動補正がかかるだろう。

　ライターの炎を消して、ぱんと目の前で手を叩たたいた。

「はっ!?」

「寝不足ですか、アーシャさん？　話が終わってすぐ寝ないでくださいよ」

「す、すみません、何か力が抜けちゃって。……あの、何の話の途中でしたっけ？」

「必要なお話は全部済んだ後です。それで、なんで澪みおが怒ってるのか、でしたよね？」

「あ。そ……そう、でした。あの子、顔を合わすなり舌打ちで。何が地雷だったのか……」

　早速、抜き打ちテストだ。

「良ければ、教えてさし上げましょうか？」

　彼女は誘惑を断ち切って、自分ひとりの力で、理不尽に立ち向かえるか。

「……いえ。やっぱり、言わないで下さい。わたし、自分で考えますから」

「良いいんですか？」

　問いかけると、彼女は百点満点の笑顔を見せて、正解を選んだ。

「──はい。わたしもう、カンニングはしません」




「……良いい仕事、させてもらってますよ。ナイトレイ教頭」

　くすりと微ほほ笑えみ、まあ誰も見てないだろとそのまま部屋で煙草たばこを吸う。

　シルバーから譲り受けたライターは、あの人と同じく優秀だ。炎に、走馬灯が揺れた。

『──涙か。……若いな』

　倒れた後に、出血なんて感じさせないほど、シルバーは格好良く煙草たばこを吸った。

『……ああ。羨ましいだろ？』

『いや。……俺はもう、その時間を生きた』

　定まった大人は、揺らがない。決して振り返りなどしないのだ。

　敵ではあるが、憎めなかった。明確な悪なんて、戦場には決していないと知り過ぎた。

　家庭を知った自分の目は、煙草を持つ彼の左手の薬指に引かれていく。

『あなたのご家族は、俺が、必ず……』

『……ん？　ああ、これか。作り込むといつも忘れてしまうな』

　そう言ってシルバーは指輪を外し、ぽいっと後ろに投げ捨ててしまった。目が、点になる。

『俺は生涯、独り身だ。誰かのように突け込まれては困るのでな？』

『な……っ』

『シルバー・ナイトレイは噓フイクシヨンだ。実在の人物を、不幸にすることはない』

　痛快そうに、彼は幼く顔を綻ばせる。騙されて嬉しい噓もあるのだと、希望を示すように。

　実在しないものに時間を費やし、人は騙って創る。その愛に、捧げる言葉があるならば。

『見事』

　ただ至上の、その一言に尽きた。

　レイも煙草を吸おうとする。だが、どうやらライターを落としてしまったらしい。

　締まらない。しかしその未熟を咎めず、シルバーはこの銀炎のライターを投げてくれた。

『貸してやる。……後で、返せ。俺は、酒席でも吸うのでな』

『……分かった。先に、吞のんでいて欲しい』

　きっと、いつか同じ場所に行く。それは主観的にいつのことかは分からないが。

　もしも隔てのない場所が未来の果てにあるのなら、そのときは今度こそ教えを請こいたい。

　粒子となって消えていく最後、彼は格好良く微ほほ笑えんで。

『──後世に轟とどろく、仕事を成せ。肴さかなに飽きぬぐらいのな』

　歳とし経ても、あくまでも未来の約束を見据えて、旅立って行った。




「……若い方が、残業していきますよ」

　教師は、未来を創る仕事。彼ら彼女らが秘める可能性を、光へ導く誇りある仕事だ。

　煙草たばこを携帯灰皿の中に捨て、レイは時計を確認する。

　そろそろ終演の時間だ。身だしなみを整えて、教室へと向かっていく。

　青空が広がる中、階段を登るのは心地が良い。きっと今日も、良い仕事ができるだろう。

　三年Ｆ組の教室扉の前で、自分の出番を告げる鐘を待ちながら、そっと職場を覗のぞいた。

「──いい加減機嫌直しなさいよ！　そんなだから撮影期間が延びるんだわ！　かっこ悪！」

「そっ……それは大人の事情！　澪みおのせいじゃないもん！　アーシャうるさい！」

　早速、頭が痛い。ターゲットじゃ無くなったからといって、即喧けん嘩かときている。

「……まあ、いいか。ヤバくなったら庇かばえばいい」

　今日ぐらいは、大目に見よう。好きに楽しんでほしい。

「覚えてないならもっかい言ってあげるよ！　人の兄に、ちょっかい出さないで！」

「……どうして、澪みおの許可を得ないといけないの？　そんなのわたしの勝手じゃない」

「かっ、勝手じゃない！　そもそも、レイは教師なの！　倫理的におかしいでしょ!?」

「じゃあ澪みおは兄きよう妹だいだから、倫理的にもっとおかしいわね。わたしに言えるの？」

「ぐ…………ぐぬぅううう！」

　──しかしあいつら、たかが俺の設定に、どうしてそこまで入れ込むんだ？

　どっちも平等に守るに決まっているのに。

「せっ……拙者は！　忍びとしての絆きずなが、兄上と千年分あるし！」

「……澪みお。虚構と現実の区別ぐらいつけなさいよ。忍者なんて今にいるわけないでしょ？」

「いるもん!!!　今、証拠を──！」

「えー、みなさんおはようございます。席に着いてくださーい」

　それ以上いけない。丁度ゴングみたいにチャイムが鳴ってくれたので、たまらず中に入る。

　自分でもやらかしたと思っているのか、澪みおは散歩がなくなった犬みたいにしゅんとしていた。

　教壇から平和な風景を見ると、頰が緩む。

　この素晴らしい宝物を守るために、これからも苦難に満ちた仕事を頑張っていく。

「それでは、出席を取ります」

　でもひとまずは、ここで一区切りだ。

　レイは終演の挨拶のように、キャストの名前を呼んでいくことにした。

「──ジノ・ヴァレンティーノくん」「はいよっ！　元気だよ！」

「──劉ラウ杏シン花フアさん」「アイヨー……」

　順番に、順番に。一人も飛ばすことなく。どんなモブにも、名前はある。

　けれどズルをした者には、ちょっとした罰を受けてもらわねば。

　わくわくと背筋を伸ばす彼女に向かって、雨あま宮みや零れいはにやりと笑って正確な名前を呼んだ。

「──アレクサンドラ・クドリャフカさん」

「……っ」

「あれ、どうしました？　いないんですか？　天才アレクサンドラ・クドリャフカさん？」

「……ぁい……」

　ぶすっと拗すねて塩対応をするアーシャの後ろで、一番笑って欲しい子の笑顔が輝く。

「雨あま宮みや澪みお」

　澪みおは大おお袈げ裟さに立ち上がり、呼ばれる前に帽子を取って胸に当て、恭うやうやしく礼をした。

「はいっ！　……同じく、雨あま宮みや零れい！」

「はい」

　胸に手を当て、同じ並びだと示すように彼女と一緒に礼をした。

「──それでは、授業を始めましょうか」

　この物語の主演は二人。

　過去と未来、同時にやって来て現い在ま出会う、変な兄きよう妹だいがいましたと。

　全てが終わって酒さけの肴さかなになったとき、人差し指を立てて、ほら話の最初にこう言おう。

　──この物語は、噓フイクシヨンということになっている。
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あとがき




　みなさま、はじめまして。あるいは一ヶ月ぶりです。渋しぶ谷やです。

　本書を西暦２０２１年２月より未来から観測している方々にとっては過去の噺はなしになりますが、この『統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン』は私のデビュー作『つるぎのかなた』の完結翌月に刊行されています。

　つまり、終わりと始まりが同時。

　時間ものをやる上で、キマると一番嬉うれしいスケールを盤外でもやれて嬉うれしく思います。

　内容の方、楽しんで頂けたら幸いです。私は二周すると面白くなるお話が好きなので、そういう味付けで作ってみました。もしみなさまの有限なお時間を頂けるのであれば、是非彼女のように繰り返して頂けると作者冥みよう利りに尽きます。あと、購入した記憶も上う手まいこと消して頂いて、無限回複数媒体で買ってくれたらもっとうれしい（汚い大人か？）。

　まあ冗談はさておき、本作は『過去を変える』『やり直す』ということが主題のお話です。

　みなさまも一度くらいは考えたことがあると思うんですよ。もしもタイムマシンがあったらどこに戻る？　そこで何する？　ということを。

　この話になると、私は昔即答してました。「中一の俺を殺して剣道部の入部届を破く」と。

　十年以上経たった今でも、あの頃の悪夢を見るぐらい地獄でした。あれがなければ、もっと楽しい時間が確実にあったでしょう。明確な人生の分岐点です。

　分岐点はもう一つ。詳細は書けないですが、十九歳の頃、東京に行くか行かないか決めろ、というものでした。あれは振り返るまでもなく「あ、人生変わるな」って自覚してました。

　私は東京に行くことを悩みながらも決断したのですが、その代償に色んなものを失い、当時少し心を壊しました。大阪に残れば何か変わったんだろうか、と毎日うなされていたことを、昨日のことのように思い出します。

　二つの分岐点に共通するのは、筆舌に尽くしがたいほど辛つらい思い出だったということ。

　そしてその選択なくして、今の幸せな私はないということです。

　死ぬほど嫌いだった剣道のお話が書けたお陰で、一番好きな仕事ができるようになった。

　東京に来たお陰で、得え難がたい経験や素晴らしい人との縁にたくさん恵まれた。

　そうやってこの街が大好きになったからこそ、『統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン』というお噺はなしは生まれた。

　なので現在、タイムマシンがあったらどうする？　という問いに対する答えは一つです。

　タイムマシンは要りません。今が最高になるように、悔いなく選んできたので。

　何十年後の未来になっても、今と同じことが言えるように、今後とも精進して参ります。

　願わくばこの『統トウ京キヨウ作戦フイクシヨン』の刊行が、良き未来へと繫つながる、新たな分岐点になりますように。

　それではみなさま、機会があればまた。


西暦２０２０年末日　渋しぶ谷や瑞みず也なり
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